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この報告書は、 日本 自転車振興 会か ら競輪収益の一 部で あ

る機械工業振興資金の補助 を受けて昭和53年 度 に実施 した

「産業別情報拠点の育成に関す る調査研究」 の成果 を とりま

とめたもので あ ります。
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1.は じ め に

本書は、昭和53年 度 事業 として、当協会の委託 に より日本繊維協議会が調査 し、とりまとめた 「繊

維産業 情報 ニーズ調査」の成果 報告書である。

●

1.1本 報 告 書 作 成 の 目的

現在、わが国繊維産業は、内外ともに厳しい経済環境下において、構造不況による国内需要の減

退と、加 うるに発展途上国の輸入による追い上げ並びに急激な円高に伴 う競争力の低下による輸出

不振等により、新たな産業体制への転換が緊急かつ重要課題となっている。

本調査研究は、このような課題に応えるため、繊維産業情報ニーズ、特に需給情報ニーズの現状

分析を行なうとともに、これに対応する政策課題ならびに将来への対応策をとりまとめたものであ

る。

'

、
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2. 繊 維 産 業 の 現 状

2.1概 要

繊維産業 は、(D原 料 段階(農 業 を除 く)、(ii)糸 段 階、⑩織物段階、ω繊維二 次段階 の4分 野に大

別す ることができ、単に 「繊維産業」 と呼ぶ場合は、通常、 これ らの うち製造部 門のみを指す 。

しか し、消費財分野においては、生産 、流通機能が、複雑に影響 し合しへ 混然一体 となってシス

テム化されつつあ り、特 に、繊維産業の場合 は、その歴史的、社会的背景を もとに、流通機構が製

造部門 と密接な関連性を もっている。

図2-1は 、繊維産業の生産 と流通を一体 として とらえ た繊維産業の全容である。これによれば、

昭和51年 現 在事業所数、約34万(製 造部門約15万 、 流通部門約19万)、 従業者数約267

万人(製 造部 門約155万6千 人、流通部門約111万6千 人)に 達 しており、その家族 を含めれ

ば、1000万 国民 の生活が、この産業の動向にかか っているといって も過言ではない 。

膚

●

●

■
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糸 段 階

製 造 流 通

11,720(事 業所)1,050(商 店)

208,076(入)10,180(人)

繊 維 原 料 卸 売

768(商 店)

10,499(人)

紡 績

1,214(事 業 所)

154,646(入)

ね ん 糸 ・か さ 高 加 工 糸

1・0,506(事 業 所)

53,430(人)

糸 卸 売

1,050(商 店)

10,180(人)

売
乗

卸

ー

ー

0

9

商

0

1

.

5

2S

糸生

製 糸

419(事 業 所)

15,228(人)

レ ー ス 雑 品

4,294(鞠 〒)

25,399(人)

織 物

56,916(事 業 所)

282,775(人)

織 物 段 階

メ リ ヤ ス

17,627(鞠 ヲ〒)

195,973(人)

網 綱

1,229(彗 撲 戸斤)

17,723(人)

そ の 他

9,893(鞠 ヲ〒)

69,939(人)

C

製 造 流 通

99,579($}ktx)8,807(酷)

73,545(入)113,102(人)

織 物 卸 売

8,807(商 店)

113,102(人)

染 色 整 理

9,620(事 業 所)

142,736(人)

繊 維 二 次 段 階

製 造 流 通

43,048(事 業 所)174,252(商 店)

541,706(人)979,835(人)

衣 服 ・そ の 他 繊 維 製 品 製 造

43,048(事 業 所)

541,706(人)

衣 服 ・下 着 寝 具 卸 売

(その他乙衣服・身のまわり品卸売を含む)

21,417(商 店)

289,927(人)

室内装飾繊維品卸売

1,505(商 店)

18.448(人)

囲 百 貨 店

(衣 料 品)

1,517(商 店)

118,623(人)

織 物 ・衣 服 小 売

(他に分類されなレ織 物衣服・身のまわり品
小売を含む)

151,318(商 店)

571,285(人)

家 具 非 製 造 小 売

(じ ゅ うたん ・カーテン等)

23,355(商 店)

114,807(人)

ー

↓

ー

o。

ー

製 造 流 通 合 計

154,851(事 業 所)

1,556,874(人)

185,377(商 店)

1,116,835(人)

340,228

2,673,709(人)

囲 百貨店の商店数 ・従業者数は51年 商業統計

(品 目編)よ り衣料品ウエイ トを勘案 して算

出。

出所:51年 工業統計

51年 商 業統計

図2-1繊 維各 段 階別 事業 所 数 と従 業 者 数



●

●

■



●

2.2地 位

繊維産業(製 造部門)の 我が国に占め る地位については、表2-1が 示 す通 りである。

これ によれば、昭和51年 で、全製造業 中、事業所数 で21.3%、 従業員数 で13.9%、 出荷額で7.4

%、 付加価値額で8.0%を 占めている。しか し、過去の時蒋llで 比較すると、事業所数を除 く各項目で、確実に

その比率が低下していることがわかる。特 に、 出荷額、付加価値生産額では、昭和30年 に比較 し、

大幅にその比率が、低下 してい る。

また、輸 出では、昭和30年 に は、全体の3分 の1強 の37.3%を 占めていたの が、昭和51年

には、微か6.3%に ま で低下 している。

他方、輸入は、5.4%ほ どを占めるにすぎないが、特 に最近の韓国、台湾、 香港等の近 隣諸国を

は じめ とす る海外か らの輸入は増大 してお り、我が国繊維産業 界の大 きな脅威 となっている。

■

●
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表21 繊 維 産 業 の 地 位

昭和30年 昭 和35年 昭和40年 昭 和45年 昭 和50年 昭和51年

繊維製造業の製造業全体に占 ウエイ ト ウエイ ト ウエイ ト ウエイ ト ウエイ ト ウエイ ト

める地位

事 業 所 数 88,283
%
20.4 102,091

%
2LO 125,202

%
22.4 146,286

%
22.4 157,381

%
21.4 154,851

%
21.3

従 業 員 数
千 人

1,266 23.0

千 人

1,551 19.0

千 人

1,720 173

私

1,750 15.0

ひ

1,589 14.1

千人

1,557 13.9

出 荷 額

・

億 円

12,934 19.1

億 円

21,490 13.0

劇

34,676 1L7

鮪

61,268 8.9

億 円

94,038 74

齪

107,274 7.4

付 加 価 値 生 産 額
億 円

3,567 16.9

億 円

5,937 12.3

億 円

11,000 11.3

億 円

23,294 95

億 円

33,347 79

齪

39,298 8.0

繊維品の輸出入に占める地位 ウエイ ト

%

ウエイ ト

%

ウエイ ト

%

ウエイ ト

%

ウエイ ト

%

ウエイ ト

%

輸 出 額

百万 ドル

749 373

百 万 ドル

1,223 30.2

百 万 ドル

1,582 18.7

巨 万 ドル

2,408 12.5

百 万 ドル

3,719 6.7

百 万 ドル

4,216.4 6.3

輸 入 額 613 24.8 809 18.0 904 11.1 1,277 6.8 2,834.9 4.9 3,494.7 5.4

(繊 維原料を除 く) 12 0.5 19 0.4 57 0.7 314 1.7 1,310.4 2.3 1,699.2 2.6

出所:工 業統計表(産 業編)

通商白書(各 論)

⑨ ●
可



一方
、消費面においては、昭和52年 度uak・いて、家計 消費支 出108兆9,780億 円の うち被

服費支出は、11兆6,441億 円で家計 消費支出の うち10、7%を 占めている(表2-2)。

表2-2家 計 消費支 出の内訳(昭 和52年 度)

(10億 円) (シ ェア)

家計消費支出総計 108,978.0 100.0%

飲 食 費 37,22L5 34.1

被 服 費 11,644.1 10.7

光 熱 費 2,24L2 2.1

住 居 費 24,632.1 22.6

雑 費 33,239.1 30.5

(国民所得統計より推計)

2.5主 な 特 徴

(1)零 細 性 と過多性

昭和51年 工 業統計表 による と、我が国繊維製造業が製造業全体に占める割合は、事業所数で、

21.3%、 従業員総数で13.9%、 出荷額で7.4%、 付加価値生産額 で8、0%に 相 当 している。

これ をみて も、繊維産業 の企業規模が他産業 に比べ て零細であ り、企業数 が相対的 に多い こと

が明 らかである。この繊維企業の零細性は、特 に織物業、メリヤス製造業に顕著である。しか も

一部の業種vak・い ては零細性 が進んでいる もの もある。(表2-3、4)

θ

9
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表2-31事 業 所 当 り、従 業 者1人 当 り付 加価 値額 等

1事 業 所 当 り 従 業 者1人 当 り

生 産 額

産 業 従 業 者 数 出 荷 額 等 (従業者20人 以 付 加 価 値 額 出 荷 額 等 付 加 価 値 額

上の事業所)

(人) (千 円) (千 円) (千 円) (千 円) (千円)

合 計 16.9 145,900 127,894 53,548 8,641 3,172

食 料 品 13.1 120,553 99,788 35,258 9,185 2,686

繊 維 10.0 56,166 44,421 21,172 5,615 2,117

衣服 ・その他の繊維製品 12.9 44,438 30,319 18,847 3,438 1,458

木 材 ・ 木 製 品 10.7 79,303 49,522 26,735 7,406 2,497

家 具 ・ 装 備 品 8.2 42,708 27,640 16,874 5,228 2,066

パ ル プ ・紙 ・紙 加 工品 19.1 199,169 175,576 66,459 10,449 3,486

出 版 ・印 刷 ・同 関 連 13.7 84,509 67,003 45,098 6,155 3,285

化 学 ・ 工 業 81.7 1,311,039 1,279,687 578,434 16,046 7,080

石油製 品 ・石炭 製 品 54.3 3,697,265 3,640,851『 590,062 68,040 10,859

ゴ ム 製 品 271 183ユ00 161,137 79,555 6,756 2,936

なめ し皮 ・同製 品 ・毛皮 8.4 50,282 25,583 17,402 5,991 2,074

窯 業 ・ 土 石 製 品 18.2 124,729 100,351 59,808 6,854 3,286

鉄 鋼 63.7 1,112,482 1,077,944 348,867 17,455 5,474

非 鉄 金 属 40.1 757,111 737,923 199,532 18,863 4,971

金 属 製 品 11.2 73,241 52,753 31,270 6,565 2,803

一 般 機 械 器 具 21.5 168,861 151,968 71,075 7,846 3,302

電 気 機 械 器 具 46.5 348,603 338,375 13τ371 7,503 2,957

輸 送 用 機 械 器 具 47.3 548,786 544,658 175,745 11,614 3,719

精 密 機 械 器 具 25.1 136,380 123,154 59,207 5,444 2,364

そ の 他 11.0 72,532 54,636 28,142 6,614 2,566

出典 昭和48年 工業統計表産業編

`
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(1)綿 ス フ織物業

表2-4我 が国繊維産業の零細性(織 物業)

年
項 目

昭46 47 48 49 50

企 業 数 1τ026 16,357 15,382 18,281 17906

(A)
従 業 員 数 132,433 114,750 109,576 107824 103,342

(B)
設 備 台 数 396,481 365,913 332,181 401,940 391,720

(C)
1企 業 当た り従 業員数 78 70 71 5.9 21.9

(B/A)
1企 業 当た り設 備台数 23.3 22.4 21.6 22.0 5.8

(C/A)
従業員1人 当た り設備台数 3.0 3.2 3.0 3.7 3.8

(C/B)

(出所)通 産省機械統計
綿工連調査

(2)絹 人繊織物業

年
項 目

昭46 47 48 49 50

企 業 数 26,773 26,374 33,895 34,971 33,641

(A)
従 業 員 数 194β91 180,120 176,377 165,711 160,181

(B)
設 備 台 数 279,686 261,472 260,772 310,692 310,025

(C)
1企 業 当 た り従業 員数 73 6.8 5.2 4.7 4.8

(B/A)
1企 業 当た り設 備台数 10.4 9.9 77 8.9 9.2

(C/A)
従業員1人 当た り設備台数 L4 1.5 15 L9 1.9

(C/B)

(出所)通 産省繊維統計
綿工連調査

(3)メ リヤス製造業

年
項 目

昭46 47 48 49 50

企 業 数 10,097 9,804 9,680 9,613 9,631

(A)
従 業 員 数 115,467 114,124 112,138 108,426 106,797

(B)
設 備 台 数 137,312 129,049 120,064 123,660 123,164

(C)
1企 業 当 た り従業員数 11.4

9
11.6 11.6 11.3 11.1

(B/A)
1企 業 当 た り設備台数 13.6 15.2 12.8 12.9 12.3

(C/A)
従業員1人 当たり設備台数 1.2 1.1 1.1 1.1 12

(C/B)

(出 所)日 本 ニ ット工業組合連合会調べ
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更 に多 くの分野 において資本投下をあま り要 しない ことや技術的にも高度な ものを要 しないこ

となどに由来す る参入障壁の低さは、特に好況 時に大量の参入 を招 き、過当競争的体質 を より顕

著 なものと している。消費需要の多様化が進んでいる中にあって、 こうした零細性 もいちがいに

悪いとばか りいえないが、 こ うした企業の多 くにあっては近代的投資が困難な こと、 ソフ ト面 で

の能力に欠けること、 く'コス トの概念 を持 たない"と もいわれ るよ うに生業的で近代的 な経営体

質 に欠け る面があることを指摘で きる。

そ うした全般的 な零細性の中にあって比較的 目立つのは川上段階 と小売段階に大規模な企業 が

存在することである。

まず、合成繊維製造業 においては、戦後 における技術導入の経緯 などか らか なり高い集中度 を

示 しているが(表2-5)、 しか し、それで も主要品種 においては6～9社 間でか なり激 しい競

争が展開されている。しか も合成繊維相互、 あるいは天然、化学繊維 との間においてかな り激 し

い繊維間競合がみ られ る。

例えば、ナイロン長繊維は絹及びレー ヨンと、アク リル短繊維は毛と、ポ リエス テル短繊維は

綿 と、 ポ リエステル長繊維 は毛 とそれぞれ代替関係 があり、価格の形成 にも大 きな影響 を受けて

いるので ある。 こうした結果、いわゆる寡 占の弊害は現在の ところ生 じていないといえる。

■

㎡

表2-5主 要 合成繊維vak・ け る集 中度(%)

ナ イ ロン(長) ポリエステル(長) ポリエステル(短) アク リル(短)

1位 31.2 22.2 26.4 20.4

2位 19.1 21.6 25.9 20.4

3位 13.9 11.9 18.0 20.4

4位 13.4 8.4 15.2 14.4

5位 123 8.4 13.2 14.3

6位 9.5 8.3 1.3 6.8

7位 0.5 8.3 一 3.2

8位 一 77 一 一

9位 一 3.1 一 一

"

(設 備 能力、51年3月 末、化繊ハン ドブ ック より加工)

また、綿紡績及び毛紡績 についてみれば、 トップ企業 で もその シェアは10%以 下 であり、集

中度が大 きいとはいえない。

それに対 して、流通部門では、小売段階において百貨店のシェアが大きい ことが注 目される。

我が国においては、戦 前か ら旧百貨店法により百貨店の新規参入 が抑え られ、戦後 も類似の政策

がと られて きたので、小売段階での零細性が顕著であ るが、繊維については百貨店の多 くが呉服

屋か ら出発 していること(呉 服 出身 と電鉄系が主流で ある)、 我 が国に洋装を普及させるに当っ
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て百貨店が大 きな役割 を果 したことなどの理由に より、百貨店のシェアが極めて大 きいことが 目

立 っている(表2-6)。

表2-6主 要 消費財の小売業 態別販売 シェア

(単 位:%)

●

●

⑰

●

業 態
小 売 店 ス ー パ ー 百 貨 店

生 協
四 そ の 他 計

消費財 購 貝

米 類 84.8 4.2 0.3 3.5 73 100.0

小 麦 粉 40.0 50.0 1.7 5.2 3.4 100.0

肉 類 574 35.3 2.9 3.1 1.4 100.0

牛 乳 76.3 12.8 0.3 3.5 70 100.0

か ん 詰 370 50.9 5.9 4.0 2.2 100.0

調 味 料 43.3 45.3 3.2 5.1 3.2 100.0

酒 類 92.0 3.5 L3 L8 1.5 100.0

飲 料 63.4 23.2 3.5 2.5 74 100.0

冷 蔵 庫 78.3 5.7 3.8 5.7 5.7 100.0

ラ ジ オ ・ テ レ ビ 69.4 5.2 3.9 1.3 8.5 100.0

電 球 ・螢 光 灯 71.4 16.3 3.1 1.0 8.2 100.0

洋 服 38.4 12.5 41.7 0.9 6.5 100.0

寝 具 類 52.8 15.2 20.0 1.7 8.7 100.0

医 薬 品 74.4 74 1.9 L3 15.0 100.0

化 粧 品
.

60.1 18.9 5.6 1.9 13.1 100.0

洗 剤 48.0 36.7 2.6 5.7 70 100.0.

自 動 車 等 65.9 0.5 0.5 0.0 0 100.0

文 房 具 55.9 13.6 9.0 1.6 11.9 100.0

楽 器 90.2 0.2 3.9 一 一 100.0

印 刷 出 版 物 83.4 0.6 1.3 0.4 13.1 100.0

全 消 費 財 平 均 36.6 11.8 5.8 1.3 3.5 100.0

旬 昭和49年 度全国消費実態調査報告(総 理府統計局)よ り作成。

家計支出金額ベース

こうした中で、従来、百貨店は、取 引関係 において も非常に強い力 を持 ってお り、繊維産業 に

大 きな影響 を与え てきたといえる。また、最近においては、いわゆるオーバ ー ・ス トア現 象 も問

題 となりっつ ある。

しか し、最 近においては、納入問屋の中か ら、アパ レル ・メーカー と呼ばれ る製造卸 を業 とす
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る一群の中堅企業 が現われて、優れ た商品企画力、在庫管理能力、販売能力などをバ ックに多様

化、高級化、個性化 しつつある消費者需要 をつかみ、場合 によっては、百貨店 との間で力が逆転

して きているのが注 目される。

② 産地性

繊維産業 においては、織 布業、編立業等を中心に一定地域 に多数存在 し、いわゆる産地を形成

した例が多い(表2-7)。 産 地の定 義は、難 しいが51年 度の中小企業白書 によれば 「同一の
▲

表2-7産 地 産 業 の 構 成

産 地 数 企 業 数 従 業 者 数 年間総生産額

実 数
構成 比
(%)

実 数
(企業)

構成比
(%)

実 数
(人)

構成比
(%)
実 数
(億円)

構成比
(%)

食 料 品 30 9.2 2,227 2.2 36,510 4.0 2,749 4.4

繊 維 99 30.4 55,631 55.0 401,341 43.3 26,527 42.3

衣服 ・その他の繊維製品 19 5.8 3,290 3.2 78,904 &5 4,887 78

木 工 ・ 家 具 40 12.3 5.322'1 5.3 72,424 78 5,960 9.5

窯 業 ・ 土 石 31 9.5 5,379 5.3 66,704 72 2,423 3.9

機 械 ・ 金 属 37 11.3 9,488 9.4 114,582 12.4 10,372 16.5

雑 貨 70 21.5 19,857 19.6 155,636 16.8 9,824 15.6

合 計 326 100.0 101,194 100.0 926,111 100.0 62,742 100.0

資料 中小企業庁 「産 地概況調査」50年

⑰ 産地は年 間生産額が、k・teむ ね5億 円以上で、都道府県において調査可能 なもの を対象 とし

た。

51年 度 版 「中小企業 白書」か ら

立地条件 の もとで、同一業種 に属 する製品を生産 し、 市場 を広 く全国や海外 に求めて、製品を販

売 している企業集団」 とい うことで あり、繊維産業の産 地は他産業に比べて圧倒的に多い。

(表2-8)

,

産地は、近代産業 が未発達 な地方 において雇用機会 を与えてお り、また地方経済において大 き

な比重を占めている例 も少な くない。

このため、 これ らの地域においては、地域経済 との結 びつ きも密接で、 この産業の消長に対す

る もの も強い ものが ある。しか し、歴史的推移 をみれば、 これ ら地域 において も繊維産業 の地位

は下降傾 向に あることも明 らかで ある。また大都 市か らの繊維製造業の退出は、かな り明 らかで

ある。 ・

なお、繊維流通 においては、大阪が、糸 ・織物 中心で あるのに対 して、東京 が、アパレル中心

であるのが 目立 っている。
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旬 昭和49年 工業統計表により作成、化学繊維製造業を除く。

(3)市 況性

繊維製品は、その原料である天然繊維が市況商品であるほか、最終繊維製品の多くが、季節商

品としての性格を有するため自から、市況に影響を受易い性格を有している。この市況性も全体

的 リスクの増大、仮需の発生等の特性を繊維産業に持たせている原因である(図2-2)。

し
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但 し、 ここで忘れてな らないのは、 この過度の市況性の最大の原因は、現在 の繊維 産業 の生産

流通 構造 と体質であることである。

すなわち、繊維工業は、原 綿、原毛等の天然産品価格の変動を、その生産 流通過程で吸収す る

ことを要求され、商品取 引所に よるヘ ッジが行 われ、また流通機構の各段階において、 リスクカ

バ ー等の機能を持つ仲介者が多数存在する ことになった。

この ような生産流通機構は、それ なりの合理性 を持 つ ものであったが、他方、景気変動 時にお

いて、い わゆる仮需の変動をひ きおこ し、価格変動 を拡大 させる要因 ともなっている。

勿論、最終消費需要段階において も、気候な どにより、若干の需要変動は あるが、 これを増幅

させているのは、値上 り時における極端な当用買いなど、いわ ゆる仮需の変動である。

今後、最終需要のファッシ ョン化が進行す る中にあって、このような機構 ・体質 をそのまま維

持す るな らば、繊維産業は、更 に、大 きな市況変動、流行変動の波に もまれ ることになるおそれ

が強い 。

また、小売段階において も、無秩序なマーク ・ア ップ政策(大 量の売残 りを想定 して、最初は

採算 ラインよりかなり高い価格 をつけるこ と。)と 、それ に伴 う無秩序 なバ ーゲンが横行 し、 消

費者か ら強い不信感を持 たれた 。これに対 しては、最近、それ なりの反省気運 が、生 まれてい る

ようであ り、極めて好ま しい ことである。

また、市況性 によるリスクをヘ ッジするため、一部の繊維品が商品取 引所に上場 されている。

しか し、実際には投機的行為の介入に よって、む しろ市況性 を増大 させ てい る面が強 く問題 とな

っている。

(4)素 材部 門への偏重

我が国繊維産業 においては、紡績、織布等素材部門に比較 してアパ レル部門が質量 ともに弱体

である。

この ような構造 となった原 因 としては、 まず第一に上流の分が概 して大量生産に なじむため、『

コス トダウン→販 売拡大→設備拡大、 とい う好循環 を描 き易 く、大企業 、大規模工場 、新鋭工場

の発生に適 していたことがあげ られる。

更に、第二 の理 由としては、輸 出産業 として繊維産業が拡大する過程の中にあって、新鋭設備

の導入が効果 の大 きい紡織編段階に集中 し、いわゆる糸輸出、織物輸 出の拡大 を行 って きたこと

があげ られ よう。

一方
、米国、西独等先進諸国の繊維産業 においては、アパ レル部門が素材部 門 と均衡 してい る

(表2-9)。
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我が国においても素材部門である繊維工業に属する雇用者が減少しているのに対 し、アパレル

部門の雇用者は、増加ないし横這いであることなどに見 られるようにアパレル部門が、徐々に強

化されつつある傾向はみられる。

しかし、今後の我が国繊維産業が、輸出産業 としての将来をあまり望めず、内需指向、消費者

指向をめざしていかねばならない中でアパレル部門の強化は、緊急の課題となっている。

(5)賃 加工生産形態

高度に分業化された各工程が主として賃加工又は下請関係で結ばれており、その間に金融機能、

販売機能等を担 うものとして商社、問屋等の流通業者が様々の形で介在 している。

㈲ 工程間分断 と流通経路の迂回性

我が国繊維産業は、化合繊製造業か ら最終消費段階に至るまでの高度に分業化された各工程が

各々個別の意思決定をなす中小零細企業者を主とする多数の事業者により分担されている。最近

では、織布業を兼業 とする紡績業の織布部門からの撤退等に見られるように専業化への動 きが見

られる。

また、各工程が高度に分業化されているため、それらの間をつなぎ、金融機能、販売機能等を

担 うものとして商社、問屋等の流通業者が種々の形で複雑に介在し、最終消費に至るまでの流通

が迂回 している(図2--3)。

ワ イ シ ャ ツ

`

●

流通経路

系列縫製

メー カー

(賃 加工)(製 品)
鋤性

(製
品

紡績指定工場
自家縫製工場

(子会社)

(系 列)

下請縫製メーカー

(製 品

図2-3繊 維 品 の 流 通 経 路

また、流通 構造の こうした複雑 さと、繊維品の市況性 に基 づ く中間流通 段階 における仮需の存

在は、事態 をより複雑 に している。
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表2-9 我 が 国 繊 維 産 業

事 業 所 数 従 業 員 数 出 荷 額

1963 1973 1963 1973 1963 1973

(千) (千) (千人) (千人) (1(臆 円) (10億 円)

日
製 造 業 563.2 70.8 9,727 11,962 23,821.8 103,362.3

化合繊製造業

繊 維 工 業(a) 95.3 116.7 1,325 1,167 2,341.5 6,554.1

衣服製造業(b) 22.3 30.7 267 432 312.8 1.3773

(a)+(b)計 ⑧ 1176 1474 1,592 1,599 2,654.3 7931.4

本
b/B 19.0 20.8 16.8 270 11.8 174

(千) (千) (千人) (千人) (100万 トル) (100万 ト川

製 造 業 306.6 一 16,234.5 17622.0 42.528戊 745,30LO

ア
化合繊製造業

メ

繊 維工 業(a) 71 一
、.863.3 938.0 15,740.6 2τ430.0

リ

衣服製造業(b) 2L1 一 1,131.1 1,151.0 14,539.9 22,085.0

カ

(a)+ω 計 ⑧ 28.2 一 1,994.4 2ρ89.0 30,280.5 49,515.0

b/B 74.8 ← 56.7 55.1 48.0 44.6

(千) (千) (千人) (千人) (10億 マルク) (10億 ㊨汐)

製 造 業 570 53.7 7,636 8,021 301.8 650.3

西
繊 維 工 業(a) 4.3 33 568 431 18.4 277

ド

衣服製造業(b) 5.2 4.9 382 355 10.2 16.8

イ

(a)+(b)計(B) 9.5 8.2 950 786 28.6 44.5

ツ

b/B 54.7 59.8 40.2 45.2 35.7 378

(千) (千) (千人) (千人) (10億 ウオン) (10億 ウオン)

製 造 業 18.3 23.3 381.4 1,136.6 166.8 3β95.5

韓
繊 維工 業(a) 2.3 2.9 106.3 276.3 32.9 665.1

衣服製造業(b) 1.2 3.0 13.0 89.9 3.4 139.7

(a)+㈲ 計 ⑧ 3.5 5.9 119.3 366.2 36.3 804.8

国
b/B 343 50.8 10.9 245 9.4 174

旬 米 国 は 、1972年 の デ ー タ 。

衣 服 製 造 業 は 、 日本:衣 服21・ そ の 他 の 繊 維 製 品 製 造 業 一219、 そ の 他 の 繊 維 製 造 業 。

FabricatedTcstilcProducits,・ 西 独 お よ び 韓 国:ISIC322WcavingApparel.

出 所:日 本:工 業 統 計 表 、 米 国:(Censusofmanufacturcs,西 独 む よ び 韓 国:Yearbook
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の 素 材 部 門 偏 重

付 加 価 値 額 従業員1人 当り出荷額 従業員1人 当り付加価値額

1963 1973 1963 1973 1963 1973

(10億 円) (10億 円) (千円) (千円) (千円) (千円)

8,065.9 37,935.8 2,449 8,642 829 3,172

4,174 12,821 1,784 6,004

706.8 2,470.6 3,466 10,897 1,084 3,974

111.5 609.0 1,243 3,438 435 1,458

818.3 3,079.6 470.9 14,335 1,519 5,432

13.6 19.8 26.4 24.0 28.6 .26 .8

(100万 ドル) (100万 トル) (千円) (千円) (千円) (千円)

192,103.1 348,048.0 9,325 13,027 4,260 6,083

10,749
「

14,160 6,714 7,974

6,123.0 11,366.0 12,384 17,559 4,927 7,293

6,789.6 11,038.0 4,810 6,234 2,212 3,047

12,912.6 22,404.0 17,194 23,793 7,139 10,340

52.6 49.3 28.0 26.2 31.0 29.5

(10億 マルク) (10億 れ ク) (千円) (千円) (千円) (千円)

158.34 378.25 3,577 8,268 1,875 4,812

15.86 13マ1 2,934 6,555 2,527 3,242

一 13.68 2,418 4,822
一 3,925

15.86 2739 5,352 11,377 2,527 7,167

一 49.9 45.2 42.4
一 54.8

(10億 ウオン) (10億 ウオン) (千円) (千円) (千円) (千円)

61.4 1,379.6 1,211 2,221 44.6 82.9

10.7 237.8 857 1,644 279 588

1.3 48.7 724 1,001 277 370

11.9 286.5 1,581 2,705 556 958

10.9 17.0 45.8 39.2 49.8 38.6

米 国:SIG23ApparelandCllarTcxtilc

()内 は 製 造 業 に 占 め る ウ エ イ ト(%)

ofIndustrialStatistics(国 連)

Products-239Misccllancous
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3.繊 維 産 業 にお け る政 策課 題

5.1概 要

すでに前章において述べたように、現在繊維産業は輸出の不振、国内需要の停滞、輸入の増加等

の厳 しい内外環境におかれており、対応を急がなければ重要産業としての存在意義を問われること

となりかねない。

この対応策として、昭和49年 繊維工業構造改善臨時措置法が制定され、繊維工業の知識集約化

を目指す構造改善が推進されてきた。構造改善の基本的考え方となっている昭和48年 の繊維工業

審議会の提言によれば、繊維産業の今後進むべき方向はむおむね以下のとおりである。

① 消費者指向の明確化、すなわち消費者需要に即応できる生産体制の確立 と高付加価値製品生産

への重点の移行 。

② 垂直的連携の強化による川上から川下までの産業全体としての生産の合理化、効率化。

③ 消費者指向、垂直的連携強化を達成するためのアパレル産業振興。
・'、

④ 過剰設声 人員による圧力の排除のための事業転換の円滑化。

この構造改善法は昭和54年6月 に期限が切れるが、石油危機以降の長期不況、近年の円高等に

よる内外環境の激変による企業力の低下、企業家意欲の停滞により、構造改善の進捗ははかばかしくない。

しかしなが ら、現在の繊維産業の置かれている状況は、このまま放置されるならば、さらに悪化

することも十分予想される。

このような背景の下で通産大臣の諮問を受けた繊維工業審議会及び産業構造審議会は、昭和53

年11月 、繊維工業構造改善臨時措置法の5年 間延長を答申した。

答申は48年 提言の基本的考え方とそれ以降の内外状況を検討し、以下のように繊維産業の進む

ぺき道を示 している。

(1)知 識集約化の推進

知識集約化すなわち高級化、多様化する需要に即応 し、国際的に競争国製品に対 し高付加価値、

差別化した製品を供給する体制を作 り上げるためには、情報を収集 し、分析し、商品企画に反映

する機能を企業間の連携により強化 していくことが必要である。

(2)ア パレル産業の発展

アパレル産業は繊維産業において最 も消費に近 く位置 し、需要への即応にょり高付加価値を実

現し、かつ、消費者ニーズを円滑にフィードバックすることにより川上、川中部門の消費者需要

への対応の基盤 となりうるものであるが、我が国においては商品企画 ・生産 ・販売の諸機能が未

だ成熟していない。

この ことが繊維産業全体の知識集約化の障害となっている面もあり、アパレル産業の充実強化

が緊急の課題となっている。

(3)生 産と流通の協調的発展

日本の繊維産業の特徴として工程の高度な分業化があり、このため構造改善の推進、情報のフ
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イー ドパックが妨げ られている面があり、過剰供給、過当競争の体質が生 じている。従 って流通

と生産の協調的連携、過剰供給、過当競争体質の是正が繊維産業全体としての知識集約化、構造

改善に是非とも必要な課題である。

このような構造改善の成否は業界の自主的努力の如何にかかっているが、答申では、政府 も事

業者の自主的努力を補完するため、

① 構造改善事業の積極的推進のための財政 ・金融 ・税制上の所要措置

② アパレル産業振興のための人材育成推進 ・情報収集 ・提供機能の強化 ・生産のシステム化等

の施策

③ 構造改善の基盤整備のための取引改善 ・過剰設備処理 ・秩序ある輸入確保等の施策

等の施策をとることが必要であるとしている。
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4.政 策 課 題 と情 報 ニ ー ズ

4.1繊 維 産 業 の知 識 集 約 化

わが国の繊維産業の存立基盤は、発展途上国繊維産業の急速な成長、先進国の保護主義的傾向、

国内需要の急激な変化等により、大きく揺 らいでいるとの認識がある。すなわち今 日までの情勢の

推移をみると、繊維産業は、昭和48年 の石油危機の発生と、それ以降の長期不況、さらには昭和

52年 以降の円相場の急激かつ大幅な上昇等の激しい環境の変化に見舞われ、この数年間生産の停

滞、市況の低迷、大幅な設備過剰の発生及びこれらに起因する企業収益の大幅低下等のかつてない

不振に陥り、その後の回復のテンポも極めて緩慢なものにとどまっている。さらに、将来を展望 し

ても安定成長経済への移行、円高の定着、近隣諸国繊維産業との競合等内外情勢は一層厳しさを増

すと予想される。

以上のような背景の下で、繊維産業が内外環境の変化に即応 して新たな安定 と発展を享受 してい

くためには、既に述べたように次のような方向に進む必要があると考えられる。

① 知識集約化、すなわち高級化 ・多様化 ・個性化する需要に即応 し得る体制を早急に確立する

必要がある。

② このような繊維産業の知識集約化を推進するうえでアパレル産業の発展が急がれる。

③ さらに、知識集約化を目指 した構造改善を円滑に進めるためには、産元等と生産企業 との協

調 ・連携を実現するとともに、合理的取引慣行を確立することにより、生産 ・流通部門間の協

調的発展を図る必要がある。

④ また、構造改善推進の基盤を整備するため、過剰設備の処理、企業の集約化等を進め、過剰

供給 ・過当競争体質の是正 を図る必要がある。

こうした考え方は、先の昭和53年11月17日 の繊維工業審議会及び産業構造審議会繊維部会

の答申に集約されているところであるが、繊維産業は国民の生活必需品である衣料品を供給する産

業であり、流通部門を含めれば、34万 事業所、270万 人余の従業者を抱えた一大産業であり、

しかも歴史的に地域社会に密着 し、産地を形成している場合が多く、その動向がこれ らの地域の経

済社会の消長を左右 している重要な産業となっている。

4.2知 識 集約 化 と情 報 ニ ー ズ

我が国繊維産業は、これまで、輸出産業として発展してきた関係から、量産 ・定番品を中心とし

て、先進国市場における輸出競争力の強化、すなわちいかに生産を効率化 し、良質かつ低廉な製品

を供給 していくかということが企業経営の主たる課題であったことを反映 して、一般的に需要に即

応 していくという意識が希薄であり、このため情報を収集する機能、それを分析 し商品企画に反映

する機能が未成熟である。したがって、繊維産業が上述のような体制を作り上げていくためには、

まず情報収集機能及び商品企画機能を強化する必要があるが、この場合、目指す体制を確立するに
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は単にこれらの機能を強化するだけでは不十分である。すなわち、いかに的確に情報を収集 し、分

析 し、その結果優れた製品を企画 しようともそれを効率的に生産する体制を構築 し、販路を確保す

ることができなければ付加価値を実現することは困難であり、また、商品企画に当たっても生産、

販売部門か らの的確な情報のフィー ドバ ック等が極めて重要である。すなわち、知識集約化を目指

した情報収集、商品企画、生産、販売等の企業活動における多方面の機能の有機的な連携を図 りつ

つ、需要動向の的確な把握、商品企画力の強化、生産性の向上、新規需要の開拓等の販売力の強化

等を通 じて総合的競争力を強化することが必要であるといえる。

4.ろ ア パ レル 産 業 に お け る情 報 ニ ー ズ

アパ レル産業 は繊維産業 の中で消費者に最 も近 く位置 し、商品企画機能の充実等に より、高級化

・多様化 ・個性化する需要 を対象 として、高い付加価値を実現 し得 る可能 性を有す る分野で あるこ

とか ら、その発展 その ものが我 が国の繊維産業構造の知識集約化を もた らす ものであるが、同時に、

いわゆる川 中 ・川上部 門が消費者需要 に即応 し得る体制を確立 し新 しい安定 と発展 を遂げてい く観

点か らも、アパ レル産業がその基 盤を強固な もの としそれ らの部門に安定 した市場 を提供 してい く

とともに、消費者 ニーズ等の情報 を円滑に フィー ドバ ックしてい くといった役割を十分果 た してい

くことが極めて重要である。

しか しなが ら、我が国の アパ レル産業は、戦後の衣服の工業生産化、既製服化の急速 な進展の中

で、昭和40年 代 初めに ようや く近代産業 としての形 を整えるに至 ったばか りであり、欧米のアパ

レル産業 と比 べて、商品企画、生産、販売 などの各機能を通 じて未だ十分成 熟 して いない段階にあ

る。

特に、 この ような歴史の浅さに伴 う人材の蓄積の遅れ等が、結果 として、アパ レル産業における

情報収集 ・分析、商品企画、生産 ・販売 ・在庫管理 といった知識集約的活動機 能の未成 熟さを もた

らしている。そ して、 この ような諸機能の立遅れは、アパ レル企業 の経営基盤 の脆 弱性や生産面で

の近代化の遅れ等 と相 まって、アパレル産業が本来的に内包 している不確 実性 を克服す ることを一

層困難 に しているとともに、近隣諸国か らの製 品輸入の定着化 とい った事態 を招いてお り、ひいて

は、上述の よ うな繊維産業全体の知識集約化 を図 る上 でアパレル産業に期待 され る役割 を十分果た

してい くことを困難な もの としている。

今後、国内消費の量的拡大 に多 くを期 待で きず、国民の消費構造 もますます高級化 ・多様化 ・個

性化する傾向を強 め、 さ らに、近隣諸国か らの輸入圧力の一層の増大 が予想され るといった我 が国

アパ レル産業 と繊維産業 をめ ぐる環境 を考慮す ると、商品企画機能の充実等を中心 に上記諸課題 を

克服することに より、アパ レル産業の充実 ・強化を図 ってい くことが焦眉の急 となっており、 こ う

した点において、商品企画情報、生産管理情報、販売管理 情報、在庫管理 情報 といった ものが極め

て重要 な意味を持 って くる。

一27一



4.4生 産 、 流 通 に お け る情 報 ニ ー ズ

我が国繊維産業の生産構造 の特徴 として、各工程が高度に分業化 していることが挙げ られ る。こ

の分業体制の中で、生産部門 と流通部門との間で ともすれば利害が反す ることもあって、両者の協

調 が必ず しも十分行 われてこなかった ことが繊維産業全体 としての構造上の制約 となった面 もある

もの とみ られ る。

現在の ところ、小売業界か ら始まったPOS(ポ イ ント・オブ ・セールス)シ ステムの導入は、

卸売業界までに も波及 しつつあ り、流通業 に一大情報革命 を起 こしつつある。それ らは、在庫管理、

販売管理 を主体 とした もので あるが、 これ らの情報は、製造業 における在庫管理、販売管理情報 と

ともに総合的 に管理、利 用 しうる ものであり、繊維産業における知識集約化 グループの結成までの

いわゆる構造改善事業 を通 じて、その有効性が高ま るもの と考え られる。

さ らに、繊 維産業 では、その古 い体質のゆえん、旧来の取 引慣行が温存 されてお り、繊維産業の

発展を阻害 している。こうした認識の下に、政府 ・業 界は、取引慣行の是正問題に取 り組んでいる

ところであるが、長い間培われて きた慣行 だけに一朝一 夕に改 善され る問題では ないと考え られて

いるが、 しか し、その一部は、商品管理あ るいは取引管理 と密接に関連 してい るところか ら、繊維

産業における情報化の進展は、取引慣行の改善 とい う副次効果 をもた らす ことになる点関心が持た

れ て い る 。

4.5需 給 問題 と情 報 ニ ー ズ

現在、繊維産業内の各業種にみられる過剰設備の存在や繊維産業の構造的特徴である企業数の過

多性が、過剰供給や過当競争をもたらし、市況の低迷、低収益、経営の不安定等の原因となってい

る。

今後、我が国経済が安定成長経済に移行 し、内需の量的拡大が大きくは期待できず、また、近隣

諸国の繊維産業の一層の発展による輸出の減少、輸入の増加が予想されるような状況の下において

は、このような繊維産業の過剰供給 ・過当競争体質が一層顕在化しやすく、企業体力の疲弊をもた

らすおそれが大であって、構造改善への取 り組みの大きな阻害要因となることが懸念される。この

ため、繊維事業者の自主的判断のもとに、過剰設備の処理、企業の集約化等を進めることにより知

識集約化を目指した構造改善の円滑な推進のためその基盤を整備する必要がある。

すなわち、需給の問題が、繊維産業にとって目下最大の関心事項であるということができるが、

政策的情報ニーズもこの点において最 も大きくなっている。

これまで述べたように、長期不況、円相場の上昇、市況の低迷、近隣諸国の追い上げ等により、

大幅な設備過剰状態が発生し、企業収益の大幅低下等のかつてない不振に陥っているわけであり、 『

現在のところ過剰設備の廃棄、凍結 といった措置がとられているが、こうした諸措置の実施 も需給

の状況を見なが ら的確に行なわれる必要がある。また、産業としての活力を維持し国際競争力を確

保するためには、スクラップ ・アンド'ビ ル ドの考え方に沿って新規設備投資を行ない、生産性の

向上に努める必要がある。この新規設備投資は、業界の供給力を高めるものであるだけに、慎重に
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需給状況及び将来の動向を見 きわめなければ、市況の混乱を尊びき、かえ って逆効果 を もた らす恐

れが ある。需給 に係わる情報ニーズが高 い所以 である。
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5.政 策 課題 へ の対 応策 と将 来 の課 題

5.1消 費 者 ニ ー ズへ の 対 応

わが国の繊維産業が、①高級化、多様化、個性化する国民のニーズに即応しつつ生活必需品であ

る繊維製品を適切に供給 し得る体制を確立 し、②近隣諸国の繊維産業との競合については積極的に

製品の高付加価値化 ・差別化を進めるという方向で対処するとともに、③従業者に安定的かつ魅力

ある就業の場を提供 し得るよう高付加価値産業へと脱皮 していくためには、これまでの輸出偏重、

生産重視の生産体制とは質的に異なる供給体制を整える必要がある。すなわち、これまでは、輸出

拡大に対応して合繊、紡績等繊維産業の川上部門の強化が図 られてきたいわば頭でっかちの供給体

制となっていたものを、内需を基本として重視するという方針の下に消費者の需要動向にキメ細か

く対応する供給体制・繊維産業 の川下部門の充実を図 った供給体制、を整備してい くことが重

要である。

これまでの繊維製品の生産は、見込みによる製造を行ってきたため必ず しも消費者のニーズにマ

ッチせず返品を生じてきたところであり、 これ らが卸売業その他へのリスク負担となっていた。し

かし、今後、消費者のニーズが更に多様化すれば、生産すべき品種 も増大し、また、生産ロット規

模の縮小に伴い生産 リスクは増大することになる。流通業者及び生産者は、これまでのようにある

意味でルーズな見込み生産仕入れが許されることのできない状況 となるわけである。今後は、的確

な消費動向の把握に基づ く適正な生産、販売を行 うのが 、厳 しい生存競争に打ち勝っていくこと

になる。

5.2繊 維 需 要 情 報 の 重 要 性

繊維品の消費動向 については、繊維工業構造改善事業協会繊維情報センター、業界団体等の機関で、

その調査研究 を行 ってきた ところで あり、その成果 も随時公表 されているが、情報のユーザである

業界か らは、さ らに精度の高 くきめ細かい情報 を求 める声が高い。これ らの情報は、商品企画に反

映 され 、繊 維 製 品 、特に衣料品の合理的生産計画の策定 に寄与す るところが大 きいと=考え られ る

わけであ り、今後の繊維産業の発展はアパ レル産業 に依存 していることか らも最終消費情報の重要

性は高ま っているとい うことがで きる。

個別企業の商 品企画力は、基本的には次の4つ の具体的な能力に よって構成されていると考え ら

れる。

① 情報収集能力

売 り場 情報、 ファッシ ョン資料、海外情報、市場調査、海外情報、販売員か らの情報など

の情報収集能力

② ファッシ ョン分析 能力

① で集 めた情報 を分析 して消費者の ファッションニーズ として的確にと らえること。
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③ 商品化能力

消費者の ファッションニーズを具体的 な商品に作 り変え ること。

④ 定量予測能力

その商品の販売量見通 しを的確 に予測 し、生産量販売量 を決めること。

これ らの能力の保有状況 についての調査が繊維工業構造改善事業協会繊維情報 センターに よりな

され ているが、それによる と、紳士背広服では、定量予測能力 を除 くすべての面で主要 メーカーが

少売店に対 して優位 になっており・また・婦人 セーターについては・7ア ツション分析能力・商品

化能力の面で主要メーカーが小売店 に対 して優位 となっているとの結果 が出ている。いずれにして

も、商品その ものについては仕入先 のメーカへの依存傾向が大 き くなってい るが、商品構成、販売

計画などの決定は小売店の裁量が大 きい。すなわち、小売店にとっては、商品の選定、販売数量等

の決定において優位 を占めることに よって、間接的 ・効果的に商品企画 していると考え られ る。

すなわち、商品企画 と一言にい って も、個々の企業で独断的 に行 ってい るのでな く、メーカーと

小売といった異業 種グループの間で共同行為的に決定される ものであると言 うことができる。従 っ

て、商品企画力は、取引先 と情報面で強 く結 びついている企業 ほ ど強力 になる素質 を有 していると

いえるわけである。

5.5小 売 業 を 中 心 と し た 情 報 収 集 活 動 の 状 況

ファッシ ョン商品を主に販売 してい る小売業 にとって、業務活動 に必要 な情報は勿論 のこと種 々

のプランニングの立案に も様 々な情報の入手は必要不可欠のことであろ う。

このため、 どの ような情報源か らどの ような目的で情報を収集 し、利用 しているか を調査 し、そ

の結果が表5Tlお よび表5-2に 表 わ してある。これ らの2つ の表か ら、情報収集活動の ウエイ

トが比較的高いことがわかる。主要 な情報源 とその主要使途について、 とりまとめた ものが表5-.

3で あ る。
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表5-1 現 在 実 施 し て い る 情 報 収 集 活 動

業界新

聞 の

購 読

専門雑

誌 の

購 読

海外プ

アツシ
ョン誌

の購読

社内販
売員か
らの情
報入手

社内情
報担当
者 の
設 置

社内情

報組織

の設置

海外駐
在員か
らの情
報入手

海外提
携先か
らの情
報入手

顧客売
上げ情
報の整
理r分析

メーカ
ー営業

か らの

情 報

メーカー

展示会
出席情

報 こンフ

紡績か

らの情

報資料

商社か

らの情

報資料

競合店
の顧客
動向商
品情報

情報者

サークル

の設置

顧客 リ

ス トの

整 理

業界調
査消費
者調査
の実施

国 内
ブレー
ンとの

提 携

全 体 96β 94.7 75.4 80.7 45.6 33.3 36.8 36.8 96.5 877 86.0 579 63.2 73.7 22.8 66.7 474 33.3

業

態

デ パ ー ト 100.0 96.8 83.9 83.9 58.1 38.7 45.2 51.6 100.0 903 93.5 645 71.0 71.0 19.4 677 51.6 35.5

、

デ パ ー ト 以 外 92.3 92.3 65.4 76.9 30.8 26.9 26.9 19.2 92.3 84.6 76.9 50.0 53.8 76.9 26.9 65.4 42.3 30.8

オ

リ

ジ

ナ
ル

比
率

低 100.0 90.5 66.7 71.4 28.6 333 33.3 23.8 100.0 95.2 8LO 4716 571 61.9 23.8 85.7 476 14.3

中 95.5 95.5 72.7 86.4 63.6 18.2 22.7 45.5 95.5 90.9 95.5 68.2 68.2 63.6 18.2 45.5 50.0 40.9

高 92.9 100.0 92.9 85.7 42.9 571 643 42.9 92.9 71.4 78.6 571 643 71.4 28.6 7L4 42.9 50.0

紳

士

背

広

小

売

店

小 計 100.0 96.4 75.0 78.6 39.3 25.0 32.1 50.0 96.5 89.3 89.3 75.0 71.4 78.6 28.6 7L4 64.3 50.0

業

態

デ パ ー ト 100.0 10α0 86.7 100.0 533 40.0 40.0 73.3 100.0 93.3 100.0 100.0 86.7 80.0 26.7 60.0 800

'

60.0

デパート以外 100.0 92.3 61.5 53.8 23.1 77 43.1 23.1 92.3 84.6 76.9 46.2 53.8 76.9 30.8 84.6 46.2 38.5

オ

リ
ジ

寛
比
率

低 100.0 88.9 44.4 55.6 11.1 22.2 22.2 1L1

、

100.0 100.0 778 55.6 55.6 55.6 33.3 88.9 55.6 22.2

中 100.0 100.0 90.9 100.0 72.7 18.2 18.2 8L8 100.0 90.9 100.0 100.0 72.7 90.9 18.2 36.4 8L8 63.6

高 100.0 100.0 875 75.0 25.0 375 62.5 50.0 875 75.0 875 625 875 875 375 100.0 50.0 62.5

婦

人

セ

ー

タ

ー

小

売

店

小 計 93.1 93.1 75.9 82.8 51.8 4L4 41.4 24.2 96.0 86.2 828 41.4 55.2 69.0 173 621 31.1 173

業

態

デ パ ー ト 100.0 93.8 813 68.8 62.5 375 50.0 313 100.0 875 875 31.3 56.3 62.5 12.5 75.0 25.0 12.5

デパート以外 84.6 923 69.2 100.0 38.5 46.2 30.8 15.4 92.3 84.6 76.9 53.8 53.8 76.9 23.1 46.2 38.5 23.1

オ

リ

ジ

寛
比
率

低 100.0 91.7 833 75.0 41.7 41.7 41.7 33.3 10.0 91.7 83.3 4工7 58.3 66.7 16.7 833 41.7 833

中 90.9 90.9 54.5 72.7 54.5 18.2 273 9.1 90.9 90.9 90.9 36.4 63.6 81.8 18.2 54.5 18.2 18.2

高 83.3 100.0 100.0 100.0 66.7 83.3 66.7 33.3 100.0 66.7 66.7 50.0 333 50.0 16.7 333 33.3 33.3
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表5-2 よ く 利 用 し て い る 情 報

業 界

新聞の

専 門

雑誌の

海外フ
ァ ッシ

ョ ン誌

社内販
売員か
らの情

社内情
報担当
者 の

社内情

報組織

海外駐
在員か
らの情

海外提
携先か
らの情

顧客売
上げ情
報の整

メーカー

営 業 マ

ンか ら

メーカー

展示会

出席情

紡績か

らの情

商社か

らの情

競合店
の顧客
動向商

消費者

サークル

顧 客 リ

ス トの

業界調
査消費
者調査

国 内
ブレー

ンとの

購 読 購 読 の購読 報入手 設 置 の設置 報入手 報入手 理分析 の情報 報 こンフ 報資料 報資料 品情報 の設置 整 理 の実施 提 携

実施 しているもの
㈲

100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

長期経営計画に 60.7 18.5 28.6 68.2 455 85.7 44.4 35.7 59.3 24.0 44.0 476 70.0 36.4 12.5 15.0 33.3 28.6

紳

士

年間 マーケティング計画に 50.0 25.9 28.6 773 45.5 42.9 55.6 35.7 778 36.0 36.0 38.1 70.0 45.5 375 20.0 38.9 143

服

商品仕入れ計画に 32.1 29.6 476 90.9 36.4 42.9 33.3 28.6 74.1 64.0 44.0 28.6 25.0 59.1 一 10.0 50.0 28.6

小

仕入れ先の選択に 21.4 22.2 9.5 54.5 273 571 22.2
21・4

370 2α0 44.0 28.6 30.0 59.1 } 一 378 28.6

販売宣伝計画に 28.5
‥66

.6 28.6 273 45.5 28.6 55.6 21.4 44.4 32.0 32.0 9.5 10.0 3L8 375 35.0 22.2 78.6

売

店

商品知識の入手に 643 96.3 85.7 9.1 18.2 14.3 333 71 3.7 64.0 48.0 571 15.0 9.1 一 一 38.9 14.3

店 員 教 育 に 57」 777 476 13.6 273 14.3 33.3 28.6 25.9 48.0 32.0 476 15.0 31.8 一 15.0 38.9 21.4

あま り使 っていない 10.7 3.7 一 一 一 一 1L1 一 3.7 8.0 一 4.8 5.0 一 50.0 35.0 5.6 一

実施 している もの 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 10α0 100.⑪ 100.0 100.0 100.0

婦 長期経営計画に 148 25.9 22.7 16.7 26.7 25.0 41.7 42.9 643 16.0 8.3 25.0 18.8 30.0
一 22.2 33.3 60.0

人

セ

年間 マーケテ ィング計画に 25.9 22.2 273 29.2 46.7 41.7 25.0 28.6 643 28.0 20.8 8.3 63 15.0 一 44.4 22.2 40.0

1
商品仕入れ計画に 44.4 44.4 3L8 66.7 533 33.3 167 28.6 57.1 56.0 41.7 16.7 25.0 15.0 } 22.2 22.2 40.0

タ 仕入れ先の選択に 25.9 25.9 9.1 45.8 40.0 33.3 8.3 一 14.3 36.0 41.7 25.0 50.0 15.0 20.0 5.6 44.4 40.0

|
販売宣伝計画に 4&1 444 50.0 16.7 40.0 16.7 25.0 28.6 35.7 16.0 25.0 一 一 10.0 40.0 5.6 222 20.0

商品知識の入手に 66.6 77.7 54.5 25.0 13.3 25.0 25.0 143 179 40.0 62.5 41.7 63 25.0 40.0 一 22.2 20.0

店 店 員 教 育 に 48.1 59.3 50.0 25.0 333 33.3 16.7 28.6 21.4 20.0 41.7 8.3 } 10.0 40.0 11.0 一 20.0

あま り使 っていない 11.1 3.7 13.6 12.5 20.0 33.3 33.3 28.6 14.3 12.0 16.7 16.7 18.8 35.0 20.0 278 22.2 20.0
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表5 3主 要 な 情 報 収 集 活 動 状 況 一 覧 表

項 目

・」・売店

品種

一 般 情 報 源 内 部 情 報 源 外 部 情 報 源 専 用 情 報 源

業界新聞の

購 読

専門雑誌の

購 読

海外 プ アツ

シ ョン誌の

購 読

社内販売員

か らの情報

入 手

顧客売上げ

情 報 の

整 理 分 析

メ ー カ ー

営業か らの

情 報

メ ー カ ー

展示会 出席

情報パ ンフ

社 内 情 報

担 当 者 の

設 置

社 内 情 報

組 織 の

設 置

業 界 調査

消費者調査

の 実 施

紳

士

背

広

全

体

比%

率

100.0 96.4 75.0 78.6 96.5 89.3 89.3 89.3 25.0 64.3

主

要

使

途

商品知識の
入手、長期

経営計画、

店員教育

商品知識の
入手、店員

教育、販売
宣伝計画

商品知識の
入手、商品

仕入計画、
店員教育

商品仕入計

画、年間 マ
ーケテ ィン

グ計画、長

期経営計画

年間 マーケ
ティング、

商品仕入計

画
一

商品仕入計
画、商品知
識の入手

商品知識の
入手、仕入
先の選択、
長期経営計
画

長期経 営計
画、年間マ
ーケテ ィン

グ計画、販

売宣伝 計画

長期経営計
画、仕入先
の選択

一

商品仕入計

画、年間マ
ーケティング

計画、商品

知識の入手

婦

人

セ

ー

タ

ー

全

体

比%

率

93.1 93.1 75.9 82.8 96.6 86.2 82.8 51.8 41.4 31.1

主

要

使

途

商品知識の

入手、販売

宣伝計画店

員教育

商品知識の

入手、店員

教育
一

商品知識の

入手、販売

宣伝計画、

店員教育

商品仕入計

画、仕入先

の選択
一

長期経営計

画、年間マ
ーケテ ィン

グ計画、商

品仕入計画

商品仕入計
画、商品知
識の入手、
仕入先の選
択

商品知識の

入手、商品

仕入計画、

店員教育

商品仕入計

画、仕入先

選択
一

商 品仕入計

画、年間マ
ーケテ ィン

グ計画
一

仕入先の選

択、長期経

営計画
一



この表 では、現在 ウエ イ トは低いが将来その重要性が増大す るとみ られ る情報源で、 日常の情報収

集 と して積極的に活動 しなければ実現 で きない情報源(専 用情報源)と して 「社内情報担当者の設

置」、 「社内情報組織の設置」、 「業 界調査 、消費者調査 の実施」の3つ を別枠 として とり上げ他

の主要 なものとの比較に供 した。

この表か ら明 らかなように、紳士背広 、婦人 セーターの双方 とも共通 にウエイ トの高 い情報源 と

して、 「業界新聞の購読」、 「専門雑 誌の購読」、 「海外 ファッシ・ン誌の購読」 とい った新聞、

雑誌等の関連記事か らの情報入手(一 般情報源)、 次に 「社内販売員か らの情報入手」 、 「顧客売

上げ情報の整理分析」 といった、内部の業務活動か らの情報入手(内 部情報源)、 さ らに取 引先で

あるメーカーに よるものとして 「メーカー営業 か らの情報」、 「メーカー展示会出席、情報パンフ

レット」 といった情報入手(外 部情報源)が ある。この ように入手 ルー トの異 なった情報収集活動

でウエイ トが高い情報源 を選別 したのであるが、表か らも明 らかなように、その使 途については、

明確に焦点を絞 った ものとはなっていない。情報入手ルー ト別に紳士背広 と編入 セー ターを比較す

ると、一般情報源では紳士背広 の方が ウエイ トが若干高 くなってお り、外部情報源では、社内専任

の方では婦人 セーターが、実際の調査実施では紳士背広の方が若干高 くなっている。これ らのこと

は、その使途の種類 に係 わ りが ある。す なわ ち、一般情報源では、 「商品知識の入手」 、 「店員教

育」がほ とん どであ り、その他 としては若干 いろいろなプランニングのためのデーターとしている。

内部情報源では、 「商品仕入計 画」、 「年間 マーケティング計画」な どの プランニングデーター と

しているものが多い。次に、外部情報源 としては、 「商品仕入計画」、 「仕入先の選択」などがあ

り、特異な もの として 「長期経営計画」、 「店員教育」 な どがある。現在の ところ活動状況 がそ う

高 くない状態である。専用情報源 としては、 「商品仕入計画」、 「年間マーケテ ィング計画」 など

や 「長期経営計 画」 などに用いている。

この ように、情報の主要使途では、 「商品」 に関連す るもの 「計画」に関連する ものが多い 。ま

た、紳士背広では種 々の計画関連にウエイ トが高いのに比べて、婦人 セー ターは商品関連に ウエイ

トが高 くなっている。このことは、紳士背広 が生産期間の長期性、品質重視性 にあるため計画性 に

富み、婦人セーターは生産期間が紳士背広 と比較 して短か く、多品種 でプ アッシ ・ン性が高いため多

様性に重 きが置かれる ところか らくる ものであろ う。

5.4製 造 卸 業 を 中 心 と し た 情 報 収 集 活 動 の 状 況

前節で述べたご とく、衣料 品の販売に際 して、非常 に熱心 に小売店が情報収集 していたが、 この

ことは生産サイ ドにとって も極 めて重要な意味を もってい る。す なわち、原毛、原綿 などの原料か

ら 「紡 ぐ」、 「織 る」、 「編む」 、 「染める」、 「縫 う」な どの様々な加工過程を経て製 品化され

るので あるが、 これ らの各工程が細 く分業化 されており、全体の コン トロールが非常 に困難で ある

うえ、衣服が 「着 る」 とい う単なる機能だけでなく 「装 う」 とい う非 常に情緒的 な面を もっている

ため、最終消費の売れ ゆきを予測することが非常に困難 なことか ら、 これ らの現状 をできるだけ迅

速に把握するための情報収集活動が生産サ イ ドにむ しろその重要性が ある といえる。とい うのは、
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不確実性(リ スク)が 非常に高い うえ、実際の取引で も生産サ イ ドの負担 が大 きくなる傾向にある

ことに よる。

この ようなことか ら、 どの ような情報源か ら、 どの ような目的で情報を収集 ・利用 しているか を

調査 した結果 が表5-4、 表5-5に 表 わ してある。これ らの2つ の表か ら情報収集活動の ウエイ

トが比較的高い主要な情報源 とその主要使途について とりまとめた ものが表5-6で あ る。この表

には現在 ウエイ トは低いが将来その重要性が増大する とみ られる情報源で、日常の情報収集 として

積極的 に活動 しなければ実現で きない情報源(専 用情報源)も 併記 してある。

類型別に紳士背広 と婦人 セーターとは比較す ると、一般情報源では婦人 セーターの方が若干ウエ

イ トが高 くなってお り、外部情報源ではか なりの程 度婦人セーターが高 くなってお り、専用情報源

について も同様 に婦人 セーターが高 くなっている。ここで外部情報源での ウエイ トが婦人 セーター

が相当高 くな っていたのは、紳士背広 は織 物 としての生地購入 を図るのに比べて、婦人 セー ターは、

糸の段階、さ らには原料の段階か ら(相 場に よる値決め)購 入 を図 ることか らよ り密接 に外部情報

源か らの情報を収集する必要が あることも大 きな要因 と考え られ る。

次に、収集情報の使途についてで あるが、一般情報源では、 「商 品知識 入手 」、 「社員教育」、

「商品企画」 がほ とん どであり、その他 と しては若干いろいろなプランニングのためのデータとし

ている。内部情報源では、 「販売先選択」 、 「商品企 画」 など直接営業 に係 わる ものが多 い。次に、

外部情報源 としては 「長期経営計画」 、 「生産計画」、 など本格的 なプランニングのためのデータ

としているほか商品知識のために用いてい る。最後に専 用情報源 としては、'「商品企 画」、 「長期

経営計 画」、 「年間マーケテ ィング計画」 などに用いてい る。

この ように、情報の主要使途には、 「商品」 に関連する もの、 「計画」に関連す るものが多い 。

特 に、紳士背広 では 「長期経営計画」 が多 くトップに出ているのに対 して、婦人 セーターでは 「商

品企 画」が多 く トップに出ている。この ことは先に も述べた ように製品の プロダ ク トサ イクルが紳

士背広はか なり長期的 な視点で生地選定 をす ることが重要であるのに対 して婦人 セーターは かなり

小廻 りの き く(加 工技術の面な ど)生 産体制を とりやすいことか ら、多品種少量生産 を可能 とし多

様性を確保 する ことが重要であることを意味 していると考え られ る。
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表54 紳 士 服 の 情 報 収 集 に 関 す る 活 動 内 容 (単 位%)

ー

さ

ー

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮ ⑯

情報収集の方法
桑 専 海購 販 社 社 海か 海情 販整 紡1 商 競向 業鯛 国 プ 消か 直

目 的 別

界

新

聞

の

購

読

門

雑

誌

の

購

読

外

:

膓

:
誌読

充
員
か
ら
の
情
報
入
手

内
情
報
担
当
員
の
設
置

内

情
報
組

織
の

設
置

外 ら

駐の

在

具備
.報

支入

店手

外

援報

携

先
か入

ら

の手

売

先
の理

売
上分
情

報
の析

績 か
'ら

化 の

舞
1資

力 料

社
か

ら
の
情

報
資
料

合 ・

会'

社 商

の 品

顧 情

客

勤 報

界 蚕

飼 の

査 実
'施

消'

貸 入

老 手

内 レ

デ1

ザ ン

イ と

ナ の

1提
・携

費 ら

者

モ の

二

情タ

1報

営

店

か

ら
の

情

報

ω 現在実施している情報 945 90.9 100.0 945 45.5 36.4 36.4 72.7 86.4 81.8 63.6 40.9 50.0 36.4 4.5 31.8

収集活動 '

㈲ ωの利用目的 68.2 31.8 18.2 3L8 40.9 22.7 13.6 40.9 50」 5α0 50.0 18.2 18.2 9.1
一 13.6

ω 長期経営計画のため
1

←)年 間マーケテ ィング
50.0 40.9 31.8 50.0 31.8 273 9.1 273 50.0 40.9 40.9 9.1 22.7

一 一 13.6

計画のため

←う 商 品企画のため 455 50.0 7τ3 68.2 45.5 227 273 59.1 2τ3 45.5 22.7 18.2 13.6 22.7 4.5 2τ3

⇔ 生産計画のため 273 9.1 9ユ ・ 54.5 22.7 13.6
一

13.6 2τ3
"

31.8 40.9 18.2 22.7 4.5 45 18.2

㈱ 販売先選択のため 31.8 18.2 4.5 682 22.7 13.6
一 4.5 54.5 13.6 9.1 13.6 18.2 9.1 一 45

←〕販促宣伝計画のため 54.5 54.5 364 22」 4.5 4.5 4.5 1&2 273 4.5 9.1 9.1 4.5 4.5 4.5 13.6

(θ 商品知識入手 のため 40.9 72.7 86.4 22.7 4.5 4.5 273 50.0 45 31.8 18.2 9.1 13.6 13.6 一 9.1

σ)社 員教育のため 59.1 50.0 45.5 9.1 4.5 9.1 13.6 31.8 9.1 273 182 4.5 9.1 4.5 4.5 9.1

O上 段は回答企業件数、下段は対象企業の回答率 。
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表5-5 婦 人 ニ ッ ト ウ エ ア の 情 報 収 集 に 関 す る 活 動 内 容

(単位%)

情報収集の方法

目 的 別

①

業

界

新

聞

の

購

読

②

専

門

雑

誌

の

購

読

③

海 の

外
プ

ア

ッ購

シ

二
藍読

④

販情

売

買報

か入

ら

の手

⑤
・

社の

員

情

報設

担

当

買置

⑥

社の

内

情

報設

組

織置

⑦

箋

i;
店手

⑧

海か

外 ら
の
提情

携報

入

先手

⑨

販の

売

先整
の

売理
上分

情

報析

⑩

紡か
績 ら
●

化 の

合 冊

綾 織

メ

|資

力料

⑪

商情

社報

か

ら資

の料

⑫

競動

合向

会'

社 商

の品

顧情

客報

⑬

業鯛

界査

問の

㍉
消施

貴人

老手

⑭

国 プ

内 レ

デ1
ン
ザ と

イ の

ナ 提

1携

⑮

消 か

費 ら

者

モ の

二
情タ

1報

⑯

直情

常

店

か

ら

の報

ω 現在実施してい

.る情報収集活動
94.7 100.0 100.0 94.7 5&9 789 5τ9 73.7 842 100.0 84.2 474 78.9 474 21.1 26.5

⑧θ隈羅露画
の ためには

回 年間 マーケテ
ィング計画
の ためには

θう 商品企画の

ためには

⇔ 生産計画の

ためには

㈱ 販売先選択の

ためには

θ 販売宣伝計画

のためには

(ト)商 品知識入手

のためには

σ)社 員教育の

ためには

52.6

52.6

42.1

52.6

42.1

42.1

73.7

63.2

263

579

842

42.1

263

36.8

94.7

89.5

53

474

10.0

15.8

-

36.8

84.2

73.7

36.8

68.4

89.5

52.6

68.4

3L6

15.8

26.3

474

42.1

52.6

52.6

42.1

263

10.5

15.8

・52.6

4?4

42.1

31.6

36.8

26.3

21.1

42.1

10.5,

2L1

47L4

10.5

-

5.3

31.6

15.8

15.8

31.6

579

15.8

-

10.5

31.6

3L6

52.6

52.6

「

68.4

474

578

263

31.6

26.3

68.4

6&4

73.7

・84.2

1(L5

26.3

73.7

63.2

36.8

36.8

42.1

63.2

263

53

42.1

31.6

15.8

3L6

368

42.1

15.8

10.5

21.1

26.3

26.3

474

52.6

472

52.6

15.8

2L1

474

一

53

42.1

15.8

-

15.8

10.5

10.5

53

15.8

105

5.3

-

一

一

5.3

5.3

15.8

21.1

10.5

-

53

10.5

10.5

・O内 は回答企業件数 。

O比 率は対象企業の回答率 。
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表5-6主 要 な 情 報 収 集 活 動 状 況 一 覧 表

項 目

製造部
品 種

一 般 情 報 源 内 部 情 報 源 外 部 情 報 源 専 用 情 報 源

業界新聞の

購 読

専門雑誌の

購 読
」

海外 プアツ

シ ョ ン の

情 報 入 手

販 売 員

か ら の

情 報 入 手

販売先売上

情報の整理

・ 分 析

紡績 ・化合

繊 メーカー

か らの情報

資,料

商社からの

情 報 資料

社内情報担

当員の設置

社内情報組

織 の 設 置

業界調査 ・

消費者調査

の 実 施

紳

士

背

広

全

体

比

率%

94.5 90.9 100.0 94.5 86.4 81.8 63.6 45.5 36.4 50.0

主

要

使

途

長期経営
計画

社 員教育
販促宣伝
計画

商品知識
入手

販促宣伝
計画

商 品 企画

,

商品知識
入手

商 品企画

社 員教 育

商 品 企画

販売先選択

生 産 計画

販売先選択
長期経営
計画

年間マーケテ
ィング 計画

長期経営
計画

商 品 企 画
年間マーケテ
ィング計 画

長期経営
計画

年間マーケ
ティング計画
生 産 計 画

商 品 企 画
長期経営
計画

年間マーケ
ティング計画

長期経営
計画

商 品 企 画
年間マーケ
ティング計画

年間マーケ

ティング計画

生 産 計 画

婦

人

セ

ー

タ

ー

全

体

比

率%

94.7 100.0 100.0 94.7 84.2 100.0 84.2 58.9 78.9 78.9

主

要
使

途

商品知識
入手

社員 教育

商品知識

入手

社 員 教 育

商 品 企画

商 品企画

商品知識
入手

社 員教 育

商 品 企 画

年間マーケ

ティング計画

販売先選択

商 品 企 画

販売先選択

一

生 産 計 画

商 品 企 画

商品知識

入手

生 産 計画

商 品企画

商品知識

入手

商 品 企画
生 産 計 画

長期経営

計画

長期経営
計画

年間マーケ
ティング計画

商 品 企 画

商 品 企 画

販売先選択

社 員 教 育



5.5ア パ レル 産 業 の シ ス テ ム 化 と 情 報 ニ ー ズ

繊維産業は、原 糸供給段階での化合繊 メーカー、紡績業か ら最終消費段階に至 るまでにねん糸加

工 糸、織布、編、縫製加工等の各工程が複雑 に入 りくんでお り、分業化が進ん でい るため、 これ ら

の大多数は中小零細 メーカーである。その ため、それぞれの工程段階ごとに商社、卸商 が介在する

とい う複雑 な生産流通経路 が形成 されている。

この ように、企業間の関係ばか りでな く、企業 内において も、下請外注の比率が極 めて高 く、各

工程ご とに外注比率が異 なってお り非常に流動的となっている。

この ように、繊 維産業の成 り立 ちが古 く非常に様 々な業種、業態が複雑に絡み あった状態で活動

している。このため、個 々の業種、企業 を とらえて、 システム化について検 討 して ゆくと、全体的

な把握が困難 となって くる。

一般性 をもたせ るため
、産業活動、企業活動を機能面か らと らえた視点で システ ム化を位置づけ

ることが必要で ある。具体的には、繊維製品の生産流通 における諸活動 を、商 品企画(考 え る)、

生産(つ くる)、 販売(売 る)に 分類 し、各 システムを位置づ け、展開 してゆ くことである。

ここで、アパ レル産業 における様 々なシステムを体 系化 させ るために、 これ まで述べてきた よう

に、 システムの もつ特性である階層性(実 施 システ ム、管理 システム、計画 システ ム)に よって位

置づける方向 と、産業の もつ特性 によるシステムの機能性(商 品企画、生産、販売)に よって位置

づける方向に よる分類である。この よ うな大 きな視点か らの分類を前提に、各 システムを、企業 内

でのシステム、企業間にまたがるシステムとに区分 し、その実際の位置づけにっいて次の よ うに区

分 した。すなわ ち、実用化 され ており、現実の業務に活用 され ている 「実用 レベル」、一応、具体

的 にシステム開発が進み、試験的 に稼動 させている 「試作 レベル」、一応の概念的なシステム設計

はなされてい るが、具体的 なシステム開発まで至 っていない 「構想レベル」の3つ に区分 した。こ

れ らの観点か らこれまでに紹介 されている各システ ムをと りまとめた ものが表5-7で あ る。
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表5-7ア パ レ ル 産 業 シ ス テ ム 化 体 系 表

種別

分 レペ

野 ル

実 施 シ ス テ ム 管 理 シ ス テ ム 計 画 シ ス テ ム

実 用 レベ ル 試 作 レベ ル 構 想 レベ ル 実 用 レベ ル 試 作 レベ ル 構 想 レベ ル 実 用 レベ ル 試 作 レベ ル 構 想 レベ ル

生

、

産

企
業
内

二

z

。縫製準備シ
ス ア ム

。縫製工程管
理 シス テム パー ツ縫製

o ⇔ ・ンシステム

・筏 三警
。布欠点検 出
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この表か ら明 らか なように、システム化の分野 としては、圧倒的に生産分野が多 くなっている。

また、次第に実施 レベルか ら管理 レベルへ とシステム化が展 開され てきつつ ある。一般 にシステ ム

化の展 開には2つ のアプローチが ある。ひ とつは、実施 システムの レベルか ら、管理 システム、計

画システムへ と展開されるケース と、他のひとつは逆 に、全体 イメージか ら計画 システム、管理 シ

ステム、実施 システムへ と展開され るケースである。いずれにして も重要 となることは
、部分的な

システムでの最適性が、それ らが結合された全体 システムでの最適 性に必ず しもつなが らないとい

うことである。

また、同様 なことが企業内 システム、企業 間システムについて もい うことがで きる。それは、企

業内 システムか ら企業間 システムへ展開されてゆくのか、逆に企業 間 システムか ら企業 内 システム

へ と展開されてい くのかさ らに、全体 イメージか ら全体 システムとして同時にシステム化が進展 し

てい くといった ことになる。最適性の問題 も同様である。

さ らにいえる ことは、 これ らの各分野、各 レベルでそ れ ぞ れの シス テムがデ ータ ・ベース(情

報 が一元化されたフ ァイル)に よって連絡 されてゆ くとい うことである。つま り全体の情報の流れ

が、各システ ムでのみ使 用される固有情報 と各 システ ムで共通に使 用される共通情報 とにわかれ、

共通情報 を核 として各 システムを連結 してゆくことである。

以上の ような ことか ら、これ か らのシステム化の推進 にあた っては、可能 な限 り全体 システムの

イメージを明確 に した後、個別 のシステムの開発へ と展 開で きる ような体制の確立が重要 なことで

あると考えられ る。す なわち、 ここで分類 し作成 した ようなシステムの体系化を図 り、各 システ ム

における入出力情報、処理 内容等 を分析検討 し、システム内でのみ使用され る情報、 システム外か

らの入出力され る情報 を抽 出 し情報の体 系化 を図 り、全体システムの イメージ、各 システムの連結

(イ ンター フェイス)を 明確に し、重複 した開発、かた よった最適 性を避ける体制の確立が重要で

ある。

最後 に、 この ような開発への考 え方 を明確にする うえで参考とす るため、表 中の各システ ムの概

要について以下に述べる。

〈生産に係 わるシステム〉

① 縫製準備 システム(通 産 省重要技術開発補助事業)

縫 製準備工程の生産性向上 と技術 レベルの向上 を図 るため、工業用マスターパターンを自動

的にグレーディング し、グ レーデ ィングされたパ ターンピースを生地 ロスが最小 になる ように、

自動的に レイアウ トしマーカー を作成、あるいは生地 自動裁断機 と連動 させ ることに よって、

型紙 もマーカー レイア ウ トも作成 しないで直接生地裁断を行 うシステム。

② 縫製工程管理 システム(中 小企業振興事業団)

縫製工程の合理化を図 るため、工程ごとに設置されてい るミシンか ら出来高情報 を自動的 に

収集 し、 あ らか じめ登録 されている標準出来高 ・時間を比較 し、余力、遅延 の計算 を行い正確

で迅速 な進度管理 を行 うシステム。白

一45一



③ パーツ縫製マテハンシステム(中 小企業振興事業団)

縫製工程の なかで特 に共通性があると考 え られ る身頃、衿、袖等 のパー ツの縫製 におけるマ

テ リアル ・ハ ン ドリング(略 称 マテハン)の 合理化を図 るため、各品種、各工程に共通するマ

テハンの構成モ ジュール(作 業単 位)に よるパーツ縫製 ラインの適正化のための前動作モジ ユ

一皮主動作 モジ ュール、後動作 モジ ュール、移送 用モジ ュールを組合せたモジ ユール ラインシ

ス ア ムo

④ 布地一時硬化システ ム(繊 維高分 子材料研究所)

縫 製工程 におけるマテハン 自動化の向上を図 るため、マテハン動 作中にむける取扱い布地 を

一時的 に硬化状態におき
、動作終了後、現状 に復帰 させるシステ ム。

⑤ 布欠点検 出システム(繊 維高分子材料研究所)

布欠点検 出作業(検 反)の 自動化、精度向上 を図るため、 レーザー光線に より布欠点 を自動

的に検 出す るシステ ム。

⑥ 無人工場 システム(通 産省)

原 反投入か ら、加工、検査、包装等の各工程を有機的 に結合させ て縫製工場の合理 化、省力

化を図るため、入庫 中の ロール状の原反 を、 コンピュータ ・コン トロールを核 とす る中央管理

システムか らの指示 によって、延反、裁断、加工 ・縫製、セ ット、検査、包装の各ステーシ ョ

ンの処理 を経て完成 品として製品倉庫 に入庫 させ るまでの一連の システム 。

⑦ 縫製業 生産管理 システ ム(旭 化成)

衣料縫製製品の多品種少量生産 を図 るため、パ ターン ・グレーデ ィング、マーキングに よっ

て発生 した情報(縫 製投入)を 中心に して、工程の進渉管理、在庫管理、原価管理 を行 うシス

テム。

⑧ ニ ット工業生産管理 システム(日 本ニ ッ ト工業組合連合会)

ニ ット工業 における合理化、高付加価値化 を図るため、多品種少量生産 を可能 とす るマイク

ロ ・コンピュータを利用 した専用システムで、工程管理、在庫管理、原価管理、品質管理、技

術情報管理の各サ ブシステムに よって構成されているシステム。

⑨ 生産工程モデルシステム(中 小企業振興事業 団)

縫製工程 を中心 とした多品種少量 の製品生産工程について情報の直接入力(モ ニ タによる)、

間接入力(キ ーボー ドによる)の 組合せに よる工程管理のモデルシステム。

⑩ 繊維新生産 システム(繊 維 高分子材料研究所)

消費者指向の多品種少量生産方式、工程の垂直統合体制を図 るため、消費特性 と生産管理情

報を統合 した新 しい生産 システム。

〈販売に係 わるシステム〉

⑪ 紳士服生産情報提供 システ ム(大 阪紳士服工業組合)

紳 士服製造業 における需給動向の把握のため、会員相互の情報提供 を前提 と して情報連絡協

議会を設置 し、生産段階に投入された原材料の裁断量を基準 とした生産数量 を会員企業 か ら提
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出させ、協議会で一元化 し、集計処理 し、対 前月、前年 同月 と比較で きる情報提供 システム。

⑫ ニ ット工業生産流通 システム(日 本 ニ ヅト工業組合連合会)

消 費ニーズに適合 した製 品の開発か ら生産 までの合理化、省力化 を図 り、高付加価値化を実

現 するシステ ムで、デザイ ン仕様書か ら生産指図書までの システムである製 品開発 システム、

生産指図書か らプロダク ト・スケジ ュールの作成 ・管理までの生産計画 システ ム、工程管理、'

在 庫管理、原価管理情報、技術管理 などを行 う生産管理 シス テムか ら構成 されてお り、各シス

テムが、データ・ペースに よって結合され ている トータルシステムである。

⑬ ファッシ ・ン情報 システム(日 本衣料縫製品協会)

消 費者ニーズを迅速、的確 に把握 し、具体的な製品の生産 を可能 とす るため、製品情報 と消

費情報の結合されたいわゆるファッシ ョン情報の商品企画、生産、販売の各機能での流通の円

滑化、効 用化を図 るシステムで、単品 レベルでの情報処理を行 う単品管理 システ ム、 消費者関

連 の情報収集、分析 加工、管理 を行 うア ンテナシ ョップ情報管理 システム、 ファ ッシ ョン商品

の ライフサイクルを短期、長期 に亘 って予測す るファッション予測システムか ら構成 されて お

り、各 システムが、データ ・ベースに よって結合されている トータル ・システム。

⑭POSシ ステ ム(量 販店)

販 売情報の迅速 ・的確 な把握 を目的 とする もので、売場時点(ポ イン ト ・オブ ・セールス)

での単品管理 を可能 としたシステムで ある。入力方法によってい くつかの種類が あり
、一般 に

はバ ーコー ド入力方式、磁気 カー ド入力方式、キャ ッシ ュレジスター入力方式 などがある。こ

のPOSシ ス テムをベ ースと して売上管理、在庫管理、仕入管理、現 金管理、顧客情報管理 な

どの システ ムの展開が可能 となる。

⑮ コン ピ ュータ値札発行 システム(大 阪紳士服工業組合)

消 費者ニ ーズの迅速、的確 な把握 、消費市場動向情報のフィー ドバ ックの媒体 として製品 に
,

付 されている下げ札の有効利用 を図 るシステムで、品番、色、柄、サイズ、製造番号ス タイル、

販売 エ リア、ブ ラン ドなどの情報 を下げ札に印刷す ると同時に紙テープ、磁気 テープ等の情報.

媒 体に記録 し、販売管理 をは じめと した各管理 システムのための入力システム となる。 ・

⑯ 無人店舗 システム(量 販店)

売場の効率化、合理化を図るため、大型 自動販売機 による販売システ ムで、磁気 カー ド記録

方式に よる、計算、支払 いなどを含めた トータル システム。

⑰ 販売在庫単品管理 システム(日 本 衣料縫製品協会)

消費者ニーズに適合 した商品 イメージを具体的な生産可能 な製品 イメージへの展開、少 ロッ

ト、短期生産を可能 とするために、商品マスターをデータ ・ベース として
、商 品仕様、製品仕

様、製造仕様 の3つ の レベルに区分 し、 これ らを統合 した単品コー ドによる販売在庫管理 シス

テムで、他の マス ターファイルとの組合せ によって単 品レベルでの種々の管理 システムが可能

となる。例えば、工程マス ターファイルとの組合せで生産管理 システ ムが可能 となるこ となど

で ある。
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⑱ 紳士服標準販売管理 システム(中 小企業庁 ・大阪紳士服工業組合)

これまでの商取引中心の販 売管理か ら、商品情報 を加えた販売管理へ と移行 させるための標

準システムが中小企業庁 で開発され、それを共同計算 センターによる共同処理方式へ と展開さ

せ、実際 に実用化 したのが大阪紳士服工業組合である。

<商 品企画に係わ るシステム>1

⑲ 自動柄 出システム(機 械振興協会)

丸編機 における柄プ ログラムの 自動化、省力化 を図るシステムで、手描 きあるいは印刷 され

た原図 をパターンアナ ライザに より自動的 に分解 し、柄名、柄 の色数、柄幅、奥行 き、柄信号

を紙 テープに出力す る。この柄テープを柄 出 し制御装置 に よって読出 し、丸編機の摘 出 し編成

を制御するシステム。

⑳ コン ピュータ ・デザ イン ・システム

デザイン、パ ターンメーキングにつ いて、 グラフ ィック ・デ ィスプレイ(図 形入出力装置)

を媒体 として、マ ンマシンコ ミュニケーシ ョンの決定 してゆ くシステムで、パ ターンの決定後 、

グレーデ ィング ・マーキングが 自動的に行えるシステ ムへ と展開される。

5.6産 業 シ ス テ ム 統 合 の 方 向

これまで述べてきた ように、アパ レル産業に おけるシステム化は、消費者 ニーズを迅速 ・的確に

把握 し、具体的な製品の生産へ と展開できるシステムの形成で ある。このためには、衣料品の生産

流通における機能の有機的結合を図 った産業体制(産 業 システム)を 確立させ なければな らない。

この ように産業 システムの確立 を目指す方向と しては、次の2つ の視点が考え られ る。

ひとつは、いかに して衣料品のプロダク トサ イクルを短縮化 して ゆ くか、そのためいかに して情

報の流通円滑化、効用化を図 ってゆ くかとい う視点と、 もうひ とつは、いかに してオル ガナイズ機

能 を有する システムを形成 してゆ くか とい う視点である。

まず、 プロダク トサ イクル短縮化の視点か らの方向としては、 自動化 ・省力化 を推進 してゆ くと

同時に、迅速、的確 な情報の伝達 とその有効利用を図 る情報 システム化が考え られる。これ らのこ

とを生産 システ ムを例 にとって図示 したのが図5-1で あ る。

一48一



一

途

ー

機 械

生 産 技 術

原 価 管 理

情 報

工程 別 負 荷

品 質 管 理

在 様 書

ロ ッ ト数 量

生 産 計 画 シス テ ム

図5-1生 産 シ ス テ ム に み る 情 報 に よ る 結 合

報

製 品 開 発 シス テ ム

碑



この図に見 るよ うに、生産 システムは製品開発か ら具体的な製造 に至る範囲 として とらえること

ができる。

具体的 な製 品製造 において機械 と人間の組合せ(生 産技術)に よる製造 システムの 自動化 ・省力

化システムの開発 ・導入 を積極的に行 うと同時に、そこで派生 した情報 について工程管理 をは じめ

とした生産管理 システムの入力情報 とすることに ょつて迅速 ・的確 な処理が行 なえる。また、 この

生産管理 システムか らの生産 コン ト・一ル情報 を製造 システムの入力情報 とすることによって迅速

・的確 なコン トロールが可能 となる。

同様に して、生産管理 システ ムで派生 した情報が生産計画 システムの入力情報 となり、生産計画

システムか らのコン トロール情報が生産管理システムの入力情報 となって、迅速 ・的確な生産管理

が可能 となる。

また、製 品開発 システムを通 じて きた納期数量情報、具体的 な製品製造情報 としての製品仕様情

報 に よ つて ロ ット数 量 、 原材 料 手 当 、工 程別 負荷 な どを決 定 した生 産 計画 が 立 案 され る。

デ ザ イン仕 様書 、受 注 書 か らの情報 の入 力 に よ って製 品 イ メー ジを具 体 的 な製 品製造 の

ための仕 様(生 産指 図書な ど)へ と展開する製品開発 システ ムが ある。

この ように、 あるシステ ムで派生 した情報が他の システ云の入力情報 として活用できるように情

報仕様 を決定 し、それに基づいたシステ ム設計 を行 うことに よって、迅速 ・的確 な処理が可能 とな

り、プロダク トサイクルの短縮化が実現で きるばか りでな く全体 コン トロールの有効な手段 となる。

この ような方向での システム化の推進にあたっては、前に述 べた諸特質 を十分考慮 して進めてゆ

く必要がある。(例 えば システ ムの範囲、機能 の分割 など)

次 に、衣料品の生産流通におけ る各機能 を最 も効率的 に作用させるためのオルガナイズ機能を有

す るシステムの形成 とい う視点か らの方向 としては、2通 りの ものがある。

ひ とつは、 アパ レル産業は、大部分が中小零細企業に よって構成されているため、オルガナイズ

機能が必要 となる規模まで各関係企業 をグループ化させ る方向である。

この企業 グル ープ化に あたっては、異種製品、異種工程 の組合せ によるグループ製 品の開発、生

産性格差の是正 など個 々の企業 が産業 システ ムとしてみて相補完するような構成に もってゆ く必要

がある。さ らに、共同事業化のメ リットとしての共同仕入、共 同加工処理(自 動化、省力化システ

ムの共同購入に よる共同利用な ど)等 が考え られるが、企業 グル ープ化 で最 も重要 なことは、 グル

ープとしての主体性 と各構成企業 の主体制 とをどの ようにバ ランスさせ確保 して ゆくか とい うこと

である。

そのためには、 グループを統括するための能力である商品企業能力、マーケテ ィング能力、そ し

てこれ らの能力を十分発揮 させるための情報収集 ・加工 ・分析能力が あるが、 これ らの能力を効率

的にする方策 を導入 して、 グループ全体 として も、各参画企業 もひとつの 目標の もとに有機的な連

携 を図ることで ある。例 えば、グループブラン ドの開発を行しペ グループ製 品の展 開を図 ることに

よって、参画企業の特徴 を出せ ると同時に、グループ全体 としては多様 な製品群 を保有することに

なる。この よ うに して、 グループの活動 をブラン ドを中心 としてグループ製品の開発 を行しぺ 共 同
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仕入、共同加工処理 などの共 同化のメ リットによって結束を強化 してゆくことで、グループと各参

画企業 との主体性のバ ランスが確保 される。

この ような企業グループの統括 を可能 とす るのが グループ内の各機能を効率的 に作 用させ るため

の情報の流通円滑化、効 用化である。

この企業 グループの情報 に よる統括を図示 した ものが、図5-2で あ る。
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図5-2企 業 グル ープにみる情報 による結合
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この図の示す ように、 消費者ニーズ、販売活動、生産活動 を統一的に把握 し、それぞれの情報 を有

機的に結合するオルガナイズの役割 を果す情報センターによって統括されている。勿論、 ファッシ

・ン情報管理 システム、多品種少量生産管理 システム、販売在庫管理 システムの各 システム間の情

報の授受は、前述の生産 システムにおけると同様、相互に入力情報、出力情報の関係 となっている。

もうひ とつは、 この企業 グループ も含めて自社の能力で オルガナイズ機能を発揮で きる企業 につい

て、産業 システムとしてみた今後の システ ム化の方向で ある。この ことは、産業 システ ムとしての

オルガナイズ機能 を確保す るための方策で、共通情報の相互交換、蓄積に よる新 しい価値 を もった

情報の再生産システムである。

この場合のオルガナイズ機能 と しては、 お互 いの能力 によって情報 を収集加工 し、自主的 に分析

・判断 するといった 自主的 な調整機能 を発揮させ るものである。

この ような同等 レベルのオルガナ イズ機能を有する企業(企 業 グループ も含む)の それぞれが提

供 した情報に よって新 しい機能 を生 み出す システムであるため、参画メンバー以外への情報の流失

について留意 しなければ、 この システ ムは崩壊す る恐れが多分にある。

そのためには、図5-3に 示 す ような情報の提供者以外 は情報が利用で きない排除原理 を適用 し

た シンジケー ト(企 業連盟)組 織の創設で あろ う。
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図5-3シ ン ジ ケ ー ト組 織 に み る 情 報 に よ る 結 合
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このシンジケー ト組織は、本部に各メンバーか ら収集 された情報 を加工 し蓄積すると同時に、他

の情報提供 機関か らの収集情報 も併せ て加工蓄積 してあ り、必要に応 じてメンバーへ情報を提供 す

る。

今後 、このよ うな情報によるシンジケー トが形成 されてゆ くことが予想され るため、積極的にそ

の仕組 み(シ ステム)の 開発お よびその導入促進 を図 り、外部情報の提供 についての斡旋を行 う専

門の中立機関が必要である。

この ような性格、能力を有す る機関と して、その設立の趣 旨、関係業界における位置等か ら繊維

情報 センターなどが適 していると考え られ る。

以上の ようなシステム総合化への展開にあたっては、情報仕様の統一化(用 語の統一、コー ドの

統一等を含む。)な どのシステ ム化の基盤整備 が必須の こととなろ う。
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6.繊 維 需 給 情 報 の 現 状

繊維産業における政策課題 、情報ニーズ等についての概要は以上の とお りであるが、以下、情報ニ

ーズへの対応 を具体的に述べるに当たっては
、種 々の検討が比較的詳細かつ具体的に行われ ている

「需給問題」と「情報ニーズ」の係わり合い・す なわち 「需給情報」 を代表例 として述べ ることとする。

6.1繊 維情 報 の 供 給 状 況

表6-1は 、国等の公的統計以外の繊維関係の情報サービスの状況をまとめたものであるが、こ

れを見ると情報によっては特定の業界や産地に限定されているものもあるが極めて広い分野から情

報が流れ出ていることがわかる。

情報の内容としては需給動向が最 も多く、業界における需給情報の重要さがここに現われている

といえよう。

一54一



一

目

1

表61 情 報 の サ ビ ス 形'態 覧 表

■

情 報 の 内 容

需 消 受 市 フ 海 そ
注 ア

情 報 の 提 供 者 情 報 の 提 供 先 刊 行 物 の 名 称 定期 ・不定期の別 給 費 ・ 外
操

ツ
の

動 動 業 シ 情
状 ヨ

向 向 況 況 ン 報 他

石川県経済部(繊 維課) 石ll保内繊維産業他 繊維産業振興基本調査 定期 ・年刊 ○

石川県撚糸工業組合 組合員 ねん糸製造業振興基本調査 ○ ○

出石縄入絹織物協同組合 組合員 但馬ちりめん 定期 ・年刊 ○ ○

伊勢崎織物工業組合 組合員
`

伊勢崎織物生産年表 定期 ・年刊 ○

伊藤忠商事㈱調査情報部 限 定 繊維月報 定期 ・月刊 ○ ○ ○

遠州織物工業協同組合 組合員 ニ ュー ス遠 織 定期'年 刊 ○ ○ ○

同 上 組合 員 ニ ュース遠織速報 定期 ・月刊 ○ ○ ○

同 上 組 合員 操業予定状況等アンケート調査 定期 ・季刊 ○ ○

大阪紳士服工業組合 組合員 Q.][工Cフ ァ ッ シ ョ ン レ ポ ー ト 定期 ・季刊 ○

大阪タオル工業組合 組 合員 経営調査報告書 定期 ・年刊

大阪通商産業局(繊 維振興課) 近畿通産月報 定期 ・月刊 ○ ○ ○

大阪府撚糸工業組合 組合員 ねん糸製造業の実態報告書 o ○

岡山県織物構造改善工業組合 組合員 企業調査月報 定期 ・月刊 ○ ○ ○

岡山県商工部(工 業振興課) 限 定 岡山県の繊維産業調査表 定期 ・年刊 ○ ○ ○

香川県輸出縫製品工業協同組合 限 定 輸出縫製品製造業の概要 定期 ・年刊
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情 報 の 内 容

需 消 受 市 フ 海 そ
注 ア

情 報 の 提 供 者 情報 の 提 供 先 刊 行 物 の 名 称 定期 ・不定期の別 給 費 外
操

ツ
の

動 動 業 シ 情
状 ヨ

向 向 況 況 ン 報 他

岐阜繊維製品協会 会 員 岐阜における子供服消費者調査 不定期52年3月 ○

同 上 会 員 会員の経営実態調査 定期 ・年刊 ○ ○

同 上 会 員 会員生産実態調査 定期 ・年刊 ○

同 上 会 員 会員労務実態調査 定期 ・年刊 ○

同 上 会 員' 会員賃金実態調査 定期 ・年刊 ○

京都府織物指導所(経 営課) せん い市況 ニ ュース 定期 ・季刊 ○

京都府立中小企業総合指導所 限 定 呉服市況 定期 ・半年刊 ○ ○

郡馬県商工労働部(繊 維工鉱課) 郡馬県繊維産地生産実態調査表 定期 ・年刊 ○ ○

国際羊毛事務局 限 定 1.WSMonthly 定期 ・月刊 ○ ○ ○ ○

同 上 一 般 1.WS調 査 報 定期 ・月刊 ○ ○ ○ ○ ○

同 上 一 般 消費動態年鑑 定期 ・年刊 ○

滋賀県繊維工業指導所 繊維情報 定期 ・季刊

丹後織物工業組合 組合員 丹後織物 定期 ・月2回 ○ ○ ○

同 上 組合員 呉服動向調査 定期 ・季刊 ○

同 上 限 定 丹後機業の現況 定期 ・隔年刊
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日
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情 報 の 内 容

需 消 受 市 フ 海 そ
注 ア

情 報 の 提 供 者 情 報 の 提 供 先 刊 行 物 の 名 称 定期・不定期の別 給 費 ・ 外
操

ツ
の

動 動 業
シ 情

状 ヨ

向 向 況 況 ン 報 他

秩父織物構造改善商工組合 組合員 秩父おり もの 定 期 ・月 刊 ○

千葉県工業試験場 限 定 ニ ット製 品の消費動向調査 不定期50年2月 ○

帝人㈱ マーケテ ィング部 限 定 フ ァ ッ シ ョ ン メ ッ セ ー ジ 定期 ・半年刊 ○

同 上 会 員 TOBEレ ポ ー ト&T.F.R 定 期 ・旬 刊 ○

東京織物卸商業組合 組合員 業態調査報告書 定 期 ・年 刊 ○ ○

同 上 組合 員 経営調査報告書 定 期 ・年 刊 ○

同 上 、組 合 員 賃金調査結果報告書 定 期 ・年 刊 ○

東京靴下工業組合 組合員 丸綿靴下生産量実態報告書 定 期 ・年 刊 ○ ○ ○

東京繊維情報 センター 限 定 T.T.1.CREPORT 定 期 ・隔月刊 ○

東洋紡績㈱経済研究所 限 定 経済研究所季報 定 期 ・季 刊 ○ ○

同 上 PONT 定 期 ・月 刊 ○

所沢織物商工協同組合 限 定 産地現況報告書 定 期 ・月 刊 ○ ○

富山県南部絹入繊織物
構造改善工業組合

組合 員 産地生産月報 定 期 ・月 刊 ○ ○

(社)新潟県繊維協会 限 定 新潟県産地概要(織 布業) 定 期 ・年 刊 ○

同 上 限 定 〃(メ リヤ ス 業) 定 期 ・年 刊 ○
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情 報 の 内 容

需 消 受 市 フ 海 そ
注 ア

情 報 の 提 供 者 情報 の 提供 先 刊 行 物 の 名 称 定期・不定期の別 給 費
操 ツ

外
の

動 動 業
シ 情

状 ヨ

向 向 況 況 ン 報 他

㈱ 新潟県繊維協会 限 定 新潟県産地概要(染 色整理業) 定 期 ・年 刊 ○

同 上 限 定 新潟県繊維品の輸出動向 定 期 ・年 刊 ○

幽 日本衣料縫製品協会 会 員 傘下組合員企業実態調査 定 期 ・年 刊 ○

日本織物中央卸商業組合連合会 会 員 織商運 ニ ュース 定 期 ・月 刊 ○

日本化学繊維協会 会 員 化繊月報 定 期 ・月 刊 ○ ○

同 上 会 員 化学繊維需給統計 定 期 ・季 刊 ○ ○

同 上 会 員 合成繊維加工糸情報 定 期 ・月 刊 ○ ○ ○ ○

同 上 会 員 用途別繊維消費量調査報告 定期 ・年 刊 ○

同 上 会 員 化繊ハ ン ドブ ック 定 期 ・年 刊 ○ ○ ○

同 上 会 員 調査資料 定期 ・隔 月刊 ○ ○

同 上 会 員 化繊貿易月報速報 定 期 ・月 刊 ○

同 上 会 員 海外化繊速報 定 期 ・旬 刊 ○

同 上 会 員 わが国と海外の化繊工業の動向 定 期 ・季 刊 ○

同 上 会 員 海外化学繊維の近況 定 期 ・月 刊 ○ ○

同 上 会 員 繊維輸入品動向調査報告 定 期 ・年 刊 ○
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情 報 の 内 容

需 消 受 市 フ 海 そ
注 ア

情 報 の 提'供 者 情 報 の 提 供 先 刊 行 物 の 名 称 定期 ・不定期の別 給 費 ・ 外
操

ツ
の

動 動 業
シ 情

状 ヨ

向 向 況 況 ン 報 他

日本絹化繊輸出組合 会 員 輸出絹化繊 定 期 ・季 刊 ○

同 上 会 員 KINUKASENニ ュー ス 定 期 ・旬 刊 ○

日本絹人繊織物工業組合連合会 会 員 絹人繊織物統計月報 定 期 ・月 刊 ○

同 上 会 員 網人繊織物統計年報 定 期 ・年 刊 ○

日本経済新聞社 、

データバンク局商品情報部
有料配布 日経商品情報繊維版 定 期 ・週 刊 ○ ○ ○

日本繊維製品輸出組合 会 員 輸出繊維製品速報 定期 ・週2回 ○ ○

日本タオル工業組合連合会 会 員 タオル展望 不定期 ・年4同 位 ○ ○ ○

日本ニ ット工業組合連合会 会 員 ニ ッ ト主要製品需給表 定 期 ・月 刊 ○

日本被服工業組合連合会 会 員 被服生産高調査報告書 定 期 ・年 刊 ○ ○

日本紡績協会 会 員 紡績統計月報 定 期 ・月 刊 ○

同 上 会 員 紡績事情参考書 定期 ・半年刊 ○ ○ ○

日本紡毛紡績工業組合連合会 会 員 紡毛紡績月報 定 期 ・月 刊 ○ ○

日本綿糸布輸出組合 会 員 綿糸布弘報 定期 ・月2回 ○

同 上 会 員 輸出綿業界 定 期 ・年 刊 ○ ○

日本綿スフ織物工業組合連合会 会 員 綿スフ織物統計年報 定 期 ・年 刊 ○ ○
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情 報 の 内 容

需 消 受 市 フ 海 そ
注 ア

情 報 の 提 供 者 情 報 の 提 供 先 刊 行 物 の 名 称 定期 ・不定期の別 給 費 ■ 外
操

ツ
の

動 動 業 シ 情
状 ヨ

向 向 況 況 ン 報 他

日本絹スフ織物工業組合連合会 会 員 綿スフ織物情報 定 期 ・旬 刊 ○ ○

日本毛布工業協同組合連合会 会 員 TEXTILEい ず み 定 期 ・月 刊 ○

日本輸出縫製品工業
協同組合連合会 会 員 輸総連ニ ュース 定期 ・隔月刊 ○ ○

日本羊毛紡績会 会 員 統計速報 定 期 ・月 刊 ○

同 上 会 員' 羊毛統計 定 期 ・月 刊 ○ ○

同 上 会 員 羊毛工業統計資料集 定 期 ・年 刊 ○ ○ ○ ○

同 上 会 員 羊毛時報' 不定期・季 刊 ○ ○

同 上 会 員 硫毛式紡績月報 定 期 ・月 刊 ○ ○

播州織構造改善工業組合 組合員 兵織連広報 定 期 ・月 刊 ○ ○ ○

福井県繊維産業
構造改善推進協会 限 定

TEXTILEふ くい 定期 ・隔月刊 ○ ○

丸 紅 ㈱ 限 定 MICI&1 定 期 ・月 刊 ○ ○

三河綿スフ織物
構造改善工業組合 組合員 テ レ フ ォ ン サ ー ビス シ ス テ ム 定期 ・隔月刊 ○ ○

見附織物工業協同組合 限 定 見附産地品種別販売調査表 定 期 ・年 刊 ○

同 上 限 定 見 附 定 期 ・年 刊 ○

米沢網人繊織物構造改善
工業組合 組合員 米織産地実態調査結果表 定 期 ・年 刊 ○ ○



6.2需 給 情 報 の 供 給 状 況

繊維情報の うち、需給情報について とりまとめたのが表6-2て ある。需給情報では国の情報が

中心 となってい るが一部には、公的機関や業界団体に よるもの もある。

需給情報以外の情報 も含 めて これ らを評価すると個 々の情報についてはかな り利用され、重要度

も高い と考え られ るが、情報全体 としての方向づけなり、個 々の情報の位置づ けが必ず しも明確で

ないため、重複が ある一方、相互に補完 し得ない面が多い と考 え られる。

そ うした意味 で今後 これ らの情報の整合化、システム化が強 く望 まれ る。
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6.ろ 繊 維 需 給 表

次章で需給情報の利 用例、評価等について述べ るが、'その中で再三 にわた り 「繊維需給表」につ

いての記述があるので、 ここで需給情報の代表例 としての 「繊維需給表」について記 してお く。

通 産省は、昭和27年 か ら繊維需給表 を年 次デ ータベース(月 次ベ ースは51年 か ら)で 作成 し

て公表 してい る。この需給表 は、糸の形態 を経 て消費される繊維 についての需給状況 を示 している

ものであ り、糸換算の重量値に より表現 されてい るところか ら 「糸ペース需給表」 と呼ばれている。

需給表の作成 にあた り使 用す る情報は、通産省の繊維統計、 ゴム製 品統計及び資源統計 と大蔵省の

日本貿易月表であ り、繊維需給表の用途は、,糸 の需給情報 と してばか りでな く、繊維産業全体の需

給、価格、輸 出入、景気等 と各方面の問題の分析に広 く利用 され てきている(別 添の作成基準参照)。

この ように各方面で使用 され てきた需給表 では あるが、本来 、次に述べ るように統計上の限界か

ら内需が実態以上に変動する問題点 を有 している。特に、昭和48年 の石油危機以降、繊維需給状

況の変化が大 きくなるに従い、こ うした問題が一層顕著になってきてお り、 この問題は、繊維需給

表の信頼性に係わる重要な事項であるので、その有効性の範囲 と改 善の方向について検討 を加える必

要があるが、その場合、検討 すべ き問題点 と課題は次の ようなものと考え られる。

(1)現 行 繊維需給表 に対す る評価 について

現行需給表は、繊維需給 をマクロに把握 した ものであ り、その 「内需」 を長期 的に観測す るこ

とに より、国内最終消費の規模及 び動 向を促え ることが出来 るもの と考え られ る。

従って、現行の需給表はそれ と して有用であるといえるが、 しか し、現行需給表 の 「内需」 に

は、川 中、川下段階におけ る在庫の増減やいわゆる 「仮需」 を包含 しているため、国内最終消費

量その ものの動 きを正確には表現 していない という欠点を持 ってい る。繊維産業は、図6-1に

示 す とおり、川上か ら川下まで多数の段階に より構成され てい るが、繊維需給表は、こ うした繊

維産業の多段階性に十分応 えていない とい うの が実情である。

繊維産業は、今後、従来 の過剰供給体制 を克服 しつつ、国民ニーズに対応 した繊維品 を供給す

ることが望まれるが、そのための重要な方策の一つとして国内最終消費量 を短期的に も把握 しう

ることが必要である。

また、現行需給表の 「内需」は、川上か ら川 中までの需要 を包括的に把握 してい ると考え られ

るが、需給の実勢は多様で あり、川上か ら川下までの製造、流通各段階 ごとの需給表の作成の可

能性について検討する必要がある。
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表6 2 需 給 問 題 デ タ 利 用 状 況 覧 表

デ ー タ

分 類 項 目

デ ー タ 名 情 報 入 手 先
デ ー タ

サ イ ク ル

デ ー タ

重 要 度
備 考

1.供 給

(1)生 産 (1)化 学繊維生産高 繊維統計月報(通 産省) 月 A 供給 ・生産の基礎資料

② 紡績糸 〃 〃 〃 〃

(3)織 物 〃 〃 〃 〃

(4)メ リヤ ス 〃 〃 〃 〃

(5)細 幅織物組 ひ もレース生産 高 〃 〃 〃

⑥ 漁 網 〃 〃 〃 〃

'(7)麻 網
、合成繊維網 〃 〃 〃 〃

(8)製 綿 、 ふ とん 〃 〃 〃 〃

(9)敷 物 、 フ ェ ル ト、 不 織 布 〃 〃 〃 〃

⑩ タオル 〃 〃 〃 〃

タオル工連地区組合 B

⑪ 丸綿靴下 〃 日本靴下工業組合連合会 年 B

⑫ 衣料品 〃 繊維情 報センター 〃 A

⑬ 衣服品 〃 日本衣料縫製品協会 B

⑭ 衣服縫製品 〃 繊維統計月報(通 産省) 月 A

⑮ 紳士服 〃 全日本紳士服工業組合連合会 年 B

0θ 生 産、出荷額 工業統計表(通 産省) 年 C 「生産動態統計」(調 査対象裾切 り)の チェック 参考資料

⑰ ウールマーク生産量分析 IWS 年2回 B.

㈱ 二 次メーカー生産動向分析 〃 年2回 B

(2)輸 入 (1)糸 、織物、二 次製 品 日本貿易月報(大 蔵省) 月 A 統計基準 「繊維別構成比」による。

2.需 要

(1)輸 出 (1)糸 、織物、二 次製 品 〃(〃) 〃 〃 統計基準 「繊維別構成比」による。

(2)内 需 (1)内 需量(差 引供給) 繊維需給表(通 産省) 〃 〃 総合的な内需の基礎統計

(2)生 産 者糸、布消費量 繊維統計月報(〃) 〃 B 内需の動向を各業種の糸、織物の消費高からみる。

(3)ゴ ム製品用消費量 ゴム製品統計(〃) 〃 〃 繊維生産動態統計以外の生産統計類による消費動向をみたもの。

(4)電 線 ケ ー ブ ル 用 〃 非鉄金属統計(〃) 〃 〃

(5)カ タ ン糸 用 〃 紡績統計月報(日 本紡績協会) 〃 C

(6)卸 売段階、受 入、出荷高 繊維統計月報(通 産省) 〃 A 卸売段階の荷動 き、特に実需減 ・輸出船積みから内需の動向をみる。

(糸 、織物)

一63-64一





需 給 問 題 デ タ 利 用 状 況 覧 表

デ ー タ デ ー タ デ ー タ

分 類 項 目
デ ー タ 名 情 報 入 手 先

サイクル 重 要 度
備 考

(7)綿 糸商 受入、出荷 高 綿糸商統計月報 月 B 綿糸の主要用途(主 要番手)に おける需要動向をみる。

(8)ス フ 糸 商 〃 〃 ス フ糸商 〃 〃 〃

(9)毛 糸 商 〃 〃 毛糸商" 〃 〃

0Φ 織 物衣料品、寝具、インテ リア 日本織物中央卸商組合連合会 〃 B

受 入、,出荷高

日本繊維協会 〃 B

ω 紳士、婦人服地 受入、出荷高 日本毛織物元売卸商業組合 〃 B

⑫ 和服等和装品 〃 織物産地組合 年 B

⑬ ニ ッ ト製品 〃 日本ニット中央卸商業組合連合会 〃 B

3、 在 庫 (1)生 産者在庫量 繊維統計月報(通 産省) 月 A 在庫の基礎資料

② 染色整理業者 〃 〃 〃 〃

(3)卸 売業者 〃' 〃 〃 〃

(4)純 綿糸営業倉庫在庫(1部) 純綿糸指定倉庫在庫(大 阪など) 月 B 営業 倉庫の一部の動 きをみる。

⑤ 純綿糸綿紡在庫 「紡績概況」 月 B 綿 紡 のみ、早 明把握 。

(6)卸 売 ・小売在庫額 商業動態統計 期 C 小売段階が把握(繊 維 ・衣服身 ・回品卸売 ・小売業)

(7)営 業倉庫在庫 倉庫統計 月 C 品 目

4.最 終 消費

(1)内 需 (1)内 需 量(年 計) 「繊維需給統計」年計内高 年 A 需給統計による内需(長 期的)

(2)年 間全国消費量推計(素 材別) IWS通 信 年 A

(3)消 費動向分析(購 入量推計) IWS通 信 2月 毎 B

② 市場調査 衣 料 、 寝 装 、 雑 品 、 イ ン テ リア 、 「市場調査」 年 A 業界調査(化 協)に よる直接的統計

産業用

(3)関 連 (1)家 計(全 世帯 ・勤労者) 「家計調査報告」 月 B 衣料 費支 出か ら最終消費をチ ェック 。

(2)卸 売物価指数(工 業製品) 「経済統計月報」日銀 月 B 需要と価格指数の関係、実質的な衣料費支出の計算など。

(3)消 費者物価指数(全 国) 「物価統計月報」総理府 月 B

(4)国 民総支 出(個 人消費 ・民間住宅) 「日本経済指標」国民所得 期 B 需要の伸びを把握する。

(5)人 口、人 口推計 「日本統計月報」人口推計資料 期 C 1人 当たり繊維消費量計算のため。
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需 給 問 題 デ タ 利 用 状 況 覧 表

デ ー タ デ ー タ デ ー タ
デ ー タ 名 情 報 入 手 先 備 考

分 類項 目 サ イ ク ル 重 要 度

5.供 給 予測 米 短期 ・目先予測資料

(1)生 産 (1)化 繊 ・紡績生産能力 米 「繊維統計月報」 「紡績統計月報」 月 A 日産 ・紡績 ・稼動率

(2)三 交 替化 ・品種の動向 米 金 上 月 B 三交替 ・紡績三交替 と繊維別 ・番手動向

(3)一 部 生産速報 米 「紡績概況」 「化繊生産速報」 月 B 綿 紡 ・化繊のみだが大勢は見込める。

(2)輸 入 (1)輸 入成約 ・成約残 「繊維品輸入成約表」 月 A 輸入残による見込把握(実 績の方が早い)

② 輸入組合見通 し 年 B

(3)海 外繊維工業(韓 国) 「月報」大韓紡績協会、 「韓国紡織統計」 期 C 韓国設備 ・生産状況 と輸出圧力

(4)市 況(綿 糸)輸 入価格 三品、 「日本貿易月表」 月 B 価格較差と輸入動向

(5)貿 易 バ ランス(韓 国) 「外国貿易概況」 月 C 対 日バランス

6.需 要予測

(1)輸 出 (1)輸 出成約 「輸出契約資料」 月 A 輸出残による予測

(2)輸 出組合見通 し 年 B

(2)内 需 (1)内 需 量(過 去実績) 「繊維需給統計」 期 A 過去実績による季節変動 ・動向をみる

(2)需 要 者消費 ・卸売 出荷 生産動態統計、流通統計、他 期 B 金 上

(3)綿 糸商受入 ・出荷 「綿糸商統計月報」 期 B 全 上

(4)家 計(全 世帯 ・勤労者) 「家計調査報告」衣料費 期 A 実質衣料費支出対前年比

(5)国 民 総支出(個 人 消費 ・民間住宅) 「日本経済指標」 期 A

(6)人 口 ・人 口推計 「日本統計月報」人口推計資料 年 A

(7)消 費者物価指数(全 国) 「物価統計月報」総理府 期 A 実質衣料費計算のため

(8)商 業販売額 商業動態統計 月 B 小売段階の販売動向把握

(9)全 国消費量中期予測 IWS 年 A

(5年 後)

7.在 庫 予測

在 庫 (1)一 部速報(純 綿糸)米 「紡績概況」 月 B 純綿糸綿紡在庫の早期把握

② 季節変動(タ オル)米 月 C 過去実績か ら計算 ・傾向把握
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(2)繊 維 需給動向の把握 に関 し、検討す べき事項

A.繊 維製品最終消費量の把握 について

前述 したとおり、現行需給表は、繊維産業の川 中、川下段階におけるいわゆる仮需 を包含 し

ているたあ国内最終需要量その もの を正確 に表現 していず短期的分析には向か ない とい う欠点'

を持 っている。こうした欠点 を補 うため繊維製品の最終消費量 を把握する。その把握方法 とし

ては、、欠に掲げる ものが考え られ る。

(イ)家 計消費調査か ら家庭用繊維製 品消費量 を推定する方法

ここでは、産業 用消費量及 び官公需 用消費について を考慮 してい ないが、推計に あたって

は これ らの消費量の推定 を何 により行 うか別途検 討する必要がある。

また、家計 消費調査 の拡充の可能性 について も検討す る必要が あろう。

(ロ)国 民所得統計の ような金額ベ ース統計に より算 出する方法

この方法に よる場合、月 次ベースの きめ細かい推定 が可能かどうか、また、現行 の糸ベー

ス需給表 との斉合 がとれ るか ど うかなどについて検討す る必要があ り、特 に、 デフレーター

扱いが大 きな問題 となろ う。

衣料用需要以外の項 目を何 に よリカバーす るかとい う問題は前記(独D場 合 と同様 である。

Pう 繊維工業 構造改善事業協会が実施 している生産実態調査 を使用 して推定す る方法 もあり、

検 討すべ きものと考え られる。

B.流 通 段階の在庫変動の把握につ いて

前述 した とおり、繊維産業 は、川上か ら川下まで多段階にわた った構造 となっているため、

需給の実勢は多様 な もの となっている。従 って、川中か ら川下にかけての在庫の動向 を把握す

ることにより需要を実需 と仮需 に分離 して観測す るこ とが可能 となる もの と考 え られ るが、 こ

のためには現行在庫統計の拡充等に より、繊維需給表を実需ベースの分析 に応え られ るよう改

善する必要が ある。具体的改善点 としては、次に掲げ るものが考え られ る。

ω 生産動態統計、流通統計の拡 充又は再 整備

具 体的 には、織 布、編 ・不織 布、染色、縫製等 各段階の生産 ・流通統計の整備で あり、品

目区分の細分化、調査対象の拡大等 が考え られ る。

特 に、調査対 象の拡大の場合、表6-3に 示 すとお り、織物(生 産統計)、 織物(流 通統

計)、 衣服縫製 品(生 産統計)等 の川 中、川下の ものの カバレッジが低 く、特 に、衣服縫製

品については実用上 も問題が大 きいと考え られる'。

(ロ)倉 庫統計の利用方法の検討、同統計の改善

⇔ 団体、組合統計の拡充利 用

前記(イ)及 び(ロ)については、その実現上多 くの困難が予想され るので、 この 団体、組合統

計 を拡充 して利用する方法につ き、最 も現実的 な対応策として検討すべ きである。しか し、

この場合、団体、組合統計間の斉合を図 る必要がある。現在存在す る繊維関係 統計の リス ト

と、その統計項 目一覧表 を表6-4に 示 す 。
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表6-3通 産 統計 に よる調査カバー率(51年)

(単位%)

品 目 名 原 材 料 使 用 額 等 出 荷 額 等

綿 紡 績 糸

(生 産 統 計)

98.8 98.6

綿 糸

(流 通 統 計)

一 80.7

織 物

(生 産 統 計)

71.0 65.5

織 物

(流 通 統 計)

一 82.9

衣 服 縫 製 品

(生 産 統 計)

64.9 62.3

資料出所:繊 維統計年報、工業統計表、商業統計表

←)そ の他

長期動向把握の観点か ら、年1回 の簡単な調査により、アパレル、小売の在庫動向を把握

することが可能かどうかについても検討すべきである。

C.段 階別需給動向の把握について

繊維産業は、生産か ら小売まで多段階に及ぶ供給構造となっているため、各段階ごとの需給

状況はなかなか把握できず、これが繊維産業の過剰生産体質の一因となっている。このため段

階別需給表を作成することは繊維製品の供給の円滑化、市況の安定化等に寄与するところが大

きいと考えられる。作成にあたっては既存の統計 と共に前記B.Oで 述べた団体、組合統計を

利用する必要がある。なお、段階別需給表としては、下記(イ)の形 が最 も望ましいものである

が、その作成が困難であれば、作成のより容易な㈲ 又は ←うの形の もので も利用は十分可能で

あると考え られる。

ω 各段階とも糸ベースに換算した需給表を作成する。

(ロ)各段階各々の単位、基準を用いて需給表を作成する。

6指 数ベースの生産v出 荷、在庫動向を把握する。
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1.化 合 繊

aブ イ ラ メ ン トの 場 合

轡

図61 業 種 別 流 通 経 路(そ の1)
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b.ス テ ー プ ル の 場 合

離)

業 種 別 流 通 経 路 (そ の2)

商 社

ス テ ー プ ル メ ー カ ー

θ。… 瞭 二⇒
編 業 者

紡績業者

〔製 品〕

〔生 地〕

(。 貿 易会 。座元連合 会 。繊維 協会)
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日 既 達

劇畔馴
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2.綿

(米)に同 じ

業 種 別 流 通 経 路

。ニ ッ ト工連

。タオル工連

。靴下工連

。日装連

。雑工連

ニ ッ ト

タオ ル

そ の 他

〔製 品〕

(そ の3)

〔綿花輸入〕

商 社 紡績業者

〔生地〕

(。 貿易会 。座元連合会 。繊維協会)

(綿工連)
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業 種 別 流 通 経 録 (そ の4)

3.毛

{米)に同 じ

ニ ッ ト

毛 布

そ の他

。ニ ット工連

。毛布工連

。特殊毛織物工組

。日装連

。雑工連

。カーペ ット協会

二轟)(:鞠 薦 蝸

(繊

維
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)
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工
連
)
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)
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(ξ鷺 協会)
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表64 繊 維 製 品 に 係 る 統 計 一 覧 表

統 計 の 内 容

区 分 団 体 名 統計区分 単 位 生 産

受 入
消 費

←

出 荷

引 渡
在 庫

原 料

投 入

原 料

在 庫

羊毛 トップ生産 通産省 月 次 キログラム ○ ○ ○ ○ ○

繊維原料(流 通) 〃 〃 ト ン ○ ○ ○

紡績糸生産 〃 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○

紡毛紡績糸生産 紡毛紡績工連 〃 キログ ラム ○ ○ ○ ○

硫毛式紡績糸生産 日本羊毛紡績会 〃 〃 ○ ○ ○ ○ ○ ○

糸(流 通) 通産省 〃 キログ ラム ○ ○ ○

スフ糸(〃) ス フ糸商 〃 玉 ○ ○

毛 糸(〃) 毛糸商 〃 キログ ラム ○

織物生産 通産省 〃

慌㌢
○

○

○

○

○

○ ○ ○

メリヤス生産 〃 〃

仁 グラ;
○

○ ○

○

○

○ ○

紙幅織物組ひもレース生産 〃 〃

㍑㍍
○

○

○

○

○

○

○ ○

漁網生産 〃 〃 キログラム ○ ○ ○ ○ ○

麻網合成繊維網生産 〃 〃 〃
, ○ ○ ○ ○ ○

製綿 ・ふ とん生産 〃 〃 キログラム ○ ○ ○ ○ ○ ○
く 枚 ○ ○ ○ ○

平 方 メー トル ○ ○
㌧

'

敷物 ・フェルト・不繊布生産 〃 〃 平方メートル ○ ○ ○ ○ ○
・

キログラム ○ ○ ○ ○ ○

タオル生産 タオル工連地区組合 (詳細不明)
、

丸編み靴下生産 (不 詳) 年 次 数 量 ○ ○
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統 計 の 内 容

区 分 団 体 名 統計区分 単 位 生 産

受 入
消 費

出 荷

引 渡
在 庫

原 料

投 入

原 料

在 庫

染色整理加工 通産省 月 次

{
平 方 メートル

キ ログ ラム

○

○

○

○

○

○

織 物(流 通) 〃 〃

{
平 方 メー トル

キ ログ ラム

○

○

○

○

○

○

ニ ッ ト(流 通) ニ ッ ト卸 年 次 (不 詳)

衣料品生産 繊維情報 センター 〃 円 ○

衣服縫製品生産

衣服品生産

通産省

日経協

月 次

年 次
{平方㍍
円

○

○

○ ○

○ ○

紳士服生産 金縛連 〃 :着 ○

.点 ○

千 円 ○

織 物 ・衣料 品 ・寝 具 ・インテ リア 織物卸 月 次
、

百万円 ○

〃

紳士・婦人服地(流 通)

和服等和装品

繊維協会

毛織元売卸商

織物産地元売

〃

〃

年 次

{;

{
メートル

千 円

円

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

'(統 計 をと
っていない団体)

ニ ッ ト工 連

口布 連

日既 達

輸 経 連



第II部

委 員 の 報 告



以下は、今 回の報告書 の と りま とめに当た った委員 の需給情報 に関す る報

告 である。

内容的 には重複 もあ るが、需給情報の利用状況等 をで きるだけ生 き生 きと

伝えるため、原文 のまま とし、 あえて編 集的 な事は行わ ない こととした。

なお、報告 は総論的 な もの、需給情報 の利用状況及び問題点 を述べ た もの、

繊 維需給表の問題点 を述べ たものの順に配 置 してある。



1.繊 維 需給 に 関す る情 報

(大 嶋 隆 男)

1.1需 給 問 題 に 必 要 な 情 報

1.マ ク ロ情報

ここでい うマクロ(巨 視的)情 報 とは綿(ス テ イブル)、 糸、撚糸、織物 、絹地、染色整理済

織物、最終製品について、繊維別 カテゴ リーで重量(キ ロ、㎡、点枚数)な い し金額単位 でまと

め られた情報である。

マクロ需給情報は以上の情報 を生産、輸入の供給 と国内需要、輸出の需要 についてまとめたも

のである。 この際、最 もむずか しいのは在庫 に関す る情報である。現行通産省の生産動 態統計 に

よっても織物段階 までの生産者ない し卸売業者 の在庫把握はある程 度可能であ るが、製品段階 に

ついては種類 も多 く技術的に もむずか しい。

(1)生 産 志向的 マク ロ需給情報

昭和31年"繊 維工業設備措置法"の 実施 に伴 う要請 によって開発 された繊維需給の マク ロ

情報は次の形式をとってい る。

(期 首在庫+生 産+輸 入)一(輸 出+期 末在庫)=国 内需要量

この需給情報は生産 を第一義 とし輸 出をバ ッファー とした当時の企業行動 を前提 にしたもの

で、国内需要量は把握のむずか しい在庫量 を前提に して結果的に算出され ることとな る。生産

におけ るシ ェアー競争 と量的成長 を企業 目的 とした時代 では、国内需要 の情報につい てはあま

り関心が なかった。需給が失調 し、価格が コス トを割 って低下するようになれば・ いわゆ る輸

出圧力が働 いて需給 を調整す るが、不況 カルテルに よって生産 を調整すれば済 んだか らであ る。

(2)市 場 志向的マク ロ需給情報

生産志向的情報か ら市場志向的情報に関心 が もたれ始めたのは、 とくに、昭和48年 イ ンフ

レ、オイルシ 。ック以来の ことである。 この年 インフレ期待 で仮需要が伸 び生産、 とくに輸入

が増大 し、上 記の需給式 に よる国内需要量は一挙に195万 トンと前年に くらぺ3割 も増大 す

るかたちとなった。それまで140～50万 トン水準 で推移 していた国内需要 に しては異常な

増加である。従 って価格が暴落、在庫が増大す るにつれ国内需要は49年143万 トン・50

年131万 トン と逆に異常 に減少す ることとな った。51年 の 市況の回復 とともに仮需要が再

び増大 したが、昭和40年 代 と違 って生産 の弾力性 は乏 しく輸入 にそ の多 くを依存せ ざるを得

な くなった。

仮需 の増大 は価格高 による投機的現 象だけでな く、専門店、量販店 の出店競争 に よるオーバ

ー ・ス トア現象によ
ってもうみ 出された。仮需 とい う生産志向的情報 が うみ出 した結論は生産

業者の価格暴落、生産縮小に よる出血で あ り、卸売業者の輸入品在庫 の赤字処理 であ り、小売

業者の連続 バーゲンに対す る消費者の不信感 であ った。
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この ような業界の苦い経験 をへ て、 ようや く国内需要が注 目され始めた。国内需要量 は果 して

150万 トンで頭打 ちか、衣料購入 の回転率 を高め る要素は何 であるのか、ジーンズに次 ぐ トレパ

ンの トレン ドは消費者の価値観 とどう関係す るのか、 インテ リアの伸び る余地は大 きいのか小さい

のか等々、 こうしてマク ロ情報 とミクロ情報のつ き合わせが ようや く始まる こととな り・需給のマ

ク ロ方式 も次の ように書 き改 めねばな らな くな ってきた。

(期 首在庫+生 産+輸 入)一(国 内需要+輸 出)=期 末在庫

把握のむずか しい在庫 を前提 としない で、結果的に在庫にアプローチ してい く方法 である。そ の

ためには国内需要 をいかにマクロにつかむかが必要 にな り、 これはマク ロ需給情報 か らミクロ需給

情報へのデ ィスアグ リゲーシ ・ンとい う方向へ問題 を移 す ことにな る。

2.ミ ク ロ情報

(1)ミ ク ロ製品供給情報

ここでい うミク ロ(微 視的)情 報 とは繊維 のエン ドユース(最 終製品)に つい ての情報 である。

その供給情報は生産 と輸入 に分れ るが、いずれの情報 も現在の ところ整備の緒 についたばか りの段

階 である。 生産情報は54年1月 か ら新編成された通産省の統計 が発表 され るが、それに先立 って

繊維工業構造改善事業協会情報センターで49年 か ら各年 まとめ られた資料が ある(別 掲)。 輸入

情報 につ いては51年 よ り大蔵省の貿易統計に おける品 目が増加 したため、 日縫揚 、ニ ット工連 で

は関連す る品 目の月次別輸入統計が整理され てい る。公表されてい るエン ド・ユース別輸入統計 と

しては上記情報 センターによるものがある(表1-1)。

生 産 と輸入 に関す る情報はで きるだけ次の国内需要情報 とエン ド・ユースの分類 を同 じくす るよ

うに作成 され ることが望 ましい。

(2)ミ ク ロ製品需要情報

需要情報は国外への輸 出情報 と国内での消費情報に分れ る。輸 出情報はかな り古 くか らかな り詳

細な製品別分類がなされてい るが、 これを供給情報 とつ き合わせ る形で整理す るにはいろいろ問題

がある(表1-2)。

国 内消費情報 につい ても、 かな り以前か ら綿業振興会、IWSに よって独 自の調査が行 われて き

ている。政府ベ ースでは総理府統計局に よる"家 計調査"で 相当に詳 しい繊維製品の消費情報が月

次毎 に発表されてい るが、情報収集解析 の 目的が需給情報以外 の点にあるだげ に問題 がある。

エン ドユース統計は最終的 に毎年 アメ リカのテキス タイル ・オルガノンが掲載 している表1-3

㈲ 、 ⑧の ような形 で衣料 、家庭、産業用途ご とに整理され ることが望 ま しい。 この ミクロ情報は表

1-4の マ クロ情報 と ドッキング し、マク ロの繊維別の消費増減が、 ミク ロに どのエン ドユース項

目に よって変 化 してい るかを知 ることがで きる。

日本でこのようなミクロ情報 を整理 した ものに東洋紡績㈱ 経済研究所 の"ア メ リカの繊維消費構

造 とその 日米比較"(所 報vfra3、1964・5)が あ る。 これは綿業振興会、化繊協会の情報 を も

とにして、テ キスタイル ・オルガノンの資料 と対比で きるように日米比較 を した ものであるが、情

報 の正確度は別 に して もそれ な りに多 くの情報が うみ出されてい る。ただこの比較が1961年 の
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、

1年 き りに止 り、その後継続 されていないのは惜 しい。現在 日本で別 々に行 われてい る情報 を

総合 し、試算の形 で もよいか ら、毎年 この種 の情報 を継続 していくことが必要であろ う。 とく

に この種の ミク ロ情報は海外 との比較におい て、そ れぞれの国 の特異性 を浮 きだたせ ることが

で きるので便利である。

3.ラ イ フス タイル情報

繊維需給情報 を生産志向か ら市場 志向へ転換せざるを得 な くし、 ミクF需 要に よってマク ロ需

要のチェ ックを余儀な くしているのは消費者の ライフスタイルの変化である。

日本で もとくにオイル シ ・ック以後の社 会的、経済的変動 に よる人間の価値観 の変化 とい うこ

とが消費者 の購売行動 を通 じて認識 され始めている。

(1)ミ ク ロ需給情報の ドッキング

最終製品消費のアイテム別変化 や需給 のギャップを考え るとき、消費者の ライフス タイル情

報の必要性は必至 とな る。従来の ように消費の変 化を価格尺度や年令、職業・収入 とい った要

因だけでは把え ることは間に合わず、小売業者 も「衣料 を生活様式や価値観 と切 り離 して単独

に考え ることはできな くな った 」と嘆 く者が多 くな った。

卸売業者はエン ドユースギャ ップの情報 を的確に把握 し、そのギャップを埋め る生産、流通

システムを創造す ることが必要 であ り、小売業者は来 シーズ ン又は次のシーズ ンを超え て経済

的、社会的 トレン ドを情報に よって分析 し、 全国的に流行す る発展の兆をつかまえ、それ に対

処 するシステ ムを創造 しなければな らな くな ってい る。

消費者意識 にもとついた関連情報は、実際に どの ような製品が消 費 され る の か とい う観点

か らますます重要性 をましている。

(2)ア メ リカの情報 システム

アメ リカでは大手の合繊 メーカー デ ュポン、イース トマ ンコダック、テキスタイルのパー リ.

ン トン、大手小売業者 シアーズ、ゼーシ ・ペニーな どがそ のクライアン トにな ってい るMar-

ketResearchCorporationofAmericaと い う調査機関がシカゴに ある。 全米6千

万世帯 を代表 する7,500世 帯 のパ ネルに対 し毎 月調査が行 われている。150の 繊維最終製

品につい て、各製品が購入 され る店のタイプ、繊維 の種類 、ブラン ド、色柄、ス タイル、支払

われ る価格な どが消費者の年令、職業、収入別に集計 され、 クライアン トに送 られ る。 この他

にク ライアン トはそれぞれ独 自の調査項 目を付加 し、 自 らの コン ピュータープログ ラミング に

よって これ らの情報を加工 し解析す る。その情報はマーチ ャンダイザーにとって有 力な情報 と

なる。

バー リン トンの社長 は 「この情報 を注意深 く検 討すれば、消費者が市場 におい て、 どう考え

てい るか、そ してわれわれが彼 らの欲 してい る製品 を供給 してい るか どうかが分 る 」とい う。

アメ リカの消費者 ライフス タイル情報 システ ムの歴 史はすでにかな り長 く、それがひいては

需給のバ ランスに、業界の構造 ・体質の改善 に寄与 してい る度合いは大 きい。 日本 で も業界が

結束 して、 できるだけ早 くこの種 の情報 システ ムを確立す る必要が ある。
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1.2需 給 情 報 の 利 用 、 解 析

1.需 給 情報のネ ットワーク・システム

オ イルシ 。ック後、需給 が失調 した同 じ1975年 に東洋紡の決算 は一挙 に373億 円 の赤字

に転落、 これに対 しア メ リカのバー リン トン社 は228億 円 の黒字 で僅少の利益減に止 った。情

報が うみ出 した影響の相異が この数字 に端的に示 されてい る。

わが国の繊維品 の価格形成 におけ る特徴は流通段階 におけ る卸売業者相互 間の重複す る取引 で

ある。51年 における繊維品卸売業(衣 服、身固品卸売業 を含む)の 年間販売額 は24兆9000

億 円 であるが、同年 におけ る織物、衣料、 身回品小売業(各 種百貨店 を含む)の それはわずか9

兆4,324億 円で、小売業の販売額 は卸売業 の販売額の38%に 過 ぎない。

資金力 に乏 しい零細流通 業者が手形取 引のなかで流通 を複雑 にさせ るとい う繊維業界の構造に

よるもの もあるが、多数 の流通業者が流通 に関与する ことに よって情報 を増幅させ るこ、とに よる

問題点が多い。

生産情報か ら市場情報に至 る需給に関す る情報の伝達 に当って、個人的な思惑がさ しは さまれ

る可能性 も高 く、その情報の増幅 を通 じて価格は必琴以上に変 化する。英国での繊維産業の分析

報告 によれば情報増幅の　パ イプ ライン効果"が 指摘 されている。つま り末端需要の増加が小売

業、卸売業、アパ レル業、織 ・編物業、紡績業 な ど各段階のス トック積み増 しに よる相乗効果 を

もた らし、原料 供給者に対す る需要 を著 しく増幅させ る。 これは需要 が減少 した場合 で も同様の

プロセス ・効果 を経 て、最終需要 の変化に よって 著 しい川上への需要減 となってはね返 って くる。

この レポー トでは"パ イプライン効果"に よって約7倍 の増幅が認め られ るとい う。

この ような情報の増幅は生産 ・流通 の情報不足に よる点が大 きい。 中央情報セ ンターで端 末か

らの生産 ・流通情報 を総 合し、定期 に、 または必要 に応 じて流すシステムがで きるな らば、生産

・流通業者の情報流通が抑制され、 業界 と して無駄な、市況 の不安定に よる被害か らかな り免れ

る ことができるであろ う。

2.需 給情報の解析、利用

需給情報 に関す る解析の若干は本報告書の中で説明され てい るが、繊維情報センターで解析 中

の もの及び これか ら解析 しようと考え てい るものについて若干要約的 に説 明す る。

(1)マ ク ロ需給の解析

① 仮 需 と実需

先 に述べた ようにマク ロ需給統計におげ る国内需要量が仮需だ とすれば、実需 に相当する

国内需要量は現在の ところマク ロに数字 としては把握されていない。全国世帯のサンフiル調

査、家計世帯外繊維需要 を推計 してまず国内需要量 をつかみ、そ の上 で現行在庫統計の問題

点 とその解決策 を考 えることが必要 であろ う。

日本で現在実需統計 に相当す る ものは総理府統計局の"一家計費支 出"に よるもの と、経済

企画庁の国民所得統計による被服費支 出で ある。後者 を実質ペースに直 してその動 きをみ る

と、仮需統計 におけるような大 きな振幅はみ られない。そ こでこの仮需 と実需をモデル化 し・
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そのパラメターを計算す ると表1-5の よ うになる。

同表の α(所 得弾力性)と β(価 格弾力性)は 仮需モデルでは繊維業界の体質 を示 し、実

需 では消費者の衣料 に対す る購入行動 を示す ものである。

アメ リカに比べ 日本の仮需の動 き方 ははげ しい。 これは 日本の繊維卸価格の投機的 な動 き

によってひきおこされる もので、繊維の相対価格がオイルシ ・ック以後、暴落 した水準 のま

まで推移 するとすれば、仮需は低滞 したままほ とん ど伸びない形にな ってい る。 もし繊維価

格が割高にな って くるとすれば仮需は伸び るが、仮需の中に占める輸入の割合が多 くな って

きて、業界が 自ら自分 の首 をしめるという矛盾 をもた らす。

実需は 日米 ともに、その動 き方はおだやか であるが、 日本の実質被服費の低迷 は明 らか に

消費者物価指数 における被服費価格の割高に起因す るゴー方アメ リカでは被服費の価格が抑

制されて相対価格は低下傾 向 をた ど り、 これが繊維 消費量の低下 を下支え、被服費支 出の増

大 に寄与 している。

② 連立方程式モデル

連立方程式モデル とは表1-6に 示 す ように価格、生産、輸出、'内需な ど繊維業界 の内部

要因と繊 業界の外部できまる要因が髄 に同時に影響しあ・てどのよう構 造繊 ・てい

るか(構 造モデル)を 解析す るものである。それは表 に示す ように、 まず内生変数をすべて

外生変数 によって きまる誘導型モデルの計算値 を使 って行 われ る。

この表は繊維景気 を代表す る綿製品の需給 について行 った ものであるが、綿 糸の価格は原

料綿花価格 に密接に相関す る。実質国民所得 が毎年増加 しているのに対 しこれ と綿糸価格が

マイナスの関係 にあることは、綿糸価格の トレン ドが構造的要因 で下落方向にあ ることを示

す。 ただ価格に関す る国内需要 の弾性値が大 きいため、景気サイクルに より仮需 が増減す る

場合は価格 の騰落率 がはげ しくなる。輸 出は価格にほ とん ど関係ないが、 カルテ ルによる操

短、 カルテル解除に よる生産増は価格 に強 い影響を与え る。

綿糸の生産に刺戟 を与え る要因はいずれ も小さい。ただかな り大 きな内需(仮 需)の 増加

がみ られ る場合は、生産の増加 につなが って くる。逆の場合 も同様で ある。 また韓国 の綿糸

生産がふえれば 日本 の綿 糸生産 は減 る傾向 にあ'るが、いまのところその影響度 合いは小 さい。

綿製品輸出が世界鉱工業 の生産 とマイナスの関係にあることは、 日本綿製品 の国際競争力

の低下 を示す。 しか し国民所得 との関係が プラス であることは、低成長時代 における輸出の

変化 を示す もめとうげ とれ る。 また仮需が伸び る場合は輸 出が減 り、仮需が な'〈なると輸 出

圧力が働 きやすい ことも注意 しておかねばな らない。

綿製品内需は綿糸の生産 と高い相関関係 にあ り、価格 の影響は明瞭 に出ていな い。価格に

時間的 ラ ッグを与え て先決変数 とし、 まず外生的要因で価格が動 き、価格が ある程 度上昇す

ると仮需の増加が生 じ、 これが しだいに生産 を増加させ る要因にな って くると思われ る。

外生変数の うちこの場合、有意な影響 を与え るものは綿花の価格 であるが、生産、輸 出、

内需につ いても有意 な変数 をさ ぐるどとが必要である。・有意な外生変数 につ いては、,それに
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関連す るサブモデルが必要 にな り、データバ ンクは これ らのモデルの秩序に したが って整理

され、収集 ・提供 のシステムが考 え られ ることになる。

③ 需給統計 における輸入問題

さきの需給モデルのなかでいささか問題 とな るのは、外生変数 と しての輸入、つま り輸入

が綿製品の需給について外 生的条件 となってや ることである。綿製品の輸入 は直接 日本 と関

係のない開発途上 国の輸 出であ るが、 日本 の需給状況 が日本の輸入を誘発す ることも考 え ら

れ る。例 えば繊維情報セ ンターの"繊 維情報Ma9"で は次の ような綿製品の輸入関数が紹介

されてい る。

M=14,452.1-0.47P十 〇.65X十 〇.77D-13.64pノ 十49.01p

(-6.87)(2.67)(8.8)(-O.4)(1.6)

M－ 締 製品の輸入、P－ 日本の綿糸生産、D－ 締製品内需、p'一 韓 国綿糸価格、

p－ 日本の綿 糸価格

()内 は弾性値

この式は 日本の繊維業界に とって重要な意味 をもちその与え る影響は重大 である。綿製品

の輸入 に大 きな影響 を及ぼす ものは、その弾性値か らみて、 日本の綿糸生産、国内の仮需要

である。 しか し日本の綿糸生産 は品種に よる国際競争力の喪失や国内労働力の点か らみてそ

の増加には 自ら限界が ある。 とすれば景気回復 に反応す るものは国 内仮需要=輸 入の増加 と

な りいろいろな問題 を惹起 す る。'

輸入 の増 加が問題にな っているのは綿紡績業界だけでな くニ ット、アパ レル業界で も同様

である。 しか もこの業界は製品の種類が多 く、それぞ れ産地集団 を形成 してい るだけに問題

が複雑 にな り、 この対処方法が要請 されている。 このた めには前述 したエン ドユースごとの

供給 と需要、需要の中に占め る輸入 の割合な どの情報が整備 され ていなければな らない。 日

本 で もこの種の対照的統計が整備されるにつれ、表1-7、,8の ように国内需要 に占める輸

入の割合がだん だん明 らか になっている。 さ らに この種 の情報 を整備す るとともに、 こうし

た輸入割合の増加がそ の業種 の需給 に与え る影響、業界 の構造 に与え る影響 と、問題 を展開

してい く必要が ある。

(2)ミ ク ロ需給 の解析

ミクロ需給の解析はその情報が整備 されていないため、全体的 な調査 の手法 はいまだ開発 さ

れていない。 さきに示 した表1-3,4で は所得弾力性分析 によるマク ロ需要 とミク ロ需要の

綜合が試み られ てい る。

また少数サ ンプルに よる部 分的 な解析 ではあるが、 ライフス タイル調査の中に位置 づけて衣

料品の購入に関す る分析 を試み ているもの もあ る。

繊維情報センターでは東京 を中心 とす る30Kiri圏 内 の ライフス タイル調査を少数 サンプル

(700人)に よって行 い、52年 に女子、53年 に男子、54年(女 子)と 男女 を隔年 ごと

に調査 し、 　男(女)性 生活 イメージ と衣生活"と 題 して発表 している。
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その一例 を示せば、 まず個人の生活意識 によってライフス タイル を6つ のタイプに分け、そ

れぞ れのタイプが衣生活につ いてどうい う特徴 をもってい るかを示 したのが表1-9で あ る。

つ ぎに この6つ のライフス タイルタイプの衣料の購入が どのようになってい るかを調べ、一

般的 にいわれる年令別、 収入別 の購入 と比較 した ものが表1-10で あ る。

さ らに衣生活のシステムを購入 一保有一廃棄一着用 とし、そのシステムの中で購入 が ライフ

ス タイル ごとにどのよ うに位 置づけ られているか を調査す るな ど、 エン ドユース情報が整備 さ

れた場合のそれ ら情報の解析 方法 についていろいろな試行 を重ね ている。

●
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表1-1 繊 維 最 終 製 品 の 輸 入

二 次 製 品 輸 入 実 績

年 ・ 単 位 .51年 52年

数 量 金 額 数 量 金 額
品 名 DZ KG 千 円 DZ KG 千 円

6003・ く つ 下 類 5.56q668 2894604 6729071 てOla315 a420558 8896869

く つ 下 類 計 5.56●668 2894604 昼72ao?1 て01a315 a42q558 8896869

6004 パ ンテ ィス トッキ ング及び タイツ L31ql66 503440 L29て396 LO92877 56qo23 L337772

メ リ ヤ ス 下 着 男 子 用 シ ャ ツ 口 口197 L674.455 alO5,402 LO59127 .L536033 ao55228

パ ジ ャ マ そ の 他 の 夜 具 289412 L478123 a749934 264506 1.41q300 262q138

そ の 他 の 下 着 233q515 L92て725 499L216 237a594 L81a888 5.009918

計 5.04て290 5589743 1214ag48 47gqlO4 5.320244 1202ao56

6005
セ ー タ ー ・ カ ー デ ィ ガ.ン

ト ・ジ ャ ン バ ーベ ッ ト ジ ャケ ツ a305β33 U.366733 44935βOl 2599157 885a399 3648τ717

女 子 ・乳 幼 児 ド レ ス ・ス ーツ 142802 64a887 5β8ao83 11a699 497227 5.004645

ベ ビ ー セ プ ト 82354 70931 200801 22951 5τ441 14て295

メ リ ヤス 外 衣類 ズ ボ ン ・ 半 ズ ボ ン 他 23L811 97て570 ao29400 22a785 8ga775 24η828

'ア ウ タ ー シ ャ ツ
205α212 ag6α832 16175,887 2044,569 ag8τ908 15.779225

そ の 他 の 外 衣 類 349939 U54,721 5.00τ005 45q771 1.968287 6854,408

衣 類 の 附 属 品 35,168 52903 22a447 R514 44,026 229608

編 物 製 品 一 41q561 L121.858
一 475298 L6ga568

シ ョ ール ・ス カ ー フ ・マ フ ラ ー a496
'6186 55,775 て664 12023 74,719

そ の 他 衣 類 附 属 品 一
、.'L329

8965 一 10041 1て744

計 6151,ll5 la645,653 7674LO22 5,485,110 1680a425 68766757

6006 そ の 他 の 製 品 一 20782 146206 一 3a670 224614

そ の 他 の 製 品 計 一
20?82 146206 一 3a670 224614

60類 計 1675⑨073 2τ15α?82 95.760247 1ス28&529 25.58a897 89911,296

6101 外 衣 類 48q642 2665,388 ao84690 62a812 a162824 て35a321

オ ー バ ー コ ー ト 他 8qgO5 96a807 408q498 gag44 LO68433 a8?ao88
L

男 子 外 衣 類 ス ー ツ aα626 48agl8 agOO564 26638 432084 ag21.671

ズ ボ ン ・ 半 ズ ボ ン 他 LO5て444 4.724276 lag56541 LO52776 4554295 1a15て103

ジ ャ ケ7ト ・ブ レ ザ ー 他 589712 a22q709・ U52ag31 68て882 a75て883 12335,983

計 223a329 12019098 3a545224 Z485ρ52 12975519 4α652166

61「02 外 衣 類 282953 89SO38 5222975 26a766 841,736 5.34a823

オ ー バ ー コ ー ト 他 2ga251 L982480 85ga542 859652 a256537 884ス042

ス1一 ツ la294 102022 L3gao72 lao88 104377 L999119
,

女子・乳幼児タ依 類 ド レ ス 164,258 42qgO4 2636022 15叱962 51LO40 a164,339

ス カ ー ト 19し012 66て232 ao29422 18al70 70a276 a74a537

ブ ラ ウ ス 77a767 L45L745 647q286 85し407 L5ga668 て50q646

ス ラ7ク ス ・ シ 層 一 トパ ン ツ 17てll8 725,147 206a784 14▲820 558818 1.86τ613

計 L90Z653 6248568 2a4ほ103 L978865 656a452 3247u19

6103 シ ャ ツ L589962 4435β51 1L365.805 1,644,950 466a872 1L41al90

男 子 下 着 パ ジ ャ マ そ の 他 の 夜 具 42τ43 .7 2006404 a162727 32τ822 L68a657 a775,051

下 着 15β57 2α762 3L742 ほ800 25,553 5α446

計 203a256 646ao17 14560274 L990572 6378082 1423a687

6104 パ ジ ャ マ そ の 他 の 夜 具
、 1ga138 61a875 L308488 150233 473357 LO60253

女子 ・乳幼児下着 下 着 91,832 66324 176402 7て986 7し027 18a343

計 28ag?0 680199 L484.890 22&219 544,384 1.24a596

6109 コ ル セ ッ ト ・ ブ ラ ジ ャ ー 他 202τ018 1.026219 τ792529 1.68ao17 8gag97 τ289663

コルセ ット・ブラジャー 計 202エ018 LO26219 "92529 L683017 8gag97 て28⑨663

6110 くつ下類(除 くメリヤス編・ク ロセ編) 2τ075 18881 4〔～706 Ia426 8967 2a514

〈 つ 下 類 計 2て075 18881 46706 la426 &967 28514

61類 計 8524,301 26455β82 9284a726 8379151 2て370401 95.92a745

合 計(60・61類) 25.28a374 5a606?64 18&608973 25.66て680 52954,298 、185,835,04i

(資 料) 大 蔵 省"日 本貿 易 月報"

84



・

■

・

・ 表1-2繊 維 最 終 製 品 の 輸 出

二 次 製 品 輸 ・出 実 績

年 ・ 単 位 51年 52年

数'量 金 額 数 量 金 額

品 名 DZ KG 千 円 DZ KG 千 円

6003 .く つ 下'類 goqlO7 282275 1.088975 555β36 22ao43 81a286

く つ 下 類 計 goqlO7 28a275 LO88975 555β36 222043 81a286

6004 パ ンテ ィス トッキ ング及び タイツ 3ga652 112029 46⑨028 11q500 51,322 148115

男 子 用 の シ ャ ツ 4q467 4a851 175550 4ス030 94,739 300770

メ リ ヤ ス 下 着 パ ジ ャ マ そ の'他 の 夜 具 a396 10,857` 48420 a480 1α863 48615

そ の 他 の 下 着 ・ 26α471 18a252 55qg?4 lga122 14τ778 525,655'1

計 70ag86 354,989 L24ag72 35匂32 304,702 LO2al55

6005 セ ー タ ー ・カ ー デ ィ ガ ン ・ベ ッ ド
ジ ャ ケ ッ ト ・ ジ ャ ン パ ー

226て418 a3092▲3 1L72LO61
'

262α044 4015,328 1a652372

女子 ・乳幼児用 ドレス 只カート以一ツ 174114
'608623

2942109 99572 264,361 1.353812
' ㊨

ベ ビ ー セ ッ ト 334286 415,690 L47τ458
ろ26ag95

437,236 1.58'5.366

メ リ ヤ ス外 衣 類 ズ ボ ン ・ 半 ズ ボ ン 他 554,049 1.812423 4431,444
.391
,394 1,293,083 295τ654

'ア ウ=タ ー ツ ヤ ツ 2002430 252a783 a80a673 2166675 285LO87 1033a679

そ の 他 の 外 衣 類 344425 4q282 5.25τ603
、

34ao43 L444.105 4.80⑨501

衣 類 の 附 属 品 86L296 98a426 263a136 LO36106
r し36a495

a488534

編 物 製 品
一

536709 goa297 一 37qo20 80τ541
,

計 6538018 1023α149 3a180781 6925,829 1204a715 3aoOO459

6006 そ の 他 の 製 品 一 236233 535,522 一 446075 85て399
.

.

そ の 他 の 製 品 計 一 236233 535522 一 44昼075 85叱399

60類 計 ・ 8142111 11,10a646 4ao49250 τ8352g7 lao16585
=

41,694,299

6101 外 衣 類 204925 225τ128 a83L451 125218 L34a587 209て221

オ ー バ ー コ ー ト 他 16496 205.12.0
弓

66τ509 27898 32L574 L17&062

男 子 外 衣 類 ス ー ツ 1て673 28て731 L234.573 12030 22ao10 99昼922

ズ ボ ン ・ 半 ズ ボ ン 他 3τ443 17L891 529199 39260 166165 62τ313

ジ ャ ケ ッ ト ・ ブ レ ザ ー 他 6q792 555267 201L600 '9⑨402 833406 ao3&471

そ の 他 の も'の
一 一 一 5て394 44τ389 L392776

計 33て329 a4π137 a274332 36L202 a335.131 g33q765

6102 外衣 類(サ ロン類、和 服類除 く) 17L820 70qg53 ao84.189 23a739 734642 233ao67

(乳 児 用 除 く)(サ ロ ン 類) ※lalga891 1.84a401 487q424 ※1693q248 L61a203' 467て021

女 子 ・ 乳 幼 児
'(和 服 類)

12688 6a882 384,663 16890 7a557 4gao10

外 衣 類 オーバ ーゴー ト他(乳 児用除 く) 102857 78文505「 304τ154 14て218 Ll60445
'

4375β29
」

ス ー ツ(〃) 3aoOO 137361 589580 2曾737 8a598 44a314

ド レ ス(〃) ゴ5,355 64470 541,693 16938 7q817 675β97

ス カ ー ト(〃) 38076 14L441 541,101 4L905 164,091 60⑤307
「

ブ ラ ウ ス(〃) 57844 ga732 71a810 78119 13&567 LI3a234工

う 。ラー1ノ ンう(〃) 86⑨262 280L825 ag72910 L266946 4225228 n940864

乳 児 外 衣 8τ797 6L284 192821 15,757 2L915 lb2926

計 ※1.344.699 6712854 21,947,345, ※L84ス249 8302063 2678て0.69
〆

6103' シ,ヤ ツ 6758 1氏101 6τll5 al55 τ876 4q484

男 子 下 着 下 着 14,483 15」88 3⑨179 し845 4242 2L424

計 21241 34289 106294 5,0.00 12U8 7α908

6104 下 着 1q384 12690 5a337 26429 55202 24〔～961

女子'乳 幼児下着 計 1α384 12690 ・5a337 26429 551202 2469.61
'

6109 コ ル セ ッ ト ・ ブ ラ ジ ャ ー 1η156 15830'6 56て329 !9て025 175,789 62L1156

コルセ・ット・ブラジャー 計 1π156 15&306 56て329 19τ025 175,789 62U・516

6110 くつ下類(刈 ヤス編 ・クロセ継 ぐ) a551 4,266 2し954 12350 6042 2a216

く つ 下 類 計 a551 4266 21,954 12350 6042 28216

61類 計' L899360 1q3ga54'2 3097q591 2449255 U.886345 3て085,075
「

合 計(60・61類) 1α041.471
v
>

21.50a188 7301⑨841 lq284,552 24.902880 7877a374

(注)※ 印、女子 ・乳幼児外衣類 ・サロン類の数量単位(DZ)は('SM)6102の 計には含みません。

(資料)大 蔵省"日 本貿易月報"
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表1-8⑧ ア メ リカ:品 目別 シ ェァーと所得弾 力性

1968

■

家 庭 用 途
合 計 綿 毛 人 絹 ス フ 合 繊

W η W η W η W η W η W η

45寝 台 掛 け 布 団

46毛 布 類

47シ ー ツ 、 ベ ッ ト用 裏 地

48タ オ ル 、 タ オ ル 地

49布 レ ース 、 食 卓 リンネ ル

(織 、 編 物)

50敷 物 、 ラ プ グ

51カ ー テ ン

52布 類 、 ス リ ッ プ カ バ ー

53雑 品

58靴 、 ス リ プ パ

59小 物 、 ハ ン ド バ ッ グ

60玩 具

61医 療 外 科 用 衛 生 材

62雑 品

合 計

46

a8

168

86

LO

831

19

165

α5

22

LO

O8

48

↓4

10α0

α4

088

△058

L7

¢64

2」29

α99

α62

△ρ78

肛

082

tg9

2L86

t88

L2

τ9

L7

841

199

L9

5.1

L7

1a5

α9

↓8

LO

Ll

to

10α0

α8

ぷ8

△L6

L7

α2

△to

o7

08

△09

01

10

u

LO

α21

一

52

-

一

－

gal

-

一

一

c

}

e

c

α5

10α0

4τ0

△L8

-

一

一

56

2」0

ag

α8

α5

c

C

L2

22

891

輻O

L9

74

τ8

352

10α0

△27

α7

△12

-

一

△幻

△20

LO

80

LO

α6

a8

L4

to

5.8

98

68

α5

L2

228

L1

865

一

ー

ー

一

1ag

↓1

10α0

α4

△L7

L2

△L6

α6

△ρ?

LO

α6

46

△LO

α6

α6

49

a6

c

α2

7τ1

27

92

02

α1

α5

α2

e

α6

亘0(10

L6 .

46

1L9

-

.56

85

正7

LO

△82

△L5

LO

2」1

-

a7

85

c－ ネ グ リジ ブル

1968

●

産 業 用 途
合 計 綿 毛 人 絹 ス フ 合 繊

W η W η W η W η W η W η

63運 輸 機 関 上 張

64自 動車のス リップ カバ ー

65タ イ ヤ

66ホ ー ス

67ベ ル ト

68ク リー ニ ン グ業 消耗 品

6g電 気 用 付 属 品

70フ エ ル ト

71濾 過 材

,72縫 糸

78ロ ー プ 、 紐 、 釣 糸

74袋 物 及 び 袋 地

75タ ー ボ リン ご テ ン ト

76紙 、 テ ー プ 補 強 材

77強 化 プ ラ ス チ プ ク

78枢 用 裏 地

79雑 品

合 計

↓7

04

821

L7

89

α8

a4

L5

L4

60

τ4

エ0

65

2」9

142

α5

65

10α0

t2

△47

α22

L7

L41

△L82

α29

α94

LO
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α84

工5

△α87
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a8

e
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c

264

10α0
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α1

5.6

10
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1.9

L8

α9

α2

444

α6

L5

α7

ag

α7

α7

⑳

て0

て4

2」4

a3

4.6

一

α7

10α0

61
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08

L7

L7

△ α8

L6

27
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a6
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28

α1

L8

a5
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表1-4ア メ リカ:繊 維別、用途別 シ ェアー と所得弾力性

◆

θ

(1961年)

雛 計1綿1毛1与 謬 倒 ㌢尋 ζsl合 繊

④ 消費量(百 万ポン ド)

繊 維 計 6354' agO3 551 563 492 845

衣 料 用 ,a415
■

a201 386 242 226 360

家 庭 用 L786 U18 155 90 243 180

産 業 用 U53 584 10 231 23 305
、

⑧ 構成比(%)

繊 維 計
'

10α0 6L4 87 89 77 la3

衣 料 用 10α0
i

644 lL3 71' 67 105

家 庭 』 用 10α0 626 &7 50 1a6 1α1

産 業 用 10α0 5α7 α8 2α0 20 265

繊 維 計 10α0 10α0 10α0 10α0 1000 10α0

一 衣 料 用 5a7 564 7α1 430 45.9. .426

家 庭 用 281 2&6 281 160 494 2L3

産 業 用 182 1&0 t8 4LO 4.7 361

◎ 限界所得弾力性(実 質被服費)

繊 維 計 α25 △ α13← △ α11 △t35 t40 228

衣 料 用 037 α12 △007 △ α22 α39 310

家 庭 用 α95 α05 △ α16 α46 223 5.32

産 業 用 △U8 △L41 △ α95 △a25 256 輻19

(産 業 用) (△139) (△L65) (△Ll1) (△a81) (ao1) (L40)

但

(1968年)

繊 維 計 綿 毛 膓工 費 享毒㍗s 合 繊
④ 消費量(百 万ポンド)

繊 維 計 a780 4082 491
'

804 883 a520

衣 料 用 4540 2004 385 387 339
'L425

,家 庭 用 a435 L496 97 209 479 1,155

"産 業 用
L805 583 9 208 65 940

⑧ 構成比(%)

繊 維 計 1000 4L7 5.0 a2 90 361

衣 料 用 10α0 4生1 &5 &5 75 3L4

家 庭 用 1・0α0 4a6 28 61 1ag 3a6

産 業 ・ 用 10α0 323 α5 lt5 a6 521

繊 維 計 10UO 10α0 10α0 10(10 10α0 10α0.

馳 衣 料 用 464 491 784 4&1 3&4 4α5

家 庭 用 35.1 366 la8 260 ・542 ・328

産 業 用
'
1&5 143 t8 25.9 74 267

◎ 限界所得弾力性(実 質被服費)

繊 維 計 α83 △α8 △ α53 α38 α69 ・25

衣 料 用 050 △L6 △ α16 066 056 26

家 庭 用 L2 △ α1 △20 LO 06 a5

産 業 用 LO △ α12 α12 △ α37 工8 12

(産 業 用) (08) (△ α10) (α1) (△ α3) (エ5) (LO)

注:(産 業用)は 鉱工業生産指数に対する弾力性

一88一
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表1 5'仮 需 、 実 需 モ デ ル

① 仮需モデル(1960～76年)

(繊 維 消費 量

D/N。(Y/N)(P'/P)β

D;繊 維 消費量(内 需)(ト ン)

N;人 口(人)

Y'実 質 国民総生産(日 本:円 、米国:ド ル、

P;総 合卸売物価指数

P';繊 維 製品卸売物価指数

P/P(1970年=100)

α;所 得弾性率、 β;価 格弾性率

② 実需モデル(1960年 ～77年)

(実 質 被服費支 出)

一10
・421(Y/N)α5893

t=2Q6

0.982

(Y/N)α0489

t=334

0.823

(P:/P)1・1113

739

(P/P)『a8647

326

;実 質被服費支 出(日 本;円 、米国;ド ル、

;実 質個人 消費支 出(

N;人 口(人)

Pc;総 合 消費者物価 指数

P'c;被 服物価指数

P'c/Pc(1970年=100)

α;所 得弾性率、 β;価 格弾性率

(P',/P,)β

1970年 価 格)

(y/N)α6418

t=40.8

ag96

(y/N)O・6229

t==365

a995

(P',/P,)一'α4749

-369

(P'c/P,)-O・4861

-25
.8

一89一
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(A)STRUCTURE(構 造 モデル〉

表1-6連 立 モ デ ル の 推 定 一 弾 性 値 モ デ ル

期間(昭 和 ・・年 ・月一52年 ・月)

説 明

目 的
CONST P価 格 P生 産 X輸 出 D内 需 実質国Y

民所得
'綿 花P

価 格

,韓 国P

生 産

世界生y
産格数

M輸 入 R

P価 格
2a353
(4.21)

芥

－a717

(-a36)

0311
(ogo)

2744
(392)

一1223

(-600)

α616

(1412)
苦 英 苦 α971

P生 産
2488

(α94)

α182

(L43)
昇

0289
(260)

0342
(197)

Ol35

(●72)
芸

一 α199

(-L67)
× 苦 α855

X輸 出
12113
(L15)

0323

(t79)

α840

(α66)
x

－t351

(-243)

Ll15
(187)

× x

一2516

(-222)
芸 α970

D内 需
285

(α56)

一●0028

(α51)

1.19

(5.17)

一α484

(-363)
苦

一α064

(-034)
× 柴 ×

0032
(L96) 、α967

(B)REDUCEFORM

(誘 導 型モデル)

(注)

上 段 弾性値

① 各欄の数字{
下段(t値)

② 第1表 に同じ

③

CONST Y
'
P P' y M R

P
13424
(718)

一2521

(-707)

α408

(451)

一 α276

(-2.94)

a662
(678)

α135

(1α05)
0,971

P
12066

(1278)

一 〇
.253

(-1.41)

0,142
(alo)

一 〇.326

(-685)

0,239
(088)

0,041
(617)

0,855

X
1L103
(4.51)

1,403

(299)

1,096
(092)

0,437

(a54)

－ag81

(-559)

一 〇
.075

(-4.28)
α970

D
11,465

(&87)

一 α971

(-396)

α104

(1.67)

一 α591

(一911)

2109
(5.64)

α114

(1232)
α967
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表1-7日 本 一最 終 製 品 の 輸 入 割 合

(単 位:数 量(千 点)、 金額(百 万 円))

輸 入 量 国 内 生 産 量 輸 入 比 率
品 目 名

数 量ω 金 額 ⑧ 数 量 ◎ 金 額o A/C B/D

男
オーバ ーコー ト・そ の他 のコー ト L127 a878 qo21 7a598 12.5 49

子 ス ー ツ 820 ag22 12487. 27●?25 26 L4

外( ジ ャケ ッ ト・ブ レザ ー そ の 他 a255 12886 85886 15L306 234 82

畷 ズ ボ ン ・半 ズ ボ ン そ の 他 12633 1a157 10a195 220768 122 60

類)
外 衣 類 ・そ の 他 の も の

'て
486 7859 44258 71,071 169 1α4

オ ーバー コー ト・その他の コー ト 4816 8847 15,976 156660 2て0 5.6

女
子 ス ー ツ 157 L999 1L741 11L424 t8 L8

・

乳
ド レ ス 1,896 a164 ,85,051 184862 54 28

幼 ス ラ ック ス ・シ ョー トパ ンツ他 L788 L868 26862 44318 66 ▲2

児(

外 織
ス カ ー ト a198 8749 5て081 11a483 89 a8

衣製 ブ ラ ウ ス 1q217 て501 78552 口2008 1ao 67

類)
外 衣 類 ・ そ の 他 の も の a225 臥344 gqo81』 18a782 a6 40

男下
シ ャ ツ 1q739 1L418 79882 126678 2↓7 90

子着 下 着 214 50 22467 q150 LO α5

用類 パ ジ ャ マ そ の 他 の 夜 具 ag34 a775・ 11,852 2qg55 832 1a2

女
下 着 936 188 65639 28509 L4 06

子 パ ジ ャ マ そ の 他 の 夜 具 L808 LO60 1ao96 8L410 1a8 a4

■

乳
幼下
児着
用類

コル セ ッ ト ・ブ ラ ジ ャ ー 他 2q196 て290 6LO56 5a523 8a1 186

〈
く つ 下 84160 8897 594259 gq576 、142 98

つ
下類

メ
パンテ ィス トッキング及び タイ ツ lal15 L338 59▲795 5τ421 22 28

リ 男 子 用 シ ャ ツ 12170 ao55 164848 6a397 7? 48

ヤ

ス
パ ジ ャ マ そ の 他 の 夜 具 a174 2620 16691 28635 190 91

下

着

そ の 他 の 下 着 28483 5,010 202368 10て683 1↓1 ▲7

メ
㌻ 在∵㌶「巳 エ、Z 3U90 36488 15て299 27LO92 198 1a5

リ
女 子 ・乳 幼 児 ドレス ・'スー ツ L352 5,005 28085 84825 5.9 5.9

ヤ ベ ビ ー セ ッ ト 275 147 6τ206 5▲725 α4 α8

ス ズ ボ ン ・ 半 ズ ボ ン 他 2757 2478 2L500 40788 12L8 61

外 ア ウ タ ー シ ャ ツ 24535 15,779 168556 17L810 146 92

衣

類
そ の 他 の 外 衣 類 5,409 6854 76598 146248 τ1 47
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表1-8欧 米 一最 終 製 品 の 輸 入 割 合

綿 糸

綿 織 物

合 繊(短)織 物

綿 製 タ オ ル 地

A繊 紡 績 糸

ス フ 糸

ス カ

ド'レ ス

紳 士 用 ス ツ

婦 人 用 ス ッ

ズ ボ ン

ジ ケ

シ ツ

フ フ ウ ス

セ タ

コー ト/レ イ ンコ ー ト

作 業 衣

男子用 ニ ッ トブ リー フ

婦人 用 ニ ッ トフ'リー フ

ス トッキング/ソ ックス

男 子 用 下 着

フ フ ジ ャ

水 着

ド レ ス

ス カ

ズ ボ ン

男 子 用 ニ ッ トス ー ツ

婦 人 用 ニ ッ トス ー ツ

タ イ ツ

合 繊 カ ー テ ン 地

ペ ド ン

5

4

4

7

0

.

6

4

0

2

0

4

6

7

8

1

5

8

3

4

5

1

7

9

5

1

7

5

2

6

7

1

4

a

&

3

τ

6

8

0

2

5

9

2

5

6

6

9

7

2

4

8

α

6

3

2

5

&

t

9

5

7

a

2

4

2

1

1

2

2

1

2

4

5

4

2

2

1

2

7

1

5

4

1

1

1

2

1

資料:輸 入/生 産(CIRFS調 べ)

輸入 は1976年 実 績でNIMEX

の品 目の うち絹、硬質繊維製品を

除 く。

生産は1975年 実 績。

米 国 lg68 1972

MenlsCoats&Jackets(non-knit) 11% 21%

Robes&DressingGowns 7 15

Nightwear(non-knit) 10 11

MenlsDressShirts 23 31

M賠
、苧port・Shi「t・(non一

23 31

Men!sTrousers(non-knit) 7 7

MenlsSuits(non-knit) 2 6

WomenlsBlouses,Knit 20 42

Dresses,Knit 3 9

Skirts,Knit 10 7

Wo瓢 』
、部ks・Sh'「ts

12 48

Blouses,non-knit 16 20

Coats,Jackets,non-knit 13 35

Dresses,non-knit 4 6

Skirts,non-knit 3 5

WomenlsTrousers,non-knit 21 25

Scarves&Mufflersother
thansiIk

25 39

Neckties 1 3

Handkerchiefs 23 14

HOsiery 1 1

Brassieres 16 23

GarmentsforRainwear 15 43

Non-KnitRaincoats 15 37

Underwear 1 1

KnitP「layclothes 6 28

KnitShirts 18 37

Sweaters 34 45

資料:米 国下院公聴会
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表1-9 ラ イ フ ス タ イ ル 別 の 衣 生 活 の 特 徴

タ イ プ 購 入 ・保 有 状 況 お しゃれ ・流行意 識 服装 ・ファ 〉シ9ン 衣生活満足度と不満 今後 の衣生活ニーズ 背広に対する考え方 ・簸
購人面では どの衣料 も平 お しゃれのポイン トはへ 。鴎,ジ オや罐 満足度 は6タ イプの中で 流行 に左右 されない シン 背広に対する評価の低い
均以下 である。保有は和 アスタイル、冠婚 葬祭 時 ア ドバイスに よ り入 手す 2番 目に低 い。衣料品 の プルな服装 をとシンプル ア ンチスーツ派がやや多

1 節 約 消 極 型
服、背 広、白 ワイ シャツ

を除 き、平均以下で第W

のフ ォーマルな場 に出席

する時お し◆れ をす る。・

る。 値段が高い とい う不満 が

強い。

志向がみ られ る。 い。値 ごろ感 はやや低 く

素材 ・生地 を重視す る。
タイプについで低い。 流行 に対 す る関心 は低 い。 現状に満 足 してい る人 が

多 い^

どの衣料も平均以上に購 お しゃれのポイン トは洋 売 場の陳 列品、街 をぶ ら 満足度 は6タ イプの中で 自分好みの服装、TPO 背広の評価の高い ビパス
入、保 有 してお り、6タ 服。 パ ー テ ィへ の参 加 、 ついての生情報や服飾専 2番 目に強 い.自 分好み に よる着分 け、 コーディ 一ツ派が多レ㌔ 値 ごろ感

イブの中では最 も リッチ 友人、恩 師、 先輩 に会 う 門誌、一般雑 誌か ら積極 の服が少 ない。収納スペ ネ ー ト志向 とか しゃれに は 高 目で 、 フ ァ ブシ 冒ン

o 開 放 積 極 型
なタイプで ある。 トップ

水準にあ る衣料は、12品

時 にお しゃれをする。流

行 に対 す る関心が強 い。

的 に入手 している。 一スが足 りない とい う不

満 が強 い。

意欲 的 であ る。 性 を重視 する。今後数 を

増 や したい とい うニーズ
目の うち購 入では10品 がみ られる。
目、保有 では8品 目と多

いo

'

ジーンズ を中心 に カジ ュ お しゃれのポイン トは洋 街をぶらついて遊び仲間 6タ イプの 中では満足度 自分好 みの服装、 しきた レ ジ ャ ー ウ ェア と して評

アルウ ェアの購入、保有 服。旅行や繁華街に出か や、 身近 な人か ら入手 し が最 も低い。 自分に合 う りに こだわ らず 自分の服 価 の高 いス ー ツ 、 レ ジ ャ
水準が高い。 け る時、 レジ ャーの時 に て い る。 サイズの服、 自分好みの 装をと個性表現の欲求が 一派 が多い。値 ごろ感は

田 .衝 動 型 お しゃれをする。流行 に 服が少 ないとい う不満が 強 い。 高 目 で品 質 ・フ ァ 〉シ 冒

対す る関心が強い。 強 い 。 ン性 とも重視する。現状

では歓 を増や したい とい

うニ ーズ が 強 いの

衣料の種類 に関係 な く、 お しゃれ、流行感につい テ レ ビ、一般雑誌か ら入 満足度 は平均的で ある。 衣生活 ニーズの面 でも平 ビジネス ウェアとして評

購入、保有 とも概ね平均 ても、概 ね男性の平均並 手 している。 自分好みの服が少ない と 均並みの意向 である。 価す るス ーツ ビジネス派

w 計 画 型
的 で特 に目立 った点 はみ

られ左い.

みの意識 である。 い う不満が強い。 がや や多レ㌔ 縫製 ・仕立
'て
、素材 と品質 を重視 す

る。現状 に満足 してい る

人が多い^

背 広 、 ネ ク タ イ、 ワ イ シ おしゃれの ポイン トはネ テ レ ビ、 ラ ジオ の マ ス コ 6タ イプの中 では満足度 お しゃれに金 をかけたい、評価の高いビパスーツ派
ヤツ等の ビジネスウェア ク タイ、冠婚葬祭等の7 ミや職場の上司、同僚、 が最 も高い。 流行は若者 TPOに よ り着分け した がやや多い。現状で満足

V 保 守 慎 重 型
の購入、保有水準 が高い。 オーマル な場 に出席す る

時 にお しゃれをす る。流

妻等身近な人か ら入手 し

てい る。

中心で消費者の好みが反

映されないという不満が

い と充実志向、TPO志

・向がみ られ る。

してい る人 が多いが、安

い商品の提供 を望 む声が

行についても同調欲求が 強 い。 強 い。

強 い。

どの衣料 も購入、保有 と お しゃれ、流行に対す る テ レビ、 ラジオやポスタ 満足度は平 均的 である。 しきた りに こだわ らず自 ス タンダー ド派が多い。

も平均以下 で6タ イプの 関心 は きわめて低い。
一広告か ら入手 してい る

。 経 済的 にゆ とりがな く欲 分の服装 を選びたい とマ 値 ごろ感 は低 目で、値段

w 閉鎖マイペ ース型
中では最 もプア なタイプ

である。保有面 では12

しい服が買 えないとい う

不満が強 い㊨

イベースぶ りがみ られ る。 を重視 してい る。

品目の うち10品 目が最

低水準 である。
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(1人 当 り購入枚数)

表1-10主 要 衣 料 の 購 入 状 況

(着)

背広上下 替え上衣 替えズボン

コ ー ト

(オ ーバ

ー含 む)

セー ター ・

カ ーデ ィ

ガ ン

スポーツシ

ャツ ・ポロ

シ ャツ

ジー ンズ

(パ ンツ

類)

トレーニン

グウェア

和 服

(ゆ かた

は除 く)

白無地の

ワイシャツ

柄 物 ・

カ ラ ー の

ワイシャツ

ネク タイ

全 体 L1 06 L6 α3 t4 L9 α9 03 01 L3 23 27

24才 以下 07 05 !5 α6 1.6 工9 1.4 α4 Ol 09 23 14

年
25～34才 to α5 1.7 α2 L4 20 α8 α3 α1 t1 24 26

35～44才 t2 α6 L5 α2 L4 L2 α8 α2 01 t4 a3 a4

45～54才 t2 05 L3 03 LO t5 α3 α2 01 t5 20 29

令 55才 以上 08 09 17 03 1.3 工3 α6 α3 α1 L6 L7 24

～250万 円 α6 04 L3 α2 L3 L7 L1 α2 α0 07 工8 16

世
～350〃 α9 α5 1.5 α2 12 L8 α7 α3 α1 L2 21 23

帯
～500〃 t1 07 t7 α3 1.3 L7 α6 α3 α1 t6 24 31

年
～700〃 L4 α6 L9 04 工5 「

22 09 03 01 1.4 28 a5

収
700万 円～ L5 α7 L5 α4 L8 21 08 α4 α1 工5 26 a7

節約消極型 α9 α4 L4 02 1.1 工6 α6 α1 01 1.0 L6 22

ラ
開放積極型 L3 07 21 04 20 25 輻0 α5 α1 L6 ao a6

イ

フ 衝 動 型 10 05 L6 α3 L5 al L3 03 01 1.0 27 25

ス
計 画 型 LO α6 14 02 L2 1.5 to α2 02 15 23 28

タ

イ 保守慎重型 L3 α7 L6 α3 L3 L8 α6 α3 α0 L4 24 a1

ノレ

閉鎖マイペース型 07 06 L2 α2 1.1 L6 α6 α2 α1 LO L4 L5

■



2.国 際羊毛事務局の毛製品需給分析 にみる情報のニーズ

(北 原 彰 暖)

2.1情 報 ニ ー ズ の 種 類

国際羊毛事務局 とい う、やや特異 な性格を もった機関にとって、 「需給の把握 」とい う視点か ら

必要 とされる情報の種類は何 であるかを述べてお こう。

国際羊毛事務局は、世界の主要 な羊毛輸 出国の牧羊業者の団体が活動 資金 を提供 し、さ らに、牧

羊業が国民経済 にとって軽視 しえない重要性 をもつ と判断す るそれ らの国々の政府が支 出す る財政

資金が、 これに加え られ、世界の主要 消費市場 で、羊毛製品の需要 の開発 と維持 を行な うために諸

般 の事業活動 を進めてい る機関である。従 って、国際羊毛事務局に とって、い ちばん主要な関心事

は、 ある消費国 に於 て、羊毛製品の需給 の実態が どうな っているかを知 ることである。

羊毛製品 とい って も、羊毛 を原料 とす る製 品の種類は多岐にわたる。だか ら、特定の一品 目に注

目して、それの需給実態 をとらえ ることは、その製品の製造業界に とっては きわめて有意義 であっ

て も、国際羊毛事務局の関心の拡が りに照 らすな らば、それはわずかに必要 の ごく一部 を充たす に

す ぎない。国際羊毛事務局 にとっては、その国の、 あるいはその市場の羊毛製 品全体の需給 分析 が

求 められてい る。

多種類の衣料 ばか りでな く、 カーペ ・トや毛布などの非衣料 も含 めた総合の需給分析 とな ると、

着数や平方米 などの単位 で表示 された品 目ごとの統計では用をなさない ことにな るのは言 うまで も

ない。その 目的のための分析対象とな りうる唯一の統計数字は、羊毛製品の数量 を、すべてその含

有す る羊毛原料の量 に換算 した ものである。

羊毛量換算の統計が あれば、産業の、 あるいは流通 の どの段階にあっても、羊毛製品が どん な形

をとってい ようとも、 同 じベースの上 で考察 ・検討 の対 象とすることができる。 もちろん、糸 と製

品の間 で、また原料羊毛 と毛織物 との間 で、量的な比較 も可能 である。

異 なる種類の製品群 をヨコにつな ぎ、い くつ もの加工段階をタテに結 び付 けた、統一的な需給分

析が、か くして可能 とな るわけだ。

2.2問 題 は 何 か

その よ うな需 給分析 を行な うにあたって、解決すべ き問題 は何かを述 べ よう。

1.統 計デ ータ

定量的 な需給分析 が常にそ うで あるように、まず、なに よりも統計デー タが手に入 らなければ

な らない。羊毛製品 の総合的 な需給分析 を完 全な形 で実行 しようとす ると、 かな り大 きな量の統

計データが必要 とな る。 羊毛 の一次的加工製 品である毛糸を例 に とろ う。

毛糸 の生産量、在庫量、 消費量 が、月別か四半期別か、 あるいは年別 で要求 され る。 しか も、

それに含 まれ る羊毛量 を推定 しなければな らないか ら、糸 の種類別 に情報 を得 ることが不可欠
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であ る。毛糸 といっても硫毛糸 と紡毛糸 とでは、同 じ1Kgに 相 当す る原料羊毛の量が同 じではな

い。硫毛糸 と紡毛糸の区別 がない と、 この場合、統計デー タの価値 がかな り減殺され る。

さ らに大切 なのは純毛糸 と混紡糸の区別で ある。その理 由はあ らためて述べ るまで もあ るまい。

混紡糸の うちでは、その うえに混率 の情報 も必要である。少 くとも毛高率混か、毛低率混か を区

別することは、原料羊毛ベースに換算 す るにあた り、欠 かせない情報 だ。

以上 に述べた ことが、毛織物 について も妥当す る。さ らに最終製品についても同様 であ る。 こ

とに最終製品 ともなれば、何十種類 にも及ぶ羊毛製品の各品 目について、生産 ・在庫 ・消費のデ

ータが得 られなければな らない わけだ
。 しか も、望む らくは、硫毛 ・紡毛の別 と、繊維 含有率の

情報 も付加 して。

実際 には、 このよ うなデータをすべて確実 に入手す ることはほ とん ど不可能である。 それ では、

現実 にこのデータ入手の問題 をどの ように処理 しているのか。 それは次章以下 で述べ ることにな

ろ う。

2.製 品量 を原料繊維量に換算す る率

た とえば1Kgの 純毛硫毛糸の生産 に使 われた原料羊毛の量は どれだけか。 また1平 方米の紡毛

織物 に相当する羊毛量 は何9か 。 これ らの、いわば換算率 の値いは、主 と して技術情報か ら得 ら

れ るものであ る。 しか し、現実 の生産工程では、正常な技術水準を前提 とした技術係数か ら推定

され る投入、産出比 とは異な る事態 も発生 し うるし、また、技 術係数 も企業 によ り工場 により異

なる場合 もあ り得 よう。それ故、 これ らの換算率 は、技術情報のみ な らず、産業のマク ロな投入

と産 出の実 績を示す統計 も参照 しなが ら求めなければな らない。

最終製品の場合、換算率の確定はさ らに困難 をともな う。それは、衣料一着の重量 が様 々な要

因に影響されて変化す るからだ。

現実 には、それ ら種々の要因 に考慮 を払いなが ら、平均的な換算率 を品 目ごとに設定 していか

なければな らない。

2.5統 計 情 報 の 入 手 と 利 用

上述の 「問題 」の うち、 とくに統計情報の入手 とい うことに関 して、 どの ような現状にあ るかを

述べ よう。

1.政 府統計

日本の政府が調査、作成 し、一般の用に供 されている統計の質 と量 については、世界で もいち

ばん優れたグル ープに属 す るのではない かと思 われ る。 国際羊毛事務局は、各国に設置 した支部

の事業活動 を通 じて、それぞれの国の政府統計 に接 しているが、対象範囲の広さ、調査事項 の多

さ、発表 の速 さな ど、総合的 に評価すれば、Aク ラスにはい ることは間違いなさそ うである。

その ような統計 を利用 しうることで、 日本での国際羊毛事務局活動 は、他 の国々でのそれに比

べ て、恵 まれ ていると言 うべ きか も知れない。事実、 われわれは通産省による統計 をは じめ とし

て、各省庁 の作成 す る統計情報に多 くを負 うている。
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そのことは事実であるとしても、同時 に、政府の統計 を もって しては、カバー しきれない分野

が少 くないの も事実であ る。

す でに各方面 で指摘されてい るところであろ うが、羊毛製 品の需給把握 とい う観点で、政府統

計が充 たす分野 と充 た しえない分野 とは、それぞれ何 であるかを通覧 してお こう。

(1)生 産統計

糸 については、把握率の高い生産統計が提供され てい る。上 で触れた問題 である「硫毛 と紡

毛 の区別 」をはじめ、 かな り詳細 にわたって 「混紡率 区分別 」生産量 が数値化されてい る。毎

月の月報'で報告者が正 しい記載 をして くれてい るのか どうかという疑念の余地が全 く無 いわけ

ではないが、 それ を別 とす るならば、毛糸の生産統計 の内容 に、現在以上の ものを要求す るこ

とは、いささか食欲に過 ぎることにな るか もしれない。

織布 については、情報の種類の数において糸の生産統計に劣 るけれ ども、かな りよく必要 を

充た してくれてい る。 「硫毛 と紡毛 」の区別 は与 え られ てい るし、 「純毛 と毛高率 」に分けて

生産量が把握され ている。難点 をあげれば 「毛低率 」混の織布生産量 をとらえ る手が か りが全

くないことだ。

メリヤス製品の うち、メ リヤス生地 については、素材別 の統計が、毛の メリヤス生地生産量

をかろ うじて教えて くれ る。 かろうじてというのは、織布 の場合の ように 「純毛 と毛混 」の区

別が、 もはや ここでは与 え られないか らだ。

メ リヤ ス衣料 にな ると、素材別 の情報が全 く姿 を消す。生産統計 として毎 月作成 され る数字

が、統計刊行物のページのい くつかを埋 めてはい るが、残念ながら、 われわれにとってはほ と

んど価値 を持たないことにな る。

縫製品 について も、上述のメ リヤス衣料 と同 じことが言 える。生産数量がいか に多 くの品 目

について報告 されても、素材別の情報 を欠 く以上、所詮は、毛製品需給実態把握の用 に供 す る

わけにはいかない。

敷物類 については、幸いに も素材別 の統計が与え られてい る。通産省の毎 月の生産統計 が対

象としている敷物は、織 じゅうたん、タフテ ッ ドカーペ ッ トな らびにだんつ うの3品 目に限 ら

れているため、量 としては無視 しえないはず のい くつかの他の品 目が欠けている。 しか し、羊

毛製品 としては、対 象3品 目以外 にはほ とん ど存在 しないので、 この生産統計でかな り用 を弁

ず ることにな る。 もっとも、 この統計 も「純毛 と毛混 」の区別 を与えていないことは、メ リヤ

ス生地の場合 と同 じだ。

(2)在 庫 統計

糸 と織物 について、通産省の統計 は保有者別の月末在庫を とらえてい る。需給実態 を産業の

各段階 ごとに とらえ ようとす るとき、 この ように在庫統計が、保有者別 に与え られてい ること

は大 きな便宜 をもた らす。生産 統計 に比 べ ると、 「純毛 と毛混 」の区別 を明 らかに していない

とい う点 で情報 の種 類が少いけれ ども、糸と共 に、織物 の在庫統計は、現状で もかな り有用で

あることは疑いない。
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それ以外の分野 にあっては、在庫統計の有用性は一転 して低下 する。二次製品の多 くの もの

に若干 の在庫統計が作 られ てい るが、それは生産者在庫に限 られ、 しか も、素材別の情報 が欠

除 しているため、毛製品需給の把握 とい う観 点か らは、ほ とん ど有用性 を認 め られない。

(3)消 費

毛製品需給 を、加工段階 をタテにつないだ総合的 な分析 にかけ ようとすれば、それぞれの加

工段階 での原料で ある糸 と生地 の消費 と最終製品の消費の両者について、正確な統計情報 が必

要 とな る。

原料 の工場 消費は、糸については与え られ てい る。織布、 メ リヤス製造、敷物製造の各業種

で、 「硫毛 と紡毛 」に区別 して数量 が報告されている。 これ らは、有用な情報 と見倣 され る。

織物 につい ても、縫製品製造業 での原反 消費統計 が作成され ている。 やは り「硫毛 と紡毛 」に

分げ て数量が与え られ ているので、 いわゆ るカパ レッジの点で難 はあるに して も、 ひとつの指

標 としての有用性 は認め られ る。

最終製品の消費の うち、家計 消費の部分 に関 しては、周知の ごとく、総理府の家計調査 がデ

ー タを提供す る
。毛製品にあっては、全最終 消費量 によめる家計 消費の比率 は、原料羊毛換算

で85%以 上 と推定 され るか ら、 これ を正確 にとらえることは きわめて重要 である。総理府 の

家計 調査 を、毛製品最終 消費のデータ として見 るときの問題点を論 じてみ よう(表2-1)。

(a)調 査 対 象世 帯

全国 を対 象地域 としてい る点で、 この調査は、 日本の消費市場 を全面的 に とらえ ようとし

てお り、拡 が りの点 では充分な ものを もってい る。 しか し、農林漁業世帯 を対象か ら除外 し

てい ることで、せ っか くの全国消費市場 の代表性が損なわれ ることにな った。おそ らく、農

林水産省が実施 してい る「農家経済調査 」と重複 しない ように、つま り、行政 コス トの無駄

を避 けるとい う理由か らではないか と想像 され るが、その ような形式上の理由か ら、 この よ

うなす ぐれた大 調査の全国代表性が損 なわれ るということは、 まことに惜 しむべ きであると

言 え よう。

もうひとつ、対 象世帯の うえでの問題は、一人世帯 を除外 してい ることである。一人世帯

を調査す る技術士 の困難 と、家計調査が始 まった時代の、一入世帯の重要性 の低さか らこの

よ うなわ く組み を作 った もの と想像 され るけれ ども、近代都市社会 で一人世帯の数 が増 加 し

つつあ る今 日、家計調査の全国代表性 を損 ね る重大 な短所 とな ってきた ことを指摘 しなげれ

ばな らない。世帯人員数 としては、一人世帯 の比率 は5%て い どであるが、衣料品の ような

消費財 の消費量 としては、それをかな り上廻 る比率 を よめ ることに思いを致すな ら、一人世

帯 を除外 した ことの損失の無視 しえぬ大 きさが理解され よう。

(b)標 本 規模お よび調査技法

全国で8000世 帯 とい う規模は、 この ような調査 と してはかな り大 きい ものである。標

本規模 が大 きいほ どサンプ リングに もとず く誤差が小 さ くな るのだか ら、大 きいほ どよいこ

とに違 いはないが、常識的な判断のわ くの うちでは、 まず充分な規模 と言 ってよかろ う。調
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査技法 については、 この場 での詳論は避けたいが、総理府 ・統計局の永年の実績の裏 で培 わ

れてきた理論 とノーハ ウは、信 を措 くに足 るものであることのみ を指摘 しよう。

(c)調 査 品 目

家計調査 が消費数量 を調 べている衣料品 日数は66に 達 す る。重要 な衣料品目はほ とん ど

すべて網羅 してい ると考 え られ る。ただ し、品 目の選び方、定義 し方につい て、いささかの

問題がないわげではない。た とえば、婦人服でスーツ、 ドレス、 ブレザーな どの品 目設定が

な く、 「婦人服 」ですべ てをカバ ー しようとしてい る点、 あるいは、セーター類 をどうい う

わけか 「シャツ ・下着 」のグループ としてとらえ てい る点な ど、衣料 品の最終 消費デ ータと

して、実状にそ ぐわない部分 も散見され る。

(d)素 材 の区別

衣料消費データ としての家計調査の最大の欠 ける点は、素材別の情報 をほ とん ど全 く欠け

ていることである。繊維製品の需給を論ず る立場か らすれば、 これは、世界に誇 りうるこの

大 消費実態調査の価値 を著 しく低め ることになる。

2.団 体 統 計

政府以外の諸機関で、毛製品需給把握 とい う目的 に照 らして、有用 な統計データを提供 するケ

ース は必ず しも少 くない
。 ここでは、繊維情報センターの諸調査 と、 日本化学繊維協会エン ドユ

ース調査 をあげ るに とどめるが
、それ らのほかに も、上述の政府統計 では とらえ られ ない統計情

報を もた らす ものが、業界団体 などに よって地味な作業 として行 なわれてい る例 がい くつかある

ことを付言 しておこう。 そ うい う作業 の結果 が統計情報 として有用な ものにな るか否かは、一定

の設計のもとで継続的 に実施 されてい るか否かにかかっている。

2.4対 応 策

前 に述べた通 りの、多種 にわたる政府な らび に業界団体 の統計情報 をもって して も、毛製品需給

分析 に要求 される情報が、 い くつ もの部分で欠 けてい るのは、 やむを得 ない現実 である。

国際羊毛事務局 としては、不足す る情 報を自らの手 で作成 しなければな らない状況に立たされ て、

次のような判断 をもった。 すなわ ち=一

需給分析 に とって・最低不可欠 な数量情報は、国内マーケッ トに対す る総投入量 と総 消費量であ

る。総投入量は、紡績段階への羊毛投入量(=糸 生 産量)と 製品輸入 に含まれる原毛量 の合計で示

され る。

また ・総消費量は国内最終消費と製品輸 出にそれぞれ含まれる原毛量 の合計で示 される。

つま り、紡績以後の製造 ・流通 の全部門 をま とめて とらえた概念 としての 「国内マーケ ット」へ

の投入量 と、そ こから外ヘ ァウ トプ ットされ る総量をおさえれば、両者 の差 が毛製品総在庫の増減

として得 られると考え るわけだ。 か りに「国内マーケ ット」の中のモノの動 きが全 く不明 で も・総

投入 と総消費 と総在庫 だけが明 らかになれば、需給把握のいちばん包括的な、 かつい ちばん基礎的

な知識は得 られるではないか。

そのためには、四箇 の量が既知 でなければな らない。繰 り返 しになるが、それ らは:一
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1)紡 績への原料投入量、2)製 品輸入量、3)製 品輸 出量、4)国 内最終消費量 である。

これ らの うち、1)は 政 府統計 の うちでいちばん完備 した紡績段階の統計に よって与 えられ る。

2)と3)は 正確 さを誇 るかの通関統計に よって得 られる。従 って、残 るものは4)の 国 内最終消

費の統計 だげである。

毛製品の国内最終消費の うち9割 ほ どを占め ると考え られ る家計消費を、で きるだけ正確に補足

す るための調査の実施に、 自らの調査活動の最重点を置 くことが、か くし定ま った。規模 と内容 の

うえで、総理府の家計調査 に匹敵す るものを実施す るのだか ら、資金面 だけで考えて も容易なこと

ではない。当然、衣料品の購入実態 を調べ る事業 に、調査予算 の大 きな部分を注 ぎ込 む ことになっ

た。

国際羊毛事務局が、需給 の把握に関連 して定常的に実施 している主要な調査事 業は、現在、次の

ようにな ってい る。

1.消 費者購入実態調査(IWS-CPR)

す でに述べた通 りの背景 の中で、 この調査 が誕生 した。方法上 ではい くつかの試行 を重ねた結

果、現在のパネル方式 による調査に落着いた。消費実態 を示すデータは、2ケ 月毎 に集計 され、

品 目別、素材別の1人 当 り購入量の表 としてアウ トプ ットされて くる。 その表か ら、それぞれの

2ケ 月間に消費 された羊毛 の量が、 品目別 に求め られ るわけである。

なお、 このCPRの 概要 につ いては、別表で、総理府の家計調査 と対比 して示 してteVsた の で、

それを参照 されたい。

2.衣 服 製造業動態調査

政府統計の手薄な部門である衣服製造業 の商品計画、生産、原反 消費、在庫等の状況 を素材別

に知 るために実施され てい る。紳士 服、婦人服、ニ ット外衣 の3カ テゴ リー別に選ばれたサ ンプ

ル企業に対 し、四半期 ごとに調査を行な う。素材別の情報が不足 しているこの分野 で、現状分析

と短期予測の手がか りとな る数量情報が入手 されてい る。

5.景 気 動向予測調査

上記の調査が対 象と してい る外衣製造業 を除 き、毛製品 と関係 の深い主 な業種につい て、生産

・在庫の現状 と計画 を調べ るために実施されてい る
。それぞれの業種 で、10な い し30て い ど

の企業がサ ンプル として選ばれ、6ケ 月ごとに面接調査が行な われ る。

一100一



表2-1 IWS調 査と家計調査の比較

IWS・CPR 総理府 ・家計調査

1)方 法 パネル方式 パネル方式

2)サ ン プル 2,000世 帯 8,000世 帯

3)対 象 すべての世帯と世帯員 非農林漁業の2人 以上世帯

4)調 査 品 目 113品 目 66品 目

5)調 査事項 a)購 入(入 手)量

b)着 用 者

c)購 入 月

d)購 入 価格

e)仕 立 方

f)生 地 タイプ

g)購 入店の種類

h)繊 維 素材

i)ウ ールマークの有無

j)繊 維 表示確認お よび回収の有無

k)世 帯 特性

D世 帯員特性

a)購 入数量

b)購 入 金額

c)購 入 月

d)世 帯特性

6)集 計頻度 2ケ 月 ごと 毎 月

7)集 計 ベース a)衣 料 各点

b)個 人

c)世 帯

a)世 帯
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(参 考)

ウ ー ル 製 品 在 庫 変 動 の 実 態

国際羊毛事務局

日本羊毛紡績会

この研究の 目的は、 ウール製品の需給状況 を、二次製品を含めた輸出入、最終消費および在庫変動

との関連で総合的 にとらえ ようとい うところに ある。その基本的な方法は、次の等式の右辺の各項 目

を数量的に とらえようとい うものである。

Py=(Ey十f十g-ly十f十g)十Cy十f十g十 △Sy十f十g

た だ し、P:生 産、E:輸 出、1:輸 入、C:国 内最終消費 △S:在 庫 増減

y:毛 糸(含 手編糸)f:毛 織 物(含 メ リヤス生地)9:ウ ール二次製品

いいかえれば、上記算式に よって、輸出入、最終消費、在庫変動 の3需 要項 目の変動 が、毛糸生産

に与え る影響 を数量的に把握 しようとするもの であ る。

この作業 を進め るにあた って、最 も困難な部分は、Sg,す な わちウールの二 次製品在庫の絶対水

準 およびその変動 を数量的 に把握す ることに あるといえ よう。 ご承知の とお り、現在 のところ繊維二

次製品 の在庫量(小 売 り店頭在庫 も含む)を 直接示す統計は存在 しない。その ような状況の下 で、 ウ

ールの二次製品在庫量 を把握す るとい う作業は きわめてむずか しい ことといえ るだろう。そ こでわれ

われは利用 しうる全ての統計 を参考に し、一つ のアプローチで得た推定値 を、可能 な限 り、他の方法

で得た数値 でダブルチェ ックす るとい う作業 を繰 り返す ことに よって、現段階ではいちおうベス トで

あろ うと判断される第1表 の毛糸の総合需給表を作成す ることができた 。

しか しながら、 この作業の過程では、い くつかの大胆 ともいえる仮定 を導入 した り、 あるいは乏 し

い統計的根拠にた よった推定 を加えざるを得な かった ことも事実 である。 この意味でこの研究作業は

未完成 の もので ある。

しか し、 ここで明 らかにな った ことのい くつかは、現下の羊毛産業 に携 わる人達の多 くに とって役

立つ情報 であろうか と考える。 む しろ読者の利用に供す ることでこれまでの作業 を生 かす とともに、

各位の ご批判 とご助言 を仰 ぐことが望ま しい と考えたわけである。

な おこの研究作業 は、 日本羊毛紡績会 と国際羊毛事務局の調査スタ ッフで構成 され る、"ウ ール製

品在庫研究会"に よって進め られてい るものである。

分析の対 象となってい るウール製品 とは、毛100%k・ よび毛高率混(毛50%以 上)の 製品 であ

る。 また ウール製品の最終用途 と しての、紳士服、婦人服、子供服、セーター類、切 り売 り生地・毛

布、カーペ ット、手編み毛糸、織 フェル ト、その他 アパ レル等、すべての毛 糸が使用 されてい る製品

分野 をカバー してい る。

なお、 お断 りしておきたい ことは、 この調査報でたびたび紹介される「原毛換算需給推計 」と、この分
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析研 究の 「毛糸換算推計 」との差異につい てである。前者がすべ ての毛製品 を網羅 した分析 であるの

に対 して、後者は、上述 したとお り、毛低率混系 とその製品 を対象か ら除外 してある。 したが って、

生産 ・消費 ・在庫のいずれについて も、若干の差異が現 われ ることは遊げ られない。 この差異 を構成

す る"毛 低率混"に ついては、その問題の漸増 する重要性にかんがみて、別の研究テーマた りうるも

のか もしれない と考えてい る。

● 推 計 の 前 提 と 方 法

今回の推計をするにあたってい くつかの推計方法 を検討 したが、文頭でもふれた ように既存 の統計

等 を利用 してス トレー トに毛製品の在庫量を推計す ることは無理であ り、 また商業動態統計 な どを利

用 して全繊維二次製品の在庫 を推計 し、 これか ら毛製品のみの在庫 の動 きを推定する方法 も、毛製品

の最終需要 や備蓄面 での季節パ ターンが独特 であ り、かつシーズン中の景気や天候 に よって毛製品在

庫が大き く動 きやすいので、実態に近い ものが得に くいだろ うとい う結論 とな った。 しか し、 この商

業動態統計 を用いて求めた全繊維在庫に よる推定値その ものは、他の方法 で求めた数字 をチェ ッ.クす

るために大 いに参考になるもの と判断 し利用 してい る。

そ こで、す でに通産省が毎年計算 している 「繊維製品需給表 」の形式 をベース として改 良を加え第

1表 の フt－ ムとして、毛製二 次製品在庫の変動 を差 し引 き計算 で出 し、 ある一時点の在庫量(絶 対

量)だ けを推計 して、他の時点はそ こからの変動量でその時の在庫 量を推定す ることと した。 毛製品

の在庫 を一つのダムにた とえ ると、流入量 と流 出量 をはか って水位 の上下 を推計 し、貯水量 を計算 し

ようとい うわけである。

い うまでもな く、 この方法 では流入量に相当す る生産量や輸入量、流 出量 に相当す る輸出量や最終

消費量 をで きるだけ正 しく把握 しなければな らない。 もし、ゆがん でいると、そのゆがみが累積 して

い って何 年か前(あ るいは後)に な ると在庫の量が とん でもない量 になった り、マイナスにな った り

す る。

そこで、すでに数字が把握され てい る項 目も再点検 した。 まず糸の生産 を羊毛の消費量 でチェ ック

し、硫毛糸 については1%、 紡 毛糸 につい ては10%程 度 の把握 もれがあ るもの とした。輸入、輸 出

につい ても、生地 ・製品に関 しては歩留 りを考慮 した。最終消費はIWSに よ る購入実態調査 と総理

府の家計調査をベースに総合的 に推計 した ものである。

糸 ・織物(糸 量換算)の 在庫 については、多少把握に不 十分さが あってもそ れが累積 され ることは

ないので、既存 の数字 をそのまま使 ったが、メ リヤス生地在庫 については、既存の統計 が不十分 であ

るので独 自に推計 して生地在庫 に加えた。二次製品の在庫 の計算上 の基準時 を75年 末 として、75、

76年 平 均のウール製品.のシェア と在庫の季節パ ターンか ら推計 した。また、手編み糸 については別

途に消費者 の購入量、小売 り店頭在庫な どを計算 して加えた。

こうしてできたのが第1表 である。

先にふれた商業動態統計をもとに した全繊維二次製品在庫 の推定値 に、毛製品のシェアや毛製品の

季節パ ターンを考慮 して推定 した毛製品在庫の数字 とこの差 し引 き計算に よる数字(70年 ～76年
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各年末)と を比較 してみ ると、ほぼ同 じような動 きを示 した。全繊維二次製品在庫の動 き と毛製二次

製品在庫 とのある程 度の関連性 を うかがわせ ると同時に、 ここで採用 した差 し引 き計算法の妥当性 を

示 してい るもの といえ よう。

●76年 末 在 庫 は17万 ト ン 弱

この表 で示されてい る生産、輸 出入などはすでに発表 されてい る数字 と、傾 向は変 わらない。 内需

すなわち最終消費を毛糸量 で時系列で示 したのは初めてだ と思 われ るが、注 目されるのは、72年 は

前年比3%ほ ど増加 した ものの、73年 以降は4%、2%、8%、4%と76年 まで4年 連続の減少

を示 してい ることである。繊維製品に対す る需要の停滞 が石油 シ ・ック以降・長期にわたって続いて

い るあらわれ といえ よう。

問題の在庫 は、製品在庫 が8万 トン台から73年 末 の ピークには11万 トン台に と増加 し・その後

減 ったが、76年 末 には9万1千 トン弱にな った と推計 され る。いずれの年においても糸、生地 の在

庫 を加えた もの より大 きく、製品在庫の比重が意外 に大 きいことがわか る。(第2表 参照)在 庫量の

合計の推移 を追 ってみ ると、需給が安定 していた71、72年 は15万 トン台であったが、糸価 が暴

騰 し、仮需 が急増 した73年 は19万7千 トンと、前年比で4万2千 トン、27%の 増 加を記録 した。

この うち、製品在庫の増 加は3万1千 トンと、全体の在庫量 の約4分 の3に 達 した。翌74年 には糸

の生産が 自主減産に より前年 よ り6万4千 トン減 ったにもかかわらず在庫 合計は17万 トン と、2万

7千 トン しか減 っていない。(う ち製 品での減少は2万1千 トン)。75年 に入 っても、 カルテルの

実施な どで生産は14万8千 トンと低 く押え られたため、在庫 は合計 で1万3千 トン減の15万7千

トン と、ほぼ72年 の水準に戻 った ものと思われた。 しか し、76年 に は生産 の回復 と内需の後退 と

いうス レ違いが生 じたため、在庫 は合計で1万3千 トン増 えて17万 トン弱 と74年 の水準 まで戻 っ

て しまった。ただ形態別 にみ ると、製品での在庫増 が低 く押え られ、前売 り、縫製業者の態度の慎重

さが うかがえ る。そ して77年 に入 って もこの傾向は続い てい るようで、77年6月 末の在庫 は、糸、

織物で前年6月 より増えてい るが、製品 ではかな り減 って、合計で1千 トンの減少 とな ってい る。

第2袈 ●在庫量 の携成 比(単 位:%)

年 毛 糸 毛織物 製 品 計

1971 18 28 馴 100

72 17 30 53 100

73 19 24
・

57 1∞

74 21 25 54 100

75 20 25 55 100

フ6 20 27 53 100

第3栗 ●在庫 変動量の構成比(単 位:%)

年 毛 糸 毛織物 料 品 計 変9憤 ・r・ト,)

1971 11 9 80 100 一12 .7

7.2 ▲7 11ア △10 100 十2,9

73 23 4 73 100 十41.7

74 4 16 80 100 一26 .8

75 34 24 42 100 一13 .4

76 24 41 35 100 十12.6

● 在 庫 調整 は どこ で行 わ れ た か

第3表 は、在庫合計の前年 との変 化(増 減)量 を100と した とき、その変 化のうち どれだけ を糸、

生地、製品が受け もったか を示 した ものである(た だ し、 ここで示 した製品在庫 の増減 は差 し引 き計
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算で出 してい るため、糸在庫や織物在庫統計 に把握 もれがあ ると、その分の変化 は製品在庫の変化 と

な って出てくる)。 変化量の ご くわずかだった72年 を除いて、74年 ま では在庫変動 の大部分は製

品段階 で生 じていたのだが、75年 の減少 と76年 の増加には、糸 と生地の変動 も目立つ よ うにな っ

てきた。 とくに76年 の在庫増加については、糸、生地、製品の三者が揃 って増加す るとい う姿にな

ったのが特徴的 であった。 これは、不況の長期化 につれて、製品段階の企画 ・生産 が慎重 とな り、実

需期 にずい てか ら生産 するとい う行動様式が広 く見 られ るようにな ったため、実需期に先行 して生産

が行 われ る糸や生地の在庫 に新たな変動要 因が加わったせいかもしれない。

● 在 庫 の 過 剰は4万 トン?

第4表 は、第1表 で示 した需給表に もとついて、内需 と輸出を合わせた需要合計に対 して、それぞ

れの項 目が どの くらいの比率 にな るか を示 した。糸生産 と輸入が供給項 目ですが、 ここ数年の動 きを

み ると変動が きわめて大 きい ことがわかる。 とくに73年 の供給過剰がその後 に大 きな影響を及ぼ し

てい る。最近 の傾向をみると、供給のなかで輸入のシェアが上が ってきてお り、無視 できないウェイ

トを占めている。輸入 を安 定 した水準 に置 き、生産 でバランスの調節 をす るのが よいか、生産 を安定

させ、輸入を調整弁 とすべ きなのか意見はわかれ ようが、供給の過不足が大幅だ と業界全体にいろい

ろな悪影 響が出ることは明 らかであ るか ら、糸生産が内需すなわち最終消費量程度に とどまることが、

安定 した業界発展のカギ とな ろう。

輸出は73年 に激減 したが、74年 以 降のシ ェアは7～8%に 安 定 してい る。

年末の在庫率 は71、72年 は74%、 す なわち約9カ 月分 であったが、73年 に は105%と 、

1年 分 を越えた。 そゐ後 の74、7・5年 は90%、11カ 月分 とい う水準であったが、76年 には再

び102%と な ってい る。

第5表 は これの裏がえ しとしての需要に対する在庫 回転率 を示 した ものであるが、71、72年 頃

は1・3回 ぐらいであった ものが、 この4年 間 は1回 転強 とい う低さになっている。 とくに76年 は1 .02

回 と73年 を も下 まわる低 さで、76年 末時点での業界がかかえていた在庫 の重 さを示 してい る。

76年 の需要水準 で在庫率 を75%、 あ るいは回転率 を1 .3回 程度 にするには在庫 は12万5千 ト

ンから13万 トンでよい計算 であ るか ら、76年 末 での在庫の過剰は4万 トンか ら4万5千 トンとい

うことにな る。77年 に入 ってか ら硫毛紡 績が実施 している不況 カルテルに よって供給はかな り減少

す る見通 しであるが、 これだけの過 剰在庫 が完全に処理され るためには、最終 消費の回復が必要 であ

第4茨0需 要 合計に対 す る比率`Jl(位:%)

年 生 産 職 人 偵給a不足 焔 出 在 随

971 90 4 ▲6 13 74

72 97 4 1 11 74

73 110 12 22 4 105

74 75 10 ▲14 7 91

丁5 85 7 ▲8 7 90

丁6 99' 8 8 8 102

兜5爽0π 嬰/在 原回転率

年 回

〔(t:t出十内需}×2年初在庫+年末在庫〕

1971

72

73

74

75

76

1.29

1.36

Lo6

LO2

1.06

LO2

一105一



ろう。また、 ウール産業 を とりま く中 ・長期的 な環境 の変化 を考慮すれば、 この ような単純計算 で求

めた適正在庫率75%と い う数値 は、い ちおうの目安 にはな るものの現在の需給関係を判断す る指標

として必ず しも適当な ものとはいえないであろう。 この点に関 しては後 でふれ てみたい と考 えてい る。

● 在 庫 と 毛 糸 価 格

第1図 で示 しま した ように、製品だけの在庫 と毛糸の価 格(こ こでは紡績工賃相当額 をとった)の

間には関連があると思われる。在庫が減少傾向にあれば紡績の採算が向上 し、意図せ ざる在庫が増 え

れば採算悪化 とい うのは当然で ある。また糸の在庫 も全体の在庫 も製品在庫の動 きと同 じ方向 に動い

ているか ら、必ず しも製品在庫 の動 きが紡績採算に反映 した もの ともいい きれないが、 とくに最近 の

価格動向は最終消費の動 きや製品在庫の動 きと感覚的につなが ってきつつ あるよ うである。 つま り糸

や織物の在庫が減 っても、製品在庫が多いのではないか とか、最終消費 が停滞 しているからとい うこ

とで相場が低迷 してい るようである。 この考え方はむ しろ歓迎すべ き方向で ある し、今回のわれわれ

の研究 もこれが どれだげ数字で裏付け られるか、 とい うのがひ とつのテ ーマであるか ら、第1図 で示

された逆相関関係 の成立は大事 なポイン トである。今回の結果 が完全な もの であるとい う自信 はない

のだが、マーケ ットの実態 から大 幅に乖 離 してはいない とい う傍証 と考 え られ る。

第1図 製 品在 庫 と毛 糸価 格
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● 最 近 の 需 給 動 向

さて次に、毛糸の総 合需給表 を四半期ベース に展開 して、最近の動向 を観察 してみ ることに したい

と思 う。

デ ータは第1表 に示されてい る。

毛糸の生産量、 ウール製品の最終 消費量、 ウール製品の総在庫量の三つの主要 なインデ ィケーター

の対前年同期比変動比率 を第2図 に示 しておいた。 この図か ら読み取 るべ き主要 なポイン トは次の よ

うにまとめることができよう。

i)国 内 最終消費量は76年 の第1,2,4四 半 期 に前年同期比 マイナス とな り、年間計 で4.3%
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のマイナス となった。一方 ウール製品の総在庫量 は76年 年 間通 じて増加 し続け、年末には75

年 末比+8%と な り、 その増加量は12.6千 トンに達 した。

ii)こ の 総在庫の増加 こそ、76年 毎 期一貫 して増加 した毛糸の生産(年 間+11.9%)を 支 えた

要因であ った。 したが って、第1表 に見るように輸 出の多少の増加は記録 された ものの、 生産の

増加傾向は当然の ことなが ら、年初 より年末に向かって徐 々に鈍化傾向を示 した。

爾)77年 第1四 半期 には、主に在庫減 らしのためのバーゲンセールによ り、最終 消費量が前年同

期比+6.9%の 伸 び率 を示 し、は じめて在庫 の増加のペースに鈍化 の動 きが観察され始めた。

iv)77年 第2四 半期には紡毛糸の不況カルテルが実施され、 この時点ではいぜん最終 消費が前年

同期比 マイナスに とどまってい るに もかかわ らず、総在庫 の減少が始ま り、需給不均衡改善の き

ざ しが見え始めた。

この間の毛糸、 トップの価格、お よび両者のサヤの対前年同期変動率は、第3図 に見 られ るような

動 きを示 してk=り 、 紡績の採算は76年 第4四 半期以降急速に悪化の傾向を示 して きた といえる。,

第2図 ●最 終消費、毛糸生産 、毛製品総在庫 の推移層(対前年同期比伸び率)
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第3図 ●毛 糸と トップ価格およびサヤの推移

(対前年同期比伸び率)
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● 毛 糸 、毛 織 物 、 二次 製 品 の 在 庫変 動

さて次 に第4図 に よって、 ウール製品の総在庫 の動 きを、毛糸、毛織物、二次製品別 に見ておくこ

とに したい と思 う。

すでに6カ 月を経過 し、 さらに78年1月 までの3カ 月延長 が予定 され ている今回の硫毛糸生産不

況 カルテルに よる在庫調整過程 に至 るまでのセクター別在庫変動の状況は、以下の ようにまとめてお

くことがで きよう。
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第4図 ●毛製品在庫の推移

{対前年同期比伸び率)
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D毛 糸 に在庫調整の きざ しが あらわれたのは、二次製品、織物に比較 して最 もおそい時点 であ り、

それは77年 の第1四 半期 であった。その後在庫量 の増加ペ ースにブ レーキがかか り始め、77

年8月 末時点では前年同期比 一4.6%と な ってむ り、大幅減産の効果があらわれ てきた。

lD－ 方、毛織物の在庫調整の きざしは、毛糸のそれ よりも一期早 く、76年 の第4四 半期に観察

され始め、77年 第1,2四 半 期 に増 加のテンポは しだいにゆるん できた。 そ して8月 末時点で

は、前年同期比+1.7%と 、 ほぼ前年 と同水準の ところにきてい る。二次 メー カーの織物在庫が

76年 の第3四 半期 から減少 し続 けていることから判断 して、その傾向が毛織物総在庫の動 きに

反映 され て くるのが、過去の経験 に照 らして今回は多少遅れてい るといえるが、9月 末時点には、

在庫 の減少が統計の上 で確認 できるであろ う状況 とな ってい る。

lii)ウ ール二次製品は、75年 の若干の調整過程 を経 た後、76年 には年間 を通 じて増 加 し続 けた。

しか し77年 の年初 の在庫処分販売以降、二次 メーカー、二次製品卸売業の慎 重な仕入れ、生産

態度 を反映 して、その絶対量はすでに減少過程 に入 ってい る。

なお77年 に入 ってか らの二 次製品在庫の動 きを通産統計tsよ び商業動態統計 によって見 てお

くと次の ようになってい る。

二次 メーカー 衣服、身の まわ り品卸売業 衣料品小売 り業3△ 計

3月 末+1.6-4.7-0.6-1.7

6月 末+2.1-10.3-2.3-4.3

(通 産 統計、商業動態統計 より推定)

この数字は全繊維 の二次製品在庫 の動 きであるが、われ われの推計方法で求めた、 ウール製品

の在庫の動 き と同 じ方向 を示 していることが確認 できる。
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● ま と め

さて以上 が、 われわれのアプローチ で把握 した71年 以 降の ウール製品需給動向のほぼ全貌であ る。

さきにふれた ようにわれわれの作業 はまだ不完 全な もの であ り、今後改善すべき点 を多 く含ん でい る

が、毛糸の生産、毛製品輸 出入の動向、最終消費の動向、そ して在庫変動とい うウール製品の需給に

かか わる基本的 な数値 の相互 関係 を、マーケ ットの現実 の動向 と大幅な乖離のない ところで、鳥鰍 図

的 にとらえ るとい う目的 に照 した場合、多少な りとも成果 をあげえたのではないか と考えている。

現在、糸、織物、最終製品の各段階での在庫調整が進み、 ウール産業はい っせいに、需給均衡 を取

り戻す方向に向 かっている。 また77年 の前年の実績か ら見 て、 この秋冬に異常な消費の落 ち込みが

ない限 り、77年 年 間のウール製品 の最終 消費量 は、5年 ぶ りに若干 の上昇 を示す ことが期待 され、

そ の可能性 は小 さ くない と思われ る。以上 の前提 に立 って、 われわれの鳥敵図に従 って77年 来 の在

庫量 を予測す るな ら、総在庫率は90%を 多 少下 まわる水準 にな ると予測される。近年の小売 り店頭

の在庫率の傾向的上 昇は、短期的な在庫循環 とい うより中 ・長期的な要因に よる面が大 きい と考え ら

れ る。 この ような点 を考慮す るな ら、短期的 な意味 での77年 末 の適正在庫水準は、71、72年 の

実績か ら単純に算出 した74～75%と い う水準 より高 く、それは80%を 数 ポイン ト上 まわるあた

りで あるといえよう。そ うであ るとすれば、78年3月 末時点 で、 ウール製品の需給バ ランス は、 ほ

ぼ正常に近い状況 に復帰す る可能性は大 きいと判断 してよいのではないであろ うか。

●
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3.銀 行 業 務 と 情 報

(富 沢 木 実)

5.1長 銀 が 繊 維 産 業 を ど の レベ ル'ま で 把 ん で い る か

5.1.1銀 行が必要 な情報のレベル

銀行 では、繊維産業 を把握す る場合に、統計表 を自らつ くり出すだけの情報 がないので、資料

は、公表 された ものを利用 し、 あとは、業界紙や業界の人 々の話で実態 との相違 を補 ってい る。

但 し、設備投資アンケー ト調査(全 業種)を 年2回 実施 しているので、その調査結果か ら、繊

維業界について も明暗を うかがい知 ることがで きる。

ところで、必要 とす る情報 のレベルは、銀行 内の部店別 に違 っている。例えば、融 資先が繊維

産業に分類 されてい る企業であっても、実際には、 もっと細分化 された品 目を取 り扱 ってい るこ

とが多いので、融資部 や審査部 では、小 さな業界 の動 きを把握する必要がある。その場合 には、

当該 企業 か ら入手 できる資料のほか、関連団体の資料や関連企業への聞 き込み等で判断す ること

にな る。

調査部 では、既存の取引先 に とらわれずに、産業 の現状 と将来 を把握す るのが仕事 なので、個

別 の細かい品 目の動 きよりも産業全体の動 きを とらえやす い統計が主 に使 われ る。都 合の良いデ

ータがない場 合には
、代表品種の統計 を利用 し、 あとは、業界紙 や業界の人 々の話 で肉づけす る

とい う方法 をとってい る。

5.1.2情 報 の利用の仕方(調 査部産業班の例)

(1)短 期 の業界動向把握 に使 う資料

最 もベ ーシックなのは、①通産省 「繊維統計 月報 」である。 これには、生産量、 出荷量、

生産者在庫量、設備能力、稼働率、輸 出入動 向などが載 ってお り、生産 ・販売活動 が前年 に

比べ、 あるいは前月に比べて活発 にな ったか どうか を把む ことがで きる。

次に、輸出入動 向は、②大蔵省関税局の統計 を使 う。毎 月「日本貿易月報 」とい う細分類

に よる膨大 な資料が刊行 されてい るが、 これを集計す るのは、手数がかかるので、 「外国貿

易概況 」と 「通関輸 出入統計 」とい う速報 を使 う。但 し、いつれの統計 も輸入 については品

目別の数値が掲載 されていないので11ケ 月遅れにな るが、前記の 「繊維統計 月報 」に載 っ

ている品目別輸入動向 を利用する。

ついで、衣料品の販売動向を把む。 それには、③通産省 「百貨店販売統計月報 」の衣料品

を使 う。 この場合、糸や織物 な ど素材の売行 きとの関連か ら衣料品の売行 きをみ るのである

か ら、衣料品の価格上 昇分 を割引 く必要 が あり、そ れには、④総理府統計局 「消費者物価指

数 」で調整す る。

また、最近 にな ると、百貨店は小売動 向 を知 る指標 として代表的 とは言えな くなっている

ので、⑤総理府 「家計調査報告 」の衣料 費の動 きをみ た り、大手ス ーパ ーの売上げ を集計 し
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た新聞速報や大手 の衣服専門店 にヒヤ リングす る必要がある。

このほか、⑥東京 繊維協会が会員の問屋について毎 月、販売、仕入れ、 月末在庫の対前年

伸び率 を集計 してい る。 これは、荷動 きの活発さの程度 を確認す るのに役立つ。

以上 で、需給動向 をひ とわた り績みとれたはずだが、 これでは、各々がパ ラパ ラの指標な

ので、全体 のバ ランス をつ かみに くい。 このような場合 に、⑦繊維情報 センターが毎月出 し

てい る 「繊維情報1に 載 ってい る繊維需給表 が役立つ。 これは、様 々な形態の製品 を糸の重

さに換算 した もので、種 々不備 な点 もあるが便利である。

業界の短期動向 を把握す るうえでは、価格動向 も知 る必要が ある。

糸相場は、業界紙には毎 日出ているが、銀行な どで使 う場合には、 月や週単位 の動 きでた

りる。⑧ 「日本経済新聞 」の毎 月曜 日には主要な商品の相場が掲載 され ていて便利 であ る。

なお、⑨ 日本経済新聞社 「日経商品情報、繊維版 」は、原線、糸、織物 な ど各 加工段階別

の価格 や需給について、各素材別に、要領の良い解説や手頃なデータを提供 してくれ る。

短期動向を知 るための雑 誌の うち、最 も便利 で内容に も定評力1あるのは、⑩ 国民経済研究

協会 「産業動向 」月刊 である。 これは、各業界通の人々が名前を出さずにレポー トしている。

各産地の動向 を知 るには、産地 にある銀行や経済団体 のレポー トが有益 である。一例 をあ

げ ると、次の ような ものがある。

⑪福井県経済研究協会 「福井経済 」月刊。

⑫福井県繊維協会 「テキス タイルふ くい 」隔月刊。 これ らは福井 の主 な生産品種 である絹

織物や化合繊長繊維織物の動向が載 ってい る。 これには、当産地の織物工賃の推移 もでてい

る。

⑬大 阪府立商工経済研究所 「大阪経済 の動 き」季刊。綿製品、既製服な どの動向が よくで

てい る。

⑭+六 銀行企画調査部 「経済 月報 」月刊。岐阜、愛知 を中心 に、毛織物、毛製既製服の動

向が くわ しい。

海外 の動向 を知 るには、主に化繊協会の資料 を使用 している。例えば、⑮ 「わが国 と海外

の化繊工業の動向 」季刊、⑯ 「海外化繊速報 」不定期、な どが ある。紡績関係 では、⑰ 日本

紡績協会 「日本紡績月報 」月刊 に掲載 され る海外 の記事や統計 を活用 してい る。

(2)長 期 展望のために使 う資料

基本的な繊維統計 としては、次のような ものがある。

① 通産省 「繊維統計年報 」

② 日本化学繊維 協会 「化繊ハン ドブ ック 」

③ 日本紡績協会 「紡績事情参考書 」

また、一般的な資料 だが、そのなかの繊維の部分 を利用 できるもの としては、

④ 通産省 「通産 白書 」(貿 易動 向を知 るのに便利)

⑤ 〃 「工業統計表 」(業 界構造 〃)
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⑥ 通産省 「商業統計表 」(業 界構造を知 るのに便利)

⑦ 国連 「貿易統計年鑑 」(世 界の貿易動向 〃)

⑧U・S.、Dept.ofCommerceBureauoftheCeneurStatisticalAb-

straetofU・S・ 」(ア メ リカの動向 を知 るのに便利)

⑨ 大蔵省 「有価証券報告懲覧 」(企 業の活動 を知 るのに便利)

このほか、繊維産業の国際比較 をする場合には、⑩繊維情報 センター 「海外繊維工業統計

表 」が便利である。

また、東南アジアの実態 を把握 する場合 には、⑪ 日本化学繊維協会が 「調査資料 」とい う

不定期 のパンフレットのなかで、 「東南ア ジア8ケ 国の化繊事情 」を1年 に1回 ぐらいの頻

度 で出版 してお り、便利 である。

5.2長 銀 で 「繊 維 需 給 表 」が ど の よ う に 活 用 さ れ て い る か

5.2.1長 銀における産業調査の内容

日本長期信用銀行(長 銀)は 、長期 の金融、なかでも設備投資金融 を中心 とした業務を行 なっ

てい る。 この ような性格の銀行 では、資金の回収期間が長 く、 また一件当 りの融資額が大 きいの

で、判断 を正確にするために、調査機能が重視されている。

その場合、単に個別企業の動向 を追 ってい ると、木 をみて森 をみないことになるため、調査 に

は、産業別の動向や経済の一般動向 な どマク ロの視点 も要求される。 また、短期動 向だけでな く、

長期的な視点から、業界を把えることも不可欠 であ る。

そ して、既存の融資先の動向 を把握す るだけ でな く、新 しい融資先 を開拓す ることも重要であ

る。なかで も、 これまで、銀行が手がけた ことがないが、今後急成長 し、銀行 にとって有望 な得

意先 とな りそ うな産業や企業を見つけだす ことが必要 である。

長銀 では、 この ような様 々の調査機能は、い くつかの部門 で分担 されてい る。そ こで、調査機

能が各部門で どの ように分担され るかについて、概観 しておこう。

銀行 には、資金 を集め る部門 と、 資金を貸出 して運用 す る部門 と、大 きく2つ の部 門が ある。

産業調査に係 りが あるのは、 後者なので、その業務分担につい てみ てゆこ う。

まず、個別企業の個別融資の窓 口になるのは、本支店 の融資部 であ る。融資部は、まず、本支

店 の所在地に よって大 きく分け られているので、 ある業種がいろいろの店 で取扱われ ることにな

ってい る。そ こで本支店の融資先 をすべ てま とめ、業種別に担当 してい るのが審査部である。

融資部 では、個別の融資案件 について、担当者が調査 し、判断 す るが、他社の動向や業界の状

況 などを合 わせて考 えるだけの時間的 な余裕がない。 これ を、審査部が補 ってい る。審査部は、

常に業 界動向 を調査 してお り、また、各店か ら同業他社 の情報 を入手 しているので、個別案件を

全体のバランスか ら判断す ることが できる。

次 に、新 しい融資先の開拓 を行 なってい るのが、業務開発部 であ る。業務開発部 では、あ るプ

ロジ ェク ト案があ り、それが動 き出す と当行の有力な融資先 とな るのだが、 プロジ ェク トを推進
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す るのに必要 なメンバ ーが集ま っていない、等の場合 に、オル ガナイザーを買 って出ることによ

って・融資に結びつけ るとい うような仕事 をしてい る。

そ こで、 ここでは、プロジェク トごとの調査 と、新 しいプロジェク トを見つけ出すために、社

会の動 きを常に追いかけ ることが必要 であ る。

以上 は、融資に直接結びつ く業務を担 ってい る部門であるが、先に見た ように、当行は長期 金

融機関であるために、 もう少 し長 い目で業務 を担え る必要が あ り、それを担当す る部門 として調

査部が ある。

調査部には、国内班、海外 班、社会班、産業班の4班 がある。 国内班 では、マク ロの経済動向

の把握 と見通 しが主要 な作業 であるが、それにあた っては、マク ロ経済の数字だけ でな く、個別

企業や産業の生々 しい動 きを知 ってい る必要が ある。 これ を補 うために、年2回 、設備投資アン

ケー ト調査 を行 なっている。

海外班 では、海外経済の動 きをマクロで把握す るとと もに、国別の動 向を追 ってい る。 また、

社会班 では、地域経済動向、社会開発、及び社会情勢 の変化な どをフォロー してい る。

産業班 では、主要業種の短期動 向を把握 し、他部店に情報提供 を行な うと同時に、業界 の構造

を分析す ることに よって、中 ・長期の展望 を持つのが仕事 である。その場合には、既存業種の動

向 もさることなが ら、産業界 の大 きな流れをつかみ、新 しい成長業種 を見つけ出すことも重要 で

ある。

以上の ような各班の調査成果 を総合 し、経済 の枠組 の変化を認知 し、経 営方針に示唆 を与え る

ことも、調査部の主要な仕事 である。

5.2.2「 繊維需給表 」の活用の され方

この ような組織のなか で、 「繊維需給表 」は、次の ような利用 のされかたをしてい る。

すなわち、第1に は、繊維業界の短期動向 を把 握す ることに よって、当行の融資先 である繊維

企業 がどの ような立場に置 かれてい るのかを理解す るのに役立 ってい る。

例 えば、あ る企業が高収益 をあげ てい る場 合、その要因 が①企業の経営がす ぐれてい るか らな

のか・ あるいは、②業界 がた またま好況期に あるからなのか を把握す る必要 がある。そ して、②

であれば、今後の見通 しを持 つ ことが重要で ある。

この ような時 に、 「繊維需給表 」は、大変便利であ る。 とい うのは、①統計が古 くか らあるの

で・長期の トレン ドか らみ て、現状が どんな段階 にあ るのか、それは、今後 どうな りそ うかの見

当 をつけ ることがで きる。 また、②市況が上向いている場合、それが思惑にもとつ く在庫投資に

よるものか、実需回復に よる ものか、その内容は、輸出か国内か等、市況回復の裏に ある要因 を

つかむことができる(同 様 に、市況が下落 してい る場合、その要因が生産過剰なのか、輸入増 な

のかを知 ることがで きる)。

この ような短期動向の把握は、融資部、審査部、調査部の経済班と産業班 とで各 々行 な うが、

時には、審査部 や調査部産業班 がまとめ て行 ない 、レポー トに して、各部店 に情報 を提供す るこ

ともある。
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第2に は、繊維産業の構造 を分析す ることに よって、中 ・長期 の展望 を行ない、長期金融機関

と しての経 営判断 のための材 料 を提供 するの に活用 され ている。

銀行は、繊維産業 が、長期金融機関に とって、有望 な業種 なのか(現 在 の貸出先が今後 も安泰

か、今後 設備投資が活発化 し、商売のチャンスが あるか等)、 もし衰 退業種で あるな ら、 どんな

種類の企業 が生 きのび るのか、 どんな処置 をすれば、業界が立 ち直 るのか、等々をさ ぐる必要が

ある。

それには、需給動向を長 期的 に調べ、業界 がた どっている大 きな うね りをとらえなければな ら

ない。 この ような、長期動向の把握には、 「繊維 需給表 」は大変便利 であ る。 「需給表 」か ら得

られた情報 に、業界の生 々 しい動 きを加味 して考 え ると、業界の将来像 を描 くことができる。

こうした産業の構造を分析 す る作業 は、主 として、調査部産業班が担当 している。分析 を とう

して、例 えば、①繊維産業に とって、今後は輸出 よりも内需が重要 にな って くること、その結果、

素材 メー カーに比べ、アパ レル ・メーカーの方が活躍余地 が大 きいこと、 あるいは、②国内生産

が縮小 の方向 にあ るので、今後は、海外進出が活発 にな るにちがいない こと、等 々の ヴィジ ・ン

が出てくる。

そ して、 この ような産業 ごとの分析 は、他産業 の分析結果 と合わせ て考 えることに よって、繊

維産業は、他産業 に比べ て成長性が高いか、 あるいは低いか を判断す ることができる。

「繊維需給表 」は、通産省 「繊維統計年報 」が年ベ ースで、 日本紡績協会 「紡績事情参考書 」

が半年ベ ースで、繊維情報センター「繊維情報 」が毎月発表され てい るので、銀行 では、 これ ら

を用途に応 じて活用 してい る。

「繊維需給表 」には、① 流通 在庫が うまくつかまえられていない、②最終需要 と断絶 してる等

々の問題 があるものの、大変便利な統計 であ り、 この統計の限界 を正確 に知 ったうえで他 の統計

表や業界の人々の話などで補 えば、何 とか使い こなせ ると思われ る。統計 をより正確 に して発表

が遅 くな るよ りは、む しろ、今のままでよいか ら、 月々のデータをよ り速 く入手 したい と思 う。

尚、 「需給表 」の使 い方につ いての(統 計の限界 をわか りやす く説明 してある)パ ンフレ ットを

作 ると良いのでは、 ないだろ うか。
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4・ 繊 維 需 給 情報 の 重 要 性 と利 用 一上 の 問 題 点

(今 村 文 繁)

4.1需 給 デ ー タ の 必 要 性

繊維産業は川上の合繊・紡績か ら末端 の小売 りまで、長 くて複雑 な生産 ・流通構造 になっている。

各生産'流 通段階は・比較的近 い段階の動向には敏感であるが、離 れた段階 の動 きとはほ とん ど無

関係 に競争 が行 われてい る。 と くに合繊、紡績の素材段階の生産行動は繊維全体の需給 に大 きな影

響を及ぼすだけに、後の段階や末端 消費の動向 と無関係に、 もっぱ ら各素材 メーカーの生産構造
、

・ス ト髄 時 情から生産が行われた場合、気がつい鴻 には、大幅嬬 給失調と各段階の過剰在

庫 を生 じる結果 とな る。好況の期間が比較的短 いのは、 この ように素材 メー カーが需要の増加を上

まわって生産 を増加させ る結果・需給バ ランスの失調 を早めるためである。 高度成長期 は需要は変

動 しなが らでも拡大 していたため、 な らしてみれば企業は収益 を得 ていたが、低成長下 では必要な

収益 を得 ることが困難 にな ってきてい る。

この ような需給変動 の大 きな波 にさ らされ る程度 を小 さ くし、収益 を安定させ るためには、企業

レベル では・第一 に有力な販売ルー トを握 ることに よ
って、 より実需 を指向 した販売体制 を確立 し、

販売力 を増大す ること、第二 には財務体質 を強化 し、生産の弾力性 を回復する ことが志向されねば

な らない。

この ような企業努力が繊維 需給 の変動 を より安定的な ものにす る最善 かつ唯一 の方向 であるが
、

一 方で
、各生産 ・流通段階の動向 に関する情報、特 に在庫 に関す る情報が的確 かつ迅速 に関係 した

企業 に流れ ることも、需給変動 に対する生産 ・出荷 ・仕入な どの対応 をよ り速 くす ることに結びつ

くと期待 され る。 すなわち・素材企業 にとっては、見込み生産の誤差 をそ れだけ小 さ くし
、需給失

調の程度 をせばめ ることにな ろう。

と くに現在の ように、各企業が エン ド・ユース を指向 した生産 、販売体制 を確立 しよ うとい う一

方で、素材別、商品別の需給 ポジシ ョンにかな りの相違が存在す る場 合には、 マク ロの繊維景気や

需給 を表 わす指標だけ ではな く、各段階のエン ド・ユース毎、素材毎 の需給 に関す る情報
、デ ータ

の必要性 は高 まってきている といえ よう。

こうして、需給 とくに在庫 に関す る比較的詳細なデ ータの必要性は
、各段階の企業 の生産 ・出荷

・仕入 ・販売の対応 とい う短期的な課題 か ら高ま
ってきてい るわけである。

繊維需給情報、デ ータは、企業お よび業界の中 ・長期的な対応 の面からも必要性が強 く言われて

きてい る。その1例 は、現在行なわれている各業界の設備調整 にか らん で正確 な国内需要 を把握す

る必要性か ら生 じてきてい る問題 である。国内の末端消費(実 需)の 水準 を把握す ることに よって
、

将来 の需給 見通 しが一層正確性 を期す ることができる。 また、 もう1つ の例 は輸入 とくに衣類輸入

問題 に対する対処の点か らの必要性 であ る。当該輸入品 に対す る国内市場 の大 きさ も公式的 には十

分把握で きていない。
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以上の ような繊維企業 お よび業界に とってきわめ て重大な課題を達成するためには、繊維需給に

関する情報 およびデータは不可欠な ものである。 とくに、短期の需給変動 に関 しては重要度が高い。

4.2需 給 デ ー タ 利 用 の 現 状 と 問 題 点

繊維需給 に関す るデータとしては、通産大臣官房調査統計部作成分では 「生産動態統計調査 」と

「繊維流通統計調 査 」のいわゆる通産統計があ り、他 では各種団体 ・組合統計が ある。構造改善事

業協会 では、それ らの統計 をい くつかの形で加工 してい る。また、輸 出入に関 しては大蔵省関税局

の通関統計 を主 として活用 し、他には輸 出繊維統計協会資料 がある。末端 の消費に関 しては総理府

の家計 消費やIWSの 消費があ る。

これ らの膨大な統計、データが繊維業界、企業でどの ように活用 されてい るか をみると、主 とし

て利用 してい るの は、官庁 ・一部業界団体 の事務局 ・銀行 ・証券会社 ・商社な どの調査部 ・シンク

タンクなどで、繊維企業は一部 を除 きほ とん ど利用 していないのが現状 であ るとみ られ る。

メーカーのなかで比較的利用度が高いのは合繊 メーカーである。上記各統計 や社 内の内部統 計な

どから素材別の需給の実態や加工段階 の動 きをある程 度デ ータで総合的 に把握 している。

需給に関する統計データが繊維企業 であまり利用 されていない理由は、企業の側に も統計の側 に

も求め ることができる。

企業 の側 では、多 くの繊維企業の活動 が統計データを必要 としていないことと、弱小企業 が多 く

そのような余裕 もない ことが あげ られ る。素材企業 もその販売形態は素材 の売 り放 しが依然主体で、

後 の段階の需給や在庫動向の把握の必要性がほ とん どない。 また統計デ ータに裏打 ちされた判 断 よ

りも、勘 にた よって日常 の商売 ができるなどの点 もある。

統計デー タその ものに関 しても、企業が使用す るうえで問題 がある。 とくに、需給に関連 した統

計デ ータについては活用が困難 な現状である。 もともと「生産動態統計 」に しろ 「繊維流通統計 」

にしろ、需給表 を作 るために作成 されている ものではない。それだけに、企業 が需給の現状を知 る

目的で統計デー タを使用 しよ うとして も、整 合性のある総合的な判断材料は得 られ るものではない。

部分的な把握 を積み重ねて判断 す ることが必要 にな るが、そのためには統計の読み方をかな り熟知

しなければならない。

第2に 、統計ではニーズ に合 ったデータが得 られない場 合が多い。商 品アイテムの細分化が困難

なだけに、比較的 マク ロな需給統計 に限定 されざるをえな いのであ る。

第3に 、統計対 象企業の把握率の問題がある。 「生産動態統計 」に して もその調査範囲は通産大

臣の指定 したものを除 くと、従業者20-30人 以 上の事業所 に限 られている。 「流通統計 」では

糸商 で資本金1000万 円以上 、従業者10人 以上、織物商 で質本金2000万 以 上、従業者10

人以 上の事業所に限定され、衣料品の流通調査 は行 われていない。繊維企業は零細規模 のところが

圧倒的に多いだけに、 この ような裾切 り調査は業界の生産、流通 の実態 を充分には反映 しに くくな

ってい る。 また、業界の団体統計 で、通産統計 で把握 できてい ない分 もカバー している場合 もあ る

が、アウ ト・サ イダーの問題は依然残 る。
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第4に 、その ような業界団体 の内部統計 はその業界内での利用 に限 られ、その業 界外の ものでは

原則 として利用の困難な場 合が多いのが現実 である。 したが って例えばユーザー団体の動 向を統計

的に把握 したい場合で も利用 しに くい。

以上 のように繊維需給統計 には利用す る企業の側 にも統計 自体 にも種々の問題 が あり、 これ らの

問題 をある程度解決 してい く必要 がある。

4.5東 洋 紡 研 究 所 で の 統 計 デ ー タ の 利 用 例

いま、短期の繊維需給変動分析 の例 と して当研究所で社内用 として行ってい る需給見通 しをと り

あげ よう。

当研 究所 では、綿糸、硫毛糸、 ポ リエステル ・フィラメン ト、ポ リエステル ・ステープル、ナイ

ロン'フ ィラメン ト、アク リル ・ステープルに関 して、 ワタ ・糸ベースの需給表 と、綿糸、ポ リエ

ステル ・フィラメン ト、 ポ リエステル ・ステープル、 ナイロン ・フ ィラメン トについてはさ らに織

布段階の需給表 を作成 し、それに基づいて需給の現状判断 を行 っている。

前者 は、素材から二次製品 までの輸 出入 と把握 しうる在庫に関 して、各素材別の純量換算 を行 な

い、素材 の生産か ら輸出入のプ ラスマ イナス と在庫変動 を差引いて各素材別の内需 を算 出 してい る。

綿糸、硫毛糸についてはオ ーソライズされ た月次ベースの需給表が あり、業界 で作成されてい るが、

三大合繊 についてはその ような ものがないので、通産統計 と通関統計 をベースに当研究所 で四半期

毎の需給表 を作成 している。

後者 の織布段階の需給表は、織物の染色加工段階 をベースに して、生地の輸 出入(輸 出繊維統計

協会)と 生地在庫(通 産統計)の 変動の調整を行ない生地の国内供給量(二 次製品で輸 出され るも

のを含 む)を 月次で算 出 した もの である。

この ような需給表 をみ る場合、当然内需の内容 が問題にな る。 すなわち、予測を行 う場 合に、そ

の前提 として現状の正 しい把握が不可欠 になるが、最 も困難なのは内需の内容分 析である。 この内

需 の中には当然、二次製品在庫の全部 と把 握できていない ワタ、糸、織物在庫の増減が含まれ てい

る∩

いま、内需が大幅に増 加 してい る場合は、その素材については、何 らかの形での在庫が増加 して

い ると判断 され るわけ であ る。 しか し、その実態を統計的に裏づけ ることは、現在公表 されてい る

各種統計 か ら得 ることはほ とん ど不可能 で、各種 の情報か ら定性的に判断す るほか はない。

また、素材別の需給 をみるとい う場 合、用途別(例 えば、衣料か非衣料か、紳士用か婦人用か、

織物かニ ットかな ど)の 実態把握 を伴 わない と、短期的にかな り用途に よって動 き方がちが うので、

その意味は きわめて薄い ものにな って しま う。 しか し、その定量的把握は、原糸の織 布、 ニッ トへ

の投入段階の把握程度 しか満足にはできない。

したが って、当研究所の場合は、社内の営業各部隊か らのヒア リングを主体 に、各種情報 か ら定

性的 に判 断を してい るのである。

いま、昭和53年10月 に実施 した分析 の うちポ リエステル ・フィラメン ト需給分析 を例 として
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あげ よう。(資 料1、2参 照)

原 糸価格は ここへ きて150デ ニ ール、75デ ニール とも低下 して きた(福 井市中相場75デ ニ

ール600円/キ ロ、150デ ニ ール440円/キ ロ)。 これは需要 の停滞、円高に よる生地輸出

の採算悪化見通 しな どか ら、糸高の是正が行 われてい るか らであ る。

織物需給 を染色段階 を中心にみ てみ よう。

7、8月 と北陸の染上 り品在庫 は増加に転 じてきてい る。

単位:百 万㎡

S53.5末 6末 7末 8末

福 井 25.6 24.9 26.1 27.5

石 川 14.3 14.4 14.8 15.6

加工高の3分 の2を 占める輸 出は、 これまで厚地か ら薄地 、定番品か ら差別化商品へ とシフ トし

つつ、 ドル建 て価格の引上げ を行 って数量的 にも高水準 を保 ってきた。 しか し、 ここへ きて来秋冬

物用の契約においては価格設定で難航 してお り、 ドル建 て価格 の引上げは限界に近い。 とくに、輸

出の半分近 くを占める間接輸 出は価格引上げが困難 で、織布採算 の悪化に よって10-12月 以降

減 少が遊げ られないであろ う。

他方、国内向け織物 出荷は薄地強撚織物主体 に比較的活発 に推移 してきた。 これは末端 消費がこ

の夏物に関 して堅調であった ことを反映 して、仮需が出てい るためで、価格面 ではともか く、量的

には引続 き来春物の荷動 きも薄地主体に順調に推移 してい る。 しか し、仮需が現在以上 に増 加する

可能性は乏 しい。す でに製品在庫が流通段階で積み増 され てきてい るとみ られ るためで、今後は停

滞は避け られないであろ う。

織物加工高は依然高水準で推移 してお り、織物需給は今後悪化す る可能性が強い。

ニッ トにつ いては、生地輸 出は大幅な減少が続 いてい るが、内需 も底は打 ったものの依然 として

低調である。織物 指向が強 い現状では当面需要 の増大はむずか しい。

原糸輸出は昨年 末以降韓国向けが増加 してい る。 この ところ ドル建 て価格の引上げが行われ てい

るが、台湾、米国か らの韓 国への輸入増加に よって、 これ以上の価格引上 げは困難にな ってくると

み られ る。 メー ・カーの輸出圧力は強 く、一応量 的には現 状水準 が維持 され よう。

糸および織物輸入は特恵枠 が満杯 とな った後、鎮静化 してい るものの、台湾 および韓 国の供給圧

力は依然強 く、高水準が定着 してい る。 とくに太デニールの台湾糸は国内市況 に大 きな影響 を及ぼ

している。

また、韓国か らの衣類 の輸入 も高水準で推移 しており、今後 もこの傾 向が続 くことになろ う。

10～12月 以 降の原糸生産は不況 カルテルに よる生産調整は続 け られ るものの、依然高水準で

推移 し、微増 が予想される。

織物需給が間接輸出の減少を主因 に悪化す ることか ら、原糸需給 も失調が避け られない。原糸価

格はかな り低下す る危険性が強 い。 」
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4.4繊 維 需 給 統 計 改 善 の 方 向

以上 みた ように、内需 の内容 が より明確化す る方向が望 まれる。

まず衣料 品の流通段階の在庫 の把握が是非 とも必要 である。卸段階、小売段階の在庫変動 の早期

把握は今業界が最 も望んでい る部分 であるが、現在全 くつかめていないのが実情 である。

次いで、生地段階、二次製品段階 とも区分の仕方 については充分検討を要す るが、商品 ごとの仕

入、出荷、在庫 などの把握が重要 である。

もう一つは、 ワタ、糸、織物の在庫で も、現在把握で きているものは、 いわゆ るランニング ・ス

トック的な性格 の もので、限界的に変動す る部分はほ とん ど把握 できていないのが現状 である。

以上、三つの点 につい て、そ の実現の方向をめざすことが、需給統計改善 を進めるうえでの課題

であろう。なお、各段階 ごとの需給表の作成に関 しては、必ず しも整合性 のあるもの を作 る必要性

はない し、 またその実現は不可能 といってよい。要す るに、現在、統計的裏づけがほ とん どできて

いない素材 ごと、商品ごとの各段階 におけ る動 きが把握で きれば よい と思われる。

さて、その ような方 向を実現す るための最大の問題は、膨大 な経費がかか るとか、その準備 、集

計作業の手間な どの点 を除 くと、 と くに在庫に関 して、限界的に変動す る部分 を各企業 にいかに提

出させ るか とい うことである。

意図 して積み増 した在庫 について、これまで もそ うであるように、いかに企業機密的な ものを守

るといっても、 出そ うとしないのが当然 であろう。 また、逆に意図せ ざる在庫増につい ては、企業

業積の悪化 を表 わす ものであ り、 これ も企業側にすれば出 しに くいのは当然であろう。

この ような問題点を克服す るためには、各企業 お よび各業界団体 に対 し、最初に述べた ような需

給 を統計的 に把握することの意 味の重要性 について説得す るよりほ かにない。そ うい う努力に よっ

て、初 めて少な くとも現在、各団体、組合内部で集計され、公表 されていない統計 につい ても、繊

維産業 に携 わ る企業が拡充利用できることが期待 され るので ある。

ところで、 いろいろ問題点は持 ちなが らもわが国の繊維需給 に関する統計は他国 と比べ、内容の

詳細さ、把握の程度など格段に秀れているといわれ る。にもかかわ らず これまで述べた ようにその

問題 点を多 く指摘できるのは～ わが国の業界が あま りに も複雑な生産 ・流通構造をもち、その動 き

を統計的 に把握す るにはまだ不十分 であるためであ る。逆にいえぱ、 あま りにも複雑な生産 ・流通

構造であるために、精密な統計データを必要 とす る取引が少ないわけであ る。繊維需給 に関す る統

計データの整備改善 は、繊維産業の構造的な変革 と相 まって進め られて くるものであ り、今後、企

業の集約化 、エン ド・ユース志向が強ま るにつれ て、統計データの必要性は著 しく高ま ると考 え ら

れる。

もちろん、繊維需給 に関す る情報について も各企業の努力で得 るべき範囲 が当然 であり、何 もか

も整備 され ることは、企業間の正常な競争 を維持す るとい うことか らも好 ま しくない。 しか し、現

在は繊維需給統計の不整備 が不必要に過度な企業間競争を生ん でい るといえそ うである。
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表4-1ポ リエス テ ル ・フ ィ ラ メ ン トの 需 給

(単 位:1000ト ン)

供 給 需 要
総 需要 期末 庫率

暦 年 在庫減
生 産 総輸入 (=総 供給) 内 需 輸 出 在庫 月 数

(▲は増加)

1糸 里
旦1

昭和52年 278β 98 0.3 288.8 127.4 161.4 659(2.74)

b3(扮 317.6 288 ▲2.6 343.7 188.8 154.9 69.0(2.41)

52.1-3 664 1.5 ▲2.6 653 34.5 30.7 68.7(3.16)

4-6 682 1.8 L7 71.7 29.5 42.1 67、1(2.81)

7-9 71.2 2.6 0.6 744 34.0 4α4 66.5(2.68)

10-12 72.8 4.0 0.6 77.4 29.3 48.1 659(2.55)

53.1-3 76.8 5.9 1.1 83.7 49.6 34.1 ※65.3(2.34)

4-6 79.3 100 1.3 90.6 48.3 42.3 640(2.12)

7-9描 80.5 6.7 ▲2.0 85.2 46.3 38.9 66.0(2.32)

10-12{扮 81.0 6.2 ▲3.0 84.2 44.6 39.6 69.0(246)

54.1-3南 79.2 5.4 ▲3.0 81.6 50.6 31.0 720(265)

4-6θ 80.1 10.1 ▲4.0 86.2 492 37.0 76.0(2.65)

1前年醐 比轍 率(司

53.吊 14.0 193.9 19.0 48.2 △4.0 3.9

53.1-3 15.7 300.6 28.2 43.8 10.9

4-6 16.2 458.5 26.4 63.7 0.3

7-9贈 13.1 157.7 14.5 36.2 △3.7

10-12㈲ 11.3 55.0 8.8 52.2 △17.7 3.9

54.1-3吊 3.1 △8.5 △2.5 2C △9.1 10.3

4-6簡 1.0 1.0 △4.9 1.9 △12.5 188

注:※ 以降、対 象変更
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5.繊 維 需 給 情 報 の重 要性 と

そ の 問 題 点 につ いて

(藤 原 忠 裕)

5.1低 底 長 経 済 と 繊 維 需 給 情 報 ニ ー ズ

繊維業界において、不況 カルテルな ど生産調整が実施 され る場合、その効果浸透に比較的長 い期

間 を必要 とす る。

これは巷間 よく指摘 され るように生産 ・流通経路が長 く、複雑であることに因 るところが大 きい。

こういった長 い生産 ・流通経路は、いきおい大 きな仮需変動を伴い、適切 な需要予測 したがって

生産予測 を困難 に していると言える。

今回の不況 を振 り返 って も、繊維需給周 期 として本来徐 々に下 り坂に入 るべ きであった48年 後

半が、オイルシ ョックによって逆 に過熱化 して しまい、結果的 に49年 春 か ら秋 にかけ て膨大 窟意

図せ ざる在庫 」を積み増 して しまった ことは、記憶に新 しい。

しか し、同様の生産 ・流通 構造 を前提 としても、的確な需給情報、 とくに各段階 の企業が次段階

以降の需給 に関す る情報を正確に把握 しておれば、 あの ように ミス リーデ ィングな生産競争に各段

階が突 っ走 るといった異常事態 も少 しは回避 で きたのではないか と思われる。

他方、長 く複雑な生産 ・流通構造その ものについては、 これを改善すべ く歴史的に種 々の構造改

善事業 が打 ち出され、対策が講 じられているわけであ るが、 これには徐々な るベ ースの改善 は期待

で きても、短時 日に して一挙に改善が達成 されることはむつか しい。

この ように生産 ・流通構造の短絡化 ・改善 が一挙 に進 まず、仮需変動 を招 き易い体質が一朝一夕

に改善 されない とすれば、 われわれに残さ れた当面の道は 自明の理 であろ う。

とくに低成長経済に入 った今 日、的確な需給情報の把握は、必要 ・不可欠の課題で46～47年

ま での高度成長期 よ りもその重要性 を増 してい ると言 える。 これ を若干の例に よって説 明す ると次

の とお・りである。

(1)実 需 成長率 の鈍化

46～ .47年 までは、国内の最終 末端の需要(以 下 「実需 」とい う)の 伸びは、5～6%以 上

を維持 してきたが、49年 頃以 降は3%程 度 の数量伸び に落 ちて今 日に至 っている。今後の実需

伸び率 に大 きな改善が期待 されない とすれば、見込 み生産等 による過大 な仮需変動はさ らに許 さ

れず、従来以上 の正確な実需予測が必要 とされ る。

(2)輸 出 の調整弁機能の喪失

繊維 とくに合繊の輸出は、従来 「装置産業 」特有の 「規模 の経済 」を達成す るための生産量の

吐け 口の機能 を発揮 したが、発展途上 国の"繊 維先進国化"に 伴ない、46～47年 ま でにこの

安定的吐け 口としての機能 は急速 に減少 し、49年 時 の輸出 ドライブをほぼ最後に して、需給調

整弁 としての弾力性 も著 しく小さ くな った とみ られる。
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今後はむ しろ輸 出縮小分 を逆に国内向げでいかに吸収す るかにかか ってお り
、 この意味 で、国

内需要予測 は40年 代 よりさ らに正確な ものが要請 されてい ると言え る。

(3)輸 入 の市場浸透 と国産代替 品の関係

48年 の急増 を端緒 として・国内市況の回復 した53年 に本格的定着 を示 した輸入品の動向は
、

精緻な需要予測 を要請す る主 な要因 の1つ である。

問題は、第1に 量の急増 であ り、第2に 低価格 を軸 とす る輸入品の用途分野の問題 であり、 こ

の両面 がわれわれに今後 かな り的確 な需給予測分析 を迫 ってい ると言 え る
。

市況の上下に敏感な糸 ・ワタ輸入 にしても、一部の意見 として国内市況が下がれば輸入が減 り
、

その分 を逆に国内品が埋めれば不況期の需給はバランスするとす る見方 もある
。確 かに輸入 がか

な りの規模に達 したわが国繊維市場 で、 これは新 しい要素 として勘案 しな くてはな らない局面に

入 って きている。

しか し・例えば輸入綿糸が、定番品関係 を中心 とし、アク リル ・ステープル輸入が カーペ ット

用途等その他特定用途 を軸 と し、ポ リエステル ・ステープルが レギュラータイプのふ とん ワタを

特化志向 しなが ら他方 で一部中小紡 で紡績化 されるな ど、昨年 の動 きをみただけで も素材別 ・用

途別にかな りの部分特 化的 な動 きが進んで きている。 この中には、輸入品が低価格 を武器に、"新

規"に 市場開拓 した分野 も散見 され、 また国産品がす でにギブ ・ア ップ した市場 も一部では現存

す る。

この ように してみ ると、輸入品が後退 したか らとい ってす ぐに国産品が代替 してこれを埋め得

るとい う完全 な代替性 を国産品 と輸入品の間に認 めることはむずか しく、 この ように両者の間 に

育 ってきた補完性 は、糸 ・ワタのみな らず、織編 ・二次製品を含 めて相当精緻な需要分析 さらに

これに対応す る供給分析 を素材別 ・用 途別 に要求 してい ると言 えよう。

また市況如何 にかかわ らず、大量に入 ってきてい る二次製品の輸入は、 とくにタイムラグ的に

ファイバ ー生産段階 な ど、川 中 ・川上 の生産 ・流通段階に対 してその生産計 画を撹乱す る要因に

なってお り、上記分析の充実 を要請 してい ると言 える。

国産 品 と輸入品の間の代替性 とセグメンテーシ ・ン課題

已状の献 品領司 一 国状の離 噸 域1∈ >1両者間の代替性あd
、

輸入脅威大

国産品の努力に

依存

安全圏

'

輸入減は自動的

魑 ⊇ ・・1
'

輸入と国産品の

競争激・噸/

【

国産 品に よる
く

回復ほぼ困難

、

国産品 との

代替性大(A)
一 一 　 一 一___

国産品との

代替性残存(B)

一 一 ー ー ー ー 一

国産品との

代替性ほぼ

なし◎

輸入品による代替性

余地大(a)

一 ー 一 一 ー 一_

輸入品による代替性は

当面小さい。(b)

一.『.一._

輸入品に よる代替性ほぼ

な し(c)

、

`

'

φ

ノ

〉

>

!

注)輸 入 品 領 域 の 区 分 で の 一 一 一 一 ー 一 一,は 上 方 に 進者間の倦 皓 ・1
シフ トレ、国産品領域 での一 ・一 ・一,は 下方 に

シフ トす る情勢にあるが このシ フ トをいかに食い止 めるかが課題
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(4)大 規 模店の店舗増 と増床の一巡

30年 代に萌芽 し、実 需の旺盛 な成長 とわが国特有の±地稀少性 に基づ く既存店 の土地担保力

を背景 に40年 代 に目覚 しい発展 を遂げた大型小売店 の店舗拡張 ・増床ブーム も、 「オーバーフ

ロアー現象 」として騒 がれた50年 代 初を もって一応一段落 の局面に入 った もの とみ られ るが、

これが とくに40年 代 にかけて衣料品吸収能力は大 きく、少 々の過剰生産を も呑み込みなが らそ

の機能を発揮 してきた もの と思われる。

従 って、実需の成長 が鈍化 し、小売に占める大規模店比率 も欧米先進国並 みの水準 に達 した現

在、当面 しば らくはこの売場拡張 エネルギーは鎮静するもの と考え られ、 これを前提 とすれば、

この面か らも従来 よりも一層 正確 な需要予測に基づい た慎重 な供給姿 勢が要請 され る。

(5)企 業姿勢 と需給情報ニーズ

以上の ような環境の中にあ って、 わが国繊維企業は、①減量経 営に よる財務体質の改善(損 益

分岐点の引 き下げな ど)を 全社的 に進め る一方、②実需志向型 の生産販売体制 を目指 し、用途別

販売組織への改組な どエン ドユース別体制 の確立、に努力 を傾注 してい る。 この努力は、差別化

製品の生産 ・販売 となっても具現化 され てきてお り、 こうい った 目的のた めのエン ドユース別、

素材別情報へのニーズは今後益 々高まってい くもの と思われ る。 しか し、反面従来か らの③量産

品 タイプの生産 ・販売 シェアーは依然高 く、やは り量的 な中核品 であることには変化はない。

したが って、 こういった企業 ニーズか らみた情報は、 エン ドユース別各論データと需給 の総論

データの双方 を必要 としてお り、その必要性は最近においては切実な ものを帯 びてきている と言

え よう。

それは、 この6カ 年 にわた る不況の中で、国内実需 の成長 鈍化、輸 出の余剰国調整機能 の低下、

輸入増加に苦 しみ、資産売却 に よって企業担保力 も限界的 な水準に落 して背水の陣 を敷 いている

繊維企業 に とって、 「エン ドユース志向 」、 「需給安 定 」とい う言葉 は、 もはや6-7年 前 まで

の高度成長期 での 『謳 い文句 』ではあ り得ず、生 き残 るための 『至上命令 』にな っているか らで

ある。

(6)業 界 全体 のバ ランス と情報ニーズ

また上記 のような企業努力は、複合繊維時代 をい よい よ現実化 し、現在では、繊維の需給バ ラ

ンスは、素材間バ ランス、工程間バ ランス を総合化 してみない限 り分析不可能な実態 となってい

る。

こ うい った総合的バ ランスの考 え方は、われわれ企業 人が比較的短期の需給見通 しを得 るに不

可欠であると同時 に、現在業界で実施 中の設備処 理の 目安 の ように、中長期的な観点か らも是非

とも必要 とされ る。

中小企業振興事業団 による設備 買上げ事業にせ よ、 中堅 ・大手企 業 を対象 とす る構造不況法に

よる処理 にせ よ、素材生産 一紡績 一織縞一縫製 とい った各段階 の需給バ ランス、 したが って設備

調合性 を軸 とした もの であるべ きで、 中長期的な総合的需給見通 しが もっとも活かされ るべき分
`

野 である。 ・

また、各企業で短期需給をみ るのに総合的分析 を必要 とす るの と同様、繊維需給協議会(生 活
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産業局長諮問機関)等 での需給分析でのこの視点は、今後益々重要性を増すもの と思われる。

とくに低成長経済下での各素材、各生産 ・流通段階を含む総合的整合性は、極めて重要である。

5.2需 給 情 報 利 用 上 の 問 題 点 に つ い て

この ようにニーズの大 きい繊維需給情報 であるが、実際の利用 とな ると需給情報 その ものについ

て次の ような問題点が あり、 で きる ものか ら改善 してい く必要 がある
。

現状・ われわれが利用 し得 る繊維需給統計 としては、生産 ・出荷 ・在庫 について通産統計(生 産

動態統計、流通統計)が あ り、 これ を軸 として各種の団体統計 で補充 する。輸 出入 については、通

関統計(大 蔵省)を 基本に利用 して繊維輸 出統計協会の輸出統計、繊維輸入組 合の輸入統計(両 方

とも商社団体)補 充的 に援用す る。

これ らの利用者の立場か らの問題点は次の とお りである。

(1)カ バ ー率の問題

これは、生産、流通の両通産 統計 とも対 象企業の裾切 りが問題 で
、繊維産業の ように裾野の広

い業界の場合、 カバ ー率 に大 き く作用 し、 ジャンルに よっては実態規模の半分程度 しか把握 でき

ない もの も見受け られ る。

このカバー率 の問題 は、工業統計表その他 あるいはその他団体 ・組合統計に よって利用者 が適

当に拡大推計 して利用す ることに よって対応 されているのが現状である。

カバ ー率の拡大は無理 として も、 できれば通産統計の年報位 でカバ ー率の推計を付 してもらえ

れば、統計利用の一般化に大いに役立つ ものと思われ る。

(2)在 庫 水準の問題

繊維需給 の過去 ・現在 ・将来 の分析 を行な う場合 に、各段階 の在庫 水準の把握が生産 とともに

決 定的な重要なポジシ ョンを占め る。

しか し、残念 なが ら現在 の通産統計 では全般 に在庫水準の把握は不十分で この任 に十分耐え得

ないのが現状でこれの改善 が望まれ る。

(3)最 終 消費統計の問題

わが国の繊維統計大系の中で、小売段階の流通在庫 と並んで、 もっとも不十分 なのは、家計部

門、企業部門 の最終消費段階 の消費量 に関す る統計 である。

これ らの うち、企業部 門の繊維最終 消費(す なわち、 「産業資材用 」)を 除いては通産行政 の

管轄外で、他官庁の統計を利用せ ざるを得ず、家計部門の繊維最終消費の把握 には総理府統計局

の 「家計調査 」を主 として利 用 しこれ を「農経済収支 」(農 林水産省)あ るいはIWS統 計 その

他で補な うや り方が平均的利用法で ある。他方、政府部門の購入 を中心 とす る官公需関係 の消費

統計 は、公表 され るものがな く、実態把 握はほぼ不可能になっている。

さらに、 「家計調査 」等 に して も需給表作成の観点 か らは、異 なる目的のための統計 を利用す

るとい うむずか しさは否定で きず、現状利用者の創意工夫に依存する度合い(し たが って認意性

の確率 も大 きい)が 大 きくな っている。

一125一



主な統計の主要な問題点は次の とお りである。

「家計調査 」;家 計調査統計は基本的に国民所得分析 的性格 を有す るもので、繊維需給分析で

の利用 にフィットしに くい面が多い。例えば、④ 対 象外世帯がかな り衣料消費にとって重要な世帯

を含ん でい る。(例 えば、大規模農業世帯、林漁業世帯、単身世帯 、寮 ・下宿世帯な ど)◎ 品 目

分類 の区分を新 しく登場 す る品 目に対応 させ るのがむずか しい、6数 量は点数表示 で、極端な場

合、同 じく「子供 服 」と表現 され てもその中味は、スー ツ、上衣、ズボン、学童服か らスカー ト、

ブ ラウスその他突 っ込みで、実需の推定 にほぼ無意味 とも思われ る品 目がある。(∋小分類品 目の

「その他 」には相 当重要な ものが含 まれるが、種 々の ものの突 っ込み で金額表示 しかない。な ど

の他、㊨ インテ リア用 については、敷物な ど一部品 目は表 示され るものの、その他の品 目はカバ

ー されず
、別途の工夫 に よるしかない、等の広範な問題点 を含ん でいる。

フ ァイバーメーカーの場合、 この家計調査の結果 を、IWS統 計 、化繊 協会 による「用途調査」

な どと ドッキング して、 トン数採算の衣料用消費 トン数 を推定 してい るが、 これをさらに素材別

にブレークダ ウンして把握す る過程 に移 るとかな り危険な推定 をせ ざるを得ないのが実態 である。

「産業資材用 」;通 産 統計 では、 タイヤ コー ド、漁網綱、 ホース用の3品 目しか産費用 として

カバ ーされず、実態か らみ て相当過小 カバ ーとな っている。 したが って、 これ もファイバメーカ

ーでは、先述の「用途調査 」で補ない、あるいは、関係団体の統計によって補正 しているのが実情である。以

上のように・最終消費推定にづハての利用統計は、全体として不十分な状況にあり対応の余地は大きいと思われる。

(4)衣 料 品流通統計の欠如 の問題

通産統計 では、衣料 二次製品の在庫水準 な ど卸、小売段階での流通統計がな く、現状不明のジ

ャンル とな ってい る。

この点では、運輸省 の 「営業倉庫統計 」、その他各種団体(卸 等)の 統計 を援用 して衣料品の

二次製品在庫変動 の定性的判断 を行な ってい るが、依然 これではむずか しく、 とくに在庫変化 を

知 る上 での暗黒大陸 とな ってい る。

5.5繊 維 需 給 情 報 の 改 善 に つ い て

当社で繊維需給分析 を行な う場 合、上述 のような問題点 に一応の整合性 をもたせ て・まず・第一

に最終末端の 『実需 』を 「衣料用 」、 「家庭用 」、 「タイヤ コー ド用 」、 「その他産業資材用 」の

4用 途別 に推定 して算定 し、第2に 期初在庫+生 産+輸 入 一輸 出一期末在庫 に よって算定 され 証 内

需(投 入量)』 を算定 し、第3に 「実需 」と「内需 」の大 きさ を比較 し、内需投入量の過大 ・適正

・過 少を判断す る手順 である。

そ して必要 に応 じ、全繊維ベースあるいは特定素材別に分析 している。主 として短期需給見通 し

につい てこの方法で分析 している企業は多 い。

この分析方法 の問題点は、まず第一 に加工流通段階等の実態在庫 の推定が困難 であ り、第二 に実

需の推定がむずか しい点にある。 したが って、 この手法 は、正確 な検証 はむず か しく正確なバ ラン

ス数字 を求めるよりもむ しろ、それぞれの景気局面 において 「今は、供給 を絞 ってお くべ き局面な

一126一



●

のか、 あるいは供給 を拡大 しても需給は崩れない局面なのか 」ととい った需給局面 の 『方向性 』を

吟味す るために使 われ るのが妥当 と思われる、

これを54年 初 の現局面 に適用す ると、全繊維ベースで、53年 春 頃 より、内需投入量 は実需 レ

ベル を上回 るいわゆる「仮需積 み増 し局面 」に入 っている。 これは52年 で の在庫整理の達成 と低

金利 に基 ず く在庫 保有 コス トの低下 をベースとするが、 このような局面 に入って1年 後の現在、

海外市況高、過剰流動性懸念、 円高の安定化等の中で慎重に対処すべ き段階 にさ しかか ってお り、

各生産 ・流通段階の注意深い供給政策が要請され る重要な局面にあ ると思 われ る。

今後 はイランシ ョックを新 たな刺激材料 とす る石油関連製品(燃 料、合繊原料)な どの国際的な

値上 げ動 向、 インフレ防止 のための金融引締 め懸念、海外の繊維動向な どの懸念材料が数多 く山積

してお り、 これまでの在庫積み増 しが、後向 きの滞留在庫 に転化せぬ ような供給政策が一層必要 と

されてい ると言えよう。

この ような傾向は、いわゆ る「実感 」ともそ う大 きな乖 離 もな く、上記の ような手法等 でこうい

った実感の裏付けあるい は実感 で気が付かなかった鳥廠図的展望 を得 られ るとすれば、その方向性

を知 るだけ で も少な くとも、需給統計の利用 の意義はあると言え る。

この ような観点か ら、現在 の需給統計 の整備 ・改良を考 えてみ ると次の点が指摘される。

5.2で 述 べた ところか らも知 り得 るように現在の需給統計利用 での最大の問題は、第一 に在庫実

態の把握であ り、第二 には実需水準の把 握である。

第一 の在庫 は二次製品の加工 ・流通在庫の把握を中心 とした問題であ り、第二 の実需は 「家計調

査 」等だけではな く、繊維実需の把握 を中心 目的 とする加工統計の必要性 であ る。

この2点 は、通産統計に盛 り込 まれ るのが最上 であろうが、現実的 な面か らは これはむずか しい。

とすれば、何 らかの政府関係機 関、例 えば繊維情報センター等 による「副統計 」の作成 とい った

方法が考 えられないか どうかそ うそ う検 討 してみ るべき時期 に来 ているのではないか と考 えている。

例えば第二の実需関連 につい ては、業 界の一部機関が、現在の ところ構成 メンバーの利益のため

に行な ってい るが、 これ も経 費の問題等 を抱え、他方ではメンバーのための作成 とい うことで内容

的 にもともす れば限定された、 あるいは特定の視野か らみた内容 に陥るとい う問題を抱えてい る。

もちろん、 もしそ うい った副統計が実現で きて も、内容的にはいずれ問題は残 り、課題 を もつ も

のになる可能性は強いが、現 状 よりも一歩 でも前進す るのではないか と思われ る。

現 状、各業界の団体等 は夫々の内部資料 をもちそのうちの特定統計につい ては外部秘 とい うこと

にな ってい るものがあり、他業界の者 が知 りこれ を利用す ることが困難な ものが散見 され る。

もし半官半民的な機関 あるいは共 同機関が上記のような副統計作成の責任 をもち、各業界か らの

提出資料 の機密性は これ を保持 し、統計加工の中で融合 させ て しま うといったや り方 をすれば、機

密性保持 の問題 と加工利用 とい う問題 は両立す る可能性が強 くな るもの と思 われ る。

また内容的に も特定業界のみの利益のため とい う性格 も薄れ るため、比較的客観的 ・公平な もの

にな ることが期待される。

実需把握の問題に しても、単独業界が調査機関乃至組織 を使 って経費 を投入 してや るよりも、む
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しろ共同的 に経 費を出し合 って、 これを行な う方が合理的 であり、 また統計 についての永続性の必

要性 とい う点か らも安定的 と言 え よう。

また調査機関利用 だけでな く、在庫等 を含め上述 のよ うな業界団体の資料活用 ・集約化 とい う観

点か らメ リッ トはある ものと思われ る。

この場合、業界内部秘 とい う点 か らの抵抗感は依然残 り、その他 にも個別業界特有の ニーズ充足

とい う問題が残 る訳 であ るが、 こうい った点か ら、ス ター トはまず必要最小限の もの として、徐 々

に改善 してい くといった方法 もあるな ど、実現方法は種々考え られ る。

いずれにせ よ、今 日の低成長経済 ・不安定経済下 では、情報の整備 は緊急 の課題であ り、大局的

見地か ら、各業界の力 を結集すべ き段階 にさ しかか ってい るのではなかろ うか。
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6.繊 維 産 業vak・ け る 需 給 情 報 に つ い て

(間 瀬 三 朗)

6・1繊 維 需 給 統 計 整 備 の 必 要 性 に つ い て

(1)繊 維 産業の特 徴 と需給情報 の必要性

わが国繊維産業の生産流通構造の特徴 として、 「70年 代 の繊維産業政策の あり方につい て 」

(産 構審繊維部 会答 申資料)で は、次の点 を挙げ てい る。

① 繊維企業 の零細性

② 工程間分断 と賃加工生産形 態

③ 上流偏重、量産偏重、輸出依存

④ 流通経路の迂回性

⑤ 市況性

⑥ 産 地性

上記の指摘にあるとお り、わが国繊維産 業は、工程が分断化 され、水平的分業体制 を とってい

るため、繊維産業全体 として調和 のとれた運営がなされ るためには、繊維産業 を構成 している各

工程間 で、正確な情報 をス ムーズに伝達す るシス テムの存在が絶対必要条件 とな る。

また、繊維産業の川 中、川下に あた る、テキス タイル ・アパ レル分野には、多数の零細企業が

存在 してお り、各個別 企業が独 自に情報を収集 し、整備す ることを期待す ることは困難である。

そ のためにも、護れで もが自由に利用 で きる、公開され た情報の整備 が必要である
。

(2)繊 維 需給変動 を増幅 させ る要因

これまで・繊維産業の各部門間の需給情報の伝達は、商品企画等の質的情報の提供、備蓄金融

等の機能 と複合 した形で・問屋 ・商社 によって行 なわれ るケースが多か った。 しか し、最近 の状

況 をみ ると・各部門間におけ る問屋 ・商社の介在は、需給調整機能をス ムーズに働かせ ることよ

りも・ む しろ必要以上 の仮需 を発生 させ、繊維需給変動 の振幅 をより大 きな ものに してい る
。

需給変動を増幅す る要因と しては、 この他 に も種 々の ものがある。

例 えば、産地では、個別企業の関心は、関連他部門の動向には向け られず、専 ら同業他社 の動

きに集中 し・各社が一斉 に"隣 百姓"的 な連動作用 を起 している。特に最近 では、 ウ ォーター ・

ジェット・ルーム等の高性能機械 の導入 による大量生産 と相侯 って、産地におけ る"隣 百姓"的

連動作用は、繊維需給変動 を必要以上 に大 きな もの としてい る。

また、昭和40年 代 に入 り急速に進展 した既制服化率 の上 昇は、従来の生地 での消費か ら、ア

パ レル と言 う一工程 を繊維産業の中に加えることによ り
、繊維需給変動 を拡大させ るひとつの要

因 とな っている。

大規模小売業者の発展は、本来、流通合理化 を もた らし、繊維需給 を安定化させ る方向 に作用

す ることが期待 出来 るはず である。 ところが、 日本 においては、小売業者の商品完全買取 り制が
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徹底せず、安易な商 品販売計画 と、売 れ残 り商品 の大量返品によ り、む しろ、繊維需給変動の振

幅を より大 きくす る傾向 がある。

(3)繊 維 需給変動の拡大化

昭和48～49年 の オイル ・シ ョック時の繊維景 気の過熱 とその後の深刻 な不況については、

その原因の特殊性 から、一回か ぎりの特殊 タイプの繊維需給変動 との見方が一般的 である。 しか

し、上記にみた とお り、 わが国繊維産業 についてみ ると、その構造か らみ て、需給変動の振幅は

拡大す る傾向 にあると考 えることも出来 る。

一方
、 わが国繊維 産業 は、 これまで、不況期 には減産 を実施す るとともに、輸出を急増させ る

ことに より、比較 的短期間に需給改善を達成 して きた。 ところが、繊維産業の国際競争力の低下

によ り、輸出急増に よる需給改善 効果に大 きな期待 をかけることが次第 に困難 とな りつつあ る。

従 って、今後 の繊維景気変動 は、好況に よる在庫積み増 しが進む と、その後 には、 よ り長期間の、

深刻な不況が襲来す ると言 うパ ターンが定着す る恐れが強 い。

(4)需 給情報 と しての通産統計の重要性 とその弱点

わが国繊維産業の健全な発展のためには、需給変動の振幅 を出来 るか ぎ り小幅な もの とす るこ

とが、今後の大 きな課題のひとつ である。

その場合、繊維産業の各段階 について、正確かつ詳細な、そ して誰 れで もが利用 できる公開さ

れた需給関係統計 の整備が必要 とな る。

現在、各種の業界団体で、それぞれの業界についてかな り詳細 な統計資料 が作成され ている。

しか し、それ らの中には、業界外 には非公開の もの もあ り、また公開された統計資料 であっても、

そのカバ レッヂが不明であった り、関連業界 とのつなが りが不明確 であった りして、業界外の者

には使用 しに くい場合 もある。

繊維産業全体 としての需給 を考 える場合 には、 やは り繊維産業の全段階 をカバ ー し、かつ統一

された様式 の生産 出荷在庫統計が必要である。そ の意 味で通産統計は最 も重要 かつ適切な需給統

計 と言え るが、 しか し、実際に利用 した場合、通産統計 に もいろいろな問題がある。

例 えば、通産統計は、比較的大企業の ウェイ トの高 い川上分野 については、統計のカバ レッヂ

はかな り高 いが、零細企業の ウェイ トの高い川中、川下分野については、統計のカバ レッヂが低

く、かつ調査項 目も不十分な ものが多 い。そ のため、通産統計のみでは、繊維産業の全体像 を把

握す ることは困難であ り、 また繊維需給につ いて も、その利用方法いかん に よっては、 ミス リー

ドされ る可能性す らある。

また、40年 代 以降、繊維消費のアパ レル化が急速に進展 しているにもかかわ らず、通産統計

の体系は、 これまでは生地 での消費 を前提 とした ものであ った。54年 か ら、アパレル統計の充

実 が図 られてはいるが、アパ レル化の急進展 の現 状か らみて、今 回の改正だけ ではまだ不十分で

あ り、今後一層 のアパ レル統計の拡充、改善 を期待 したい。

次に、繊維 の川上分野の企業の実務担当 として、 これまで通産統計 を利用 して行なった繊維需

給分析の事例 と、その際に明 らか とな った通産統計の問題点について述べ、今後の通産統計改善
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のための参考に供 したい。

6・2通 産 統 計 の 在 庫 統 計 を 利 用 した 繊 維 需 給 分 析 と そ の 問 題 点

(1)通 産 在庫統計 と実際在庫 とのギャ ップ

需給 ポジシ ・ンの変化 を最 もよく反映す る指標は在庫統計 である。

通産統計は繊維産業 の全工程の在庫 を網羅 した形を とってお り、その在庫増減 の動 きを見るこ

とが繊維需給分析の第一歩 とな る。

ところが、 これ までの経験か らみ ると、通産統計の各工程の在庫(含 生地 ・製品)を すべて糸

量に換算 して合計 した、全国繊維総在庫(以 下、 「総在庫 」とす る。)の 動 きと、実際の繊維在

庫の増減 との間には、若干 のズ レが認め られ る。特 に、繊維景気の転換点 とな る在庫 の増加(あ

るいは減少)の 開始時期 について、通産統計総在庫 の動 きは、実際の在庫の動 きよ りも3ケ 月程

度の遅れが見 られ る。

その遅れの原因 としては、次の3点 が考え られ る。

① 通産統計 は、川上段階の カパレ ッヂが高いのに対 し、川下段階のカパ レッヂがかな り低 いこ

と。

② 川中段階 では、仕掛品在庫 の変動 がかな り大 きいが、通産統計では仕掛品在庫 について+分

把 握されていない こと。

③ 流通業者在庫の変動が大 きいが、その把 握が十分されていないこと。

(2)通 産 統計総在庫 と繊維在庫変動 の関供

繊維産業におけ る在庫変動 について、理論的 に考え ると次の ようなサイクルが考え られ る。

小売段階におけ る在庫増加 と在庫調整の開始→ アパ レル段階 での調整→テキス タイル段階 での

調整→ ファイバー段階 での調整(な お、各段階に流通業者 が介入 してお り、流通業者の在庫調

整が大 きなウェイ トを もってい る。)

と ころが・通産統計 の各段階 の在庫 をそのまま単純 に合計 して総在庫 を算 出 した場合 には、次

のような問題が生 じてくる。

まず・川下で在庫調整が開始された局 面で考え ると次の ようになる。川下が在庫調整 に より川

中か らの引取 りを減 らし始めた時点 では、川中はその引取 り減 に対応 した減産 が実施 されてお ら

ず・川中段階 に意図せ ざる在庫増加が起 る。 まよ川上段階では、その時点 では、意図 した在庫補

充 を続け ていることが多い。一方、通産統計は、川下分野のカパ レッヂが低 いため、川下での在

庫削減量が実際 よりも過少 でしか把 握出来ず、川中 ・川上 での在庫増加 により、総在庫 と しては

在庫増加傾向が続 くことにな る。

また逆に・川下で在庫補充 が開始 された局面 では、川中 ・川上 ではまだ在庫 削減 が続いてい る

ケースが多 く、総在庫 としては減少傾向が続 くことが多い。

上記の結果、実際 の全国総在庫が減少(あ るいは増加)に 転 じてか ら、通産統計総在庫が減少

(増 加)に 転 じるまでには、3ケ 月前後 の遅れが生 じることにな ると推定される。
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(3)通 産 在庫統計 を利用 した需給分析 の実例

通産統計の全国繊維総在庫統計については、上記の ような偏 りが あるため、通産在庫総計 を次

の ように加工 して使用す ることが考 え られる。

① 通産統計 で把握 しうる各種の在庫について、川上メーカー負担在庫、川 中加工 メー カー負担

在庫、流通業者負担在庫等に分類 し、 それぞれを指数化 し、その指数の動向パ ターンか ら繊維

景気サイクルの転換点 を推測す る方法。

但 し、 この場合には、DIと 同 様、転換点の推定は可能 であるが、在庫増減 の量的把握は困

難 である。

② 各段階毎の在庫量 につい て、それぞ れの段階 の通産統計 のカパレ ッヂに基づ き適当な ウェイ

ト付を行ない、そのウェイ ト付 した在庫量の総和 を、修正総在庫 として算 出す る。 この場合に

は、在庫増減の量的把握が可能 とな る。

但 し、 この場合の問題点 としては、各段階毎 の通産統計 のカバ レッヂが毎年一定 しておらず、

またその カパ レッヂの推定が きわめて困難な ことであ る。

なお、繊維在庫調整の波及パターンは、インダス トリアル ・ダ イナ ミックスの格好 のテ ーマで

あるが、実際 にモデル分析 を行な った場合、実態 と合致 しに くい。そのモデ ル自身の問題 も大 き

いが、そ の経験か らみて、加工業者の仕掛品在庫 と流通業者在庫 の変動が予想以上 に大 きい こと、

お よび流通業者在庫 の変動がパターン化 しに くい ことが もうひとつの原 因 と推測された。在庫統

計 を利用 した繊維需給分析 を行な う場合、加工業者の仕掛品在庫 と流通業者在庫 に関す る情報が

必要 となる。

6.5フ ロ ー 統 計 を 主 体 と した 繊 維 需 給 分 析

(1)そ の考 え方

上記 のとお り、通産統計の在庫統 計 には種々の問題が残され てお り、既存の統計 を需給分析 に

利用するには一定 の限界が ある。

ところで、短期的な需給予 測を行 な う場合、最 も把握 したい ものは在庫量 の変動で あって、最

終需要量 の将来予測は短期需給予測においては二義的 なものである。従 って、 もし実際の在庫が

統計調査 として把握 出来ない ものであるとす るならば、通産統計 の糸ペース需給表 とは逆に、最

終需要量を先に想定 し、その結果 として、全国総在庫量の動向 を推定す る方法が、短期需給予測

の場合、有効な方法 とな るの ではなかろうか。

従来の糸ペース需給表の考 え方は、

(生 産+輸 入)一 輸 出一在庫増減=内 需

として、左辺はすべ て既知 の もの として内需を最終解 として求め ようとするものである。

これに対 し、在庫増減が未知 な もの と考えた場合には、

(生 産+輸 入)一 輸出一国内最終実需=在 庫増減

として、国内最終実需 をなん らかの方法 で算 出 し、その結果 として在庫変動 を推定す る。
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この ような考え方に立 てば、投入(=生 産+輸 入)と 、実需(=輸 出+国 内最終実需)と の差 と

して、既存の在庫統計 では把握 し難い、仕掛品在庫、流通在庫が推定 出来 る。 そ して、 この場合

の在庫増減の中には、所謂 、早期仕掛 り、 あるいは仕掛 り遅れ と言 った仮需の変化量 も含 まれ る

ことにな り、その時点の繊維産業全体の需給 ポジシ ・ンを より正確に把握する手掛 りが得 られ よ

う。

さらにまた、繊維産業 全体 としてのマク ロの見方に加え、各段階毎の フロー分析 によって補完

出来れば、繊維産業内部 での在庫変動 の実 態について、 より詳細に推測出来 るもの となろ う。

(2)フ ロー需給分析 の問題点

A上 記の ようなフロー需給 分析 を公的な場 で使用 しうるようにするための最大の問題点は、想

定 すべ き過去の実績 と しての最終需要量に対する客観性 の付与の問題 である。

在庫統計 につ いては、その正確度は別 として、現 にあ る在庫量 を一定 の方法で集計 した と言

う点 におい て、客観的な統計 として使用可能 である。

ところが、繊維の最終国内需要については、その将来予測は勿論 の こと、過去 の最終国内需

要 についても、在庫統計の ような客観性 をもった決定が きわめてむずか しい。(既 存の在庫統

計 を正 しい もの とすれば、 この問題 は解決されるが、それでは これまでの分析 となん ら変 らな

い。)

フ ロー需給分析を一般化す るためには、品種別 の繊維最終国内需要 について、 出来 るだけ客

観的に決定 す る方法 を開発 することが前提 とな る。そのた め には、繊維 の用途別 消費統計、衣

類小売販売 統計等の拡充 ・整備が必要である。

Bフ ローの需給分析は、繊維産業全体をマクロ的 に把握す ることにその長所があるが、マク ロ

を補完すべ き各段階毎 のフロー分析 も必要 である。

ところが、既に何回か指摘 してい るとお り、通産統計のカパ レッヂカS各 段階毎 に大 き く違

ってい るため、各段階別 のフロー分析 と繊維産業全体 と してのマク ロのフロー分析 とを、 ひ と

つの体系 として組み立て ることが きわめ てむずか しい。

例えば、最近、アク リルSF輸 入 が急増 しているが、輸入 アク リルSFの か な りの部分が、

通産紡績統計対 象外の紡機(岡 崎地区の特紡、泉州産地等の加工業者がその前工程 として所有

してい る1～2台 の精紡機)で 消化 されてい るもの と推測され る。従 って通産紡績統計 に基づ

いてアク リルSFの フ ロー分析 を行な うと、アク リルSF在 庫 が急増 していることにな って し

ま う。

比較的通産統計 のカバ レッヂの高い と考 え られている紡 績統計につい ても、特定分野 では、

そのカバ レッジは きわめて低い場合 もあ り得 る。段階別の フロー需給分析 とマクロのフロー需

給分析 を体系化するためには、通産統計のカバレ ッヂを高め ることが必要 である。 また、川 中

・川下分野 で零細企業が多 く、統計のカバ レッヂを高 めることが困難な場合には、統計 のカバ

レッヂ率 についての正確 な情報 が与えられ るべ きである。 また、統計対 象の洗替え時 に継続性

が失 なわれ る場合が あるが、フロー統計 を主体 とする需給分析の場 合、統計 の継続性が きわめ

て重要 であ り、その点についての配慮が望まれ る。
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7.需 給 統 計 表 の 問 題 と改 善 に つ い て

(神 井 昌 隆)

需要と供給のポジシ・ンを示す需給統計は、業界の現状を知るために必要なばか りでなく、これを

もととして将来の需給の予想が行われ、計画立案の基礎となる意味において、特に重要である。現在、

繊維業界は繊維産業安定のために、国際競争力の強化、過剰設備対策という困難な問題に取組んでい

る最中であるため、一層整備された需給統計の把握が必要である。繊維製品の場合は、数量的に見て

極めて膨大であり、且つ複雑な流通の機構を通 じて取引されているため、需給の実態を完全に示す需

給統計 を得ることは恐らく不可能であると思われる。 しか し、より実情に即した信頼度の高い需給統

計を持つための努力は必要であることは言 うまでもない。そこで、現在の統計に若干の検討を行 うと

下記の通 りである。

7.1現 行 の 需 給 統 計 に つ い て

現行の需給統計は繊維需給 をマクロに示す統計 で、 月別 な ど短期 間の内需量は、業界におけ る市

況な どを念頭においた 目先の実 勢を反映 し難 い。 これは、採用されてい る統計が、川上、川下まで

の異 なる業種の生産動態統計や、貿易統計、流通統計な ど広範囲 にわたるので、マク ロ的 な把握 に

とどまるのは止 むを得ないだろ う。 したがって、内需は短期的 には 「国内向供給量 」と解すべ き性

質の もので、長期的には 「国内消費 に近 いもの 」とみ られ る。需給統計の構造 を要約す ると、糸生

産高 と糸布二次製品の輸入高 を供給量 とし、糸ベースで在庫 増減 による供給量の調整 を行ない、糸

布二 次製品の輸 出高を差 引い て残 りを内需供給量 と見る方式で ある。 しか し、現行の作成方法につ

いて、種 々問題 点があ り、マク ロ的把握の統計 として も、部分的 に修正、改善の余地があ ると思わ

れ る。それを若干指摘 してお きたい。

7.2在 庫 統 計 に つ い て

(1)在 庫 の品 目範囲について

現在の繊維需給統計 におけ る各段階の在庫統計 では、短期的な最終需要 を求 めることは難 しく、

調査 ・精度などの点か ら現行 の糸 ・織物 ・ニ ット生地 などの品 目程度で止む を得ない と思われ る。

縫製品な ど二次製品在庫は調査が不備(二 次製品製造業 の調査は対象が僅かであ り、流通統計在

庫 が調査 されていないなどに よる)で あるため、現行 の品 目範囲内でよいか ら、調査対 象の拡大

・充実な どの改善 を加えたらど うだろ うか。そのほかに、 「アパ レル需給表 」〔アパ レル需給…

…二次製品(主 要 品目で重量単位 の もの)の 在庫把握が必要 で
、二次製品関係 の生産動態(充 実

が必要)と 卸売部門の二次製品在庫 が必要 とな る〕の在庫資料 として、アパ レル総在庫 の統計 を

別に作成す る。 この品 目は、現行 の生産動態統計 の各業種(糸 ・織物 ・ニ ット生地以外 の段階)

の在庫 を集め る。さらに、主要製品につい ては流通統計(卸 段階)に できるだけ掲上 して把握で
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'

きるよう希望す る。 この場合、繊維別区分 は困難か も知れないが、少な くとも重量単位(推 定で

もよい)も 把め るようにしたい。

(2)在 庫 の調査対象について

在庫高の完全な把握 は不可能 であ るが、内需算 出の需給統計における在庫の主眼は在庫差(増

減値……月度 ・期別 ・年別)で あって、在庫対 象の増大が 目的 ではない。単な る調査対象 の増加

・減少はむ しろ望 ま しくない。 しか しなが ら、昭和47年 以 来の統計の裾切 り(特 に織布 ・ニッ

ト以下)は 、繊維工業 の人的な零細性 を考 えると無視で きず、で きれば調査対 象の拡大、例えば、

抽 出調査の併用な どに よって、統計 の充実 を図 られ たい。

(3)現 行 在庫 に染 色加工部門のニ ット生地を入れ る

現在の生動調査の うちで、染色加工部門 のニ ット生地在庫(原 反、製品)が かな りな数 量であ

るに もかかわ らず、需給統計の在庫 に組込 まれていない。その理由は重量単位 で把握され ていな

い ことや、合繊 の長 ・短不明な どに よるが、試算の方法は あろうか と思 う。(当 業界ではニ ット

需給統計に1㎡ ……2009な どで試算 してい る。)こ れ らについて在庫の対 象範囲拡大 の主 旨

で算入 を考えてはどうだろ うか。ただ し、 これはほんの一例 である。

④ 現荷主義 による硬直性指摘について

現行の生動・流通統計は基本原 則と して、現荷主義で調査されており、工場調査の実情 と調統 の

永い統計調査の経験か ら言 って、止 むを得ないだろ う。紡績におけ る綿糸在庫 な どにみ られ るよ

うに季節性 もあり、また好 ・不況 を反映 した在庫推移 もあり、 「硬直性 」に全 く落 ち込んではい

ない。勿論、変転 し続け る需給 関係 を反映す るような各段階 の在庫の把握 に努力すべざなのは当

然 である。

7.5繊 維 別 区 分 の 不 一 致 に つ い て

需給統計の供給 量の主力である生産高は生産動態統計 によっている一方、輸 出入高は大蔵省関税

局 の統計 となっており、両者の繊維別区分が異 なってい る。例えば、混紡糸において、生動では毛

・合繊又 はアセテー トが重量割合で30%以 上含んでいるときはその糸ペースに属す るが、輸出入

統計 では50%で 区分 されてい る。 これ らは、繊維別 需給 をみ る場合に誤差 を生 じる し、 これ を更

に詳細な繊維別(例 えばアク リル、アセテー トな ど)に 見 ると不合理が生 じる。 この問題 は大 きな

問題 であるが、よ り正確な需給統計の作成上 、いずれは整理 ・改革 を要す るもの と思 われ る。

7.4調 査 対 象 の 拡 充

織布 ・ニッ ト・その他 では一定規模(こ の規模が人数で設定されてい る)以 下が裾切 りとな って

い る。 これは生産高の正確な把握 を阻害 してい る。 糸ベ ース で糸生産であるため今 では大 きな誤差

が出ていないかも知 れぬが、業界団体毎 に需給 を見 る場合や、前述の在庫把握に も影 響がある。以

前 の ように抽出調査 をす るとか、既存 の組合 ・団体 な どの協力を得 るとか して、調査対 象の拡充 を

図 られたい。

一135一



Z5生 産 と 輸 出 入 の タ イ ム ラ グ

需給統計の問題点 として実勢 と遊離 しているのではないか との意見がある。 これは月別 など短期

的にみれば全 く同感 であるが、 これは下記 の ようにタイムラグ もあ り、今後の課題 とい うよりむ し

ろ、需給統計利用上 の問題か と思われ る。

当月生産 の糸が製品 として当月中に輸出され るこ とは少ない。大抵 の場合、船積(通 関)さ れ る

のは2～3カ 月先で、糸でな く製品 となれば さらにずれ ることにな る。 この点需給統計 における生

産 と輸出の間には大 きな時間的 ずれが生 じる。即 ち、当月の製品の輸 出高は糸 としては前月、前 々

月またはそれ以 前の生産 によるもので、供給量の輸 出、内需構成は当然 そこまでさかのぼ ることと

な り、当月の生産高 を分母 とするものではない。生産高 には季節的 な変動が あり、輸出 も別個の季

節変動 あるいは集中化 があ り各 月一定ではない。 したがって、 これ らの差引 き内需 が実勢(業 界の

人達の言 う景況)と 一致 しないのは肯定できる。内需はむ しろ、で きるだけ長期的な見方が望 ま し

い し、月別 には内需の季節変動 として修正 してみなければな らない。

7.6営 業 倉 庫 統 計 に っ い て

運輸省では 「倉庫統計 」が調査実施 されてい る。 これは繊維別 ・品別 には業界に とって充分でな

いが、 これは当局間の交渉 によって詳細化 がで きれば、需給 ・在庫統計に有用な もの となるだろ う。

現行 のままで も在庫動向を示すひ とつの有益 な統計指標 として利用で きる。 もしこれが詳細化(繊

維別 など)さ れれば、生動の最 も複雑な部分が解決 し、報告の簡略化 とな り、需給統計 に組込ん で

いけば、 より合理的な もの とな るだろ う。

7.7そ の 他 の 問 題 点

(1)輸 出入織物の糸量換算

現行 は、大蔵省の正味重量 そのままで、織物 ・加工の歩 留 りが考 え られていない。

(2)輸 出入二次製品の糸量換算

(1)と同 じ理 由で、縫製その他の歩留 りの考慮がなされ ていない。

以上、現行の生産動態統計及び需給表の作成方法につ いて、気のついた点 を申 し述べ てみた。全

てを言い尽 した訳 ではないので、今後さらに検 討を進めてい きたい。
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8.昭 和54年 の 繊 維 展 望

(前 川 喜久郎)

本稿は・繊維 工業構造改善事業協会調べ 「繊維 需給表(糸 ベース)」 の利 用実例の一つ を示す もの

である。すなわち、本需給表 におけ る実積(執 筆時現在、昭和53年9月 まで判明)を 延長す ること

に より昭和53年 需 給推定実績を算 出 し、 さらにこれを延長す ることにより54年 需 給見通 しを算出

した ものである。 これに より、川上 繊維 業界のマク ロ的な現状 と将来の見通 しを甚だ便宜 に、かつ効

率 的に把握す ることがで きる。

8.1ま と め

昨年(昭 和53年)の 繊維川上業界 では、厳 しい円高デ フレ圧力の中なが ら、内需の予想外の急

回復の もとに、需給 と市況 が順調に回復 した。 これに対 し、末端の衣料小売段階では、家計所得 の

伸び悩 みや他の 消費項 目の しわ寄せな どの もとに、停滞続 きの感が強か った。つま り川上 と末端で

はすれちがい景気の感が強 かったが、新年(昭 和54年)に おいても、逆の方向 においてすれ ちが

いの起 る算が大 きい。 すなわち、新年の川上需給は内需 サイクルの前途か らみて次第 に悪化の不安

が強まるのに対 し、新年 の末端 消費段階 では、緩 慢なが らも景気の回復 と企業成績の回復 が進 むに

っれ、消費者の衣料購入姿勢に も若干 の立直 り感が期待 できそ うである。以下、主 として新年 の川

上需給の展望 を述べ るが、終 りに末端 消費の見通 しに も簡単に言及 したい。

8.2昭 和54年 の 川 上 の 繊 維 内 需 展 望

まず・昨年 の川上需給の特徴 を回顧 ・要約 しておくと(表1の53年 推 定実績を参照)、 「昨年

は輸出の急減(前 年比12.7%減)、 輸入の急増(同84.0%増)、 原糸生産の漸増(同2.0%増)

とい う3者 がすべて需給へのマイナス要因 となったが、一方において内需 の予想外 の力強 い回復

(同13.7%増)と い う大 きなプ ラス要因が あったため、 これに支え られて全国糸 ・織物在庫(表

1在 庫欄)の 順調 な減少 と、糸 ・織物市況の見 るべ き改善が実現 した。 」とい うことになろ う。

この ように、昨年の市況の回復 が内需の力強い回復 に支え られ ていただけに、今年の川上 の需給

と市況の予測におい ても、昨年 を通 じて急回復 した内需が今後 どうなるかが最大の問題点 であろ う。

この問題点すなわち内需の前途予測 に関連 して是非 とも指摘 しなげればな らないのは、 「過去10

数 年 をふ りかえって、内需には概 して3年 周期の規則正 しいサイクルが検証 され る。 」とい うこと

である(図8-1参 照)。 また過去 の経験 では、 この内需の1周 期 のなかでの上 り坂の期間 は概 して2

年 、下 り坂の期間 は1年 、合わせ て3年 とな ってい る(図8-1参 照)。 もちろん 、過去の経験が将来

に もそのまま あては まると決めてかかるのは禁物 だが、 ある程度の波形の変化 を行いつつ今後 も3

年 に近い周期が繰 りかえされ る公算は大 きい、・とみ てむ くことは適当ではなかろ うか。

では、 どの ような点で内需サ イクルの波形の変化があ りそ うか といえぱ、石油 シ ョック以降の長
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期不況を契機 に内需 の低成長時代 が訪れつつ あるので、1周 期(3年)の 中での上 り坂 の期間は従

来 より短か く(1年 ～1年 半)、 下 り坂の期間は従来 より長 く(2年 ～1年 半)な るとみ るのが適

当であろ う。 この ような波形の変化が起 るとす るな らば、内需 はすでに昨年の1年 間 を通 じて上昇

を続けただけに、今年 に入 るとそろそろ頭打 ちない し下降 に向 う恐 れありとしなければな らない。

この ような視点か ら、表1の 内需欄においては、昨年下半の内需839千 トンに対 し、新年上半

は833千 トン、下半は800千 トン、,新年通算 では1,633千 トン(前 年比1.5%増)と い う見

通 しを策定 したのである。

8.5昭 和54年 の 繊 維 輸 出 展 望

昨年11月1日 の米国の ドル防衛総合対策 を契機 にして、円の対 ドル ・レー トは10月 末 の170

円台 か ら190円 台 に切下 る結果 とな ったが、 これは繊維輸出に とって も好 ましい ことであ る。 し

か しOPECに よる新年の原 油価格の予想以上 の大巾値上げ もあ るので(4段 階 の値上げを総計す

ると年間14.5%値 上 げ となる、 また これを概算的に米国の貿 易収支赤字を約40億 ドル増加させ、

日本の貿易収支 黒字 を約23億 ドル減少させ る効果 をもつため、総 じて ドル安 ・円高要因 と考え ら

れ る)、 繊維輸 出業界 としては安易に円安 を期待す ることな く、 む しろ心構え としては 「新年全体

を通観すれば、円はジ リ高指向 」とい う厳 しい見方 をとるのが適当 であろ う。

さ らに、今年は米国が ドル防衛のための強力な引締政策の もとに リセ ッシ ・ンない しそれに近 い

状態に落込 む恐 れが大 きい。 この場合、わが国の繊維輸 出は、対米直接輸 出において悪影響 を受け

るほか、極東、東 南アジアや中近東向け輸出において間接 的な悪影響を受け ることになろう。

結局、新年の繊維輸出は、円のジ リ高 と米国景気後退の直接 ・間接の影響の もとに、昨年 に続 き

厳 しい展開 を示 す とい うことになる。 しか し、 円高の進行テンポが昨年 とは様変 りに鈍化 す ること

も確かであ り、 それだけに数量的減少のテンポは昨年 よりもかな り鈍化するのではないか。 この よ

うな見方の もとに、表1輸 出欄 では、昨年の12.7%減 に対 し、新年の輸出は5.0%減 の590千

トン と策定 したのである。

なto、 繊維輸 出の平均 ドル単価は、円高 の進行テ ンポ次第 なが ら、6%前 後 は上昇す るの ではな

いか。 したが って、 ドル ・ベースでの新年の繊維輸出金額は1%前 後 の増加の47億 ドル台(輸 出繊

維統計協会ペ ース)と なるのではないか。

8.4昭 和54年 の 川 上 需 給 と 市 況 の 展 望

新年 の供給面 の予測 に移 り、 まず繊維製品輸入(糸 、織物、2次 製品)を 考え ると、 これはすで

に昨秋以降か ら高水準頭打 ちの状態にあるので、新年に入 って、内需 と市況が頭打 ちない し下 降の

気配 を強め るに応 じて、糸 ・織物輸入 を中心に逐次減退に向 う公算が大 きい。 このため、表1輸 入

欄に示 した ように、新年の輸入は年間 としては前年 の横ばいの276千 トンだが、上下期別 にみれ

ば昨年下半の159千 トンをピークに、新年上半146千 トン、同下半136千 トンと、逐次後退

に向 うと想定 した。
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つ ぎに、新年の原糸生産(表1の 生産欄)は 、年間 としては前年比2.8%増 の1,980千 トンだ

が、上下期別 には、上半 に若干行過 ぎ増産(カ ル テル操短の撤廃ない し緩和に よる)に 進ん で995

千 トンのピークを記録 し、下半には再減産 して985千 トンに落付 くと考 えた。

これまでの需給両面の記述 をと りま とめて、新年の需給関係 は、内需頭打 ち、輸出減、生産増の

ために、 ともすれば悪化に向 う恐 れが大 きく、 とくに下半 を厳戒すべ きで あると考え られ る。すな

わち、全国糸 ・織物在庫(表1の 在庫欄)は 上半 と下半 を通 じて増加に向い、 とくに在庫率(月 平

均需要 に対す る)は 下半 の内需後退 のために、下半 においてかな り悪化に向 う。 これ に応 じて、川

上 の市況 も、上半 に弱含みかつ波乱度合 を強 めたのち、下半において下降傾向 を強 める恐れが大 き

くなってくると予想され る。

参考までに、本論のは じめのあた りに述べた内需 についての3年 周期の経験則は、衣料品の生産

・流通段階の製品在庫循環 に原因す るもの である。 このため、新年か ら来年に向 っての一般景 気が

順調 に回復 を続 ける場合において も、 これ とは別個に、新年か ら来年 にかけて繊維内需の下降運動

が起 る算 は大 きい と見込まれるのである。 したがって、新年 の川上の需給 と市況には総 じて警戒的

姿 勢で臨む とともに、業界が協力 して、事態の変 化に機動的 に善処す るのが望ま しい。つま り、生

産 と輸入の調整について、機動的、かつ きめ細かい対処が要望 され るとい うことである。

■

8.5昭 和54年 の 繊 維 別 需 給 展 望

表1vateい ては、全繊維の需給 が合繊 と非合繊 とに分割 して示されてい る。本表 を見て明 らかな

ように、新年 の全繊維 の需給 に見 られる特徴は概 して合繊 にも非合繊 にもそのままにあらわれ てい

る。内需の頭打 ちない し減退傾向、輸 出の前年比5%前 後 の減少の傾向、上下期別 に見ての輸入の

減 少傾向、原糸生産 の上期行 き過 ぎと下期減産 の傾向な ど、すべて合繊 と非合繊 に共通す る。

あえて合繊 と非合繊での違いを求 め るな らば、合繊 においては内需の ピークが新年の上半 にある

が、非 合繊では これが昨年の下半 にあ ること、 および合繊 においては在庫 お よび在庫率が新年の上

半 と下半 を通 じて傾向的に悪化 してい るが、非合繊 では これが上半 に一旦悪化 してのち、下半 に再

度若干好転 してい ることであろ う。

合繊 に対 しての非合繊 の この ような特徴が どのようなところか ら出て来 るかは、表2の 繊維別需

給明細 を見れば明 らかである。 まず、非合繊 の内需が昨年下半に ピーク を打 って新年上半に下降す

るのは、綿製品内需が昨年10月 には月間28.5万 梱 の高水準に達 したの ち、新年の上半 には月平

・均23.5万 梱 に減退するとみ ていること、 および毛製品内需が昨年下半 に季節的 に急上昇ののち、

新年上半 には季節的に急減す ること(も ちろん新年下半 には再び季節的に急増す る)に よる。

この ような事情 で、非合繊の内需が新年の上半 に急減す るため、その影響で、新年上半の在庫な

い し在庫率が急悪化す るのである。 また、新年 の下半 には、毛製品の内需が季節的に急増す るため、

これが影響 して、下半の非合繊在庫ない し在庫率が再び減少に向 うのである。 つま り、毛製品の内

需 および在庫の季節性 が多分に影 響 してい ることに注目されたい。

なお、非合繊 の代表 としての綿製品については、その内需 を新年 の上半 について月平均23.5万

、

一140一



●

白

.

頃

表8-1昭 和54暦 年 上 下 類 別 繊維 需 給 試算(糸 量換 算)

(単 位:1000ト ン)

総 供 給 総 需 要 総 需 要 年 末 在 庫

生 生 産 輸入 在庫鴫 う (=総 供給) 内 需 輸 出 在 庫 量 在庫率

昭和48年 2252(5.7) 315 ▲40 a527(126) L94?(2τ8) 580(▲194) 595(て6) 288ヵ 月

49 L948(▲135) 210 ▲106 ao52(▲188) L430(▲265) 622(Z2) 701(178) 410〃

全
50 L776(▲&8) 182 41 L949(▲5.0) L310(▲&4) 639(27) 660(▲5.9) ↓06〃

51 2000(1a6) 169 1 2L70(1t3) L533(1τ0) 687(▲ α3) 659(▲ α2) a68〃

52 L889(▲5.5) 150 87 2126(▲21) L415(▲73) ・711(1エ6) 572(▲1a2) a23〃

53 L926(20) 276 28 a280(49) L609(1a7) 621(▲127) 544(▲49) 298〃

繊
54 L980(28) 276 ▲33 2223(▲ α8) L633(L5) 590(∠5.0) 577(60) a11〃

一 一 ー 一 一 一 ー ー ー ー 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 ー ー 一 一 一 ー 一 一 一 一 ー 一 一 一 一

52/上 962(▲24) 65 82 LO59(▲ α5) 720(▲64) 839(1α8) 627(▲ ↓4) 855〃

下 927(▲88) 85 55 1,067((a5) 695(▲108) 372(124) 572(▲132) a22〃

維
53/上 936(▲27) ll7 34 LO87(26) 770(ag) 317(▲69) 538(▲142) 297〃

下 990(68) 159 ▲6 L143(71) 839(2α7) 804(▲183) 544(▲ ↓9) a86〃

54/上 995(a3) 146 ▲18 1,123(a8) 883(82) 290(▲85) 562(45) aoO〃

下 985(▲ α5) 130 ▲15 LlOO(▲a8) 800(▲47) 300(▲L3) 577(60) 815〃

昭和48年 U69(126) 76 ▲12 L233(183) 802(499) 431(▲15.0) 287(↓7) a79カ 月

49 1,021(▲127) 72 ▲66 1,027(▲167) 558(▲304) 469(88) 858(2ao) ↓18〃

△ 50 942(▲77) 34 13 989(▲37) 508(▲90) 481(26) 840(▲a7) ↓18〃
口

51 LO95(162) 53 10 L158(IZI) 688(35.4) 470(▲2」3) 830(▲ao) a42〃

52 1,095(α0) 55 30 1,180(20) 670(▲24) 510(85) 300(▲91) 305〃

53 L144(4.5) 108 21 L273(79) 831(240) 442(▲1a3) 279(▲ τ0) 268〃

54 U89(ag) 114 ▲31 L272(▲Q1) 851(24) 421(▲ ▲8) 810(1エ0) 292〃
一 ー 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 ー ー 一 一 一 一 一_ 一 一 ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 一 ー 一 一 一 ー 一 一

52/上 545(α6) 24 14 583(21) 340(ど ・09) 243(66) 816(▲5.1) 325〃

下 550(▲ α5) 31 16 597(L7) 330(▲ ↓3) 267(1α3) 800(▲91) ao2〃

繊
58/上 559(26) 43 26 628(z7) 401(1τ9) 227(▲a6) 274(▲1a8) 262〃

下 585(63) 65 ▲5 645(80) 430(3α3) 215(▲195) 279(▲ τ0) 260〃

54/上 598(τ0) 60 ▲8 650(a5) 442(1α2) 208(▲84) 287(47) 264〃

下 591(1.0) 54 ▲23 622(▲a4) 409(▲49) 218(▲LO) 810(は0) 299〃

昭和48年 LO83(▲08) 239 ▲28 1,294(て7) L145(15.8) 149(▲8α0) 308(1α2) 286カ 月

49 927(▲1↓4) 138 ▲40 LO25(▲2α8) 872(▲2a8) 158(27) 348(1ao) 407〃

非
50 834(▲1凹) 98 28 960(▲64) 802(▲80) 158(a2) 320(▲81) 400〃

1

51 905(85) 116 ▲9 LOI2(5.4) 845(5.4) 167(5.7) 829(28) 390〃

52 794(▲123) 95 57 946(▲65) 745(▲1L8) 201(2α8) 279(▲178) a45〃

53 782(▲L5) 168 7 957(1.2) 7?8(44) 179(▲ILO) 265(▲26) a32〃

54 791(L2) 162 ▲2 951(▲ α6) 782(α5) 169(▲5.6) 267(α7) .a37〃
A
口 一 一 ー 一_ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 ー ー ー 一 一 一 一

52/上 417(▲5.4) 41 18 476(▲a4) 380(▲87) 96(2al) 311(▲a7) ag2カ 月

下 3?7(▲188) 54 89 470(▲94) 365(▲5.1) 105(180) 272(▲173) a47〃

繊
53/上 377(▲96) 74 8 459(▲a6) 369(▲29) 90(▲63) 264(▲15.1) a45〃

下 405(74) 94 ▲1 498(60) 409(121) 89(▲15.2) 265(▲26) al9〃

54/上 397(53) 86 ▲10 473(a1) 391(60) 82(▲89) 275(42) a49〃

下 394(▲28) 76 8 478(▲4.0) 391(▲44) 87(▲23) 267(α7) a35〃

(注) r本 義 ノ需給 ニハ綿花、原毛、ステ イプル段階 ヲ含マズ。マタ黄麻糸ヲ含 マズ。

a昭48、49、50、51、52年 オ ヨピ58年 上 期ハ繊維工業構造改善事業協会調べ実績。53年 下ハ推定 実績。

54年 ハ見通 シ。

aカ ッコ内数字八前年回 月比増㈲、減ハ▲印。

↓ 本表デハ生産+輸 入+在 庫減=内 需+輸 出 トナ ッテ イル。

5.在 庫率ハ期中 月平均需要 二対スル月数。
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表8-2昭 和54年 繊維 別 ・上 下類 別 需 給見 通 シ(糸 量換 算)

(単 位:1000ト ン)

総 供 給 総 需 要 総 需 要 年 末 在 庫

生 産 輸入 在噸 奮う (=総 供 給) 内 需 輸 出 在 庫 量 在 庫 率

昭和53年 L926(ao) 276 28
.

2280(↓9) L609(1a7) 621(<27) 544(▲49) 293カ 月

全 54年 L980(28) 276 ▲38 2228(▲ .α8) L5)L638(と 590(▲5.0) 57?(60) a11〃

繊
一 一 ー 一 一 ___=二__ 一 ___、__ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 『 一 一 一 一 一 ー 一 一

維
54/上 995(_68) 146 ▲18 L128(、a3) 883(82) 290(▲85) 562(↓5) aoO〃

下 985(▲05) 180 △15 L100(▲a8) 800(▲ ↓7) 800(▲18) 577(60) al5〃

昭和58年 L144(・45) 108 21 L278(79) 831(240) 442(▲1a8) 279(▲ て0) 263カ 月
A口

54年 L189(ag) 114 ▲31 L272(▲01) 851(24) 421(▲48) 810(110) 292〃
一 一 一 一 }一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 ー 一 一 _一 一 ー 一 ___一 一

轍
54/生 598(τ0) 60 ▲8 650(35) 442(1α2) 208(△84) 287(↓7) 264〃

下 591(LO) 54 ▲23 622(▲a4) 409(▲49) 218(▲LO) 810(旦o) 299〃

昭和58年 782(云L5) 168 7 957('L2)' ?78(▲4) 179(▲ 且0) 265(▲26) a82カ 月

非
54年

■
791(L2) 162 ▲2 951(▲ 嚇α6) 782(α5) 169(▲5.6) 267(α7) a87〃

合 一 一 一 一 一 ー ー 一 一' 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 一 ー ー 一 一 ー 一

繊 54/上 897(5.3) 86 ▲10 4?8(a1) . 891(60)
●

82(▲89) 275(42) a49〃

下 394(▲28) 76 8 478(▲ ↓0ジ 891(▲44) 87(▲28) 267(α7) a35〃

綿
昭和53年 488(▲U6) 142 ▲5 575(4.9) 500(99) 75(▲194) 137(a4) 285カ 月

54年 445(L4) 136 ▲6 575(0) 505(LO) 70(▲L30) 143(41) 297〃
一 一 一 一 一 一 一 一 F __=_ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

糸 54/上 223(61) ?8 ▲ .6 290(5.4) 256(τ6) 84(▲12,4) 143(1L4) 2」94〃

下 222(▲ao) 68 0 285(▲ 、5、0) 249(▲5.6) 86(▲LO) 148(41) aoO〃

昭和58年 105(61) 2 8 110(28) 87(61) 23(▲ ・&0) 15(▲167) L64カ 月

ス
54年 108(29) 2 0 110(0) 89(23) 21(▲87) 15(o) t64〃

フ 一 ー 一 一 ー ー 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

糸
54/上 54(1α2) 1 0 55(a8) 45(Z1) 10(▲9⑨1) 15(0) 164〃

下 54(▲a6) 1
■・0

ご

55(▲ ◇35) 44(▲22) 11(▲'83) 15(0) L64〃
'

昭和58年 109(▲162) 9 5 123(▲1τ5) 104(▲2α6) 19(5.6) 65(▲Z2) 684ヵ 月

毛 ◆ .

54年 106(▲28) 9 5 120(▲24) 103(▲LO) 17(▲1α5) 60(▲77) 600"

一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 ー 一 ___一_ 一 一

糸 54/上 53(】」.a6) 3 ▲8 53(▲a6) 45(▲22) 8(▲1Ll)
▲

68(▲68)
A

7?0〃

下 58(▲19) 6 8 67(▲L5) 58(0) 9(▲1α0)
`

60(▲ て7)
`

5.37〃

昭和58年 81(1LO) 2 8
◆

86(89) 38(3LO) 48(▲ ▲o)
亀

20(▲1a1) 279カ 月

人
54年 82(L2) 2 0 84(▲.23) 37(令26) 47(▲21) 20(0) 286〃

絹 一 一 一 一 一 一 一 一 _工 」_ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一

糸
54/上 42(－z7) 1 へ1 42(▲28) 19(0) 23(▲ 亀42) 21(5.0) aoO〃

下 40(▲48) 1 ..1 42(▲.28) 18(▲53) 24(0) 20(0) 2L86〃

ソ
昭和58年 49(▲40) 18 1 63(・0)

.
49(・21) 14(▲67) 28(4レa5) 5.33カ 月

ノ 54年 50(20) 18 ▲1 62(▲L6) 48(▲ao) 14(o) 29(a6) 5.61〃

他 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー

ノ 54/上 25(^▲2) 8 0 38('0) 26(0) 7(0) 28(0) 5.09〃

糸 下 25('0) 5 ▲1 29(▲a8) 22(▲48) 7(o) 29(a6) aoO〃

綿
,昭和53年 2416(▲0β) 779 ▲25 a170(▲9) 2755(・99) 415(i194) 753(a4) 285カ 月

54年 2450(14) 750 ▲81 a169(0) 2783(LO) 386(▲TO) 784(41) 29?〃
糸 一 一 一 一 一 ∫一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 ー 一 一 一 一 一 _一 ー 一 _一 一

54/上 L280(61) 400 ▲30 L600(5.4) L410(76) 190(▲12L4) 783(1L4) 294〃
(霧) .

下 L220(4al) 850 ▲1 L569(▲5.0) L873(▲5.6) 196(△LO) 784(41) aoO〃
フ '

'

`

し

(注) 1

2

a

↓

5

6

て

本表 ノ需給ニハ綿花、原毛、ステープル段階 ヲ含マズ。 マタ黄麻糸 ヲ含マズ。

昭和5a年 バ推定実績、54年 ハ見通 シ。

カ ッコ内数字ハ前年同期比増(%)、 減 ハ▲印。

本家デハ生産+輸 入+在 庫減=内 需+輸 出 トナッテイル。

ソノ他ノ糸ニハ絹、麻糸(ち ょ麻糸、亜麻糸)、 アセテー ト糸 ヲ含 ム。

在庫率ハ期 中ノ月平均需要 二対スル月数。

1ト ン=5、512梱 。
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梱、下半 について同22.9万 梱 と見込 み、 これに応 じて新年6月 末の在庫が78.3万 梱、12月 末

のそれが78.4万 梱 にな ると想定 したが、 これには異論 も多かろ うと思 う。新年の綿製品内需はこ

こまでは後退せず、 これに応 じて在庫 もここまでは増 加 しないか もしれないが、何 れに しろ、新年

の綿製品在庫が増 加方向 であることはほぼ間違 いなかろ う。今後の動 きを観測 しつつ、必要に応 じ

て、見通 しの再修正 をお こないたい。

■

8.6昭 和54年 の 衣 料 品 ・身 回 品 の 末 端 消 費 展 望

おわ りに、末端 消費段階につい て、簡単に昨年の回顧 と新年 の見通 しを述べ てお きたい。まず昨

年 の動 きをふ りかえると(表3の53年 推 定実績参照)昨 春の5.9%と い う低い賃上げの もとに、

全国家計消費支出は108.9兆 円、前年比8.0%の 低 い伸 びに とどまった。その うえ家計 消費 に占

め る被服費比率 が前年 の9.6%か ら昨年 は9.2%へ 大 巾の下降 を紡げたため、昨年の被服費支 出は

10兆 円強、前年比3,5%増 の 非常に低い伸びにとどまった。 この被服費支出は概算的 に全国衣料

品 ・身の回 り品小売販売総額 に一致す るの で、昨年の衣料関係小売 り段階 も厳 しい停滞を経験 した

とい うことにな る。なts、 昨 年の被服消費者物価指数の上 昇率 も僅か3.5%と い う近年 にない停滞

に終 ったの で、 この上昇率 だけデフレー トす ると、被服費支出の実質の伸びは丁度零 になる。 した

がって、末端衣料 関係 消費 の量の伸び も零 とい う厳 しい結果 に終 ったとい うことである。

同 じ順序 と方法で新年 の末端消費の見通 しを考 えると、まず今 春の賃上げ率 は昨春 を若干下回 る

5.5%前 後 に とどまるのではないか。(何 となれば、企業成績は全業種的 にみ て逐次回復 中なが ら、

消費者物価 の騰勢が前年同月比3～4%に 鈍 化 してい ることと、 お よび最近の労働需給関係が甚 だ

悪い ことが大 き く賃上 げを抑圧す るか らで ある。)こ のように低い賃上げなが ら、一般景気 および

企業成績の前途には新年 を通 じて逐次明 るさと前途期待感が強まってゆ くので、家計消費の行動 に

おいて も、貯蓄率(貯 蓄性向)が 若干下が り、 消費率(消 費性向)が 若干上 がる動 きが強 まるので

はないか。 このため家計消費支 出は昨年 よりもやや高 目の8.5%の 伸び を示 し、118.1兆 円 にな

ると考えた。

つ ぎに、家計 消費支 出に占める被服費比率は、過去2年 続 きの大巾後退の反動 として、若干後退

のテンポが鈍 って9.0%あ た りに落付 くのではないか。 この結果、新年の被服費支 出は10.6兆 円 、

昨年比6、2%程 度 の伸びに落付 くことになる。 もちろん、全国衣料関係小売 りもこの程度の伸 びを

示す ことにな り、昨年の伸び3.5%に 比 べ るとかな り回復す ることにな る。(た だ し、新年の天候

要因は ここでは考慮外 とする。)

一 方
、新年 の被服消費者物価 は、昨年の異常落付 きの反動 と して、 また円高の進行 テンポが昨年

とは様変 りに落付 くのを反映 して、5%程 度 の騰勢 を示すのではないか。 この物価上昇分 をデ フレ

mト すると
、被 服費の実質の伸びは1.1%、 したが って衣料関係小売段階の量の伸び も1.1%と な

る。昨年の量の伸びが横ばいでのったのに比べ ると少々の改善 である。

とりま とめ て、新年の末端 消費ないし小売段階 では、金額 および数量 ともに、非常 に悪かった昨

年 に比べて、 ある程度 の回復方向が期待 され ることになる。つま り、川上 が好調な状態か らともす

れば悪化 に向 う不安が大 きいのに対比す ると、方向的に反対ない しすれ違いと表現することができよう。
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表83繊 維 末 端 消 費 の 近 況 と 展 望

一

一
±

ー

① ② ③=① ×②(伸 ビA) B A÷B

春闘賃上率 家 計 消 費 支 出 被服費比率 被 服 費 支 出 被服消費者 被服費支出 繊維衣料用 ・家庭用

物価上昇率 実質伸 ビ率 消 費 数 量

% % % %

昭和45暦 年 18.5 35.30兆 円(15.4) 10.5 3.70兆 円(133) 8.7 4.2 1,127千 トン(4.2)

46 16.9 40.07(13.5) 10.6 4.25(14.8) 9.0 5.8 U93(58)

47 15.3 4583(144) 10.5 4.83(13.8) 5.5 7.7 1,285(7.7)

48 20.1 54.99(200) 11.0 6.06(25.4) 21.5 2.2 1313(22)

49 32.9 6780(23.3) 10.7 7.25(19.6) 23.3 △20 1,287(△20)

50 13.1 80.10(18.1) 10.2 8.20(13.0) 6.0 6.8 1,375(6.8)

51 8.8 9080(134) 10.1 9.18(12の) 7.5 46 1,437(46)

52(推 定 実績) 8.8 100.79美(11.0>× 9.6苦 9β7苦(53)苦 6.0 △0.7英 1427(△0.7)芥

53(〃) 5.9 108.85x(8の × 9.2壬 10.01(3.5)光 3.5 0.0米 1427(00)チ

54(見 通 シ) 5.5前 後 118.10(8.5) 9.0 10.63(6.2) 5.0 1.1 M41(1.1)

1

2

3

)注(

(出 所).

カ ッコ内ハ前年比%。 矢印ハ推定実績。

③被 服費支出ハ概算的 二全国衣料 品 ・身固品小売販売額二等 シイ。

繊維衣料用 ・家庭用 消費数量 ノ伸 ビ率ハ被服費支出ノ実質伸 ビ率二等 シクナル ヨウニ決 メテアル。

賃上率ハ労働省調べ、家計 消費 ト被 服費ハ経企庁 「国民所 得統計年報52年 版 」(49、50、51年 ノ数字ノ ミ、52年12月9日 付

「51年 度 国民所得統計速報 」)、 消費者物価ハ総理府。
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9.繊 維需 給 表 と合繊 工 業

(遠 藤 一 之)

9.1糸 ベ ー ス 需 給 表 に よ る 合 繊 化 率 の 利 用

(1)化 学繊維工業協調懇談会需要専 門委員会

化学繊維工業協調懇談会 では、昭和44年 に広 く化学繊維工業の諸問題 を検討するため、下部

機構 と して企画小委員会を設置 し、さ らに同小委 員会の下部 と して需要見通 し等 を検討す るため、

需要専門委員会を設けた。

昭和44年 以 降、需要専門委 員会の場 で特 に合成繊維の品種別需要見通 しにつ いて、中長期的

な見通 しを定期的 に作成 して きている。

協調懇 談会 は、 昭和39年 に旧繊維措置法の期限切れに伴 ない、化学繊維の今後の健全 な発展

をはかるため、官 と民が対等の立場で議論 してい こうとする官民協調組織 と して設置 された こと

は衆知の通 りである。

従って、需要専門委員会の構成 も官側は、通産省生活産業用が入 って治 り、民側 としては、主

要 な合繊生産企業が入 り、化繊協会が実質的 な事 務局 とな っている。

異例すなわ ち業 界側の委員は、主要合繊企業の企画調査担当者ならびに販売管理担 当者 であ り、

需要見通 し作成 は、これ ら業 界側委員に よる品種 ご とに想定 される需要見通 し(ミ ク ロのベース

に よる需要見通 し)と 、一方合繊合計 として把握 され る需要見通 し(マ クロペ ースによる需要 見

通 し)と の双方か ら作 成され 、それぞれの手法 によ り想定 された需要見通 しの斉合性 、検証が議

論 されてい くわけである。

ミク ロベー スに よる需要見通 し及びマク ロベー スによる需要見通 しとも、国内需要、輸出別に

想定が行 われ るが、業界側 で作成 され る ミク ・ペースに よる想定方法は特に内需見通 しを中心に

み ると次 の とお りとなる。

(2)ミ ク ロベースに よる需要見通 し

業 界側 で作成 され る需要見通 しは、合繊 の品種ごとに内需、輸出別 に作 成 され るが 、まず 内

需見通 しは品種ご との主要用途別に、 出荷実績を もとに想定が行 われる。例えば ナイロン長繊維

では織物、加工糸、 タイヤコー ド、漁網等、 アク リル短繊維 では、ジャー ジー、 セー ター、 カー

ペ ット、毛布等の用途ごとに想定 を行 うわけ である
。

この業 界側で行 う内需見通 しは長繊維、短繊維段階 で想定 され、糸段階 で捉 える糸 ベー スとは

基本的に異な り、 また糸 ペースは織布、メ リヤス生地等の加工段階におけ る在庫水準 をもベース

としているのに対 して、業界 ミク ロペースによる需要見通 しは メーカー段階 の在庫のみ をベース

とす るいわゆる出荷ペー スに よる見通 しである。

この ように、業界 ミクロペー スによる需要 見通 しは、品種別に想定 され品種 ごとの積み上げに

よって合繊 トータルの需要見通 しが想定 され る。
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(3)マ ク ロペー スに よる需要見通 し

一方 マク ・ペースに よる内需見通 し作成については、品種 ごとの積み上げ では なく合繊合 計 と

して想定 を行 うわけ であるが、 この想定 の際に糸ペースによる全繊維内需量 に占める合繊内需量

の比率いわゆる合繊化率 をも.とに推定 を行 う方法が利 用され る。

マクロベー スの需要 見通 しでは、 この合繊化率 を過去の実績 をベースと して将来の想定を行い、

当該年度 の合繊化率 を何%と 決めるわけ である。

そ して、一方で決め られた当該年度の全繊維内需量 の数値 に、この合繊 化率 を乗 じれば糸ベー

スに よる合繊糸の内需量が求め られ る。

この場合 の合繊内需量は、合繊長繊維 と合繊紡績糸 との合計量 でいわゆる糸ベース内需量 なの

で、 これを長繊維、短繊維ベースでの内需量 とす る必要がある。

この糸ペー スか ら、 長繊維、短繊維ベー スへ の想定方法は、やは り糸ペースによる長繊維 と紡

績糸 との内需比率 を過去 の実績を もとに、長繊維化率の想定 を行い、糸ベース内需量 を容 易に長

繊維 と紡績糸 とに分割することが出来る。

この ように して求め られた長繊維は、そのまま糸量とな り、紡績糸は混紡率を乗 じて短繊維量 とし、

その量に短繊維として消費されるふとん綿、不織 布等の短繊維消費量を加えれば短繊維全体の数量となる。こ

の短繊維の数量と長繊維の数量を加えたものが、糸ベースからファイバーベースへの換算量となり、業界で作

成された品種ごとの積み上げによる合繊内需量とのつき合わせが出来 るのである。

このように、協調懇談会需要専門委員会 では、 マク ロペースの需要見通 し作成の際 には、通産

省旧繊維 局時代 か ら、現在の生活産業局まで、毎年歴年、年度 ごとに作成 されている主要繊維別

の需給表 の基礎 デー タを参考 資料 として利用 してきてい る。

特 に、 この繊維需給表 は、長期間にわ たってデー タ整理が行われてお り、合繊化率、合繊長繊

維化率 を想定するに あたっては、貴重な資料 となって治 り、衣料消費の把握方法等問題点が 指適

されてはいるが、資料 としては充分に評価 されて よい ものである。

9.2「 特定 不 況 産 業安 定 臨 時措 置 法 」の 安定 基 本計 画 作成 に伴 う合 繊 需 給 見通

し想 定 の際 の 合繊 化 率 推 定の ケ ース ス タデ ィ

(1)「 特定不況産業安定臨時措置法」の安定基本計画の策定

オイルショック以降の景気後退に伴い、繊維、平電炉、アルミ製錬、造船等は、大幅な過剰設

備による需給アンバランスにより、構造不況業種とされるほ どの不況業種であった。

政府としては、52年 頃よりこれら構造不況業種の救済を如何にするか、種々対策を考慮 し、

53年5月15日 に漸く 「特定不況産業安定臨時措置法」が公布 ・施行の運びとなった。

この法律は、特定の構造不況業種が申し出を行った場合、特定不況産業として政令指定され・過

剰設備の処理を内容とした安定基本計画を通産大臣が告示 し、必要があれば、共同行為の指示を

行 うというのが第1の 柱であり、第2の 柱は、約100億 円(開 銀80億 円、民間20億 円)の

基金によって、特定不況産業が行 う設備処理に係る資金の債務保証を行 う特定不況産業信用基金

一146一



の設立である。

この ように、2本 の柱 を主 とした法律の成立に よって、政府 は構造不況業種の立 直 しをはかろ

うと したわけである。

合成繊維 は、平炉、アル ミ製錬、造船 ともに特定不況産業 として法定業種 に特掲 され、合成繊

維については、 ナイ ロン長繊維、ポ リアク リルニ トリル短繊維、 ポ リエステル長繊維、 ポ リエス

テル短繊維 の4品 種 を特定 不況産業 としての申 し出を行い、7月4日 に、 これ ら4品 種 は、政令

指定 された。

政令指定が行 われ た7月4日 以降、4品 種の安定基本計画策定のため、設備処理量 を決定する

ための需給見通 し想定 が、品種 別に行われた。

② 合繊4品 種の需給見通 しの規定

合繊4品 種の過剰設備処理量 を決定 するための需給見通 し作成は、前項に述べ たように、品種

別の需給見通 しは、協調懇談会需要専門委員会 で原案作成が行われた。

品種別 に行 う作成手 法は、同 じく前項に述べた ような手 法であるが、今回の需給 見通 しは、58

年 度 まで見通す ため、GNP、 円 レー トの動向、 ナフサ価格等合繊原料価格の動向、合繊化率等

の前提条件 を下記の通 り設定 し、マクロとの斉合性 も考慮 に置 いて品種別需給見通 しの規定 を行

った。

①GNP成 長 率

通産省で試算 した 「長期 マクロフレーム」 に従い、52年 度 から58年 度 までのGNP成 長

率 を6.4%と お・いた。

② 円レー ト

円 レー ト(対 米 ドル)は 、53年 度 から58年 度 まで1米 ドル200円 と仮定 した。

③ 原料ナフサ価格

合繊 の原料であるナフサの国内価格は、現在国際的に割高 であるが、今後は西欧 との価格差

はない もの とした。

④ 繊維の国内消費におけ る合繊化率(次 項に詳述)

全 繊維の国内消費 に占め る合繊の比率(合 繊化率)は52年 度 の49%か ら58年 度 には55

%程 度 となる。

以上のよ うな前提条件の もとに、品種別需給 見通 し作成作業 が進め られ たが、業 界ベースの検

討過程では、 当時円高基調 であったため輸出見通 し規定は、非 常に困難 を極めた。

輸出見通 しは、従来 の手 法は、品種別に、輸出商品別(原 糸、原綿輸 出、織物輸出等)、 主 要

輸出市場別に輸出量 を積み上げ る方式 をとるが、今回 の輸 出見通 しも同様 な手法に より規定 を行

っている。

一方、品種別需 給見通 し規定 と平行 して、マクロ的手法に よる合繊全体の需給見通 しの検討 も

行 い、品種別の需要想定 との斉合性 、検証 も行 っている。

次に今 回の品種別需給見通 し策定に際 しての合繊化率の推定根拠 を述べ てみ る。
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(3)繊 維 の国内消費におけ る合繊化 率の想定

今回の設備処理 を決定するための品種別需給見通 し想定に際 しては、 ミク ・ベースとの斉合性

をとるため、全繊維国内消費見通 しか ら合繊化率 を用いた合繊国内消費量 の推定を行 っている。

今回の58年 度 合繊 化率の推定は、生活産業局試算の形 で公表 されてい る。

以下、生活産業局の試算結果 を資料 をもとに紹介す ると次の通 りである。

① 合繊化率の推移

過去の合繊化率の推移 をみる と、昭和40年 度 の25.5%か ら52年 度 には49.1%と 年 々

増加する傾向にある。(表9-1)

これ は、合繊 のもつ高張力、寸法安定性、ウォ ッシュア ンドゥエアー性 等の特質 を生か して、

④ タイヤ コー ド、建寝装等非衣料分野 を積極的に開拓 したこと。

◎ ワイシャツ、婦人用衣料、 スポー ツウエアー等を中心 とする既存繊維糸の市場に積極的に

進出 した こと等の要因に よる。(図9-1・ 表9-2)特 に人絹 ・スフi・アセテート糸の内需に占め

る比率は急減(昭 和40年 度2.6%か ら52年 度11.3%)し てtoり 、 この 分野 にをけ

る合繊 の進 出が著 しい。

② 昭和58年 度 の合繊化率 について

繊維の内需 に若け るこの ような合繊化率の増加は、今後 とも進む ものと思われ るが、国際 的

にみても日本 としてはす でにかな り合繊化が進 んでおり、今後は天然繊維分野 に代替 して行 く

として も従来ほ どの高い伸 びはないもの と思 われ る。従って、昭和58年 度 の合繊化率を、昭

和40年 か らの実績値に基 づき対数 曲線モデルに より、58年 度 の合繊化率 を予測すると55

%程 度 の数値 となる。(図9-2)

以 上 の合繊化率想定を もとに、全繊維 内需量 から合繊内需量 を推定 し、一方品種別に想定す

るミク ・ベース内需量 との検証 を行 う手 法をとっているのである。

＼鷺

蕊
一

麻・絹糸

図9-1繊 維別内需比率推移

㊦
◎
◎
◎
㊦

◎一 ー一 推 測 値

図9-2合 繊 化 率(%)
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表9-1合 繊 化 率 の 推 移

年 度 全 繊 維 内 需 合 繊 糸 内 需 合繊化率

40 1,038,348ト ン 264,482ト ン 25.5%

41 1,063,985 300,046 28.2

42 1,249,812 381,946 30.6

43 1,283,480 417,818 32.6

44 1,299,399 428,346 33.0

45 1,497,886 543,962 36.3

46 1.491β07 534,129 35.8

47 1,611,988 569,086 35.3

48 1,931,526 819,807 42.4

49 1,259,817 463,745 36.8

50 1,402,843 576,519 41.1

51 1,528,808 689,468 45.1

52 1,410,394 691,800 49.1

53 1,467,130 732,400 49.9

58 約180万 約99万 55

出 所:生 活産業局 「繊維需給表」

注)53、58年 度 については見込 である。
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表9-2諸 外 国 にk・け る合 繊 化 率 の 推移

合 繊 化 率
国 名

昭和47年 昭和48年 昭和49年

ア メ リ カ 46.2 52.0 54.1

カ ナ ダ 35.3 40.9 41.2

ス ウ ェ ー デ ン 40.6 42.4 41.7

イ ギ リ ス 36.8 43.4 45.0

イ タ リ ア 28.7 33.6 24.5

フ ラ ン ス 33.8 38.8 37.5

西 ド イ ツ 39.6 45.0 46.7

日 本 35.1 41.2 39.0 49.1

(52年 度)

出 所:FAO
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10.需 給 表 と 羊 毛 工 業

(西 田 博)

10.1需 給 問 題

紡毛紡績業界は49年 以来6年 越 しの不況下 にある。第1回 の不況カルテルは50年1月 か ら4

ヵ月間 で終わったが、今回の第2回 は52年4月 下旬 から54年1月 まで21ヵ 月 も継続 しなけれ

ば な らなかった。こ うした 厳 しい現 実 に業 界 が 直 面 しなげ れ ば な ら な か っ た 原 因 は い ろ

い ろと挙げ られるが、 なん とい って も消費者の衣料 に対 する価値感の変化、 カジュアル化が進展 し
、

毛製品の主力分野 である外衣 に合繊の侵透が一段 と進み、加えて毛 と同 じ天然繊維で ある綿が春夏

物 にか ぎらず 秋冬物にまで進出 し、これに対 し毛が出遅れたことに原因が あるとみ られてい る。そ

れ とわが国の経済が低成長時代 に移行 したのに もかかわ らず、硬直的な生産 体制のまま今 日に至 っ

た ことが、需給の改善 を遅 らせてきた。

毛製品は元 々秋冬物が 中心 とい う季節的 な商品 であ り、かつファッショナブルな商 品であるだげ

に、つとに消費者動向情報の必要性を感 じ、 日本羊毛紡績会では昭和30年 代 後半か ら紳士$・よび

編入外衣の消費者実態調査 を年1回 実施 し、現在 では国際羊毛事務局に引 き継がれて実施 され、羊

毛産業だげでなく、全繊維産業に とって貴重 な情報を提供 してい る。また紡績会 では毛製品 のウエ

イ トが引続 き高い紳士服について、年1回 大型小売店 の売行 き動向調査 を行 ない、数量把握 と同時

に小売店 の意向調査 を併行 してい る。

しか し原料 の羊毛を海外で買付けてから最終製品に至るまで1年 以上の生産期間 を要 す るだけに、

今 日の消費者情報 をどのように して毛糸の生産計画、 あるいは原毛の買付げに反映 させ るか、消費

者情報の的確 な把握 と同 じように、非常に困難 な問題であるが、長期的な需給見通 しの基本的 なデ

ータとして十 分活用 している
。

一方
、短期的 な需給動 向を把握 するために通産省の繊維統計月報 と大蔵省の貿易月表 を利用 して

毎月、毛糸 と毛織物 の需給表 を作成 している。 しか し、毛紡織業は硫毛、紡毛と二大別 されてお り、

しか も織物用糸、ニ ット用糸、手編糸 とそれぞ れ用途別 で、生産、流通形態が異 なるので、毛糸は

硫毛、紡毛別 とさらに用途別に需給表が必要 とされている。そ こで一部推定 を加えて、毎 月、用途

別までの需給表 を業界に提供 している。

硫毛糸については、毎 日定期市場 で相場が立て られ、時々過当な投機市場化 して、 いろい ろと物

議 を醸 してい る。定期相場は仕手の取組み とい う内部要因で動 くこともあるが、毛糸 の需給動向が

相場 に与え る影 響が なん といっても大 きい。

なエ・、毛糸の需給表は通産省生活産業局で作成 している繊維別需給表の中にもあるが、業 界ペー

スのそれと若干 作成方法が異 なるので、 この点は後述する。

業 界では毛糸の他に硫毛、紡毛別 の需給表 を作成 している。近年のニ ットベーシ ョン化 で毛製品

でもニ ッ ト製品 のウエイ トが高 まってい るが、いまなお織物製品が主力であ り、毛織物の需給動 向
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が毛糸市場 に与え る影 響は大 きく、織 糸の市況が悪 くなれば、 これが ニ ット糸にシワ寄せ す るケー

スが しば しば起 る。

羊毛業界 プロパーの海外情報 と しては、最近 まで主要羊毛工業国の統計 を掲載 したWooIInt-

elligenceと い う月刊誌が あったが、現在 は廃刊 され、年一回の年報のみが発刊されている。現

在は情報源 としては月刊誌WoolRecordの み となった。

10.2需 給 表 の 作 成 に つ い て

前述のように、需給表は通産省ベースと業界ベースと2通 りあるので、その内容に触れてk・きた

い。要は前者はできるだけ製品に近づけた需給表にすることが狙いであり、後者は毛糸業界の毛糸の

需要がどうであるかを把握したいということに目的があり、併せて毛織物の需給表を作成している。

毛糸の需給表 日本羊毛紡績会では通産省と同じように(期 初在庫+生 産+輸 入)一(輸 出+

期末在庫)=内 需、という方式で内需を求めているが、①通産省の場合は総在庫(紡 績、織布、

二次製品、流通の各部門の在庫合計)と して、糸在庫に織物総在庫(面 積建て)を 糸量換算した重

量を加えているが、 日本羊毛紡績会の総在庫は糸の総在庫のみである。②通産省の場合は輸出、入

とも、糸プラス織物、二次製品の糸量換算重量を加えているが、業界ベースでは輸出は同 じである

が輸入は糸輸入のみである。③業界ペースは繊維統計月報の商社在庫を一部推定 して用途別の需給

表まで作成 している。

毛織物の需給表 業界では毛糸と同じ方式で硫、紡別毛織物需給表とは別に整理済毛織物需給

表も作成 している。これはできるだけ末端の需給動向が反映できるような需給表を作成するという

のが狙いである。整理済需給表というのはつぎのように して作成する。①織布部門の生産、在庫は

生機とみて、いずれもこの需給表から除外する。②染色整理業者の染色整理加工高を生産高とする。

③染色整理業者の在庫は繊維統計月報で仕上げ前と仕上げ済と分かれているので、後者のみ在庫 と

する。④商社、二次製品業者の在庫はすべて仕上げ済織物とみなして、在庫に加える。⑤輸出、入

はすべて仕上げ済織物とする。

`

10.3毛 糸 の 生 産 高 に つ い て

戦後毛糸定期市場 が創設 され た当時は上場品である紡毛48双 織 糸の生産が硫毛糸の2、3割 を

占めていたが、衣料品の多様化 にともなって毛製品 も多品種少量生産指向 とな り、今 日では48双

糸 のシェアは相対的 に低下 してい る。 したがって取 引所 において も、暴騰対策 とい うことではある

が、60双 、52双 、48単 とい う異番手が供 用可能番手に指定 されている。毛製品の流行の変化

は糸の太さだけで決まるものではないが、流行を反映したものであるので、業界では番手間の変動には強い漢心

をもっている。日本羊毛紡績会では、会員を対象困充毛式糸(硫 毛糸、統毛式合繊糸)の 繊糸、メリヤス糸別に

番手別グループ別の生産高を毎月集計している。ウールジョーゼット用の30単 、ウールギャバ用60双 あるいはソ

連向輸出のメリヤス糸52双 といった、その時の内外需の動向が、番手別生産によって裏付けられている。

紡毛糸については、日本羊毛紡績会と日本紡毛紡績 工業組合連合会で毎 月紡毛紡績月報を会員か ら同
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収 して発表 している。紡毛糸は硫毛糸以上に多種類の原料を使用 して苦 り、その用途 も外衣以外 に

毛布、 カーペ ッ トなど広範囲に亘 っているので、生産統計 も、織 糸、メ リヤス糸をさ らに使用原料

別に調べている。

10.4原 料 羊 毛 の 需 給 状 況

わが国は毛糸の主要原料 である羊毛のほ とん ど100%を 海外 から輸入 しているので、 日本商社

の海外におけ る羊毛買付 け状況が将来の毛糸生産の先行指標 として注目され る。 日本輸入同業界で

は毎 月、主要 産毛国別の買付け俵数 を会員対象に集計 している。

またわが国の羊毛輸入量は、その80%前 後 が豪州か らの輸入 である。豪州は世 界最大の産毛国

であるが、 日本 はその約3分 の1を 買付 けている。それだけに 日本 の豪州羊毛の買付けの動 きが相

場に大 きく影響 してい る。豪毛の競市の市況には必ず といっていい くらい 日本の買付け量が報 じら

れている。 な工・、豪州 ではAWC(豪 州羊毛 コーポ レー ション)が フロア ・プライス制に より相場

が下値 に落 ち込んだ ときは、競市で買出動 して暴落 を防止 してお り、ときには最大の買手になるこ

とがある。 このため羊毛相場は下方硬直的である。 買子側に とっては他繊維 との競合上不利 である

とい うことで、来 シーズン前の フロア ・プライス決定に際 しては、その改善 を強 く要望 して きてい

るが、年 々引上げ られて きた。 とにか くAWCの 買 出動 や手持 ち量の情報が買手の出方 や相場 を大

き く左右 してい る。

日本羊毛紡績会 では、羊毛がわが国に入 って きてか ら消費 され るまでの脂付羊毛、洗上羊毛、羊

毛 トップ別の需給 を毎月作成 している。 これは通産 省の繊維 統計月報、大蔵省の日本貿易月表 を利

用 して作 られる。輸入量 から推定 してカバレー ジも高い。 その他、毛紡績の中心地に存在す る四 日

市、名古屋両港 に生け る羊毛類 の輸入、出荷、港湾倉庫 の動 きが毎 日と らえ られてい る。

10.5相 場 の 動 き

商品取引所の上場商品の一つ として硫毛糸が上場 されているが、毛糸定期相場 は上場商品の中で

も乱高下の最 も激 しい商品の一 つであり、その影響は毛糸需給 を大 きく揺 れ動か し、関係業界を混

乱に落 し入れている。 そ して関係業界の中か らしば しば取 引所有害論が展 開されてきた し、39年

か ら関係業界の代表が集 って対策が検討 されて きたが、今 日に到 るも毛 糸定期市場安定対策協議会

の場で山積 した諸問題 を論 じている。

こういった相場の変動が激 しいため、流通の近代化はなかなかはかど らず 、業界は止むな く毎 日

の定期 の動 きを注視 しなが ら日常の業務活動をせざるを得 ない とい うのが現状 である。 したが って、

この毛糸定期相場 とこれに関連 した半 製品の トソプ相場、それに毛糸のコス トの6割 を占める海外、

と くに豪州の羊毛相場は欠 かせない情報 である。
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11.繊 維 需 給 情 報 の改 善 策

(柳 下 兵 治)

我国繊維業界をとりまくきびしい内外情勢に対処するためには、基本的には需要に即応 しうる体制

を確立することにより知識集約化を一層推進することである。

この需要即ち輸出向内需向の需要に関連して如何に適正な供給即ち国内生産及び輸入による供給を

すべきかを関連業界が共通 目的として考えるべきでそのためには次の諸点を考究して対処する必要が

ある。

(1)現 在の設備過剰状況、企業の過多性は過剰供給過当競争をもたらし、収益の悪化経営の不安定等の

原因となるので、その解決をはかる各種の効率的対策をなし得 るためには基本的にはキメ細い需給

状況を把握 した指標即ち需給表を作成し、それをガイドラインとして各関連業界及び名企業が相互依

存の関係にあることを認識してイコールパートナーとして率直に対話 して問題点の解決をはかるべ

きである。

その指標作成に当っては従来の繊維需給表における内需は最終消費としてとらえ られていないた

め繊維需給の実勢を十分に反映 していないし又在庫等の把握も不充分な面もあり、特にアパレル産

業関係については今迄需給に関する資料は殆んどなくアパレル産業振興対策推進のためにも関連業

界の実体即ち生産及び物の動き即ち受入高、引渡高、在庫高が判明してこそ初めて国際競争力対策、

輸入対策、過剰設備対策が可能になる。

現在は複合繊維時代で用途別に素材の代替は行われつっあるので需要予測するためにもキメ細い

実体把握が絶対肝要であり、そのためには素材別、用途別に商品の流れを把握 しうる流通月報の報

告を採用すべきである。

その情報蒐集については通産省会による繊維製品生産動態統計調査及び繊維製ロ嚇 統計調査の運

営を夫々上記目標に合 う様指導すると共に各関係団体及び各企業は目先の利害にとらわれず関連業

界全体のための必要欠くべからざる資料の提供であるという意識をもって対応すると共に、月一回

関連業界の代表者が通産省の関係担当責任者と共に集ってこの改善された需給表についての検討及び

今後の対策を協議する需給検討会(仮 称)の 設置をもって対処する。

又繊維業界でかねてより問題 となっている取引の近代化についても需給の安定があってこそ促進

し得、特に国際競争力上高級化、特殊化、多様化の商品企画の推進のためにも素材供給の面の安定

こそ重要である。

(2)流 通月報作成要領

各関連団体は用途別、素材別に商品の流れを把握 し得る様組合員に対 し月産別に受入高、引渡高、

月末在庫高の報告を求めこ掩 集計 して通産省に送 る。通産省は繊維情報センターにこれの整合集計を

委託する。組合員外については可能な限 り行政指導で報告を求める。 その様式は別紙の通 りでその

要領は次の通 りである。
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●

表11-1 流 通 月 報 試 表 (用 途 別)紳 士 服 地 流 通 月 報

(単 位100平 方米)(昭 和 年 月 日)

品 種
月初在庫高

受 入 高 引 渡 高
、 月末在庫高

備 考紡績会社 合繊会社 機 屋 商 社 合 計 既 製服業 者
'服 地 卸 業 者

仲 間 自 家 縫 製 其 他 合 計

国産品 輸入品国産品 輸入品 国産品 国産品 国産品 国産品 輸入品 国産品 輸入品 国産品 輸入品 国産品 輸入品 国産品 輸入品 国産品 輸入品 国産品 輸入品 国産品 輸入品

毛
織
物

旋 毛

紡 毛

計

合

繊

織

物

ポ リエステル

ナ イ ロ ン

ア ク リ ル

そ の 他

計

、

化

繊

織

物

アセテー ト

ス フ

人 絹

計'

ニ

ッ

ト

生

地

ポリエステル

ナ イ ロ ン

ア ク リ ル

ウ ー ル

綿

そ の 他

計

、

.

そ
の

他

計

合 計

(注)

O本 試 表は川中段階の 日本毛織物

元売却,商 業組合 員が紳士服地に

ついて報告す る場合 作成 するもの

とする。

。 従って受入,引 渡については垂

直的に左記の関係 業者 となる。

O品 種 の区分については,通 産省

の繊維統計月報 の区分 による。 一155-156一





σ)受 入 高

相手別に区分 し例へば紡績会社 、合繊会社、機 屋、 ニ ッター、商社等 とす る。

川上段階の受入高は生産高 とす る。

(ロ)引 渡 高

相手 別に区分 し例へば商 社、卸商、機屋、ニ ッター、アパレルメーカー、百貨店、量販店、専

門小売店等 とす る。

臼 受入高、引渡高の相手別は川上 か ら川下 までの各段階における整合性 ある需給の把握 をするた

め、その相手 の区分は物 の流れに応 じた垂直的関係団体を指定 して行 う。

←)在 庫 高

所有者主義 で把握 し組合 員の所有するものは在 り場所 の如何にかXわ らず 凡て報告す る。

㈱ 用途別、素材別の区分については需給表作成上必要な区分 としこの指定は上記需給検討会 で行

う。

内 月報の数量単位は糸は トン、織物は千平方米、ニ ット生地は トン、 ニ ット製品は千デ カ、 アパ

レル製品は千点 とし、用途別、素材別需給表は糸単 位に集計 するため必要 な換算率は上記需給検

討会で行 う。

上記の受入、引渡、在庫 を用途別、素材別 に関連業界の協力で集大成 して見た場合、 月別にどの

素材 でどの用途の商品が スムーズに流れてい るか、 どの流通部門が在庫過多か過少かに なってい る

か、 どの素材が問題 を内蔵 しているか、輸入品 の動 きや在庫が国産品と競合 して如何 なる情況 にな

っているか等を把握 し得て今後 の諸対策の貴重 なる資料 となる。

かXる 情報は今迄把握 していないため、過剰供給、過 当競争、バーゲンセール、 ダンピング輸出等

が起 り、何か問題が起 れば各業 界は 自己の立場 で相手 を批判する場合、説得力ある資料 でな くカン

で予測 した意見 で対処するため、適 切な対策が得難 い場合が多い。

何れにしても今迄はキメ細い調査が なされていなかったが、今後は是非上記の調査 を し、我 国繊維

業界の体質改善の重要なる促進剤にすべ きで業界全体が今迄 の惰性から脱皮 して意識革新 して共通

目的達成に努力すべ きである。

政府 と しても構造改善事業 として諸種の助成策を以 って対処 しているのは早急に需給の適正化を

以 って業界の発展 を期待 しているのであるか ら、今迄の報告 よりもキメ細 くなるが之は業界全体の

ための必要欠 くべからざる資料 の提供 であることを強調 して行政指導で所期 の目的を達 成 したい。

素材別区分については、現行 の家庭用品、品質表示法の運用によ り各段階別 に区分は可能である。

筒将来は繊維情報 センターに一般的情報 と共に、凡て コー ドシステ ムによってインプ ソトして所謂

データーバ ンク として活用 し得 る様に したい。
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12.衣 料 品 生 産実 態 調 査 とそ の 分 析 の試み

(水 野 繁)

12.1衣 料 品 生 産 実 態 調 査

(1)調 査 の 目的

この調査は、通商産業省の繊維統計等 の公式統計を補完す るもの として、同統計 よ りも実質的

に細分化 されたアパレル品 目について、年間の生産数量(点 数)と 金額(出 荷額)を 把握するこ

とを目的 としたものである。当年 の統計数については毎年6月 に速報 として発表 している。

② 調査の方法

調査対象先 は、後表の工業組合連合会加盟の組合 員で、所属組合の重複 をさけるため、いずれ

か一 つ に整 理 して あ り、 ま た同業 者 間の取引(下 請 等)の 重複は排除 してある。

調査は、調査対象組合員に対するアンケー ト方式 により、記入ずみ調査票 は地区組合 に回収 し

て、ここで回収数値(単 純集計値)を 回収状況、データ内容等か ら具体的に分析 して、地区組合

全体数に拡大修正 してある。 中央 工連は地区組合か らのデー タを基に して重複の排除等全体 的な

整理 を し、 さ らに情報 センターで工連間の重複を排除 し、 この調査結果 をもとに総合調 整 し、全

国生産規模 に拡大推計 したものである。

(3)調 査 項 目

① 調査品 目は、主要k8分 類98品 目で各品 目について生産数 量と出荷金額 を調査 している。

いずれ も既製品 でオーダー メイ ド等は含まない。

② 品 目についての注意

(紳 士外衣類)

④ オーバーコー トには、 シ ョー トコー トやマン トも含 む。

◎ 背広上下は三つ揃い、 スペアズボン付の背広を含み、 これも背広上下1着 と数 える。

㊦ 替ズボンには、ふつ うの ビジネスス ラックスのほか ゴル フズボン等、 ジーンズズボン以外

のカジュアル スラソクスを含む。但 し、バ ミューダー等は含まない。

(婦 人外衣類)

④ スー ソは、上下服 をさ し、パ ン夕日ンスーソ、ベス トスー ツ、セー タースー ツなどを含む。

◎ ワンピー スには、いわゆ るホー ムワン ピースを含 む。

(中 衣 類)

④ 紳士お よび男児 ワイシャツは、長袖、半袖の ドレスシャツと開襟 シャツ。

◎ 紳士 および男児のシャツは 、シャツ、Tシ ャツを除いたすべての シャツ。

(ワ ーキングウエア)

④ 制服 は、官公庁、民間 の制服 で紳士物は鉄道員、警察官、自衛隊、 ガー ドマン、 ホテル、

レス トランのb。 イタ一等のユニホーム、婦人物 は、会社のOL、 ス チ。ワーデス、 レス ト
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ランのウェイ トレス等のユニフォームをさす。

◎ 作業衣には、上衣、 ズボン、 シャツ、続 き服、その他を含 む。

《 年令区分》

乳 幼 児 用0～3才

男 児用 ・女児用4～15才

紳 士 用 ・婦人用16才 以 上

(4)回 収 状況(昭 和52年)

調 査 対 象 と 調 査 票 回 収 状 況

工 業 組 合 連 合 会
地 区 調 査

回 収数
回収 率

組 合数 家数 (%)

全 日本 紳 士服 工業 組合 連 合 会 7 486 394 81.1

全 日本婦人子供服工業組合連合会 9 1,150 693 60.3

日 本 被 服 工 業 組 合 連 合 会 5 550 353 64.2

日本 赤 島製 品 工業 組 合 連 合 会 16 552 379 6&7

日本 輸 出縫 製品工業組合連合会 17 180 95 52.8

日 本 ニ ソ ト工 業 組 合 連 合 会 27 2202 1,484 67.4

日 本 靴 下 工 業 組 合 連 合 会 14 340 194 57.1

日本ボディフ ァッシ ョン協会連合会 一 120 57 47.5

計 95 5,580 3,649 654

(注)重 複排除 の理由か らいわゆる下請専業者等は除外 してあるの で、組合員数 と

調査対象数 とは一 致 しない。

⑤ 調査結果

調査結果の集計は表12-1ω 、(B)、(C)、⑪ として示 しておいた。 た左 しこの数字にはオー ダー分

に よる製品は含 まれてお らず 、また生産実績数字 であるか ら輸出分が含 まれている。 この衣料品

総計金額は約3兆 円であるが、同表の品 目には和装品、寝装品、裏地、手袋、 身の回 り品は含 ま

れていない。経済 企画庁 「国民所得統計年報」に よる昭和52年(歴 年)の 国民総支出の うち被

服費支出は11兆5594億 円 である。 これを総理府全国全世帯の 「家計調査」の支出項 目構成

比に よって配 分す るとアパ レルの市場規模は次の ようなもの と推定 され る。
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52年(歴 年)ア パ レル市場規模

金額構成比 (億 円)

被服費支出 100.0% 115,594

和 服 8.3 9,594

洋 服 33.9 39,186

シ ャ ツ ・下 着 16.4 18,958

くつ下 ・手 袋 3.1 3,583

生 地 糸 類 6.5 7,514

寝 具 5.6 6,473

身 の 回 り品 26.2 30,286

表12-1の 総 計金額3兆 円は生産金額 であるか ら小売金額 としては倍の6兆 円、この表の傍線を

施 した品 目を含むことになるので、ほぼ、 この市場規模 に見合 うものを生産金額 として カバー し

てい ることになる。

12.2衣 料 品 生 産 情 報 の 利 用

表12-1は 衣料品エン ドユースについて、8分 類、98品 目 を生産数量、 出荷金額の両建 てで集計

してある。従って当面次 の二つの利用の仕方が考え られる。

(1)所 得弾力性分析

表12-1の 生 産数量の単位である着数、点数 を日経協 またはニ ット工連が提 出 した単 位当重量(Kg)

で換 算すると表12-2(A)～ ⑧ の ようになる。51年 におけるこの総計は53万 トン、同表 に含 まれ

ていない寝装、和装、裏地、手袋を化繊協会 の消費実態 で推計すれば22万 トンで、衣料用途は

計75万 トン、これに化繊協会推定の家庭用40万 トン、産業用34万 トンを加えると内需の合計

数量は149万 トンになる。 これは通産省が発表 している繊維需給統計表の内需153万 トンの

数字にほぼ一致する。

国民所得統計 による51年 度 の実質被服 費の伸び率は対前年7.1%増 、表12-2の51年 の総合

計数量の対 前年伸び率は1.1%増 で あるか ら、数量 の所得弾力性は0、15と なる。

同 じように して98品 目の所得弾 力性を計算すれば第3表 のように なるが、 この所得弾 力性 を

同表に示 した衣料品総量に 占める数量割合によって加重平均すれば、当然 マクロの所得弾力性0。

15と 一 致 しなければな らない。 さ らに表12-3を 中分類項 目によって整理 すれば第4表 が得 られ

る。

この表12-3.4の か たちに情報 を整理すれば1衣 料消費数量の所得弾力性 の0.15と い う数字

が何 に基因するのか、 これか ら将来、衣料の消費の伸びがどの ような方向にむかって、 どのよう

な強 さを もづているのか等、情報の解析 に寄与することができる。

(2)価 格 弾力性分析
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衣料品生産調査 では生産数量 と生産金額の実数が とれるので、 これによって数量1点 当 りの単

価を出 し、さらに消費者物価に よって割 り返 し実質単価 として50年 に対す る51年 の増減率及

び52/51年 の増減率をみ たのが表12-5④ 、 ⑧ である。衣料品の単価の上昇が一般 消費者物価の

上 りよ り小 さければ、実質的にそ の製品の単価は値下が りになったことになる。値上が りになっ

た製品 とは一般消費者物価の上 りをこえた場合だけである。

この実質単価の伸び率 と同表に示 した生産数量の伸び率 を品 目ごとに比較す ると、それぞれの

品 目の価格弾力性が得 られ る。

図12-1紳 士外衣 または婦人外衣に属す る製品について、51/50年 の価格弾 力性 と52/51

年 の 価格弾力性の変化をみた ものである。

このグラフの1象 限は横軸が価格 、縦軸が数量であるか ら、価格が値 上りして もそれ以上 に数量

が増加す るとい う成長品 目であ り、価格にほ とん ど関係がないbこ れと対照的なのが豫 限 の品 目

で値を下げても値下げ率以上に数量が減少す る衰退商品ない しダンピング商品である。

W、W象 限Q品 目は価格感度の強い商 品である。前者は価格の値下げをすればそれ以上に数量

が増加す るもの、後者は価格の値上げ をしたため、値上げ率以上に数量が減少 したものである。

価格政策について最 も注意 しなげればな らない品 目である。W、 皿象限に属 する品 目は価格によ

る反応はあるものの比較的感 度の鈍い品目である。

ll象限 の品 目は価格が上 って も数量が減少せず、僅 かではあるが増加する もの、対照的にVl象

限 の品 目は値下げ しても数量 は増加 しないが、それほ ど減少す ることもない品 目である。

こう した8象 限 の性格 をもつ価格弾力性をそれぞれの品 目が どのように転位 してい くかを、 さ

きの所得弾力性の変化と対比 して眺める必要が ある。

この ようなマク ロの考察 を経て、 しだ いに ライフスタイル、フ ァッションの問題 を繊維消費に

結びつけてい くことが必要 であろ う。

表12.-1昭 和52年 衣 料品生産実績(A)

1.外 衣 類 単・位 数量(千 点)、 金額(百 万円)

単 52年

製 品 名 合 計 織 物 製 ニ ッ ト 製

位
'

数 量 金 額 数 量 金 額 数 量 金 額

オ ー バ ー コ ー ト 点 4,720 54495 4,713 54435 7 60

レ イ ン ・ ダ ス タ ー コ ー ト 〃 1β08 13β15 1β08 13β15 一 一

礼 服 着 1752 39910 1752 39910 一 一

紳 背広 上 下(含 三 ツ組) 〃 10,695 230965 10,685 230β15 10 150

替 上 着(含 ブ レザー) 点 6β25 64760 6ユ86 61974 439 2786

ジ ャ ン パ ー 〃 9449 21539 8967 20ユ26 482 1413

替 ズ ボ ン(ス ラ ソク ス) 〃 39445 119β81 34,760 104513 4β85
層

14β68

ジー ン ズ」依(デ ニ ム製) 〃 3β13 7455 3β13 7455 一 一

士 ジーンズ ズボ ン(〃) 〃 23ρ52 39790 33ρ52 39790 一 一

セーター(含 ベスト・カーテンガン) 〃 41ρ13 86ρ55 一 一 41ρ13 86ρ55

小 計 141β72 678ユ65 95ρ36 572β33 46β36 105332'

前 年 対 比 973 102ユ 1005 103ユ 912 968
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W

、

52年

製 品 名 合 計 織 物 製 ニ ッ ト 製

数 量 金 額 数 量 金 額 数 量 金 額

オ ー バ ー コ ー ト 点 1,435 6480 1432 6465 3 15

男
レ イ ン ・ ダ ス タ ー コ ー ト 〃 1268 3β78 1268 3β78 一 一

男 子 服(上 下服) 着 1984 9443 1,738 8,932 246 511

ブ レ ザ ー 等 上 着 点 7β14 21ユ68 6380 18215 934 2953

ジ ャ ン パ ー 〃 3ユ80 6β17 2774 6ユ88 406 629

ズ ボ ン(ス ラ ッ ク ス) 〃 22245 29,708 19288 26β87 2957 3β21

ジーンズ上衣(デ ニム製) 〃 1β75 3351 1875 3β51 一 一

児 ジーンズズ ボン(〃) 〃 10ユ24 12751 10ユ24 12751 一 一

セーター(含ペスト・カーブ㍉カン) 〃 17β44 18ρ55
一 一 17β44 18ρ555

小 計 66,769 111β51 44β79 86ユ67 21β90 25484

前 年 対 比 939 103.7 94.7 106.6 923 952

オ ー バ ー コ ー ト 点 9ユ65 113787 8β51 102β22 914 10965

レ イ ン ・ ダ ス タ ー コ ー ト 〃 4ρ61 35ρ15 3944 34ρ05 117 1ρ10

ス ー ツ 着 10769 120ρ32 7β45 94β84 2924 25,348

婦 ワ ン ピ ー ス 点 32ユ30 126407 25,439 100β34 6β91 25,773

ブ レ ザ ー 等 上 着 〃 10,615 52905 7275 34β97 3β40 18008

ジ ャ ン パ ー 〃 1293 5543 964 4284 329 1259

ス カ ー ト 〃 46,174 110533 37478 88ユ61 8β96 22β72

o

ス ラ ッ ク ス ◆ パ ン タ ロ ン 〃 21β33 42ρ30 11733 24223 9900 17β07

ジー ンズ上衣(デ ニム製) 〃 916 2β80 916 2β80 一 一

人
ジー ンズ ズ ボン(〃) 〃 5,134 9263 5,134 9263

一 一

セ ーター(含 ペス ト・カーデ ィガン) 〃 81β24 146,608 一 一 81324 146,608

小 計 223214 764503 109ρ79 495,353 114ユ35 269ユ50

前 年 対 比 98.3 1032 97.7 106.3 99.0 98.0

オ ー バ ー コ ー ト 点 1,963 11,979 1,717 10,324 246 1,655

レ イ ン ・ ダ ス タ ー コ ー ト 〃 1,964 9509 1,964 9,509 一 一

女 ス ー ツ 着 2304 10,433 1,837 8,629 467 1,804

ワ ン ピ ー ス 点 11,530 40,311 9,612 34228 1,918 6,083

ブ レ ザ ー 等 上 着 〃 4,576 14,784 3,596 11,645 980 3ユ39

ジ ャ ン パ ー 〃 829 1285 699 1,059 130 226

ス カ ー ト 〃 21β92 28,717 19553 25272 a339 3,445

ス ラ ソ ク ス ・パ ン タ ロ ン 〃 8,507 9,787 4549 5,045 3,958 4,742

ジーンズ上衣(デ ニム製) 〃 714 1,071 714 1,071 一 一

ジーンズ ズ ボン(〃) 〃 2273 2,779 2273 2,779
一 一

児 セーター(省 くス ト・カーデ ィガン) 〃 16271 16β47
、

一 一 16271 16,847

小 計 72β23 147502 46,514 109,561 26β09 37,941

前 年 対 比 90ユ 93.0 92.0 95.3 86.9 87.0

外 衣 類 合 計 504,478 1,701,821 295508 1263,914 208,970 437,907

前 年 対 比 96.2 101.8 97ユ 1038 94.8 96.5
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2.中 衣 類

単 52年

製 品 名 合 計 織 物 製 ニ ッ ト 製

位 数 量 金 額 数 量 金 額 数 量 金 額
ワ イ シ ャ ツ 点 66β03 107β47 64,619 102β63 1984 4984

紳 シャツ(ワ イWツ 以外のもの) 〃 39β51 63557. 5,602 8918 33,749 54,63g

Tシ ャ ツ 〃 14β20 10433 一 『 14β20 10433

士 小 計 120274 181β37 70221 111,781 50ρ53 70ρ56

前 年 対 比 95.0 1008 92.4 998 98.8 1025

ワ イ シ ヤ ソ 点 5,761 7ユ41 5291 6490 470 651

男 シャツ(ワイWツ 以外のもの) 〃 19,456 24,447 4β70 8407 15,086 16ρ40

Tシ ャ ツ 〃 17,620 10016 一 } 17β20 10ρ16

児 小 計 42β37 41β04 9β61 14β97 33ユ76 26707

前 年 対 比 96.4 100.1 85.2 95.0 1003 1032

婦
ブ ラウス(含 シャツ ・ブラウス)

Tシ ャ ツ

点
〃

80,185

40582

122463

32ρ16

59441

『

90349

一

20744

40582

32ユ14

32ρ18

人 小 計 120,767 154479 59441 90β49 61326 64ユ30

前 年 対.比 106.5 1083 105.8 1060 107.3 1108

女
ブラウス(含 シャツ ・ブラウス)

Tシ ャ ツ

点
〃

23β80

21β86

26β48

工1β63

19ユ11

一

21β59

一

4769

21β86

4,689

11,863

児 小 計 45566 38211 19ユ11 21β59 26455 16552

前 年 対 比 1005 104.3 92.9 96.0 106.9 117.7

中 衣 類 合 計 329444 416ユ31 158434 238β86 171ρ10 177445

前 年 対 比 99.9 103.7 96.6 1015 1032 1063

3.肌 着 ・フ ァ ン デ ー シ 。 ン類

単 52年

製 品 名 合 計 織 物 製 ニ ッ ト 製

位 数 量 金 額 数 量 金 額 数 量 金 額

紳
ア ンダ ーシ ャツ ・クレープ/ヤ ッ 点 68ρ83 30ユ93 6,705 2β32 61β78 27β61

士
パ ン ツ ・ ブ リ ー フ 〃 87ユ86 24ユ26 10412 4β84 76774 19442

● ズ ボ ン シ タ ・ロング パ ンソ 〃 29587 12593 5,350 1,634 24237 10959
男 小 計 184β56 66912 22467 9ユ50 162389 5η62
子
前 年 対 比 980 1087 865 904 999 1123

ア ンダ ーシャ ツ ・ク レープシャツ 点 40β69 18β69 5,832 2ユ59 35ρ37 16710

婦 パ ン テ ィ 〃 120ユ51 31ρ25 22β76 6232 97β75 24793

ぐ ス リ ッ プ 〃 68980 50227 34β54 18β42 34ユ26 31β85

女 そ の 他 の 下 着 〃 一 一 一 一 一 一

児 小 計 230ρ00 100ユ21 63262 26,733 166,738 73β88

前 年 対 比 855 872 826 946 867 847
ブ ラ ジ ャ ー 点 48383 39β43 3β84 2528 44β99 36β15

婦 ブ ラ ス リ ッ プ 〃 20403 22436 2β37 1727 18066 20709

人 ガ ー ド ル 〃 12β73 14ユ80 13 11 12β60 14ユ69

云
ホラン スーツ(含 オールインワン) 〃 3β48 7203 40 49 3β08 7ユ54

児 小 計 85,107 83ユ62 6ρ74 4β15 79ρ33 78β47

前 年 対 比 1212 1397 1937 181ユ 1178 1380

肌 着 ・ファンデーション類 合計 499963 250ユ95 91β03 40ユ98 408ユ60 209997

前 年 対 比 947 1060 869 986 967 1076
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単 52年

製 品 名 合 計 織 物 製 ニ ッ ト 製

位 数 量 金 額 数 量 金 額 数 量 金 額

紳
パ ジ ャ マ 着 15,041 22β60 10ρ14 14272 5,027 8ρ88

士 ガ ウ ン 点 2ユ96 8ρ78 1β38 6,683 358 1395

勇 小 計 17237 30438 11β52 20955 5,385 9483

児 前 年 対 比 974 1005 936 952 1072 1147

ネ グ リ ジ ェ 点 12960 26β30 4548 11ユ71 8412 15,159

婦 パ ジ ャ マ 着 9β45 17β01 6593 12213 3252 5,388

ぐ ガ ウ ン 点 2519 9920 1955 8026 564 1β94

女 キッチンウェア倫 サログ カッホウ等)
〃 31733 22ρ58 31280 21β49 453 409

児 小 計 57ρ57 75,909 44β76 53ρ59 12β81 22β50

前 年 対 比 1020 1085 100ユ 1050 1089 1175

ナイトウェア6キッチンウェア類 合計 74294 106β47 56228 74ρ14 18ρ66 32β33

前 年 対 比 1009 106.1 98.7 1020 1084 116.7

5.学 生 服 ・ワ ー キ ン グ ウ ェ ア類

紳士
男児

婦人
女児
男児
糾二'梶
園 児 服

s

点
〃

〃

〃

2β75

6β76

1406

654

18β08

17246

7β98

714

2β75

6β76

1406

653

18β08

17246

7β98

713

=
-

1

=
『

1

女児 小 計 11β11 43966 11β10 43965 1 1

前 年 対 比 1058 1006 1059 1007 7ユ 32

紳士 制 服(上 下) 着 1β10 6β22 1228 6457 82 365

婦人 制 服(上 下) 〃 892 3504 757 2925 135 579

紳士 事 務 服 ・ 作 業 服 点 29086 43420 28ユ76 41437 910 1983

婦人 事 務 服 〃 3ユ99 6β62 2β39 5,779 360 1ρ83

紳士 白 衣 〃 19β97 31205 19ユ58 29ユ54 739 2ρ51

婦人 小 計 54β84 91β13 52ユ58 85,752 2226 6ρ61

前 年 対 比 100D 1073 1034 1026 63.1 66.8・

謝 艮・ワーキングウェア類合計 66ユ95 135,779 63,968 129717 2227 6β62

前 年 対 比 101〔0 105.0 1032 1079 629 666

H

6.ス ポ ー テ ィ ン グ ウ ェ ア類
n

.

海 水 パ ン ツ(含 ビーチウェア) 点 3β08 3220 529 812 3279 2408

紳
ト レ ー ニ ン グ シ ャ ン 〃 19β03 27370 729 950 18β74 26,420

士 トレー ニン グパンツ ・ タイツ 〃 26」17 36ρ86 5,600 3β80 20517 32206

● スキーウェア(含アノラソク・綱 シ) 〃 3,779 11302 2715 8526 1064 2776

男 その他の運固着(コニフォーム等) 〃 7,729 15ρ02 3ρ54 5581 4,675 9,421

児
小 計 61ρ36 92980 12β27 19749 48409 73231

前 年 対 比 112.6 120.3 113.9 110.7 1123 123ユ

水 着(含 ご一チ ウ ェァ) 点 6266 9工41 1248 1β44 5,018 7497

婦
ト レ ー ニ ン グ シ ャ ツ 〃 2β27 2902 403 309 1924 2β93

人 トレーニングパンツ ・ タ イ ツ 〃 3472 3β27 1、,425 1β64 2047 2263

◆ スキーウェア(含アノラソク・スキr痴シ) 〃 2ρ62 6β73 1β86 4β91 676 2282

女 その他の運 動着(二⇔=フォーム等) 〃 2579 3ρ55 1ユ68 1497 1411 1558

児 小 計 16,706 25598 5,630 9405 11ρ76 16,193

前 年 対 比 108.7 1182 1045 115.3 111.0 119.9

スポ ーティングウェア 類 合 言寸 77,742 118578 18257 29ユ54 59485 89424

前 年 対 比 1118 119.8 1108 1122 112ユ 122.5

一164一



7.ベ ビー ウ ェ ア 類

単 52年

製 品 名 合 計 織 物 製 ニ ッ ト 製

位 数 量 金 額 数 量 金 額 数 量 金 額
㎡

乳
ケ ー プ 点 879 982 596 600 283 382

外 衣 〃 51ρ74 52β85 20949 19β16 30ユ25 32769

レ ギ ン ス 〃 13β00 12742 6ρ60 6,903 6540 5,839

幼
肌 着 〃 18983 8257 5ρ27 1β25 13956 6432

オ シ メ カ パ ー 〃 16749 7β65 4β00 1495 11β49 6ユ70

そ の 他 の ベ ビー 用 品 〃 33578 18289 8446 2503 25,132 15,786

ベ ビ ー ウ ェ ア類 合 計 134763 100β20 46778 32942 87985 67378

児 前 年 対 比 963 1060 925 1044 984 1068

8.靴 下 類

紳
士
●

男
児

ソ ッ ク ス

タ イ ツ

小 計

前 年 対 比

足

〃

245,509

2β35

247β44

96.7

44β59

650

45ρ09

93.1

一

一

一

一

一

一

245509

2335

247β44

96.7

44β59

650

45ρ09

93ユ

婦

人

■

女

児

パ ン テ ィ ス ト ッ キ ン グ

ス ト ッ キ ン グ

ソ ッ ク ス

タ イ ツ

小 計

前 年 対 比

足

〃

〃

〃

554β30

188400

160β50

37,630

941210

95.0

48244

24909

21β08

8527

102988

938

一

ー

ー

ー

一

一

一

一

}

一

一

一

554β30

188400

160350

37β30

941210

95.0

48244

24909

21β08

8527

102988

938

靴 下 類 合 計

前 年 対 比

1ユ89ρ54

95.4

147997

93.6

一 一
1ユ89054

95.4

147997

93.6

9.総 合 計

総 合 計

前 年 対 比

2β75,933

966

2977ユ68

103.0

730976

962

1β08β25

103.7

2ユ44,957

96.7

1ユ68543

1019
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表12-2 最 終 製 品 の 品 目 別 重 量 換 算(A)

(注)1点 当 り重量は、日経協、ニ ット工連算出値に よる。

50年 51年亘
総 重 里(t)

製 口 名 織 物 製 ニ ッ ト 製 織 物 製 ニ ッ ト 製
ロロ

50年 51年 51/50 1点 重 量

(Kg)

生産数量
(千点)

換算重量

(t)

1点 重量

(Kg)

生産数量
(千点)

換算重量'

(t)

生産数量
(千 点)

換算重量

(t)

生産数量
(千 点)

換算重量

(t)

オ ー バ ー コ ー ト 8,920 9,416 105.6 2,035 4,219 8,586 2,035 164 334 4,599 9,359 28 57

レ イ ン ・ ダ ス タ ー コ ー ト 1,589 1,987 125.0 0,885 1,795 1,589 2,245 1,987

礼 服 3,170 3,064 96.7 1,650 1,921 3,170 1,857 3,064

紳 背 広 上 下(含 三ツ組) 15,281 14,578 95.4 1,290 11,846 15,281 1,290 11,266 14,533 35 45

替 上 着(ブ レザー) 6,016 5,771 95.9 0,831 6,244 5,189 1,300 636 827 5,907 4,909 663 862

◆

シ ヤ ン ノく 一 7,166 6,149 85.8 0,651 10,529 6β54 0,500 623 312 8,918 5,806 686 343

替 ズ ボ ン(ス ラ ソ ク ス) 19,910 18,441 92.6 0,460 36,508 16,794 0,700 4,452 3,116 32,675 15,031 4,872 3,410

士 ジー ンズ上 衣(デ ニム製) 3,023 3,408 112.7 0,930 3,251 3,023 3,664 3,408

ジー ンズ ズ ボ ン(デ ニ ム 製) 13,722 16,384 119.4 0,700 19,603 13,722 23,400 16,384

セーター(含 ベ ス ト、カーディガン) 21,055 19,728 93.7 0,440 47,852 21,055 44,837 19,728

小 計 99,852 98,926 99.1 74,208 25,644 74,481 24,445

オ ー ノく 一 コ ー ト ◆1,204 1,030 85.5 0,759 1,576 1,196 0,800 10 8 1,355 1,028 2 2

レ イ ン ・ ダ ス タ ー コ ー ト 578 590 102.1 0,469 1,232 578 1258 590

男
男 児 服(上 下服) 1,123 1,083 96.4 0,455 1,962 893 0,750 333 230 1,911 870 284 213

ブ レ ザ ー 等 上 着 3,430 3,465 101.0 0,367 7,298 2,678 0,750 1,002 752 7,094 2,603 1,149 862

ジ ャ ン パ ー 1,361 1,416 104.0 0,464 2,678 1,243 0,300 394 118 2,792 1,295 404 121

ズ ボ ン(ス ラ ック ス) 5,583 5,645 101.1 0,218 20,991 4,576 0,350 2,878 1,007 20,361 4,439 3,445 1,206

児
ジ ー ン ズ 上 衣(デ ニ ム 製) 1,029 1,062 103.2 0,508 2,025 1,029 2,090 1,062

ジ ー ン ズ ズ ボ ン(デ ニ ム 製) 3,732
、4,195

112.4 0,398 9,376 3,732 10,539 4,195

セー ター(含 ベス ト、カーデ ィガン) 4,414 4,789 108.5 0,260 16,977 4,414 18,420 4,789

小 計 22,454 23,275 103.7 15,925 6,529 16,082 7,193
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最 終 製 品 の 品 目 別 重 量 換 算(B)

50年 51年
総 重 量(t) 一

製 品 名 織 物 製 ニ ッ ト 製 織 物 製 ニ ッ ト 製

50年 51年 51/50 1点 重 量

(Kg}

生産数量
(千 点)

換算重量

(t)

1点 重 量

(Kg)

生産数量
(千 点)

換算重量

(t)

生 産数量

(千 点)・

換算重量

(t)

生産数量
(千 点)

換算重量

(t}

ワ イ シ ャ ツ 12,138 12,496 102.9 0,170 68,084 11,574 0,250 2,254 564 70,672 12,014 1,929 482

紳
シャ ツ(ワ イ シャツ以 外の もの) 7,599 8,121 106.9 0,200 4,784 957 0,200 33,208 6,642 5,291 1,058 35,315 7,063

Tシ ャ ツ 2,566 2,417 94.2 0,180 14,257 2,566 13,430 2,417

士
小 計 22,303 23,034 103.3 12,531 9,772 13,072 9,962

ワ イ シ ャ ツ 1,129 1,082 95.8 0,145 7,362 1,067 0,180 344 62 7,098 1,029 296 53

男
シ ャツ(ワ イシャツ以 外 の もの) 2,854 3,077 107.8 0,160 3,764 602 0,150 15,016 2,252 4,246 679 15,988 2,398

Tシ ャ ツ 2,308 2,490 107.9 0,150 15,384 2β08 16,599 2,490

児
小 計 6,291 6,649 105.7 1,669 4,622 1,708 4,941

ブ ラ ウ ス(含 シ ャ ツブ ラ ウス) 10,027 11,051 110.2 0,130 47,364 6,157 0,200 19,349 3,870 56,189 7,305 18,730 3,746

婦
Tシ ャ ツ 7,334 7,111 97.0 0,185 39,644 7,334 38,439 7,111

人
小 計 17,361 18,162 104.6

'

6,157 11,204 7β05 10,857

ブ ラ ウ ス(含 シ ャ ツブ ラ ウス) 2β13 2,575 111.3 0,100 18,000 1,800 0,150 3,422 513 20,574 2,057 3,456 518

女
Tシ ヤ ソ 2,738 2,639 96.4 0,130 21,059 2,738 20,301 2,639

児
小 計 5,051 5,214 103.2 1,800 3,251 2,057

、

3,157

中 衣 類 計 51,006 53,059 104.0 22,157 28,849 24,142 28,917
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最 終 製 品 の 品 目 別 重 量 換 算(c)

総 重 量 〔t)
50年 51年

一

製 品 名 織 物 製 ニ ッ ト 製 織 物 製 ニ ッ ト 製

50年 51年 51/50
1点 重量

(Kg)

生 産数:量

(千 点}

換 産重量

(t)

1点 重量

(Kの

生産数量
(千 点)

換算重量

(t)

生産数量
(千点)

換算 重量

(t)

生産数量
(千点)

換算重量

(t)

紳
ア ンダ ー シ ャツ、 ク レー プ シャツ 11,907 11,897 99.9 0,140 9,839 1,377 0,180 58,498 10,530 7,940 1,112 59,919 10,785

士
・

パ ン ツ 、 ブ リ ー フ 5,673 5,725 100.9 0,085 15,661 1β31 0,060 72,374 4342 13,046 1,109 76,926 4,616

男
児

ズ ボ ン シ タ 、 ロ ン グ パ ン ソ 4,503 4,724 104.9 0,120 4,343 521 0,160 24,886 3,982 4,994 599 25,784 4,125

小 計 22,083 22,346 101.2 3,229 18,854 2β20 19,526

ア ンダー シァ ツ、 ク レー プ シャン 5,140 5,218 101.5 α100 5,157 516 0,150 30,824 4,624 6,070

'

607 30,739 4,611

婦
人

パ ン テ ィ
6,437 7,283 113.1 0,070 16,573 1,160 0,060 87,955 5,277 24,064 1,684 93,321 5,599

・

女
ス リ ッ プ 9,156 9,724 106.2 0,070 36,478 2,553 0,200 33,016 6,603 35,967 2,518 36,029 7,206

児 そ の 他 の 下 着 7,645 8,258 108.0 0,020 11,357 227 0,250 29,670 7,418 10,476 210 32,192 8,048

小 計 28β78 30,483 107.4 4,456 23,922 5,019 25,464

婦
ブ ラ ジ ャ ー 2,522 2,613 103.6 0,050 2,522 126 0,050 47,917 2β96 3,135 157 49,120 2,456

人
・

ガ ー ド ル 3,503 3,499 99.9 0,250 14,011 3,503 13,997 3,499

女
児

ボデ ィースーツ(含 オ ールインワン) 1,125 1,195 106.2 0,300 3,751 1,125 3,984 1,195

小 計 7,150 7,307 102.2 126 7,024 157 7,150

肌 着 ・ プ ア ン デ ー シ ョ ン 類 計 57,611 60,136 104.3 7,811 49,800 7,996 52,140

紳
士

パ ジ ャ マ
6,850 6,720 98.1 0,440 11,378 5,006 0,400 4,611 1,844 10,991 4,836 4,710 1,884

・

男
ガ ウ ン 1,314 1,351 102.8 0,780 1,626 1,268 0,350 132 46 1,673 1,305 131 46

児 小 計 8,164 8,071 98.9 6,274 1,890 6,141 1,930

ネ グ リ ジ ェ 4,021 3,839 95.5 0,250 6,258 1,565 0,300 8,185 2,456 6,227 1,557 7605 2,282

婦
人

パ ジ ャ マ 2β99 2,856 98.5 0,250 7,147 1,787 0,350 3,177 1,112 7,140 1,785 3,060 1,071

.

女
ガ ウ ン 1,402 1,483 105.8 0,650 2,103 1,367 0,300 118 35 2,227 1,448 118 35

児 キッチンウェア(サ ロンカッポウ等) 3,660 3,336 91.1 0,110 31,430 3,457 0,300 677 203 28,727 3,160 587 176

小 計 11,982 1L514 96.1 8,176 3,806 7,950 3,564

ナ イ ト ウ ェ ア ・キ ッ チ ン ウ ェア 類 計 20,146 19,585 97.2 14,450 5,696 14,091 5,494

{
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◆

最 終 製 品 の 品 目 別 重 量 換 算(D)

総 重 且(t)
50年 51年

里

製 品 名 織 物 製 ニ ッ ト 製 織 物 製 ニ ッ ト 製

50年 51年 51/50 1点 重 量

(Kg)

生産数量
(千点)

換算重量

(t)

1点 重 量

(Kg)

生産数量

(千 点)
換算重量

(t)

生産数量
(千点)

換算重量

(t)

生産数量
(千 点)

換算重量

(t)

紳士 男 子 学 生 服 上 衣 2,222 2,334 105.0 0,790 2β13 2,222 2,954 2,334

男児

婦人
女児

男 子 学 生 服 ズ ボ ン

女 子 学 生 服

2,597

1,047

2,859

1,076

110.1

102.8

0,450

0,810

5,771

1,292

2,597

1,047

6,354

1,329

2,859

1,076
男児
女児
園 児 服 188 213 113.3 0,400 458 183 0,400 12 5 517 207 14 6

小 計 6,054 6,482 107.1 6,049 5 6,476 6

紳士 制 服(上 下) 2,134 2,001 93.8 1,700 1,138 1,935 1,700 117 199 1,082 1,839 95 162
婦人 制 服(上 下) 834 804 96.4 1,280 499 639 1,280 152 195 460 589 168 215
紳士 事 務 服 ・ 作 業 衣 29,976 30,286 101.0 1,040 27,618 28,723 1,040 1,205 1,253 27,720 28,829 1,401 1,457
婦人

紳士

事 務 服 1,391 1,426 102.5 0,470 2,263 1,064 0,470 695 327 2,349 1,104 686 322

婦人 白 衣 7,465 7,611 102.0 0,380 18,355 6,975 0380 1,289 490 18,851 7,163 1,179 448

小 計 41,800 42,128 100.8 39,336 2,464 39,524 2,604

学 生 服 ・ワー キ ン グ ウェ ア類 計 47,854 48,610 101.5 45,385 2,469 46,000 2,610

紳
海 水 パ ン ツ(含 ビ ー チ ウェア) 280 318 113.6 0,260 393 102 0,070 2,544 178 432 112 2,949 206

士
ト レ ー ニ ン グ シ ャ ツ 2,763 3,288 119.0 0,260 392 102 0,200 13β05 2,661 506 132 15,780 3,156

・

男

トレー ニ ン グ パ ン ツ、 タ イ ツ

含 アノラック、スキーウェア()

スキーズボン

4,030

3,360

4,698

3,569

116.6

106.2

α260

1,160

4,311

2,623

1,121

3,043

0,190

0,550

15,312

576

2,909

317

4,630

2,765

1,204

3,207

18,388

658

3,494

362

児 その他の運動着(ユニフォーム等) 2,883 3,350 116.2 0,830 2,378 1,974 0,200 4,547 909 2,754 2,286 5,320 1,064
小 計 13,316 15,223 114.3 6,342 6,974 6,941 8,282

婦

水 着(含 ビー チ ウェ ア) 874 996 114.0 0,260 1,137 296 0,150 3,856 578 1,223 318 4,519 678

入
ト レ ー ニ ン グ シ ャ ツ 267 342 128.1 0,250 252 63 0,180 1,133 204 333 83 1,438 259

・

女

ト レー ニ ン グ パ ン ツ、 タ イ ツ

・村 訓 含ア㍗ 乙副
512

1,573

593

1,800

115.8

114.4

0,260

LO90

1,075

1,334

280

1,452

0,170

0,450

1,365

264

232

119

1,280

1,536

333

1,674

1,528

281

260

126

児 その他の運動着(ユニフォーム等) 701 798 113.8 0,500 956 478 0,180 1,238 223 1,014 507 1,619 291

小 計 3,927 4,529 1153 2,571 1,356 2,915 1,614

ス ポ ー テ ィ ン グ ウ ェ ア 類 計
17,243 19,752 114.5 8,913 8,330 9β56 9β96
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◆

最 終 製 品 の 品 目 別 重 量 換 算(E)

50年 51年
且総 重 里(t)

製 品 名 織 物 製 ニ ッ ト 製 織 物 製 ニ ッ ト 製

50年 51年 51/50 1点 重 量

(Kg)

生産数量
(千 点)

換算重量

(t)

1点 重 量

(Kg)

生産数量
(千点)

換算重量

(t)

生産数量
(千 点)

換算重量

(t)

生産数量
(千 点)

換算重量

(t)

ケ ー プ 193 190 98.4 0,240 588 141 0,150 345 52 577 138 345 52

乳 外 衣 7,946 8,185 103.0 0,150 23,425 3,514 0,150 29,548 4,432 23,625 3,544 30,937 4,641

幼
レ ギ ン ス 2,078 1,981 95.3 0,130 8,528 1,109 0ユ50 6,459 969 7,760 1,009 6,478 972

肌 着 2,826 2,998 106.1 0,060 5,495 330 0,200 12,482 2,496 5,655 339 13,293 2,659

児 オ シ メ カ バ ー 1,120 1,127 100.6 0,060 5,108 306 0,080 10,180 814 5,404 324 10,037 803

そ の 他 の ベ ビ ー 用 品 5,995 6,563 109.5 0,060 7,231 868 0,200 25,635 5,127 7,523 903 28,301 5,660

ベ ビ ー ウ ェ ア 類 計 20,158 21,044 104.4 0,120 6,268 13,890 6,257 14,787

紳 ソ ッ ク ス 5,907 6β56 107.7 0,025 236,269 5,907 254,225 6,356

士男
・児 タ イ ツ 416 391 94.0 0,200 2,079 416 1,956 391

小 計 6β23 6,747 106.7 6,323 6,747

パ ン テ ィ ス ト ッ キ ン グ 9,861 11,132 112.9 0,018 547,806 9,861 618,455 11,132

婦

人
ス ト ッ キ ン グ 2,444 2,867 117.3 0,015 162,963 2,444 191,156 2,867

● ソ ッ ク ス 3,856 3,736 96.9 0,025 154,230 3,856 149,426 3,736

女
児

タ イ ツ 6,075 5,959 98.1 0ユ90 31,973 6,075 31,363 5,959

小 計 22,236 23,694 106.6 22,236 23,694

靴 下 類 計 28,559 30,441 106.5 28,559 30,441

そ の 他 の 衣 料 品 24,695 17,805 72.1 α250 18,290 4,573 0,350 57,490 20,122 14,584 3,646 40,454 14,159

総 合 計 524,190 529,826 101.1 275,469 248,721 278,969 250,857
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表12-3衣 料 品 目 の 数 量 割 合 と 所 得 弾 力 性

一

品 目 名 W 弾力性 品 目 名 W 弾力性 品 目 名 W 弾力性 品 目 名 W 弾力性
オ ー バ ー コ ー ト 1.7 0.8 オ ー バ ー コ ー ト 0.3 0.5 紳 パ ジ ャ マ 1.3 一 〇

.3 海 水 パ ン ツ 0.1 1.9
レ イ ン ・ ダ ス タ ー コ ー ト 0.3 3.5 レ イ ン ・ ダ ス タ ー コ ー ト 0.2 1.3 勇 ガ ウ ン 0.3 0.4

紳 ト レ ー ニ ン グ シ ャ ツ 0.5 27

紳

礼 服

背 広 服

0.6

2.9

一 〇
.5

-0 .6
女

ス ー ツ

ワ ン ピ ー ス

0.3

0.6

0.4

0.2 婦

ネ グ リ ジ ェ

パ ジ ャ マ

0.8

0.6

一 〇 .6

-0
.2

●

男

トレーニ ングパ ン ツ ・タイツ

ス キ ー ウ ェ ア

0.8

0.6

2.3

0.9

替 上 衣 1ユ 一 〇
.6 ブ レ ザ ー 等 上 着 0.6 一 〇

.6

■

女 ガ ウ ン 0.3 0.8 そ の 他 の 運 動 着 0.5, 2.3

ジ ャ ン パ ー 1.4 一2
.0 ジ ャ ン パ ー 0.1 1.7 キ ッ チ ン ウ ェ ア 0.7 一1

.3 水 着 0.2 2.0

替 ズ ボ ン 3.8 一1
.0 ス カ ー ト 0.8 α8

婦 ト レ ー ニ ン グ シ ャ ツ 0ユ 4.0

士 ジ ー ン ズ 上 衣 0.6 1.8
児

ス ラ ソ ク ス ・パ ン タ ロ ン 0.6 一1
.0 紳 ,上 衣 0.4 0.7 ◆ ト レーニ ン グパ ン ソ・タイツ 0.1 2.2

■

シ ー ン ズ ズ ボ ン 2.6 2.7 ジ ー ン ズ 上 衣 0.1 1.0 勇 学
男 服

ズボン 0.5 1.4 女 ス キ ー ウ ェ ア 0.3 2.0

セ ー タ ー 4.0 0.5 ジ ー ン ズ ズ ボ ン 0.2 2.3 婦女
狡 く

服
女 服 0.2 0.4 そ の 他 の 運 動 着 0.1 1.9

セ ー タ ー 0.8 一 〇
.6 男女 園 児 服 『 一

オ ー バ ー コ ー ト 0.2 一2
.0 紳

、

制 服 0.4
一 〇
.9 ケ ー プ 『 一

レ イ ン ・ ダ ス タ ー コ ー ト 0.1 0.3
紳

ワ イ シ ャ ツ 2.3 0.2 婦 制 服 0.2 一 α5 外 衣 1.5 0.4

男 男 児 服 0.2 一 〇
.5

士
シ ャ ツ 1.4 1.0 紳 事 務 服 ・ 作 業 衣 5.7 0.01

乳
レ ギ ン ス 0.4 一 〇

.7

ブ レ ザ ー 等 上 着 0.7 0.1 Tシ ャ ツ 0.5 一 〇
.8 婦 事 務 服 0.3 0.4

幼
肌 着 0.5 0.9

ジ ャ ン パ ー 0.3 0.6 紳婦 白 衣 1.4 0.3
児

オ シ メ カ バ ー 0.2 0.1

ズ ボ ン 1.1 0.2 ワ イ シ ャ ツ 0.2 一 〇.6

男 そ の 他 の ベ ビー 用 品 1.1 1.3

児
ジ ー ン ズ 上 衣 0.2 0.5

児
シ ャ ツ 0.5 1.1

紳
ア ン ダ ー シ ャ ツ 2.3

一 〇
.1

ジ ー ン ズ ズ ボ ン α7 1.7 Tシ ャ ツ 0.4 1.1 ● パ ン ツ ・ ブ リ ー フ 1.1 0.1 紳 ソ ッ ク ス 1ユ 1.1

セ ー タ ー 0.8 1.2
男

0.7
■

ズ ボ ン シ タ ・ ロング パ ン ソ 0.9 男 タ イ ツ 0.1 一 〇 .8

婦 ブ ラ ウ ス 1.9 1.4 ア ン ダ ー シ ャ ツ 1.0 0.2
■パ ン テ ィ ス ト ッ キ ン グ

1.9 1.8

オ ー バ ー コ ー ト 2.2 一 〇ユ 人 Tシ ャ ツ 1.4 一 〇
.4 パ ン テ ィ 1.2 1.8 婦

●

ス ト ッ キ ン グ 0.5 2.4

レ イ ン ・ ダ ス タ ー コ ー ト 0.9 1.2 婦 ス リ ッ プ 1.7 0.9 女 ソ ッ ク ス 0.7 一 〇
.4

ス ー ツ 1.9 0.8 女 ブ ラ ウ ス α4 1.6 ● そ の 他 の 下 着 1.5 1.1 タ イ ツ L2 一 〇
.3

婦 ワ ン ピ ー ス 2.4 一 〇
.5 児 Tシ ャ ツ 0.5 一 〇

.5 女 ブ ラ ジ ャ ー 0.5 0.5

ブ レ ザ ー 等 上 着 L3 1.2
ガ ー ド ル 0.7

一 〇
.01 そ の 他 衣 料 品 4.7 一3

.9

ジ ャ ン パ ー 0.1 2.4
ボ デ ィ ス ー ツ 0.2 0.9

ス カ ー ト 4.0 0.6 総 計 100.0 0ユ5
ス ラ ッ ク ス ・ パ ン タ ロ ン 2.6 一1

.2

人 ジ ー ン ズ 上 衣 0.1 03 (注)W－ 衣 料総消費量 を100と す る各品 目の数量割合
.

シ ー ン ズ ズ ボ ン 0.4 2.2
弾力性一実質被服費支出の伸びに対する各品目の数量の伸び率

セ ー タ ー 5.3 0.3
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表12-4衣 料 中 分類 品 目の数 量 割 合 と所得 弾 力性

中 品 目 分 類 W 弾 力 性

紳士 ・男児外衣類 23.3 0.24

婦人 ・女児外衣類 25.8 0.21

紳士 ・男児中衣類 5.3 0.44

婦人 ・女児中衣類 4.2 0.59

紳士 ・男児ナイ トウェア類 1.6 一 〇.17

婦 人 ・女 児 ナ イ トウ ェ ア ・キ ソチ ン ウ ェ ア類 2.4 一 〇
.53

紳士・男児学生服 0.9 1.09

婦人 ・女児学生服 0.2 0.39

紳 士 ワーキングウェア類 6.1 一 〇
.06

婦人 ワーキ ング ウェア類 0.5 0.04

紳 士 ・婦人 白衣 1.4 0.28

紳士 ・男児肌着類 4.3 0.12

婦 人 ・女 児 肌 着 ・フ ァ ン デ ー シ ョ ン類 6.8 0.88

紳 士 ・男 児 ス ポ ー ツ ウ ェ ア類 2.5 2.03

婦 人 ・女 児 ス ポ ー ツ ウ ェ ア類 0.8 2.26

ベ ビー ウ ェ ア類 3.7 0.60

紳士 ・男児 くっ下類 1.2 0.94

婦人 ・女 児 くつ下類 4.3 0.93

その他衣料品 4.7 一3
.93

総 計 100.0 0.15
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■

表12-5 衣 料 各 品 目 の 価 格 弾 力 性 ④

(品 目別実質単価、生産数量の伸び率)

(単位%)

品 目 名
実質単価の伸び率 生産数量の伸び率

数 目 名
実質単価の伸び率 生産数量の伸び率

口
実質単価の伸び率 生産数量の伸び率

口口 明 目 名
51/50 52/51 51/50 52/51 51/50 52/51 51/50 52/51 51/50 52/51 51/50 52/51

オ ー ノぐ 一 コ ー ト 102.7 101.5 105.6 102〔0 分 一 ノく 一 コ ー ト 122.3 100.5 99.2 103.9 ワ イ シ ャ ツ 104.1 100.6 103.2 91.7

レ イ ン ・ ダ ス タ ー コ ー ト 92.1 97.1 125.1 71.6 レ イ ン ・ ダ ス タ ー コ ー ト 109.5 99.7 108.8 89.6

紳

士
シャツ(ワ イシャツ以外のもの) 96.6 96.0 106.9 96.9

紳
礼 服 97.3 948 96.7 94.3 ス ー ツ 99.8 99.3 106.2 93.0 Tシ ャ ツ 103ユ 99.0 94.2 106.6

婦背 広 上下(含 三ツ組) 112.3 95.8 95.4 94.6 ワ ン ピ ー ス 95.8 99.9 94.3 1089

替 上 着(含 ブレザー) 104.3 99.9 95.5 100.8 ブ レ ザ ー 等 上 着 99.3 988 107.6 102.4

ジ ャ ン パ ー 111.4 98.7 86.1 98.4 ジ ャ ン パ ー 1069 97.0 117.2 77.4 ワ イ シ ャ ツ 100.2 109.9 96.0 75.9

替 ズ ボ ン(ス ラ ソク ス) 95.0 100.9 91.7 105.1 ス カ ー ト 92.1 96.3 105.9 95.6

男
シャツ(ワ イシャツ珍外 のもの) 96.5 92.9 107.7 962

士 児
.

ジーンズ上衣(デ ニム製) 94.1 84.4 112.7 90.4
人

ス ラ ッ ク ス ・パ ン タ ロ ン 102.7 102.5 92.1 87.3 Tシ ャ ツ 90.4 106.3 1079 106.2

ジー ンズ ズ ボ ン(〃) 92.3 93.9 119.4 98.5 ジー ン ズ上 衣(デ ニ ム製) 97.0 82.9 102.1 86.0

セ ー タ ー

(含 ベ ス ト・カー ディガン)
111.8 99.6 93.7 91.5 ジー ンズ ズ ボン(〃} 93.1 91.6 115.9 104.8

セ ー タ ー

(含 ペ ス ト ・カ ーディガン)
99.7 88ユ 1024 998 婦 ブラウス(含 シヤソブラウス) 96.7 91.5 112.3 107.0

人 Tシ ャ ツ 97.2 105.8 97.0 1056

オ ー バ ー コ ー ト 106.4 102.6 85.6 105.7

レ イ ン ・ ダ ス タ ー コ ー ト 103.6 1045 102.1 100.8 オ ー バ ー コ ー ト 114.4 104.3 104.1 92.9

男 男 児 服(上 下 服) 113.6 106.8 95.6 90.4 レ イ ン ・ダ ス タ ー コ ー ト 103.7 93.4 109.3 67.8 女 ブラウス(含 シャンブラウス} 95.8 94.5 112.2 95.4

ブ レ ザ ー 等 上 着 94.9 1002 99.3 88.7 ス ー ツ 105.4 91.1 102.6 82.8 児 Tシ ャ ツ 96.7 104.8 96.4 106.8

ジ ャ ン パ ー 94.7 94.2 104D 99.5
女

ワ ン ピ ー ス 100.6 96.7 101.4 96.8

ズ ボ ン(ス ラ ッ ク ス) 96.6 114.0 99.7 93.4 ブ レ ザ ー 等 上 着 111.6 99.1 95.6 92.1

児 ジ ー ン ズ」=衣 〔デ ニ ム製) 940 90.4 103.2 89.7 ジ ャ ン パ ー 934 101.1 111.9 74.8

ジー ンズズ ボ ン(〃) 95.2 99.5 1124 96.1 ス カ ー ト 108.4 88.5 105.6 98.0

セ ー タ ー

(含 ベ ス ト ・カー ディガン)
93.5 93.6 108.5 94.2

児
ス ラ ッ ク ス ・ パ ン タ ロ ン 109.7 99.7 93.7 793

ジ ー ン ズ上 衣(デ ニ ム製) 92.2 74.3 107.2 73.9

ジー ンズ ズ ボン(〃) 93.0 94.3 116.6 67.4

セ ー タ ー

(含 ベ ス ト ・カー ディガン)
1044 104.9 95.9 92.0
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表12-5衣 料 各 品 目 の 価 格 弾 力 性 ⑧

品 目 名
実質単価の伸び率 生産数量の伸び率

品 目 名
実質単価の伸び率 生産数量の伸び率

品 目 名
実質単価の伸び率 生産数量の伸び率

51/50 52/51 51/50 52/51 51/50 52/51 51/50 52/51 51/50 52/51 51/50 52/51

紳 アンタニシャツ・ク レープシャツ 93.7 105.1 993 100.3 紳士 ・ 上 衣 94ユ 98.4 105.0 97.3 ケ ー プ 108.7 92.5 98.8 95.3

± パ ン ツ ・ ブ リ ー フ 96ユ 102.0 102.2 96.9
男児 学

男 服,

ズ ボ ン 93.6 95.2 110.1 108.2 外 衣 998 105.6 1030 93.6
男 校 ぺ
児 ズ ボ ン シ タ ・ロ ングパ ン ツ 94ユ 96.8 105.3 96.1

婦人
女児 服 女 服 93.3 68.1 102.9 105.8

乳
レ ギ ン ス 106.2 99.1 95.0 94.8

男児 幼

女児 園 児 服
」

93.0 74.1 113.0 123.2

児
肌 着 94.3 99.3 105.4 100.2

オ シ メ カ バ ー 97.5 101.4 10工0 108.5

婦
人

アンタニシャツ・ク レープシャツ 999 1024 102.3 111.0 そ の 他 の ベ ビ ー 用品 100.4 101.0 109.0 93.7

● パ ン テ ィ 91.9 96.4 112.3 102.4 紳士 需IJ月 艮(」 二下) 105.0 105.4 93.8 100.2
女
児 ス リ ッ プ 100.2 100.6 103.6 95.8 編入 制 服(上 下) 104.1 104.3 96.5 101.6

紳士 事 務 服 ・ 作 業 服 95.2 96.3 101.0 99.9 紳 ・ ソ ッ ク ス 97.2 888 107.6 96.6
' 男

士児婦人 事 務 服 94.4 94.5 102.6 105.4 タ イ ツ 102.6 102.4 94.1 119.4

婦
人

ブ ラ ジ ャ ー 97.0 104.3 103.6 92.6 紳士
婦人
白 衣 99.5 101.4 102.0 993

L
ガ ー ド ル 98.3 102.3 99.9 90.5

児 ボ デ ィ ー ス ー ツ 95.1 94.8 106.2 91.6 パ ン テ ィ ス ト ッ キ ン グ 93.5 87.9 112.9 89.7

海水パンソ(含 ピ チウェア) 100.5 96.0 115.1 112.6
婦

ス ト ッ キ ン グ 93.6 91.0 117.3 98.6人

紳 ト レ ー ニ ン グ シ ャ ツ 99.8 101.8 118.9 1204

●

女 ソ ッ ク ス 96.4 89.1 96.9 107.3

士 児
紳 パ ジ ャ マ 101.5 93.3 982 95.8 ■ トレーニ ング パ ン ツ・タイツ 99.1 992 117.3 113.5 タ イ ツ 96.4 90.1 98ユ 120.0
士男 男

ス キ ー ウ ア・児 ガ ウ ン 101.6 94.9 102.6 110.5 児 工

(含 アノラック ・スキーズボン)
919 87.3 107の 110.4

そ の 他 運 動 着

(ユ ニ フ ォ ー ム 等)
94.4 108.0 116.6 95.7

ネ グ リ ジ ェ 108.6 102.6 95.8 93.7

婦
人 パ ジ ャ マ 101.6 104.9 98.8 96.5 水着(含 ビーチ ウェア) 92.4 94」 115.0 109.1
●

女
児

ガ ウ ン 100.6 96.9 105.6
'96
.2 婦 ト レ ー ニ ン グ シ ャ ツ 93.5 104.0 127.9 1314

キ ッ チ ン ウ ェ ア

(含 サ ロ ン カ ソ ポ ウ)
105.6 100.8 91.3 108.3 ぐ

女
ト レ ーニ ン グ パ ン ソ ・タイ ツ 96.0 110.5 115■ 102.1

児 ス キ ー ウ ェ ア

(含アノ ラック ・スキーウエア)
93.0 109.2 113.7 113.5

そ の 他 運 動 着

(ユ ニ フ ォ ー ム 等)
93.8 91.3 120.0 97.9
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1繊 維 需給 表(糸 ベー ス 戊につ い て

繊維需給表 〔糸ベース)は 、昭和27年 以 来毎年作成 され、繊維統計年報(通 産省 、調査統計部)

に 掲載 されて、各糸の需給状況ばか りでな く、繊維産業全体の需給、価格、輸出入、景気等の問題 に

広 く利 用され てきている。

今回、輸出入統計品 目表(大 蔵 省関 税局)が 全面改正されたのに伴い、本作成基準別記一2(輸

出入部分}の 全 面改正 を行 うこととなったが、あわせ て、作成方法全体の検討 を行い、作成基準の形

態上次の変更 を行 った。

1.近 い将来に予定 されている電子計算機の使 用に よる作成のために 「コー ド番号表」 を追加 し、使

用デー タを明確に示 した。

2..別 記 一1に 述べ てある計算方法 を明確に し、計算方法の差違による無用の混乱 をなくすため 「基

本データ計算方法のまとめ」 を追加 した。

3.繊 維 統計や輸出入統計品 目表 の一部改正 に伴 う本作成基準の一部改正が、従来 しば しば行われて

きたが、今後はm章 を設け、変更点を示すことと した。

別記一2(輸 出入部分)の 全面改正に あたっては次の原則 で行 った。

1.項 目の取捨選択

① 糸ベースであるので、短繊維、 わた状態 のもの、テグス、 カ ットガッ ト、 スプ リットヤーン、

リボンス トローなど、及びそれ らか らなる製品は、採用 していない。

② 繊維を一部 に使 用 していても、"繊 維製品"の 範 ちゅ うに一般に入れがたいもの、生産高、

在庫高が明確に と りがたい ものについては採 用 していない。

例)入 形、かさ、 リノ リウムなど

2.糸 の扱いについて

この需給表が糸ベ ースであること、また繊維統計 で混紡糸の名称 の付け方、生産高の とり方に

従い、輸出入、統計品 目の糸関係については、純、混にかかわ りな く、すべて商品名 となってい

る糸に100%の 割 りあてを行 っている。

3.織 物 の扱いについて

① 他の繊維を交えていないもの、主繊維が85%以 上 のものは、主繊維 となっている糸に100

%の 割 りあてを行 ってい る。

② 他の繊維を交えたもの、主繊維が85%未 満 の ものについ ては、

(イ)た て糸とよこ糸が明 らかに別 々の繊維 か ら成 ると考え られる ものについては、各糸の重量

割合 を想定 して、構成比を決めている。

(・)た て糸とよこ糸が別 々の繊維か ら成 るのか、それとも混紡糸か ら成 るのか、明確に しがた

いものについては、織物 の名 称 となってい る糸に100%の 割 りあてを行 っている。

4.他 の繊維 を交えた織物、二次製品の項 目で、その項 目が さ らに糸の種類別に細分 されている場
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合、 「その他の糸」 となる項 目については、輸出入 の実績があるとは考 えが たい場合 も多いが、

この場合 でも、輸出入 統計 品 目表 の分 類法に従って、 「その他の糸」 には、理論上残 る繊維の

中か ら適当なものにわ りあてを行 ってい る。

なお、本需給表の糸の種類 として、次の ものについては、注意 して利用 していただ きたい。

1.「 絹 糸」 とは、生糸、絹糸、絹紡糸、 さ く紡糸、 ちゅう紡糸などの広義の絹糸を意味す る。

また、計算に あたっては、精練工程に よるいわゆ る練 りべ りは考慮 されていない。

2.麻 糸 には、黄麻 を入れていない。

3.人 絹 糸 とは、 ビスコー ス普通人絹糸 とキュプラ人絹糸を指 してい る。 スフも同様。

4.ア セテー ト糸には、 アセテー ト長繊維 とアセテー ト紡績糸の両方が含 まれる。

皿 作 成 方 法

(1)作 業 手 順

1.供 給 量=期 初在庫量 十 糸 生 産 量 十 輸入量

2.総 需 要 量=供 給 量 一 期末在庫 量

3.輸 出 量=糸 輸 出 量 十 織物 輸出量 十 二次製品輸出量

4.内 需 総 量=総 需 要 量 一 輸 出 量

5.内 需衣料家庭用=内 需 総 量 一 内需産業用

(2)用 い る資料

1.輸 出量、輸入量… …… 日本貿易月表(大 蔵省)

2.内 需 産 業 用…… …繊維統計(通 産省)、 ゴム製品統計(通 産省)、 非鉄金属製品統計

(通 産省)

3.そ の 他… … … 繊維統計(通 産省)

(3)作 業 方 法

1.生 産量、在庫量、産業用需要 量 別記一1に よる。

2.輸 出量、 輸入量 別記一2に よる。
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別 記 一1 (注)在 庫高の項の 〔 〕 は、在庫 の保有者内訳を示す。

＼ 生 産 高 産 業 用 消 費 高 在 庫 高 備 考

綿 糸 ○ 綿糸(純 混} O漁 網用製造工程投入高 O綿 糸 〔紡績、織物、 メ リヤス、二次製 A:そ の月の綿糸(含 コンデ ンサー糸)の

O電 線、 ケーブル用綿 布類消費高 品、卸商〕 製造工程投入高の織物用計から綿タオ

{非鉄金属製品統計) ○ 綿織物 〔織物、染色整理、二次製品、 ル 卦よび綿 タイヤコー ドの生産量 を差

原単位 〔α112[【θ/㎡) 卸商〕・ 会 し引 く。(晦)

Oゴ ム製品用{ゴ ム製品統計) ○ 綿メ リヤス生地 〔組立〕
'

B:そ の月の綿織物生産高(㎡}

{注 参照) O綿 タオル 〔織物、卸商〕 ○ 当 月を含む前3ケ 月移動平均

O綿 タイヤ コー ド 〔織 物〕

硫 毛 糸 ○ 紡毛糸(純 混) Oな い ものとす る。 O紡 毛糸 〔紡績、織物、 メリヤス、二次 A:そ の 月の硫毛糸 の製造工程投入高の織

製品、卸商〕 物用計(勾}

O硫 毛織物 〔織物、二次製品、染色 整理、 Blそ の月の硫毛織物生産高(㎡)

卸商〕・ 合 O当 月を含む前3ケ 月の移動平均

紡 毛 糸 O紡 毛糸(純 混) O織 フエル ト生産高 O紡 毛糸 〔紡績、織物、 メ リヤス、二次 A:そ の月の紡 毛糸の製造工程投入高の織

製品、卸商〕 物用計{陶1

O紡 毛織物 〔織物 、二次製品、染色整理、 B:そ の月の紡毛織物生産高(㎡1

臓 〕・ 合 O当 月を含む前3ケ 月の移動平均

絹 糸 O生 糸(含 玉糸} Oな い ものとす る。 O絹 糸{生 糸 シよび絹糸} A:そ の月の絹糸および絹紡糸の製造工程

O絹 紡糸 〔製糸、織物 、二次製品、卸商〕 投入高の織物刷 計{Kθ}
'

絹紡糸 O絹 紡糸(含 ちゅう糸、さ く紡 糸} B:そ の月の絹織物及び絹紡織物生産高

く(含 さ く紡 糸) 〔紡績、織物、二次製品、卸商〕 {㎡}

絹紡 ちゅ う糸 O絹 織物 O当 月を含む前3ケ 月移動平均
」

〔織物、二次製品、染色整理、卸商〕

× ムB
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＼ 生 産 高 産 業 用 消 費 高 在 庫 高 備 考

麻 糸 O亜 麻糸 0ホ ース生 産高 O亜 麻糸を よび ちよ麻糸 A:そ の月の亜麻糸 ちよ麻 糸の製造工程投

○ ちよ麻糸 {亜 麻 ・ちよ麻} 〔紡績、織物、二次製品、卸 商〕 入高 の織物 用計(1ψ}

O亜 麻、 ちよ麻織物 B:そ の月の亜麻織物お よびちよ麻織物生

〔織物、二次製品、染色整理、卸商〕 産高{㎡)

・ 合 ○ 当月を含む前3ヵ 月移動平均

普 通 ○ ビスコー ス普通 人絹 糸 Oな い もの とす る。 、 Oビ スコー ス普通人 絹糸を よび キュプ ラ A:ビ ス コース普通人絹糸影 よびキュプ ラ

人 絹 糸 Oキ ュプ ラ人絹糸 人絹糸 人絹糸の製造工程投入高の織物用計
,

〔化繊、織物、卸商〕 (陶}

Oビ ス コ ー ス ・キ ュ プ ラ人 絹 糸 B:そ の 月 の ビス コ ー ス人 絹織 物 工・よび キ

〔メ リヤ ス〕 ユプ ラ織物(長 繊維}の 生産高(㎡)

O人 絹糸 〔二次製品) ○ 当月を含 む前3ケ 月移動平均

O人 絹織物 シよび キュプラ織物
■

〔織物、染色 整理、二次製品、卸商〕

・ 合

強 力 O強 力人絹糸 ○ ぜんぶ産業用 とする。 O強 力人絹糸

人 絹 糸 〔化繊、織物、二次製品、卸商〕

O強 力人絹 タイヤ コー ド(織 物}

ス フ 糸 ○ ビ ス コー ス ○ ゴム製品 用……{ゴ ム製品統計} Oビ ス コー ス ス フ糸 を よび キ ュ プ ラス フ A:ビ ス コー ス ス フ糸 を よび キ ュ プ ラ ス

スフ糸(純 混} (注 参照} 糸 フ糸の製造工程投入高の織物用計(Kの

〔紡績、織物、 二次製品、卸商〕 B:ビ ス コー ス スフ織 物 を よび キ ュプ ラ織

○ キ ュプ ラ Oビ ス コー ス ・キ ュプ ラス フ 糸 物(短 繊維)生 産高

ス フ糸(純 混} 〔メ リヤ ス〕 O当 月を含む前3ケ 月移動平均

Oス フ糸 〔二次製品〕

'
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＼ 生 産 高 産 業 用 消 費 高 在 庫 高 備 考

○ スフ織物

〔織物、染色整理 、二次製品、卸商〕

× さB

ア セ テ ○ ア セ テ ー ト Oな い もの とす る。 Oア セテー ト長繊維 お よびアセテー ト紡 A:そ の 月 の ア セ テ ー ト長 繊維 工・よぴ アセテ

ー ト 糸 長繊維 績糸 一 ト紡績 糸の製造工程投入高の織物用計

Oア セテー ト 〔化繊 、織物、二次 製品、卸商〕 {陶}

紡績糸 Oア セテー ト糸 B:そ の月のアセテー ト織物 生産高{㎡)

〔メ リヤ ス〕 ○ 当月を含 む前3ケ 月移動平均

Oア セテー ト織物

〔織物、 二次 製品、染色 整理、卸商〕

× 生B

合成繊維 合成繊維長繊維 ○ 漁網用への長繊維の製造工程投入高 ○ 合成繊維、長繊維 A:合 成繊維織物生産高(㎡1

長 繊 維 O合 繊網用への長繊維の製造工程投入高 〔化繊、織物、卸商〕 B:合 成繊維長繊維織物の生産高(㎡}

Oゴ ム製品 用(ゴ ム製品統計) O合 成繊維糸 Clそ の月の合成繊維のメリヤス用への投入高

(注 参照) 〔二次製品〕(注 参照} D:そ の月の合成繊維 長繊維 のメリヤス用へ

O合 成繊維織物{長 繊維} の投入高{陶1

〔働 、染醒 理〕・ … E:そ の月の合成繊維長繊維製造工程投入高

○ 合成繊維織物 の織物 用計{陥)

〔二次製品、編 〕・ 呈 ・ 号 O当 月を含む前3ケ 月移動平均

O合 成繊維 メ リヤ ス生地

〔編立〕・2

○ 合成繊維 ナイロンタイヤ コー ド

〔織物〕
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＼ 生 産 高 産 業 用 消 費 高 在 庫 高 備 考

合成繊維 合成繊維紡績糸 O漁 網用への紡績糸の製造工程投入高 O合 成繊維紡績糸 F:合 成繊維短繊維織物生産高(㎡}

紡 績 糸 ○ 合繊網用への紡績糸の製造工程投入 〔紡績 、織物、卸商〕 G:合 成繊維紡績糸の製造工程投入高

高 O合 成繊維糸 H:そ の月の合成繊維紡績糸のメ リヤ ス用

0ゴ ム製品用(ゴ ム製品統計} 〔二次製品〕(注 参照} へ の投入高{陶}

{注 参照) ○ 合成繊維織物(短 繊維1 ○ 当月を含 む前3ケ 月の移 動平均

O合 繊亦一 スの生産高 〔働 、染色雛 〕・ 誓

O合 成繊維織物

〔二次鎚 、卸商〕・1・ 皇

O合 成繊維 メリヤ ス生地

〔組立〕・2

O合 成繊維 その他 タイヤコー ド

〔織物〕



間 ω 。。綱 灘 。頒 肱 。、を,け 。。

47年 まで

強 人 人 絹100%強 人 人 絹100傷

ナイロン 合繊{長}100ナ イロン 合繊{長)100

ビニ ロン"1短)100ピ ニ・ン'{短}100

そ+一 …:1:膿

(2)合 成繊維 の産業 用消費高中の漁網用及び合繊鋼 用の製造工程投入高の長繊維 と紡 績糸の比率は次の とシ リとす る。

㈲ 合成繊維の在庫高中の長繊維 と紡 績糸の二次製品の比率は次のとを りとする。

漁 網 用 合 繊 鋼 用

長繊維 紡績糸 計 長繊維 紡績糸 計

97 3 100 82 18 100

長 繊 維 紡 績 糸 小 計

74.0 26.0 100.0

一191一



●

q

●

'

一192一



コ ー ド番 号

コ ー ド 注 コ ー ド 注 コ ー ド 注

01010 生産高綿糸計 02040 そ毛糸製造投入高織物用計(当 月) 04100 絹紡糸製造投入高織物用計(前 月)

01020 産業用消費高漁網製造投入高 02051 そ毛織物生産高(当 月) 04111 絹 ・絹紡織物生産高(前 月)

01031 〃 電 線ケー ブル綿布消費高 02060 そ毛糸製造投入高織物用計(前 月) 04120 絹糸製造投入高織吻用計(前 々月)

A

01040 〃 ゴム製品用綿糸布 02071 そ毛織物生産高(前 月) 04130 絹紡糸製造投入高織物用計(前 々月)

9

01050 在庫高綿糸合計 02080 そ毛糸製造投入高織物用計(前 々月) 04141 絹 ・絹紡織物生産高(前 々月)

01061 〃 綿織物合計 02091 そ毛織物生産高(前 々月) 05010 生産高 麻糸のうち 亜麻糸

01070 〃 メ リヤス生地(綿) 03010 生産高紡毛糸計 05020 〃 〃 ちよ麻糸

01080 〃 タオル(綿)(生 産者) 03020 産 業 用消費高 織 フエル ト生産高 05030 産業用消費高 亜麻 ちよ麻 ホース生産高

01090 〃 タオル(綿)(流 通) 03030 在庫高紡毛糸 05040 在庫高 亜麻ちよ麻糸合計

01100 〃 タ イ ヤ コ ー ド(綿) 03041 〃 紡毛織物 05051 〃 亜麻ちよ麻織物合計

01110 綿糸製造投入高織物用計(当 月) 03050 紡毛糸製造投入高織物用計(当 月) 05060 亜麻ちよ麻製造投入高織物用計(当 月)

01120 綿 タオル生産量 〔当 月) 03061 紡毛織物生産高(当 月) 05071 亜麻織物生産高(当 月)

01130 綿 タ イヤ コー ド生産量(当 月) 03070 紡毛糸製造投入高織物用計(前 月) 05081 ちよ麻織物生産高(当 月)

01141 綿織物生産高(当 月) 03081 紡毛織物生産高(前 月) 05090 亜麻ちよ麻製造投入高織物用計(前 月)

01150 綿糸製造投入高織物用計(前 月) 03090 紡毛糸製造投入高織物用計(前 々月) 05101 亜麻織物生産高(前 月)

Ol160 綿 タオル生産量(前 月) 03101 紡毛織物生産高(前 々月) 05111 ちよ麻織物生産高(前 月)

01170 綿 タイヤ コー ド生産量(前 月) 04010 生産高 生糸(玉 糸を含む) 05120 亜麻ちよ麻製造投入高織物用計(前 々月)

01181 綿織物生産高(前 月) 04020 〃 絹 紡糸計 05131 亜麻織物生産高(前 々月)

、 01190 綿糸製造投入高織物用計(前 々月) 04030 在庫高 絹糸(生 糸および絹糸) 05141 ち よ麻織物生産高(前 々月)

01200 綿 タオル生産量(前 々月) 04040 〃 絹織物(含 さく紡糸、 ちゅ う紡 糸) 06010 生産高 ビス普通人絹糸
・

01210 綿 タ イヤ コー ド生産量(前 々月) 04051 〃 絹 ・絹紡織物 06020 〃 キ ュプラ人絹 糸

01221 綿織物生産高(前 々月) 04060 絹糸製造投入高織物用計(当 月) 06030 在庫高 ビス普通人絹糸合計

02010 生産高そ毛糸計 04070 絹紡糸製造投入高織物用計(当 月) 06040 〃 キ ュプラ人絹糸合計
φ

02020 在庫高そ毛糸計 04081 絹 ・絹紡織物生産高(当 月) 06050 "ビ ス ・キ ュ プ ラ人 絹 糸(メ リヤ ス)

02031 〃 そ毛織物計 04090 絹糸製造投入高織物用計(前 月) 06060 〃 人 絹糸(二 次製品)

193-194
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コ ー ド 注

F

コ ー ド
注 コ ー ド 注

06071 在庫高 人絹織物合計 08090 ビス'ス フ糸製造 投入高織物 用計(当 月}
09140 アセ紡製造投入高織物用計(前 々月)

06081 〃 キ ュプラ織物合計
08100 キ ュプ ラスフ糸製造投入高織物用計(当 月)

09151 ア セ織物生産高(前 々月)

06090 ビス普通人絹糸製造投入高織物用計(当 月) 08111 ビス スフ織物生 産高(当 月)
10010 生産高合繊長繊維

A 06100 キュプラ人絹糸製造投入高織物用計(当 月) 08121 キ ュプラ織物生産高(短 繊維)(当 月)
10020 産業用消費高 漁網用製造投入高

A

06111 ビス人絹織物生産高(当 月)
08130 ピス スフ糸製造投入高織物 用計(前 月) 10030 〃 合繊網用製造投入高

06121 キ ュプラ織物生産高(長 繊維)(当 月) 08140 キ ュプラスフ糸製造投入高織物 用計(前 月) 10040 "ゴ ム 製 品 用 ナ イ ロン

06130 ビス普通人絹糸製造投入高織物用計(前 月)
08151 ビス スフ織物生産高(前 月)

10050 "〃 ポ リ エ ス チ ル

06140 キュプラ人絹糸製造投入高織物用計(前 月)
08161 キ ュ プラ織物生産高(短 繊維)(前 月) 10070 在庫高 合繊長繊維合計

06151 ビス人絹織物生産高(前 月)
08170 ビス スフ糸製造投入高織物用計(前 々月) 10080 〃 合成繊維糸(二 次製品)

06161 キ ュプラ織物生産高(長 繊維)(前 月) 08180 キ ュ プラスフ糸製造投入高織物 用計(前 々月) 10091 〃 合繊織物、織物生産者、長繊維

06170 ビス普通人絹糸製造投入高織物用計(前 々月)
08191 ビス スフ織物生産高(前 々月) 10101 〃 〃 、染色 整理、 長繊維

06180 キュ プラ人絹糸製造投入高織物 用計(前 々月) 08201 キ ュプラ織物生産高(短 繊維)(前 々月) 10111 "〃 、 二 次 製 品

06191 ビス人絹織物生産高(前 々月)
09010 生産 高 アセテー ト長繊維 10121 〃 〃 、 卸 商

06201 キュプラ織物生産高(長 繊維}(前 々月) 09020 "ア セ テ ー ト紡 績 糸
10130 〃 、メ リヤ ス生地、合成繊維

07010 生産高 強力人絹糸 09030 在庫 高 アセテー ト長繊維合計 10140 "、 タ イ ヤ コ ー ド 、 ナ イ ロ ン

07020 在庫高 強力人絹糸合計 09040 〃 アセテー ト紡績糸合計 10151 合繊織物生産高(当 月}

07030 在 庫 高 強力人絹 タイヤ コー ド 09050 〃 ア セ テ ー ト糸(メ リヤ ス)
10161 合繊長繊維織物生産高(当 月)

08010 生 産高 ビス ・スフ糸
09061 〃 ア セテー ト織物合計

10170 合繊長繊糸製造投入高織物用計(当 月)

、

08020 〃 キ ュ プ ラ ス フ糸
09070 アセ長製造投入高織物用計(当 月) 10180 合 繊糸製造投入高 メ リヤス用(当 月)

08030 産業用消費高ゴム製品用、化繊その他消費 09080 アセ紡製造投入高織物用計(当 月) 10190 合繊長繊糸製造投入高メリヤス用(当 月)
■

08040 在 庫 高 ビス ・スフ糸合計 09091 ア セ織物生産高(当 月) 10201 合繊織物生産高(前 月)

08050 〃 キ ュ プ ラ ス フ 糸 合 計
09100 アセ長製造投入高織物用計(前 月) 10211 合繊長繊維織物生産高(前 月)

08060 ル ビ ス ・キ ュ プ ラ ス フ 糸(メ リヤ ス)
09110 アセ紡製造投入高織物用計(前 月) 10220 合繊長繊糸製造投入高織物用計(前 月)

08070 〃 ス フ糸(二 次製品)
09121 ア セ織物生産 高(前 月} 10230 合繊 糸製造投入高 メ リヤス用(前 月)

08081 〃 ス フ織物 合計
09130 アセ長製造投入高織物用計(前 々月) 10240 合繊長繊糸製造投入高メリヤス用(前 月)
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合繊織物生 産高(前 々月)

合 繊長繊維織物生産高(前 々月)

合 繊 長繊糸製造投入高織物用計(前 々月)

合 繊糸製造投 入高メ リヤス用(前 々月)

合 繊長繊糸製造投入高 メ リヤス用(前 々月)

生 産高合繊紡績糸

産業 用消費高ゴム製品用 ビニ ロン

産業 用消費高合繊 ホース生 産高

在庫 高 合繊紡績糸合計

〃 、合繊織物、織物生産者、短繊維

〃 、 〃 、染色整理、織物、短繊維

〃 、 〃 、 〃 、毛布、合成繊維

在庫高 タイヤ コー ド、合繊、その他

合繊短繊維織物生産高(当 月)

合 繊紡績糸製造投入高織物 用計(当 月)

〃 〃 メリヤス用(当 月)

合繊 短繊維織物生産高(前 月)

合繊紡績糸製造投入高織物用計(前 月}

合 繊紡績糸製造投入高メ リヤス用(前 月)

合 繊短繊維織物生産高(前 々月}

合 繊紡績糸製造投入高織 物用計(前 々月)

〃 〃 メリヤス用(前 々月)
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人 絹 糸 生 産 高

在 庫 高

匝]+[嗣 ぱ 用消費離 し・す・。

回+嗣+[三 司 ・[≡ 司+(回+[亘 ヨ)・(丁)・
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強 力人 絹 糸 生 産 高

産業用消費高

在 庫 高

匝
内需総量をもってあてる。

1・7・2・1+匝]

ス フ 糸 生 産 高

産業用消費高

在 庫 高

回+回
1三⊇

輌+囮[画+[嗣[区 ⊇+匝 ＼
回+画+国 王]・回+回 ・(き)・ 十 十1

匝+口 口+匝 口+㊥ ノ

ア セ テ ー ト糸 生 産 高

産業用消費高

在 庫 高

匝+[⊇
な しとす る。

回+口 碑+回 牢 ご 匝+嗣 幽匝+rl蓋 卵
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合 繊 長繊 維 生 産 高

産業用消費高

在 庫 高

晒
⊆]・ ・.97+[⊇ ・・82+[⊇+[⊇ ・・.・

{晒+同 仁]+匝])・(9)×(謡+匿{+謡/ド(鵠+謡+爵

+回 ・(去}・(謡+謡+謡}+回+国 元 ・+匝

合 繊 短 繊 維 生 産 高

産業用消費高

在 庫 高

匝
回 ・ α・3+回 ・ α・8+[三 日+匝[i]・ α・+i・ ・3・
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単位%

項 目 番 号 商 品 名 綿 糸 硫毛糸 紡毛糸 絹 糸 麻 糸 善人糸 強人糸 ス フ 糸 ア セ糸 合繊長糸 合繊短糸

糸 5002000 生 糸(よ ってないものに限 る。) 100

絹糸(絹 紡糸、絹紡紬糸及 び小 売用の糸 を除 く。)

糸 5004010 一 かす り糸
100

糸 5004090 一そ の他の もの
100

糸 5005000 絹紡糸(絹 紡紬糸及び小売用の糸を除 く。) 100

,糸 5006000 絹 紡紬糸(小 売用の糸を除 く。} 100

糸 5007000 絹 糸、絹紡糸及び絹紡紬糸(小 売用の糸に限 る。) 100

絹織 物(絹 ノイル織物を除 く。)

一他 の繊維 を交え てない もの

織 物 5009011 一 一はぶたえ
100

織 物 5009012 一 一 朱 子
100

織 物 5009013 一 一富士絹
100

織 物 5009014 一 ー オ ー ガ ン ジ ー
100

織 物 5009015 一 一 ク レー プ
100

織 物 5009016 一一紋織 りのもの
100

織 物 5009019 一一そ の他のもの
100

織 物 5009020 一羊毛又は繊獣毛を交えたもの
50 50

織 物 5009030 一人 造繊 維を交えたもの
30 30 40

織 物 5009090 一そ の他の繊維を交えた もの
70 30

織 物 5010000 絹 ノ イル織物 100

人造繊維の長繊維の糸(小 売用の糸を除 く。)

一 ポ リア ミ ド(ナ イ ロ ン)繊 維 の も の

糸 5101100 一 一 テ ク ス チ ャ ー ド加 工 糸
100

一一そ の他の もの

糸 5101200 一 ー 一 よ っ て な い も の 及 び よ り数 が1メ ー トル に つ き50以 下 の もの
100

糸 5101300 一 一 一 そ の 他 の も の

.

100

一 ポ リエステル繊維の もの

糸 5101400 一 一 テ ク ス チ ャ ー ド加 工 糸
100

一一その他 のもの

糸 5101500 一 ー 一 よ っ て な い もの 及 び よ り数 が1メ ー トル に つ き50以 下 の も の
100

(以下略)
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